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1.本書は静岡県裾野市大畑字下ノ大窪他に所在する下ノ大窪遺跡の発掘調査報告書である。

2.本調査は平成15・16年度第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務として、 中日本道路高速

道路株式会社横浜支社沼津工事事務所の委託を受け、静岡県教育委員会文化課の指導のもと、財団法

人静岡県埋蔵文化財調査研究所が平成15年4月から同年5月まで、行った確認調査の結果を受け、同年

6月から平成17年3月まで実施した。

3.整理作業は、平成17年4月から平成20年3月まで実施した。

4.調査体制は以下の通りである。

平成15年度(確認調査 ・本調査 I期)

所長斎藤忠 副所長飯田英夫

調査研究部長山本昇平 調査研究一課長中嶋都失

調査研究員 中村雅昭

平成16年度(本調査II期)

所長斎藤忠 副所長飯田英夫

調査研究部長山本昇平 調査研究一課長中嶋郁夫

主任調査研究員前嶋秀張柴田睦

調査研究員岩崎しのぶ 成田修一

平成17年度(整理作業)

稲葉渉

所長斎藤忠 常務理事平松公夫

調査研究一課長 中嶋郁夫 主任調査研究員 前嶋秀張

平成18年度(整理作業)

所長斎藤忠 常務理事平松公夫

調査研究部次長 佐野五十三 調査研究部次長兼課長及川司

調査研究部係長前嶋秀張 中鉢賢治

平成19年度 (整理作業)

常務理事粂田徳幸

主任調査研究員 前嶋秀張

常務理事 平松公夫

調査研究部長石川素久

調査研究員 岩崎しのぶ

調査研究部長 石川素久

調査研究員 岩崎しのぶ

所長斎藤忠 常務理事兼事務局長清水哲総務課長兼事務局次長 大場正夫

事務局次長兼調査課長及川司 事務局次長佐野五十三 稲葉保幸

調査課係長笹原千賀子 常勤嘱託員阿部敬

5.現地作業においては、掘削業務、測量業務を以下の業者に委託した。

平成15年度(確認調査) 掘削業務(株)静山園 測量業務 (株)岡三リ ピック

平成15年度(本調査 I期)掘削業務(株)河西建設測量業務(株)岡三リピック

平成16年度(本調査H期)掘削業務(株)河西建設測量業務 (株)岡三リピック

6.黒曜石の蛍光X線分析は望月明彦氏(独立行政法人沼津工業高等専門学校教授)に委託した。その

分析結果は附編に収録した。

1 炭化物の放射性炭素年代測定は(株)加速器分析研究所に委託した。その分析結果は附編に収録し

た。

8.木質資料の樹種同定は(株)パレオ・ラボに委託した。その分析結果は附編に収録した。

9.石器実測及びトレースは(株)シン技術コンサルに委託したものと、静岡県埋蔵文化財調査研究所

で、行ったものがある。



10.本書の編集は阿部と岩崎が行った。 執筆分担は以下の通りである。

第 l章及川司・野田正人 (2007を改変)、 第 2章 阿部、第 3章岩崎、第4章

第5章阿部、 第6章 岩 崎 、 第7章 阿部

11.発掘調査および整理作業では以下の方々に御指導、御助言を賜った。厚く御礼申し上げる。

安斎正人池 谷信之尾田織好国武貞克小崎晋佐藤宏之溢谷昌彦下島健弘戸田哲也

中村雄紀役重みゆき(五十音}I買・敬称略)。

12.発掘調査資料はすべて静岡県教育委員会が保管している。

阿部、

伊リ凡

1.調査区の方眼設定は、国土座標(日本測地系平面直角座標四系)を基準に、国土座標 (-90380. 

35570) = (A. 1) と設定した(座標は平成15年度改訂以前の旧座標を使用している)。グリッドは10

mxIOmで、各グリッドの呼称は、該当グリッド南西角の座標名称を採用している。下図を参照のこ

と。

2.出土造物は 5桁の通し番号を付して取り上げ、これを遺物番号とした。報告書中の掲載番号とは同

一でなし=。遺物番号と掲載番号の対応関係は各章の出土石器属性表を参照。

3.石器の実測は原則として第三角投影図法に準拠した。

4.出土遺物の縮尺は、原則として、土器が 1/2、剥片石器類と石核が4/5、機石器類が 1/3とし

た。但しこれと異なる場合は別に縮尺を付した。

5. 出土遺物以外の縮尺は各図に付した。

6.本文中もしくは観察表に用いる色彩に関する用語・記号は、新版『標準土色帳，g (農林水産省技術

会議事務局監修1992)に準拠した。

7.石器のブロックは、個体別資料や接合資料の検討と無関係に、5点以上の石器が集中して検出され

ていることを原則として設定した。ブロック番号は、旧石器時代第 I文化層から第V文化層までに、

通し番号を用いた。

8.本文中の遺構に関する略号表記は以下のとおり。

RG:磯群 SY:集石 PF:土坑 SB:竪穴住居跡

物集中

9.石器石材は森嶋富士夫が岩石学的に分類した。岩石名および黒曜石産地のl暗号については次頁の表

を参照。

10.層位名の略号は「第3章

CB:炭化FP:焼土TA:竪穴住居状遺構

Z!>n 

基本層序と文化層J を参照。

-90380.0 

。。
h
凶
凶
円

グリッド設定

A-2 

。。曲目
的門

B-1 

A-1 



石材略号凡例

岩石和名 岩石英名 略号 岩石和名 岩石英名 略号

角閃石安山岩 Hornblade-And巴site An(Ho) 授賞頁岩 Hard Shale HS 
輝石安山岩 Pyroxene-Andesite An(Py) 硬質砂岩 Hard Sandstone HSS 
アプライト Aplite Ap 火山機凝灰岩 Lapilli Tuff LT 
玄武岩 Basalt Ba 砂岩(中粒) Medium Sandstone MSS 
チャー ト Chert Ch 黒曜石 Obsidian Ob 
結晶片岩 Crystalline Schist CSc 石英 Quartz Qt 
砂岩 (粗粒) Corse Sandstone C~ 水晶 Rock Crystal RC 
デイサイト Dacite Da 流紋岩 Rhyolite Rhy 
閃緑岩 Diorote Di 赤玉 Red Jasper RJa 
輝緑岩 Diabase Dia I 赤色頁岩 Red Shale RSh 
細粒安山岩 Fine Andesite FAn I 頁岩 Shale Sh 
細粒斑レイ岩 Fine Gabbro FG 石英岩 Silexite Si 
砂岩(細粒) Fine Sandstone FSS 珪質頁岩 Siliceous Shale SSh 
細粒凝灰岩 Fine Tuff FT 珪質粘板岩 Siliceous Slat巴 SSI 

斑レイ岩 Gabbro Ga 郷緑凝灰岩 Schalstein Sst 
ガラス質黒色安山岩 Grassy black And巴site GAn I 滑石 Talc Ta 
緑色凝灰岩 Gr巴enTuff GT 凝灰岩 Tu仔 Tu 
硬質細粒凝灰岩 Hard Fine Tuff H円 1 多孔質安山岩 Vesicular Andesite VAn 

ホルンフ ェルス Hornfels Hor I 多孔質玄武岩 Vesicular Basalt VBa 
ホルンフェルス (凝灰質)Tuff-Hornfels Hor(Tu) I 

黒曜石分類群

AGlくT 天城柏峠群 HNKI 箱根黒岩橋群

KZOB 神津島恩馳島群 SWHD 諏訪星ヶ台群

TSTY 事E科冷山群 WDτY 和田鷹山群

HNHJ 箱根畑宿群 WDKB 和田小深沢群
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第1m調査概要

第 l章調査概要

第 l節 第二東名建設に伴う埋蔵文化財の取り扱いの経緯

混雑する東名・名神高速道路の抜本的な対策として昭和62年の道路審議会において第二東名・第二名

神の建設が建議された。その後、第4次全国総合開発計画の閣議決定、国土開発幹線自動車道路建設法

の一部改正等を経て、平成元年 l月に開催された第28回国土開発幹線自動車道建設審議会において飛島

村~神戸市聞の第二名神と ともに、 横浜市から東海市に至る延長約270畑lの第二東名高速道路の基本計

画が策定された。静岡県内においては東西に貫く形となり、その延長は約170切に及ぶ。この基本計画

の策定を受けて静岡県は平成元年12月、 第二東名建設推進庁内連絡会議を設置し、教育委員会文他課も

メンバーとして参加した。

その後、第二東名の基本計画については、 文化財を含む環境影響調査等が行われ、ほかの公共事業や

地域開発計画との調整をはかった上、平成 3年 9月24日には静岡県長泉町~引佐町の都市計画決定告示

がなされた。

こうした環境影響調査と並行する形で、埋蔵文化財の分布状況の把握作業もなされている。第二東名

建設に関する調査の指示を受けた日本道路公団は平成4年2月17日付けで文他庁へ通知を行うとともに、

平成4年 5月11日付けで日本道路公団東京第一建設局長から静岡県教育委員会教育長宛に、長泉町~引

佐町聞の埋蔵文化財分布調査の手続きの依頼を行った。また、平成4年8月27日付けで日本道路公団東

京第一建設局静岡調査事務局長から静岡県教区委員会教育長宛に、「第二東名自動車道の埋蔵文化財包

蔵地の所在の有無についてJ の照会がなされている。これを受けて県教育委員会は平成4年9月29日に

関係市町村教育委員会を集めて第二東名路線内の埋蔵文化財踏査連絡会を開催する とともに、 第二東名

路線内における埋蔵文化財の所在についての照会を行った。踏査結果については、 各市町村教育委員会

からの回答をもとに協議を行い、県教育委員会が取りまとめたものを平成5年 3月18日付けで静岡県教

育委員会教育長から日本道路公団東京第一建設局静岡調査事務所等宛に回答がなされている。この時点

での調査対象箇所は136カ所、調査対象総面積が 1，453，518ぱとなっている。

その後、長泉町~引佐町聞については、平成 5年11月19日付けで日本道路公団に施行命令が出された。

これに伴い、日本道路公団東京第一建設局および静岡県土木部高速道路建設課、静岡県教育委員会文化

課で、埋蔵文化財調査の進め方について協議が行われた。調査対象範囲の確定、個々の遺跡の取り扱い等

について協議されるとともに、発掘調査の実施については日本道路公団が財団法人静岡県埋蔵文化財調

査研究所へ委託することが確認された。しかしながら、第二東名建設に伴う埋蔵文化財調査については、

短期間に膨大な調査量が想定されるため調査体制を どのように確保するかが大きな課題となった。

さらに平成 6年度には、県教育委員会文化課職員が上記の調査対象箇所について具体的な調査を進め

るための状況調査を行う とと もに、前年に示されたパーキングエリア・ サービスエリア予定地について

の踏査を当該市町村教育委員会に依頼、年度末にはその報告ととりまとめがなされたc こうした状出調

査や新たな踏査結果をもとに見直しがされた結果、この段階での調査対象地点は133箇所、調査対象総

面積はし286，759mとなった。

平成7年度後半には、路線の一部では幅杭の打設が開始され、埋蔵文化財の調査の開始についてもか

なり見通しが出てきた。こう した状況の中で、第二東名建設にかかる埋蔵文化財の取り扱いを協議する

場として、日本道路公団静岡建設所 (平成6年2月設置)と県教育委員会文化課による「第二東名関連
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第 I章調査概要

で管理する必要性から、すべての遺構、遺物に関しては、国家座標のX、Y座標と水準値を記録した。

なお、本報告書では、調査区設定のための座標名称(例えば座標 (X，Y) = (A， 1))は、この

座標を南西角とする l辺10mの正方形のグリッド名称としても用いる。

2 調査の経過(第 1-5図)

確認調査

確認調査は調査区全域を対象として、平成15年4月に開始した。

調査区内にテストピット27箇所を設定した。設定した範囲内の樹根と表土を重機で除去した後、人力

で掘削した。掘削後、各テストピットについて写真と図面による記録保存を行った。これらの作業終了

後、同年 5月に重機で埋め戻し作業を行い、確認調査を終了 した。確認調査の結果、縄文時代と旧石器

時代の遺構・遺物が出土したため本調査を行うことになった。

本調査 l期

l・2区全体と 3区の縄文時代遺構面までを本調査 I期の調査対象地とした。平成15年6月から重機

で1・2区の抜根と表土除去を行った。同月から人力掘削作業を開始した。表土直下にある縄文時代遺

構面については全面を掘削し、遺構・遺物の調査及び写真と図面による記録保存を行った。旧石器時代

に相当する休場層以下については、テストピットを10mグリッドごとに設定し、人力で掘削した。第皿

黒色帯で遺構の分布が確認されたため、中間層を重機で除去した後、全面を第皿スコリア層上面まで人

力で掘削した。調査終了後、再びテストピットを10mグリッドごとに設定し、中部ローム上面まで人力

で掘削した。掘削終了後、すべてのテストピットの記録保存を行った。 11月から 1・2区と並行して、

3区の調査に着手した。重機で抜根と表土除去を行った後、 1 . 2区と同様、表土直下にある縄文時代

遺構面については全面を人力で掘削し、遺構・遺物の調査及び写真と図面による記録保存を行った。 3

区の休場層以下の調査は本調査H期の調査対象地としたが、裾野市道2143号線切り替え部分に含まれる

範囲については、先行して本調査 I期で調査を実施した。この範囲で休場層直下黒色帯と第皿黒色帯で

旧石器時代の遺構を検出したため、各々の面で調査を実施した。掘削終了後、各遺構面でラジコンへリ

による空中写真撮影を行った。重機で 1• 2区のテストピッ トを埋め戻して、平成16年3月に本調査 I

期の調査を終了した。

本調査H期

本調査II期の調査対象地は 3区の市道切り替え部分以外の休場層以下と 4区とした。 4月に重機で4

区の抜根と表土除去を行った。同月から人力掘削作業を開始した。縄文時代遺構面については 1'"'-'3区

と同じく調査区全域を人力で掘削した。これに並行して、 3区はテストピットを10mグリッドごとに設

定し、ニセローム層上面まで人力で掘削した。第 I黒色帯で旧石器時代の醗群が確認されたため、中間

層を重機で除去した後、全面をニセローム層上面まで人力で掘削した。掘削終了後、 3区と 4区を併せ

てラジコンヘリによ る空中写真撮影を行った。撮影終了後、 4区は竪穴住居跡等の遺構・遺物の調査及

び写真と図面による記録保存を実施した。 3区はさらにテストピットを掘り進めたところ、第田黒色帯

で遺物が検出された。遺物が出土したテストピットの周辺の中間層を重機で除去した後、第皿スコリア

層上面まで人力で掘削した。すべての遺構・遺物、テストピットの調査と記録保存を実施し、 9月で 3

区の調査は終了した。 4区も 9月から旧石器時代の調査に着手した。 3区と同様、テストピットを10m

グリッドごとに設定し、第 Iスコリア層上面まで人力で掘削した。休場層中で遺構及び遺物が検出され

- 4-
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第2m遺跡環境

第2章 遺 跡 環 境

第 l節遺跡の立地

下ノ大窪遺跡はJR裾野駅から北西に約2.51∞離れた裾野市大畑字下ノ大窪他に位置する。こ こは富士

山の南東、愛鷹山の東麓である。愛鷹山は約50"-'40万年前から活動を始め、約10万年前に活動を停止し

た火山である。その後、約 8万年前から活動を開始した古富士火山の噴出物が堆積して愛鷹ローム層を

形成し、 約 l万年前には新富士火山から大量の溶岩流が流出し、その後も火山灰が厚 く堆積した。この

古富士火山の活動期に数回の開析作用が起こり、その結果形成された樹根状の尾根の上に新富士火山の

噴出物が覆い、現在の地形が造り上げられた。愛鷹ローム層は上部、中部、下部ローム層に分けられて

おり、西は富士川、東は裾野市まで、拡がっている。上部ローム層には旧石器時代から縄文時代の遺跡が

多く存在する。本遺跡はこのようにして形成された最大幅約60m程度の痩せ尾根の頂上部に立地し、標

高は250"-'260mで、ある。調査区の南北には、黄瀬川の支流によって形成された比高差40m程の開析谷が

存在し、それぞれを挟んで併ヶ尾遺跡 (No.147地点)と老平遺跡 (No.145地点)が立地している(第

3図)。

第2節周辺の遺跡

黄瀬川を挟んで、左岸側に箱根山、右岸側に愛鷹山が形成する台地上に多くの遺跡が存在する。裾野市

にはまだ少ないが、本遺跡と同様の原因によって調査された遺跡で確認例が増加している(第4図)。

旧石器時代から縄文時代草創期の遺跡と しては、これまで上川遺跡(裾野市教育委員会編 1987a) 

や富沢平林遺跡が発掘事例と して知られていたほかは、尾畑遺跡(裾野市教育委員会編 1987b)、丸山

II遺跡(裾野市教育委員会編 1975)、屯屋遺跡 (渡瀬 1990)、相生原遺跡(渡瀬 前掲)などで石器

が僅かに回収されているに過ぎなかった。しかし最近になって、悌ヶ尾遺跡(第二東名NO.147地点)

(静岡県埋蔵文化財調査研究所編 2007)で6枚の文化層が確認された。第田黒色帯 (BB皿)、第II黒

色帯 (BBII)、第 I黒色帯 (BB1 )、第 lスコリア帯 (SCII)で、それぞれ削器類と剥片類、休場層

スコリア 2 (YLs 2) もしくは休場層下一中部 (YLL-YLM)を掘り込み面とする土坑および磯群とナ

イフ形石器群、漸移層から富士黒色土 (ZN-FB)から数点の尖頭器石器群が検出された。ただし、遺

物数はそれぞれ大変少ない。整理中にある土-3遺跡、入ノ洞B遺跡 (No.144-2地点)、内野山V遺跡

(No. 144-3地点)、老平遺跡 (No.145地点)でも旧石器時代から縄文時代の遺構と遺物が重層的に検出

されている。

縄文時代早期の遺跡は、千福小杉平第2遺跡(裾野市教育委員会編 1982)で早期前半の撚糸文土器

の出土が報告されている。裾野市域では早期後半と前期の遺跡の分布が濃密であり、早期後半では上述

の悌ヶ尾遺跡で6軒の住居跡のすべてで打越式土器ないしこれと並行・近接する型式の土器群が検出さ

れた。上川遺跡では16軒の竪穴住居跡が検出され、このうち 2軒が縄文時代早期末のものであると報告

されている。中畑遺跡(裾野市教育委員会編 前掲)でも竪穴住居跡を含む遺構が検出された。富沢内

野1111遺跡(裾野市教育委員会編 前掲)では竪穴住居跡と推定される遺構が2基検出された。千福市

場平第2遺跡(裾野市教育委員会編 前掲)も同時期であろう。打越式土器が検出された愛鷹山麓の迫
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第2箪遺跡環境

跡としては、以上の他、丸山遺跡、細野沢遺跡、長泉町野台遺跡、沼津市葛原沢第W遺跡があげられる。

田場沢裏山遺跡では表面採集されている。また、箱根山西麓にある裾野市日向遺跡(裾野市教育委員会

編 1975)、三島市乾草峠遺跡(三島市教育委員会編 2005)、同打越遺跡、焼場遺跡(静岡県埋蔵文化

財調査研究所編 1994)、函南町上黒岩遺跡(函南町教育委員会編 1989)、同柳沢B遺跡でも打越式土

器が出土している。

前期は、上川遺跡、中畑遺跡で継続して遺物が出土している他、細野沢遺跡(裾野市教育委員会編

1982)では竪穴住居跡5軒などで構成される前期後半の集落跡が検出された。また、 市場平第 l遺跡

(裾野市教育委員会編 1982)でもこの時期の土器が出土した。

中期は、市場平第 I遺跡、細野沢遺跡で継続して遺物が出土する他、桃園入ノ洞遺跡、尾畑遺跡で遺

物が出土している。尾畑遺跡では顔面把手付土器や蓑翠製の大珠が出土しており、その特異性が注目さ

れている(瀬]11 1970)。

縄文時代後期から古墳時代については資料が乏しく、遺跡の実態は現在のところ不明である。約2800

年前のカワゴ平・ 仙石火山の噴火や、約1700年前の砂沢火山の噴火が遺跡数減少の要因ともいわれてい

る。

参考文献

園南町教育委員会編 1989 r上黒岩遺跡Jr柳沢B遺跡JIi"函南スプリングスゴルフ場用地内埋蔵文化財発掘調査報

告 I~。

静岡県埋蔵文化財調査研究所編 1994 r焼場遺跡 (A地点)~ 0 

静岡県埋蔵文化財調査研究所編 2007 r併Jケ尾遺跡』。

裾野市教育委員会編 1975 r裾野市日向・丸山 I・丸山H遺跡発掘調査報告書』。

裾野市教育委員会編 1978 i'裾野市深良城ヶ尾遺跡発掘調査報告書』。

裾野市教育委員会編 1982 r裾野市千福市場平第 I・第2 小杉平第 l・第2 細野沢遺跡』。

裾野市教育委員会編 1986 l'裾野市大畑中畑遺跡発掘調査報告書』。

裾野市教育委員会編 1987a r上川遺跡』。
裾野市教育委員会編 1987b r裾野市富沢内野山遺跡緊急発掘調査略報 中畑遺跡発掘調査報告書』。

裾野市教育委員会編 1992 r裾野市史第一巻資料編考古』。

瀬川裕市郎 1970 r大珠と顔面把手付土器一裾野の縄文時代遺跡と小畑遺跡一J r裾野郷土研究』第4号、 26-42頁。
長泉町教育委員会編 1986 r野台遺跡J r中尾・イラウネ・野台』。

沼津市教育委員会編 2001 Ii"葛原沢第W遺跡 (a• b区)発掘調査報告書 1J一縄文時代草創期・縄文時代一

三島市教育委員会編 2005 r乾草峠遺跡J r三島市埋蔵文化財調査報告X~。

渡瀬治 1990 r裾野市内における旧石器時代および縄文時代についてJ W裾野市史研究』第2号、 2ト57頁、裾野市

教育委員会。
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第3章基本層序と文化層

第 3章基本層序と文化層

l 堆積状況(第 5図)

愛鷹山麓のローム層は、 堆積順に下部ロ ーム層、中部ローム層、上部ローム層に分けられる。上部

ロームは関東ローム層の立川ロームに相当し、火山砕石物が堆積したス コリア層と火山噴火の休止期に

植物の繁殖、腐食などの影響により黒色化が進んだ黒色帯との互層から成っている。

本遺跡の堆積状況は、第5図に掲げる通り、南北にある谷へ向かう急傾斜地を除いて概ね良好であっ

た。全体的に黒色土の発色が悪く、各層間の変化も漸移的である。

2 基本層序(第6図)

第2層は耕作土直下にあり、硬質のスコリアを多く含む褐色土層 (NSC)である。

第3層は粒径5-10rnmの角張った黒色ないし樺色の砂沢スコリアを多く含む層 (SNZ)である。

第4層はカワゴ平ノ号ミスを含む暗褐色土層 (KGP)である。

第5層は粒径約10皿の発泡した褐色の仙石スコリアを多く含む暗褐色土層 (SSC)である。第2層か

ら第5層は、植林及び伐採、市道整備による削平を受けており、調査区の一部でしか堆積が確認できな

しユ。

第6層は富士黒色土層 (FB) に概ね相当する層である。愛鷹山南麓でドはこの層の上位に栗色土層

(KU) と呼ばれる層が多くの遺跡で確認され、出土遺物などから見て本遺跡にもこの層が堆積するも

のと推定される。しかし、本遺跡ではその変化が極めて漸移的であるため一括して取り扱い、便宜的に

縄文時代遺物包含層-1略称としては10層ーと呼称する。

i 第7-11層は休場層 (YL)である。堆積の良好な場合は 2枚のスコリア帯 (YLs2とYLs1 )を挟ん

で休場層上部 (YLU)、同中部 (YLM)、同下部 (YLL)の 3つに分層できるが、本遺跡ではスコリア

帯の発達が不十分であったため、土壌の色調と質感に応じて 3枚に分層した。

第12層は休場層直下黒色帯 (BB0)である。本遺跡では発色が弱く上層からの変化も漸移的である。

第13層は第 Iスコリア帯 (SC1 )である。

第14層は第 I黒色帯 (BB1 )である。

第15・16層はニセローム層 (NL)である。第16層 (NLb)中部に姶良丹沢広域火山灰 (AT)を合

む。

第17・18層は第II・田黒色帯 (BBII・BB皿)である。愛鷹・箱根山麓で顕著に見られる第Hスコリ

ア帯はBBIIとBBillの聞に包含されるものであるが、本遺跡では確認できなかった。

第19-23層は第田スコリア帯 (SCIII)である。特に第23層のスコリアは非常に堅く締まっており、愛

鷹・箱根山麓標準土層における第田スコリア帯スコ リア 4(SCills 4)に相当すると推定される。

第24-29層は、第W黒色帯 (BBN)から第vll黒色帯 (BBVll)に相当する。愛鷹山南麓では黒色帯と

スコリア層の互層となるが、本遺跡においてはスコリアの量が微量で、確認できないものもあった。

第30層は中部ローム層 (ML)である。

3 層序と文化層

整理の結果、旧石器時代石器群を 5つの文化層に識別し、縄文時代遺構・遺物群は主として早期と前

期のものを確認した。

旧石器時代の層序と文化層の対応関係は次のようである。 下位から順に、 第皿黒色帯 (BBill)を中

- 11-



I[二、とぺ

心と 1

文化R

縄:

基本勝序と文化層

i I黒色帯 (BBI ) 

?下部 (YLL)と一

白日 (YLU)を中心

Y!Jは休場層上部門
I r I ~，，， )" 

文化層、休場周

)に及ぶ摺m

である。

資する漸移層 (ZN

お中

nv 

t唱-t¥.u腸低め.，;ーペf〈!日-いみえ 縄 λ時何平期臨洋「りで早願期り何百三[¥で

i器、押型文系土器が これようもよ故では条競文 :二ぺ住居跡群カ瀧認さ

きらに、これよりや

二iJUη埋納土坑が単識に

Ifll， .'~た。

l詰期の諾磯b式 土 器 が

し、九ている。その周辺でじ

;也点を遣えて諾磯b，¥ 

ffiljl!から後期の土器群も r



262.0阿

伽

h

L

開

伽

伽

伽

伽

加

抑

制

田

町

崎

町四

川
M
G

叫
“
お

也
削
m
罰
泡
盟
諸
哲
郎
h
i
E
q

ぉ20・
261.tm_ 

260伽一

ぉ・h

お7岨

2鎚 0・一

26・h

Jω0・

-"・0・
_258.0. 

257.0. 

" 礼M
l1.・，
Yl'":2 _2騎 0・
礼L
飽0

・・t... 
1"1ー出伽

255.Om 

_ 2(，2 0・
-，・3旬

_ 2'60.0. 

'''0・
ーお40・

Bライン

TP3-3 

TP4-5 

TP3-l 

2臼恒一

加価草

加凪ー魁

畑一選
出札おも

E品

'55伽

250101ー

"， .. 
2創価回

2曲』一

，，， .. 

"・0・

2且。.

ロ
ー

識

ω
同
判

桝
斗
同
国
明
什
一対
決
濁

249.Dn 

'"伽

:! _247伽

a 

Yl.U _246伽

賀川

lU 
lW  _245伽
礼L

・・0
sel 2440剛.， 
'"・‘J・'"伽B8. 

255伽ー

Eライン
TP2-4 

おS伽ー

お，..ー

お...

248.0.ー

2470.← 

2.(6，0. 

目 251.0・
E "・ _2560.". 

お之.. 

-，引凪

伽

価

掴

』

価

句
"
“
"
“

“
自
白
羽

却
刷
削

Mr圃
削
劃
自
制
細
樋
田
町

'55'・
_254.0. 

TPHO  

Dライン

TPHl 

お10・

"' .. 

'51 0・-

2!訟0・ー

""・

252.0・ー

0 1Om 

一242.伽

遺跡の堆積状況第 5図

2450・
244.Om "， .. 



基本層序と文化層第3章

<略称><層名><柱状図>

NSC 
SNZ 
KGP 

SSC 

1表土

2褐色土層
3砂沢スコリア層
4暗褐色土層

5暗褐色土層

JO(FB-KU) 6褐色土層

YLU ケ休場層上部

YLs1 8休場層中スコリ ア]

9休場層中部 YLM 

第V文化層

第N文化層

YLs2 10休場居中スコリ ア2

YLL 11休場層下部

BBO 12休場層直下黒色帯

SC 1 

BB 1 

日 第 Iスコリア帯

14第 I黒色帯

第E文化層

第E文化層

15ニセローム層 NLa 

NLb 

BB II 

16ニセローム層 (AT層)

17第E黒色帯

BBIII 

SCIIIsl 

SCIIIs2 

SCIIIb2 
SCIIIs4 

BBIV 

BBV 

BBVI 

BBVll 

ML 

SCIIIbl 

18第E黒色帯

j_9第Eスコ リア帯sl

20第Eスコ リア帯bl

21第Eスコリア帯s2

22第Eスコ リア帯b2
23第Eスコリア帯s4

24第W黒色帯
25スコリア質土 (褐色)
26第V黒色帯

27第VI黒色帯

28スコリア質土
29第四黒色帯

30中部ローム層

。o 0 0 0 。

亡第 I文化層

m
 

-。
層序と文化層
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第4i詳 旧石著書時代の遺構と遺物

第4章 旧石器時代の遺構と遺物

概要

本遺跡では 5枚の旧石器時代文化層を確認した。 層序一文化層一石器群内容の対応関係は表 lの通りで

ある。層序の略称については第 3章を参照の こと。

表 1 旧石器時代各文化層の概要

層序 文化層 石器 石器集中※1 様群※2 主要石器群

YLU 第V文化層 42点 2箇所 l基 尖頭器、剥片製ナイフ形石器

YLM 第W文化層 O点 0箇所 l基

YLL 
第皿文化層 342点 8箇所 9基 角錐状石器、剥片製/石刃製ナイフ形石器

BBO 

SC 1 

BB 1 第II文化層 37点 2箇所 7基 彫器(彫ー削器)、削器

NL 

BBII 

BB皿 第I文化層 81点 5箇所 2基 石刃製ナイフ形石器(弧状一側縁加工)

SCIIIs 1 

※ I ブロックは計17箇所を識別し、これに通し番号を付した。各文化層のフロック番号は次の通り;第 I文化層:

ブロック 1-5、第E文化層:プロック 6・7、第国文化層 :ブロック 8-15、第V文化層:ブロック16・17。

※2 I諜群は rRGJという記号であらわしているが、これは調査時の実測図の単位であって、必ずしも離の分布密

度や接合関係を考慮したものではない。礁の集合的単位を数えたものとしては、上に示す磯群数か概ね妥当と思わ

れる。 60箇所以上の設定となっている rRGJは、実際には20基程度と見積もられよう。なお、分布が散漫で広い範

囲に拡散しているものについては計上していない。

第 l節第 I文化層

概要

本文化層は第皿黒色帯 (BB皿)下部を中心に検出された 2基の磯群と、 5箇所の石器集中およびその

他の石器群で構成される。礁を除く石器の総点数は81点である(表 2)。遺物は、調査区中央部に数点

見られるほかは全て西部の比較的平坦な場所で検出された(第7・8図)。

ナイフ形石器 2点、掻器 I点、使用痕剥片 7点、剥片・砕片71点が組成する。構成石材は、箱根畑宿

産黒曜石59点 (72.8%)、天城柏峠産黒曜石 l点(1.2%) (黒曜石の産地は望月明彦氏による推定)、測

定不司の黒曜石 2点 (2.5%)、ガラス質黒色安山岩 l点(1.2%)、細粒安山岩10点(12.3%)、ホルン

フェルス 6点 (7.4%)、チ ャート 2点 (2.5%)である。およそ 7割を箱根畑宿産黒曜石が占め、これ

に細粒安山岩やホルンフェルスが続く。近傍産石材の消費によって形成された石器群といえる。

石器群は、 BB困層下部を中心に検出されている点と、石刃製弧状ー側縁加工ナイフ形石器が主要な

- 15 -
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第4章 |日石器時代の遺構と遺物

表2 第 l文化層 石器石材組成

黒曜石
ホルン ガラス質 細粒 チャート
フヱルス 黒色安山岩 安山岩 計

天城柏峠 箱根畑宿 測定不可
ナイフ形石器 2 
掻器
使用痕剥片 6 7 
剥片・砕片 51 2 6 10 71 
計 59 2 6 10 2 81 

構成トウ ールとなっている点から、 武蔵野台地vn層上部段階並行と推定され、高尾好之 (2006)の愛

鷹・箱根編年でいうところでは第2期a-b段階の様相といえよう。

1 石器集中

5箇所の石器集中(プロック 1-5 )を確認した。すべての石器集中(ブロック)で箱根畑宿産黒曜

石が第 l石材となる。プロック外の石器については表8を参照。

ブロック 1 (第9・10図、表3) 

J-4グリッドを中心に認められた。 5箇所の石器集中のうち最も西に位置する。検出層準はBBIIIで

ある。総点数は30点で、使用痕剥片4点、剥片・砕片26点が組成する。石材構成は箱根畑宿産黒曜石25

点 (83.3%)、測定不可の黒曜石 l点 (3.3%)、ホルンフェルス 3点(10%)、細粒安山岩 I点 (3.3%)

である。

3例の接合資料が認められた。接合2は箱根畑宿産黒曜石の小型幅広剥片2点の折れ接合である。接

合3は箱根畑宿産黒曜石の剥片3点からなる。接合5はホルンフェルスの幅広剥片 4点からなり、この

うち I点はブロック 5に含まれる。箱根畑宿産黒曜石とホルンフェルスのそれぞオレJ、規模な消費がこの

ブロックの主な形成要因である。

ブロック 2 (第11・12図、表4) 

H-5グリッドを中心に認め られた。ブロック lの南に位置する。検出層準はBBIIIであったが、 最も

近くで記録された土層断面が離れた場所にあったため、図に示している投影図は検出層準を反映してい

ない。総点数は 9点で、ナイフ形石器 l点、剥片・砕片8点が組成する。石材構成は箱根畑宿産黒曜石

7点、天城柏峠産黒曜石 I点、細粒安山岩 l点である。たいへん小規模で、あり、ブロック Iと同様に箱

根畑宿産黒曜石の消費が中心である。弧状ー側縁加工石刃製ナイ フ形石器も同石材であるが、ここで製

作したのかどうかは不明瞭でらある。

l例の接合資料が認められた。接合 lは箱根畑宿産黒曜石の小型剥片3点で構成される。

ブロック 3 (第13図、表 5) 

K-7グリッドを中心に認められた。ブロック lの東に位置する。検出層準はBB田であったが、最も

近くで記録された土層断面がやや離れた場所にあったため、図に示している投影図は検出層準を反映し

ていない。総点数は11点で、使用痕剥片3点、剥片 ・砕片8点が組成する。石材構成は箱根畑宿産黒曜

石6点、細粒安山岩4点、チャー トl点である。

l例の接合資料が認められた。接合8は細粒安山岩の剥片 2点で構成される。
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第9図 第|文化層ブロック l 器種別分布

ブロック 4 (第14・15図、表 6) 

IjJ-9グリッドを中心に認められた。ブロック 3の南東に位置する。検出層準はBBIII下部である。

総点数は 8点で、ナイフ形石器 I点、掻器 I点、剥片・砕片6点が組成する。石材構成は箱根畑宿産黒

曜石 7点、ガラス質黒色安山岩 l点である。ガラス質黒色安山岩は、弧状ー側縁加工石刃製ナイフ形石

器 I点のみであり、製品製作の痕跡がない。接合資料も認められなかった。

ブロック 5 (第16・17図、表7) 

M/L-lOグリッドを中心に認められた。 5箇所のブロックのうち最も東に位置する。検出層準はBBIII
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第10図第!文化層ブロック 1 石材別分布

表3 第 l文化層ブロック 1 石器石材組成

黒曜石 ホルン 細粒
計

フェルス 安山岩

箱根畑宿 測定不可

使用痕剥片 4 4 

剥片・砕片 21 3 26 

計 25 3 30 

である。総点数は10点で、剥片・砕片だけが組成する。石材構成は箱根畑宿産黒曜石9点、ホルンフェ

ルス l点である。 1例の接合資料が認められた。接合5はホルンフェルスの剥片4点で構成され、本プ

ロックにはこのうち I点、ブロック Iに3点が組成する。
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第11図第 l文化層ブロック 2 器種別分布 第12図 第 l文化層ブロック 2 石材別分布

表4 第 l文化層ブロック 2 石器石材組成 表 5 第 l文化層ブロック 3 石器石材組成

黒曜石
細粒

計 黒曜石
細粒

チャー卜 計安山岩 安山岩

天城相峠箱根畑宿 箱根畑宿

ナイフ形石器 使用痕剥片 2 3 

剥片・砕片 6 8 剥片 ・砕片 4 4 8 

計 7 9 計 6 4 11 
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第4輩 旧石器時代の遺構と遺物

表6 第 l文化層プロック 4 石器石材組成 表7 第 l文化層プロック 5 石器石材組成

黒曜石
ガラス質

黒曜石 ホルン
計黒色安山岩 計 フェルス

箱根畑宿 箱根畑宿

ナイフ形石器 剥片 ・砕片 9 10 

掻器

剥片・砕片 6 6 

計 7 8 

表8 第 l文化層ブロック外石器石材組成

黒躍石 ホルン チャート
細粒

計
フェルス 安山岩

箱根畑宿 測定不可

剥片・砕片 5 2 4 13 

2 出土石器の検討 (第18・19図)

主要な石器の実測図を器種別に図示した。

ナイフ形石器 (第18図)

lはBBlll層出土のガラス質黒色安山岩製である。縦長剥片を素材にして、表裏からの二次加工によ

り、基部に打面を残し左側縁に基部から尖端にかけて弧状を呈する急角度の分厚い背部を形成する。ガ

ラス質黒色安山岩製石器はほかに認められなかった。ブロック 4に含まれる。

2はBB田層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。縦長剥片を素材にして、表裏からの二次加工により、

尖端部に達して弧状を呈する急角度の分厚い背部を形成する。基部が失われている。ブロック 2に含ま

れる。

使用痕剥片(第18・19図)

3はBB皿層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。左縁辺全体に微細な剥離痕が不規則に連続する。裏

面の右側に二次的な剥離痕が認められ、二次加工剥片あるいは石核にも分類可能で、ある。ブロック lに

含まれる。

4はBB皿層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。末端に大小の微細な剥離痕が不規則に連続する。剥

離痕は主に裏面に形成きれる。ブロック lに含まれる。

5はBBlll層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。求心剥離によって得られた剥片の右縁辺の裏面に不

規則な剥離痕が連続する。ブロック 3に含まれる。

6はBBlll層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。発掘時に大きく欠損したが、それ以外にも周囲に微

細な剥離痕が多数観察される。ブロック Iに含まれる。

9はBBlll層出土のチャート製である。末端に微細な剥離痕が見られる。ブロック 3に含まれる。

10はBBlll層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。打面・末端はともに折れているが、左右の縁辺に微

細な剥離痕が観察される。ブロック 3に含まれる。

12はBB皿層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。背面に平滑な自然面を残す幅広剥片の縁辺全体に微

細剥離痕が連続する。ブロック lに含まれる。

剥片(第18・19図)

7はBB皿層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。ほぼ同一方向への連続剥離によって得られた剥片の

右縁辺の裏面と背面の末端に微細な剥離痕がみられる。ブロック 3に含まれる。

- 24 
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仁三 1 GAn 

ζ三〉 2 Ob(HNHJ) 

G号

くコ3 Ob(HNHJ) 

Cご〉 4 Ob(HNHJ) 

ぐこ〉 5 Ob(HNHJ) 

仁二~ 6 Ob(HNHJ) 

て二〉 7 Ob(HNHJ) く二二二フ 8 Ob(HNHJ) 

。 5 cm 

第四国 第 l文化層の石器群(1 ) 
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てご二つ 9 Ch 

ζ二コ 11 Ch 

ζ二〉 13 Hor 

三三う

ミ霊安一忘霊安〆
ζ二二二二〉 10 Ob(HNHJ) 

寄益3弘

ム~一-------二フ 120b(HNHJ) 

ιココ〉 14 Hor 

山口
5 cm 

第19図第 l文化層の石器群 (2) 

8はBB困層出土の箱根畑宿産黒曜石製である。左縁辺に微細な剥離痕が見られる。ブロッ クlに含

まれる。

11はBBIII層出土のチャート製である。チャー トは本文化層で2点しか組成されない石材であるが、

産地はよくわからない。ブロック外の出土である。

3 接合資料(第19-22図)

箱根畑宿産黒曜石で 3例、細粒安山岩で 3例、ホルンフェルスで 2例を確認した
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障委b

170b(HNHJ) 

18 Hor 

19 Hor 

20 Hor 。 5 cm 

第20図 第 l文化層の石器群(3 ) 接合資料
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21 FAn 

ζ二~ 22附

。 5cm 

第21図第 l文化層の石器群 (4) 接合資料
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25 FAn 

ε~ 

。 5 cm 

ζ こ二〉 26 FAn 

第22図第 l文化層の石器群(5 ) 接合資料

接合 1(箱根畑宿産黒曜石) 剥片 3点 (第20図17)

接合2 (箱根畑宿産黒曜石) 剥片 2点

接合 3 (箱根畑宿産黒曜石) 剥片 2点、砕片 I点

接合4 (ホルンフェルス) 剥片 2点 (第20図18-20)

接合 5 (ホルンフェルス) 剥片4点 (第19図13-16)

接合 6 (細粒安山岩) 剥片 2点

接合 7 (細粒安山岩) 剥片 2点 (第21図引-23)

接合 8 (細粒安山岩) 剥片2点 (第21図24、第22図25・26)

4 操群(略号:RG) (第23・24図)

BB田下部を中心とする 2基の磯群と数点、の散発的な礁を確認した。調査区の西側に見られるのみで、

東側には検出されなかった。

2号操群(第24図左)

J-12グリッドで検出された。分布の中心はBB田下部にある。拳大よりやや大きな牒3点で構成され

ている。礁はすべて被熱している。炭化材が採取され、分析の結果、落葉広葉樹のサワフタギ節に同定

された(附編植田弥生論文参照)。
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第 l文化層の操群

3号操群(第24図右)

J-lljJ-12jK-llグリッドで検出された。分布の中心はBBill下部にある。拳大よりも大きな礁と小磯

計3点で構成されている。離は I点を除き被熱している。炭化材が採取され、分析の結果、落葉広葉樹

のサワフタギ節に同定された(附編 植田弥生論文参照)。

- 30-

第24図
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第 2節第II文化層

概要

BB 1を中心に検出された 7基の磯群と 2箇所の石器集中およびその他の石器群で構成される(第

25・26・34図)。一部の遺物はNLa層に包含されていた。 礁を除く石器総点数は37点である。石器群の

内訳は表 9に示した。彫器(あるいは彫一削器) 1点、削器2点、 二次加工剥片 l点、使用痕剥片4点、

剥片・砕片27点、石核 l点、 敵石 l点が組成する。構成石材は、諏訪星ヶ台産黒曜石13点 (35.1%)、

妻科冷山産黒曜石4点 (10.8%)、箱根畑宿産黒曜石9点 (24.3%)、天城柏峠産黒曜石 l点 (2.7%)、

産地が測定不可だった黒曜石2点 (5.4%)、ホルンフェルス 6点(16.2%)、輝緑石 l点 (2.7%)、硬

質頁岩 l点 (2.7%)である。ナイフ形石器のような指標的なトウ ールは検出されなかったが、石刃関

連資料が多いことと、信州系黒曜石の割合が高いことに特徴がある。

本文化層は、 AT包含層上部から第 I黒色帯 (NLa-BB1)で検出されている点、中部高地産黒曜石

が高い割合で検出されている点、石刃石器群が中心となっている点から、武蔵野台地VI層上部からV層

下部段階の石器群に並行するものと推定される。高尾編年では、 NL上位の r3期」を「尖頭状石器 ・

角錐状石器の出現と円形掻器の安定的な組成をもって画期」として、さらに「角錐状石器の消長により

3段階に細別」している。本文化層の石器群はこの規定に該当しないが、上記の理由から、時間的には

その r3期a段階」 に並行するものと予想ぎれる。消費石材の内容がいまだ r2期」の特徴を示してい

ることが特徴である。

表 9 第 H文化層石器石材組成

黒曜石 ホルン
輝緑岩 硬質頁岩 計フェルス

諏訪星ヶ台警科冷山 天城柏峠 箱根畑宿 測定不可

彫器

削器 2 2 
二次加工剥片

使用痕剥片 2 4 
剥片・砕片 8 3 8 2 6 27 
石核

敵石

計 13 4 9 2 6 37 

I 石器集中

2箇所の石器集中が確認された。

ブロック 6 (第27・28図、表10)

L-7グリッドで検出された散漫な石器群である。 検出層準はBB1である。総点数は17点で、彫器

(彫削器) 1点、削器2点、二次加工剥片 I点、使用痕剥片 l点、剥片・砕片12点が組成する。石材

構成は諏訪星ヶ台産黒曜石12点、箱根畑宿産黒曜石2点、測定不可の黒曜石 1点、ホルンフェルス I点、

硬質頁岩 l点である。なお剥片12点のうち 5点は、検討の結果、発掘時に折損した削器(第31図35)の

部品であったが、分布図と組成表の変更は間に合わなかった。
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第27図第11文化層ブロック 6 器種別分布

表10 第 H文化層ブロック 6 石器石材組成

黒曜石
ホルン

硬質頁岩
フェルス

諏訪星ヶ台 箱根畑宿 測定不可

彫器

削器 2 

二次加工剥片

使用痕剥片

剥片・砕片 8 2 

計 12 2 
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第28図 第H文化層ブロック 6 石材別分布

ブロック 7 (第29・30図、表ll)

K-lQグリッドで検出された石器群である。検出層準はBB1下部である。図にある石器群の垂直分布

と土層断面は高低差があったので検出層準を反映していない。総点数は11点で、使用痕剥片 l点、剥

片 ・砕片 8点、石核 l点、敵石 l点が組成する。石材構成は、妻科冷山産黒曜石 3点、箱根畑宿産黒曜

石4点、測定不可の黒曜石 l点、ホルンフェルス 2点、輝緑岩 l点である。点数は少ないが、ここでも

中部高地産黒曜石の搬入が目立つ。

接合資料を 2例確認した。接合10は夢科冷山産黒曜石の使用痕剥片 l点と剥片 l点で構成される。剥

片はJ-9グリッドのYLMで検出されたもので、垂直の高低差が大きい。
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表11 第 H文化層ブロック 7 石器石材組成

黒曜石
ホルン
フェルス輝緑岩計

事夢科箱根測定
冷山畑宿不可

使用痕剥片

剥片・砕片 2 、r、J 2 8 

石被

融石

計 3 4 2 11 
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第30図 第 H文化層ブロック 7 石材別分布

表12 第 H文化層ブロック外石器石材組成

黒曜石
ホルン
フェルス計

諏訪夢科天城箱根
星ヶ台冷山相峠畑宿

使用痕剥片 2 

剥片・砕片 3 3 7 

計 3 3 9 

2 出土石器の検討(第31・32図)

彫器(彫"削器) (第32図36)

茶褐色の硬質頁岩製である。素材石刃の打面には細かな打面調整痕が複数認められる。側部と端部に

連続的な小型剥離痕が観察されることから端一側削器といえるが、これに加えて、素材石刃の打面部も

しくはその付近から最低でも 3回の彫万面作出が行われているので彫一削器にも分類できる。同質石材

の石器は他に全く検出されていないことから、単体で搬入され、刃部作出・再生が行われることなく、
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第31図第H文化層の石器群(1 ) 
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〈ご〉 37トlor

乙三〉 38 Hor 
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ζ二二〉 41 Hor 

5 cm 

第32図第H文化層の石器群(2 ) 
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

廃棄されたものと推測される。プロック 6に含まれる。

削器(第31図33・35)

33は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。ほぽ同一方向へ連続的に剥離されて得られる縦長剥片を素材にし

て、両縁辺を刃部とする。平坦な二次的剥離痕が広い範囲にみられる。ブロック 6に含まれる。

35は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。削器としての利用に先行して、厚手の幅広剥片を素材として、表

面の左側から幅広剥片、 裏面から尖頭形石刃を剥離して、石核として利用もされる。その後、剥片端部

を中心に数回の二次的剥離を加え、刃部を作出する。ブロック 6に含まれる。

二次加工剥片(第31図29)

諏訪星ヶ台産黒曜石製である(後の検討により、二次加工部は発掘時の折損部であることが判明し

た)。 プロック 6に含まれる。

使用痕剥片(第31図27・28・30-32)

27と30は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。 27は縦長剥片ないし石刃製で、 30は打面に、背面からの剥離

が連続したことを示す石核作業面がみられる。石核調整剥片の可能性が高い。 27はブロック外、 30はブ

ロック 6に含まれる。

28は天城柏峠産黒曜石製である。末端側に大きく自然面が残される縦長剥片を素材とする。ブロック

外に含まれる。

31は夢科冷山産黒曜石製である。縦長剥片製ないし石刃製であるが、末端部は折れている。接合10

(第33図45)も参照。ブロック 7に含まれる。

32は箱根畑宿産黒曜石製である。求心的剥離によって得られた分厚い剥片の左縁辺に微細剥離痕がみ

られる。ブロック 7に含まれる。

石核(第31図34)

箱根畑宿産黒曜石製である。裏面の左下に小型剥片を剥離した痕跡がみられる。ブロック 7に含まれ

る。

剥片(第32図37-39・41)

図示したものはすべてホルンフェルス製である。 37-39は石刃である(長さが幅の 2倍以上ある)037 

と41はブロック 7、39はプロック 6に含まれ、 38はブロック外である。

融石(第32図40)

輝緑岩製である。ブロック 7に含まれる。

3 接合資料(第33図)

6例を確認した。黒曜石の接合が2例(接合10・ll)、礁の接合が4例(接合12-15)である。

接合10(蓉科冷山産黒曜石) 使用痕剥片 l点、剥片 l点 (45)

比較的大型の縦長剥片ないし石刃の頭部調整痕直下に小型剥片が l点接合している。ただし、明確な

打点は見られず、斑晶からの偶発的な剥離のようである。

接合11(萎科冷山産黒曜石) 剥片2点 (42-44)

44から半求心的な剥離過程が看取される。

4 諜群(第34・35図)

調査区西側で7基検出された。検出層準はBB1下部から上部である。

4号棟群

L-6 / 7グリッドで検出された。垂直分布の中心はBB1下部にある。人頭大の礁と拳大の磯計5点
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第35図第H文化層の操群

で構成されている。礁はすべて被熱している。機2点が l個体に接合する。黒曜石の剥片 l点を伴う が、

極小品のため産地は不明である。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

5号棟群

K-IOグリッドで検出された。垂直分布の中心はBB1中部にある。人頭大の礁と拳大の磯計3点で構

成されている。磯はすべて被熱している。礁2点が l個体に接合する。輝緑岩の敵石 l点(第32図40)

を伴う。

61号操群

J-9グリッドで検出された。 垂直分布の中心はBB1中部にある。拳大の磯2点で構成されている。

磯はすべて被熱している。

62号機群

K-7グリッドで検出された。垂直分布の中心はBB1中部にある。拳大より小さい磯3点で構成され

ている。磯はすべて被熱している。磯2点が I個体に接合する。

63号磯群

K-8グリッドで検出された。垂直分布の中心はBB1中部にある。人頭大の磯と小磯計3点で構成さ

れている。礁はすべて被熱している。約10m南に離れた位置の同一層中から出土した磯 l点と接合する。

64号操群

1-8グリッドで検出された。垂直分布の中心はBB1上部にある。人頭大の機、拳大の礁、拳大より

小さい磯計7点で構成されている。礁はすべて被熱している。磯群の周辺から炭化物粒が出土している。

採取された炭化材は、分析の結果、落葉広葉樹のモクレン属と同定された(附編 植田弥生論文参照)。

65号操群

1-8 / 9グリッドで検出された。垂直分布の中心はBB1中部にある。拳大の磯9点で構成されている。

6点の礁が被熱している。
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第4主主 旧石器時代の遺構と遺物

第 3節第国文化層

概要

BBOからYLLまでに検出された磯群9基と石器集中8箇所などで構成される(第36・37・72図)。検

出層準のピークはBBOにあり、 YLL、YLMと上位に向かつて漸減する。すべて調査区西側の台地上で

出土した。

離をのぞく石器総数は342点で、本遺跡の旧石器時代文化層では最も多い検出数となった。 YLUを主

要な包含層とする第V文化層の石器群と混在があるかもしれないが、それは軽微であろう。一方、

YLMに包含される第W文他層の剥片石器を一部取り込んで、しまった可能性もあったが、検討の末、こ

の分離は困難と判断した。

石器群は342点と小規模ながら、ナイフ形石器19点、角錐状石器2点、 削器3点、掻器4点といった

ように、トウールの占める割合が比較的高い(表13)。打面を残す石刃製ナイフ形石器の技術形態と、

角錐状石器群および削器類のまとまった組成が特徴である。これに加え、構成石材が箱根畑宿産黒曜石

141点 (41.2%)、天城柏峠産黒曜石31点 (9.1%)、測定/推定不可黒曜石62点(18.1%)、ホルンフェル

ス99点 (28.9%)、ガラス質黒色安山岩2点 (0.6%)、といったよう に、殆どが近傍産で占められる点

(箱根畑宿/天城柏峠産黒曜石、ホルンフェルスを合わせた割合はおよそ 8割)を併せて評価すれば、

武蔵野台地V層上部からW層下部の石器群に並行するものと推測される。

高尾編年 (2006)では、 「第3期b段階1 ないし同 fC段階」に該当する内容と推測される。この う

ち fb段階J はBB1を中心として黒曜石製角錐状石器群と 「頁岩製J (本報告書でいうホルンフェルス

製)で打面を残置する石刃製ナイフ形石器に特徴づけられ、 fC段階」はこの上位にあるBBOからYLL

を中心として角錐状石器群の増大に特徴づけられている。本文化層の石器群は、層位と石刃製ナイフ形

石器のまとまった組成とから考えて、その fb段階」に該当するだろう。

表13 第川文化層 石器石材組成

黒曜石
ホルン ガラス質 多孔質硬質細粒 珪質硬質
フェルス黒色安山岩安山右山 凝灰右山 流紋右山 頁岩 頁岩 計

天 城 箱 根 推 定 測 定
相峠畑宿不可不可

ナイフ形石器 8 5 6 19 

角錐状石器 2 

削器 3 

掻器 2 4 

二次加工剥片 2 2 4 

使用痕剥片 6 7 

剥片・砕片 17 123 9 52 86 2 2 293 

石核 2 6 9 

蔽石

計 31 141 10 52 99 2 3 342 

石器集中

8箇所の石器集中を確認し、ブロック 8から15までの番号を付した。ホルンフェルスを第 l石材とす

る石器集中は 4箇所(ブロック 8・9• 11 • 12)、箱根畑宿産黒曜石は 3箇所(ブロック13・14・15)、
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第 4章 旧石器時代の遺構と遺物

天城柏峠産黒曜石は l箇所(ブロック10)である。ブロック外の石器は 7点である。表22を参照のこと。

ブロック 8 (第38-40図、表14)

1 -5グリッドに分布する。検出層準は概ねBBOであり、 YLLにも若干数が拡散している。総数37点

で、ナイフ形石器 I点、掻器 l点、二次加工剥片 l点、使用痕剥片 l点、剥片・砕片32点、石核 I点が

組成する。石材構成は、箱根畑宿産黒曜石5点、天城柏峠産黒曜石 2点、測定/推定不可の黒曜石 2点、

ホルンフェルス26点、ガラス質黒色安山岩 l点、硬質頁岩 1点で、ホルンフェルスが第 I石材となって

いる。

接合資料は 4例が確認された。

接合23(箱根畑宿産黒曜石) 剥片 l点、使用痕剥片 l点(第60図77)

接合26(ホルンフェルス) 剥片2点、石核 l点(うち剥片2点はブロック 9)(第67図112-114)

接合32(ホルンフェルス) 剥片7点(第69図121-124・第70図125-127)

接合34(ホルンフェルス) 剥片3点(うち l点はブロック11) (第71図13ト133)

表14 第川文化層ブロック 8 石器石材組成

ホルン ガラス質黒曜石 山硬質頁岩計
フェルス 黒色安山右

天城柏峠 箱根畑宿 推定不可 測定不可

ナイフ形石器

掻器

二次加工剥片

使用痕剥片

剥片・砕片

石被

計
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表15 第川文化層ブロック 9 石器石材組成

ホルン ー
フェJレス 引

黒曜石

天城柏峠

ナイフ形石器

剥片・砕片

計

2 

2 

13 

14 

15 

16 
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

ブロック 9 (第引-43図、表15)

H-5j6グリッドを中心に分布する。検出層準はBB0上部からYLL下部である。土層断面は少し離

れた場所にあるので、投影は出土層準を正確に表してはいない。総点数は16点で、ナイフ形石器 l点、

剥片 ・砕片15点が組成する。石材構成は天城柏峠産黒曜石 2点とホルンフェルス14点である。ブロック

8と同様、 第 l石材はホルンフェルスである。ナイフ形石器はホルンアェルス製で、本プロッ クの剥片

類と母岩が類似している。

接合資料が2例確認された。

接合26(ホルンフェルス)

接合37(亦ルンフェルス)

ブロック10(第44・45図、表16)

剥片 2点、石核 l点(ブロック 8)(第67図112-114)

剥片 3点

1-7グリッドを中心に分布する。検出層準はBBO上部を中心にして僅かにYLLに及ぶ。総点数は20

点で、ナイフ形石器3点、掻器 l点、二次加工剥片 l点、使用痕剥片 l点、剥片・砕片14点が組成する。

石材構成は天城相峠産黒曜石12点、箱根畑宿産黒曜石4点、 ホルンフ ェルス4点である。 近傍で採取で

きる石材が占め、天城柏峠産黒曜石が第 l石材となっている。

接合資料を 3例確認した。プロッ ク11および12に含まれる石器との接合例が多い。

接合17(天城柏峠産黒曜石) ナイフ形石器 1点(ブロッ ク12)、剥片 l点(ブロック10)、

接合18(天城柏11時産黒曜石)

接合27(ホルンフェルス)

十

槍古17

ブロック11、

QY72 

TP4-12 

260J)里

259血

。

石核 l点 (ブロック12) (第66図58・107・108)

剥片 2点

剥片 3点(うち l点はブロックll)、石核 1点(ブロ ック11)

わi石器F→
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第44図 第川文化層ブロック10 器種別分布 第45図 第川文化層ブロック10 石材別分布
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表16 第川文化層ブロック10 石器石材組成 表17 第川文化層ブロック11 石器石材組成

黒曜石
ホルン
フェルス計 黒曜石 ホルン

フェルス計

天械柏峠箱根畑宿 天城柏峠箱根畑宿

ナイフ形石器 3 ナイフ形石器 2 2 

掻器 削器

二次加工剥片 剥片・砕片 14 15 

使用痕剥片 石核 2 2 

剥片・砕片 9 2 3 14 計 2 17 20 

計 12 4 4 20 

ン~/6" ~ 
.・~

~~5 。。。
。。

Q位

1-6 1-) 

1-6 1-) 十 ートH-6 H-) 

TP4-12 

TP4-12 

260.0. 260.0m 

260伽 260.0m 

259. om 益~.om 
259.0m 259.0m 

。 5m 。 5m 

第46図 第川文化層ブロック11 器種別分布 第47図 第川文化層ブロック11 石材別分布

プロック11 (第46-48図、表17)

1-7グリッドに分布する。 BBO下部を中心にして僅かにYLLとYLMにも分布する。総点数20点で、

ナイフ形石器2点、削器 l点、剥片・砕片15点、石核2点が組成する。石材構成は、天城柏峠産黒曜石

2点、箱根畑宿産黒曜石 l点、ホルンフェルス17点で、第 l石材はホルンフェルスである。なお、

YLMで検出した l点は箱根畑宿産黒曜石製で、検出層位も石材も他の石器群と異なっており、第W文
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化層に帰属する可能性があるものの、第W文化層のその位置に石器群の重複がない単独資料なので、確

証はないが第皿文化層の遺物として扱った。このような資料の処遇はたいへん難しい。

第川文化層ブロック11第48図

ブロック12(第49・50図、表18)

I-7グリッドを中心に分布する。 BBOが主要な検出層準である。総点数は36点で、ナイフ形石器8

点、使用痕剥片 2点、剥片・砕片22点、石核4点が組成する。石材構成は天城柏峠産黒曜石10点、 箱根

畑宿産黒曜石 5点、 ホルンフェルス21点と、やは り近傍の石材で占められる。ホルンフェルスが第 l石

材である。製品は3種の石材すべてに組成されており、 廃棄頻度も高い。

接合資料は 3例確認した。接合資料番号とその内訳は以下の通り。

接合16(天城柏峠産黒曜石) 剥片2点、ナイフ形石器 l点(プロック11)、石核 l点(第66図

102-106) 

ナイフ形石器 l点、剥片 1点 (ブロック10)、石核 l点 (第66図58・

107・108)

剥片 I点 (プロック11)、石核 I点(第63図的、石核のみ掲載)

接合17(天城柏|峠産黒曜石)

接合36(ホルンフェルス)

ブロック13(第51-53図、表19)

J-8 / 9グリッドを中心に分布する。おもな検出層準はBBOで、一部がYLL-YLMに及ぶ。投影図は、

土層断面図と石器集中との聞に標高差があるため、余り参考にならない。総点数は47点で、ナイフ形石

器4点、角錐状石器 l点、削器2点、掻器2点、二次加工剥片 2点、剥片・砕片35点、石核 l点が組成

する。石材構成は箱根畑宿産黒曜石29点を主体として、天城柏峠産黒曜石3点、測定/推定不可の黒曜
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10 1/f  
安静受警警雫~~羽 I

倒

fフ酷石圏

直面高

ブロック 11へ 。
第50図 第川文化層ブロック12 接合資料分布

表18 第川文化層ブロック12 石器石材組成

黒曜石
ホルン
フェルス計

天城柏峠箱根畑宿

ナイフ形石器 3 2 3 8 

使用痕剥片 2 2 

剥片・砕片 5 16 22 

石核 2 2 4 

計 10 5 21 36 

表19 第川文化層ブロック13 石器石材組成

黒曜石 ホルン 硬質細粒 珪質頁岩計
フェルス 凝灰岩

天城柏峠箱根畑宿推定不可測定不可
一一一 一一一一一一 一一ー

ナイフ形石器 2 4 

角錐状石器

削器 2 

掻器 2 

二次加工事j片 2 2 

剥片・砕片 23 4 3 2 35 

石核

計 3 29 5 5 3 47 

5m 

石 6点、ホルンフェルス 5点、珪質頁岩3点、硬質細粒凝灰岩 I点である。箱根畑宿産黒曜石が第 l石

材である。角錐状石器(第59図68) は珪質頁岩製で、 2点の珪質頁岩製の小型剥片(接合38:第71図

134-136) と同一個体と推測される。二次加工の一部がこの場所で行われたのかもしれない。

接合資料を 4例確認 した。接合資料番号とその内訳は次の通り G
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第引図 第川文化層ブロック13 器種別分布

接合21(箱根畑宿産黒曜石) 二次加工剥片 l点、剥片 l点(ブロック14)(第58図51、第67図111) 

接合22(肉眼観察で箱根畑宿産黒曜石〉 ナイフ形石器2点(第58図46-48)

接合25(産地推定不可黒曜石)

接合38(珪質頁岩)

剥片 2点

剥片 2点(第71図134-136)

- 52-



旧石器時代の遺構と遺物第 4寧

喜

剖
叫

E
C
骨
川
叫

凶
戸
I
L
守

RR

0 

" 

。
。

J-8十ム
。匂 0_

OBdV》@。

効。

@
 gw

 

s
o
a岬
N

有
s * 

「 五百一一一
|・ |保闘石天嶋柏時 i 

I 0 鳳恒石箱t!畑宿 | 
本 凪噂石権定不可 | 
× 闇曜石 刻定不可 1 
0 1ホルンフエルス i 
随 硬質組閣四灰岩 1 

1 珪買頁岩 ! 
5m 。

石材別分布

ブロック14(第54・55図、表20)

J-9 /10グリッドを中心に分布する。検出層準はBBOからYLLを中心とするが、一部にYLMやYLU

で検出された箱根畑宿産黒曜石製の剥片を含む。 これらはそれぞれ単体で第Nもしくは第V文化層に帰

属するかもしれないが、ブロックの重複がないので、この文化層に含めておいた。
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権合22
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フロック14へ

。

表20 第川文化層ブロック14 石器石材組成

黒曜石

箱根畑宿推定不可

角錐状石器

使用痕剥片

剥片 ・砕片 14 

石核

計 17 

ホルン
流紋岩計

フェルス

7 23 

7 26 

総点数は26点で、角錐状石器 l点、使用痕剥片 l

点、剥片・砕片23点、石核 l点が組成する。石材構

成は箱根畑宿産黒曜石17点、産地推定不可の黒曜石

I点、ホルンフェルス 7点、流紋岩 l点で、箱根畑

宿産黒曜石が第 l石材である。

接合資料を 3例確認した。詳細は下の通り。

接合21(箱根畑宿産黒曜石)

二次加工剥片 l点(ブロック13)、剥片 l点(第

58図51、第67図111)

接合24(箱根畑宿産黒曜石)

接合35(ホルンフェルス)

ブロック15(第56・57図、表21)

剥片 2点

剥片2点

K-lOj11グリッドを中心に分布する。検出層準は

BBOである。総点数は133点で、使用痕剥片2点、

剥片・砕片131点が組成する。石材構成は、箱根畑

宿産黒曜石79点、推定/測定不可黒曜石53点、ガラ

ス質黒色安山岩 l点で、箱根畑宿産黒曜石が第 l石

5m材である。測定不可だった黒曜石はおそらく箱根畑

宿産であろう。

第53図第川文化層ブロック13 接合資料分布 接合資料は 2例確認された。内訳は以下の通り。

接合19(箱根畑宿産黒曜石) 剥片 2点

接合20(箱根畑宿産黒曜石) 剥片 2点

2 出土石器の検討

ナイフ形石器 (第58図46-60、第59図引-65)

19点出土した。素材には石刃ないし縦長剥片を素材とするものと横打剥片とがあり、両者の数はほぼ

同等である。 一側縁加工と二側縁加工の 2タイフが観察されるが、 二側縁加工が大半である。ただし、

破損品の比率が非常に高いので、必然的に分類は推測的である。石材は、天城柏峠産黒曜石、箱根畑宿

産黒曜石、ホルンフェルスが主体で、ある。帰属ブロ ックについては表27を参照いただきたい。

50・53・55-58は天城柏峠産黒曜石製である。打面を基部に残すタイプとそうでないものとがあり、

相半ばしている。 55と56以外は全て破損している。
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第54図 第川文化層ブロック14 器種別分布 第55図 第川文化層ブロック14 石材別分布

48 (46・47を含む)・ 49・51・52・54・59・60は箱根畑宿産黒曜石製である。全て破損品である。

日-65はホルンフェルス製である。 61、64、65は縦長剥片製、 62と63は横打剥片製である。

角錐状石器(第59図68)

機能的には錐や削器などの加工具を想定する こともできる一群である。

68は珪質頁岩製である。周縁全体に二次加工を施す。右側縁と基部は折断したあとから微細に調整す

る。 同一個体と推定される2点の剥片(接合38:第71図134-136)も検出されているので、石器製作工
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第56図第川文化層ブロック15 器種別分布 第57図 第川文化層ブロック15 石材別分布

表21 第川文化層ブロック15 石器石材組成 表22 第川文化層ブロック外石器石材組成

黒曜石 ガラス質
黒曜石 ホルン 多孔質

計黒色安山岩 E十 フェルス 安山岩

箱根畑宿推定不可測定不可 箱根畑宿

使用痕剥片 2 2 剥片・砕片 5 6 

剥片・砕片 77 3 50 131 融石

計 79 3 50 133 計 5 7 

程のいずれかの段階が本遺跡で行われたのは確実である。ブロック13に含まれる。

掻器(第59図的、 70-72)

4点出土した。 72は打面部の折れにより全体形状を判断できないが、全体的に小型品が多い。 69は黒

曜石製(産地推定不可だったが、肉眼では伊豆・箱根系)、 70と72は箱根畑宿産黒曜石製、 71は硬質夏

岩製である。 69・70はブロック13、71はブロック 8、72はブロック10に含まれる。

削器(第59図66・67、第61図80)

7点出土した。 66は箱根畑宿産黒曜石製である。半損しているためはっきりしないが、尖端部の作出

が明らかなので削器とした。

67は尖頭状を呈する部分に打面を残しているが、おそらくは角錐状石器に関連しよう。天城柏峠産黒

曜石製である。 66と67はブロック13に含まれる。

80はホルンフェルス製で、ある。剥片の端部付近に二次加工が認められる。ブロックIIに含まれる。
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使用痕剥片(第60図74-78、第61図83)

7点出土した。 74-78はすべて箱根畑宿産黒曜石製、 83は天城柏峠産黒曜石製である。 74はブロッ ク

15、75はブロック14、76はブロック12に含まれる。

剥片(第60図73、79、第61図8ト88、第62図89-94)

252点出土した。箱根畑宿産黒曜石が最も多く、ホルンフェルスと天城柏峠産黒曜石が続く。黒曜石

には概して小型品が多く、剥片類からみると磯面付着率は必ずしも高くないので、ある程度消費の進ん

だ石核が持ち込まれたと考えられる。逆にホルンフェルスには大型品が多く、おそらく原石に近い状態

から搬入・消費された可能性が高い。これは石核の組成比率からみても妥当な推測だ、ろう。なお、掲載

石器の帰属ブロックは表27を参照いただきたい。

73は天城柏峠産黒曜石製である。左側縁に微細剥離痕が連続する。 79と85は箱根畑宿産黒曜石製であ

る。 83は石核もしくは削器類の調整剥片の可能性もある。 85は折れているが、背面剥離方向と主剥離面

剥離方向が一致しており、石刃の可能性がある。81、82、84、86-94はホルンフェルス製で、ある。末端

や側縁に自然面を大きく残す幅広剥片と石刃関連のものとがある。
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石核(第63図95-99、第64図100、101)

9点出土した。ホルンフェルス 6点、天城柏峠産黒曜石2点、箱根畑宿産黒曜石 l点であった。石器

群構成比率の最も高い箱根畑宿産黒曜石の石核が最も少ないのは意外である。

95は唯一の箱根畑宿産黒曜石、 96・97、99-101はホルンフェルスである。ホルンフェルスは他の石材

に比べて礁面付着率が高く、石材獲得後の早い段階で持ち込まれたものと推測される。

3 接合資料

剥片石器の接合資料は接合16から接合38の23個体が該当 し、醸の接合資料は接合39から72、接合74か

ら99の60個体が該当する。接合73は割れた石皿の接合資料である。

剥片石器の接合資料の内訳はブロックごとの記述で既に言及したものであるが、まとめると次のよう

である。残念ながら全ては提示できなかった。

天城柏峠産黒曜石(接合16-18) 3例 (第66図102-106、58・107・108、第67図110)

箱根畑宿産黒曜石(接合19-24) 6例 (第58図46-48、同図51・第67図111)

産地推定不可黒曜石(接合25) 1例

ホルンフェルス(接合26-37) 12例 (第67図112-114、第68図116、同図117-120、第69図12ト1240

第70図125-128、第70図128・第71図129・130、同図13ト133)

珪質頁岩(接合38) 1例 (第71図134-136)

ホルンフェルスの接合数(12例)が突出しているのは明らかであるが、これと共に注目すべきなのは、

接合資料中に中部高地産黒曜石と神津島産黒曜石の接合資料が見られず、箱根畑宿/天城柏峠産黒曜石、

ホルンフェルスに大きく偏っている点であろう。相対的に遠隔にある石材の消費はきわめて部分的で、

あったといえる。

箱根畑宿産黒曜石には接合例がある程度みられたが、全て折れ接合だ、ったので図示したのはナイフ形

石器である111(接合21051はその下半部)と48(接合22046はその上半部、 47は下半部)だけである。

石核は、多量の消費のあと次の場所へと携行されていったに違いない。

天城柏峠産黒曜石は、接合16と接合17のように、自然面を大きく残すものがみられ、少なくとも半割

された原石に近い状態で搬入・消費されたことが窺える。接合17はさらにナイフ形石器を含み、製品の

製作まで行われたことを示している。

ホルンフェルスは、原石形状を窺わせるものが多く、 112のように大半が残される個体も含まれる。

接合資料からは幅広剥片の生産が中心であったことが看取されるが、しかし先述のように石刃が3点、

石刃ないし縦長剥片製ナイフ形石器が3点、それぞれ検出されているこ とから、少なくとも本遺跡では

原石の搬入状況に関わらず石刃石器群と剥片石器群の両者が生産されていたと推測される。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

4 磯群

磯群の分布は石器群の分布と大幅に重複していた。個別に見ると明確な密度の差がなく広範囲にわ

たっている例もあり、各単位の分離は困難だった (第72図)。よって、以下では集中密度や接合関係を

鑑みて、それぞれに適宜統合して記載する。

7・14号棟群(第73図)

I-5グリッド中央よりやや南で大群を形成している。分布の中心はBBO上部にある。 14号は22点、

7号は16点の礁で構成されているが、その他の磯群は 3点から 9点の磯で構成されている。礁の大きさ

は拳大のものが主体である。礁は1点を除き被熱している。同一磯群内または大群内で磯28点が9個体

に接合できる。 8号の磯 I点と14号の磯2点は、約10m南に離れた位置にある20号の磯 l点と接合する。

11号は剥片 2点と砕片 l点、 12号は同 2点、 13号は石核 I点を伴う。石材はいずれもホルンフェルスで

ある。

15・21号操群(第73図)

H-5グリッド北東で大群を形成している。分布の中心はBBO上部にある。各群は 2点から 8点の礁

で構成されている。礁の大きさは18号が人頭大、 20、21号が小磯、その他の磯群は拳大のものが主体で

ある。礁はすべて被熱している。同一磯群内または大群内で磯4点が2個体に接合できる。また、前述

のとおり20号の磯 l点は約10m北に離れた位置にある 8号の磯 l点、 14号の磯2点と接合する。 17号は

ホルンフェルスの剥片 I点を伴う。

22-25号操群(第74図)

I-7グリッド北西で大群を形成している。磯点数は計41点である。分布の中心はBBO上部にある。

22号は33点の小磯が密集しており、その他3基の磯群は 2点から 4点の拳大の礁で構成されている。離

はすべて被熱している。同一磯群内または大群内で磯7点が3個体に接合できる。このうち25号は同一

疎群内で接合し、 I個体になる。 22号の磯 l点は約 5m東に離れた位置にある37号の磯l点と接合する。

26・30号操群(第74図)

I-7グリ ッド南西で大群を形成している。磯点数は計45点である。分布の中心は29号がBBO下部に、

それ以外は同中部にある。 26号は16点の礁で構成されており、他の磯群は 6点から 8点の礁で構成きれ

ている。磯の大きさは29号が拳大よりやや大きなもの、 26号は拳大のもの、その他の磯群は小磯が主体

である。礁があまり密集していないのがこの大群に含まれる磯群の特徴である。礁はすべて被熱してい

る。磯13点が6個体に接合できる。いずれも同一機群内での接合であり、大群内そしてこの大群以外の

礁との聞に接合関係は認められない。 26号はホルンフェルスの剥片 l点を伴う。

31・37号機群(第74図)

ト7グリッド北東を中心にして大群を形成している。分布の中心は31号、 34号、35号、 36号がBBO

上部、 32号と33号が問中部、 37号が同下部にある。 31号は25点、 34号は21点と比較的多量の礁で構成さ

れており、その他の磯群は 2点から 8点の礁で構成されている。磯の大きさは34号が拳大よりやや大き

いもの、その他の磯群は拳大のものが主体である。礁はすべて被熱している。同一磯群内または大群内

で磯14点が7個体に接合できる。また一部は約20m北東に離れた位置にある38-46号の磯とよく接合す

る。前後関係は不明だ、が、時間差のある抜き取り効果が推測されよう。
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38自 46号機群(第75図)

J-8グリッド北東を中心にして大群を形成して

いる。分布の中心は44-46号がBB0中部に、 その他

の礁群は向上部にある。 43号は13点の礁で構成され

ており、他の磯群は 2点から 7点の礁で構成されて

いる。 磯の大きさは42号が小磯、その他の磯群は拳

大のものが主体である。礁はすべて被熱している。

同一磯群内または大群内で磯13点が6個体に接合で

きる。また、 39号、 40号、 43-45号の礁の一部は約

20m南西に離れた位置にある31号、 33号、 34号、 36

号の礁と接合する他、 42号、 43号の磯各 l点は約10

m北東に離れた場所に位置する59号のすぐ近くの同

一層中から出土した磯 I点と接合する。

47凶 57号機群(第75図)

J-9グリッド西からJ-lOグリッド東で大群を形

成している。分布の中心はBBO中部にある。 47号

は13点、 52号は10点の礁で構成されており、他の磯

群は 2点から 8点の礁で構成されている。礁の大きさは47号が拳大よりやや大きいもの、 51号、 52号、

55号、 56号は小際、その他の磯群は拳大のものが主体である。磯はすべて被熱している。 同一機群内ま

たは大群内で磯21点が9個体に接合できる。このうち54号と57号はそれぞれ同一磯郡内で接合し、 I個

体になる。

第 4章 旧石告書時代の遺構と遺物
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第76図第111文化層の操群 (4) 

58目 60号機群(第75図)

K-9グリッド中央よりやや西で大群を形成しているが、 各機群の間隔はやや離れている。分布の中

心はBB0上部にある。各磯群は 2点、の礁で構成されており、磯点数は計6点である。礁の大きさは60

号が拳大よりやや大きいもの、その他の礁群は拳大のものが主体である。礁は l点を除き被熱している。

58号、 59号はそれぞれ同一磯群内で接合し、 I個体になる。

1号機群(第76図)

K-10グリッド南東からK-11グリッド南西で大群を形成している。分布の中心はBB0上部にある。磯

15点、で構成されている。礁は拳大のものが主体であり、すべて被熱している。同一磯群内で醗2点が l

個体に接合できる。
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第4節第IV文化層

概要

本文化層は磯群 l基 (6号)のみで構成される。

1-9グリッド北部で拳大の礁5点が検出されたが、

このうち 4点が l個体に接合できる。検出層準は

YLM中部である。機群の位置は第回文化層の磯群

接合状況の平面分布図とともに示した(第72図

RG06)o 6号機群は、第回文化層の磯群と第V文

化層の磯群に平面的に非常に近いが、検出層準が明

らかに異なっていたので単独で文化層を設定した。

休場層中には、このような上下の文化層とレベル

の異なる磯群が検出されることがある。これらはし

ばしば目立つた剥片石器を伴っていないことから文

化層として識別されてこなかったが、今後、このよ

うな事例を積極的に評価していくようにしたい。

本磯群の時間的位置づけは、少なくとも層位的に

角錐状石器を含む第E文化層よりも上位で、 Eつ尖

頭器を主体とする第V文化層よりも下位で検出され

ていることから、 V上 .N下最新段階から「砂川

期」の可能性が高い。
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第77図第IV文化層の操群

第 5節第V文化層

概要

YLUの上部を主要な包含層とする石器群である。石器集中 2箇所と礁群 l基で構成される(第78・

79・87図)。しかし、 2箇所の石器集中に含まれた石器群が本文化層の石器総数にしめる割合は低く、

主要なトウールを含む石器群の多くは散漫な分布状況にある(第78図)。石器群の詳細な内訳は表23の

通りである。総点数は42点で、ナイフ形石器2点、尖頭器8点、削器2点、掻器3点、二次加工剥片 l

点、剥片・砕片21点、敵石2点、台石 I点、石皿2点が組成する。主要な石材構成は、諏訪星ヶ台産黒

曜石5点、和田鷹山産黒曜石2点、和田小深沢産黒曜石 I点、天城柏峠産黒曜石3点、神津島恩馳島産

黒曜石8点、産地測定/推定不可の黒曜石3点、ホルンフェルス 6点、ガラス質黒色安山岩 3点、他11

点である。ただし、神津島系の 8点は石器集中を形成し、尖頭器石器群との共伴関係は不明瞭で、ある。

これらの石器群の形成がほぼ同時期と見なしうるならば、この往還を伴う生業活動は異なる生態条件に

ある山地丘陵方面と海上方面の双方を組み入れていることになろう。石器の型式学的特徴から見て、高

尾編年の「第4期後半」と予想される。
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

表23 第V文化層 石器石材組成

黒曜石
ホルンガラス質細粒輝石 砂岩
7工ルス 黒色安山岩安山岩安山石山流紋岩玄武右山(細粒) 号白十

諏訪 和田 和田 天城神津島推定測定
星ヶ台 鷹山小深沢柏峠思馳島不可不可

ナイフ形石器 2 2 

尖頭器 2 5 8 

削器 2 

掻器 2 3 

二次加工剥片

剥片 ・砕片 8 2 4 21 

融石 2 

台石

石皿 2 2 

計 5 2 3 8 2 6 3 4 2 2 2 42 

十 十

ぜもa
" : .・.. 

TP4-5 

TP牛5

261. Om 

| 一一寸ι斗「一一一 YLsl 

町
山
戸山島2

 
6
 

2
 262血! .'.・・ 益2伽

261J担 益1.0m

益l.O，"

ト 凡冊 寸
刺片」竺竺

凡例 白

'" 胤曜石神遣島思量島 1 

~-恒時刻空空ーコ

。 5m 。 5m 

第80図 第V文化層ブロック16 器種別分布 第81図第V文化層ブロック16 石材別分布

表24 第V文化層ブロック16 石器石材組成

黒曜石 計

神津島恩馳島 測定不可

剥片 ・砕片 7 8 
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第 4寧 旧石器時代の遺構と遺物

1 石器集中

ブロック16(第80・81図、表24)

J-5グリッドに分布する。検出層準はYLU上部である。神津島恩馳島産黒曜石製剥片7点と、測定

不可黒曜石の剥片 l点で構成される。

ブロック17(第82・83図、表25)

1-9グリッドを中心に分布する。検出層準はYLU上部である。総点数は19点で、尖頭器2点、削器

2点、 掻器3点、剥片・砕片9点、敵石 l点、石皿2点が組成する。石材構成は、天城柏峠産黒曜石 3

点、推定不可黒曜石 l点、ホルンフェルス 3点、ガラス質黒色安山岩3点、他9点である。

接合資料が l例確認された。接合73(第86図156)は割れた石皿の接合資料である。

ブロック外の石器群(第78図、表26)

プロックを設定していない位置にも石器の散漫な分布を確認できる。ブロック外石器群として扱うが、

本文他層ではこれらの中も多くの尖頭器が検出されている。付近で製作された痕跡は認められないこと

に、この石器群の特徴があるといえよ う。

表25 第V文化層プロック17 石器石材組成

黒曜石

天城相峠 推定不可

ホルン ガラス質 輝石
フェルス黒色安山岩 安山岩

細粒
安山岩

4 

流紋岩 玄武岩 計

2 
2 
3 
9 

2 2 
2 2 19 

尖頭器

削器

掻器

剥片・砕片

融石

石血

計

2 

2 

3 
η 
J 3 4 

表26 第V文化層ブロック外石器石材組成

黒曜石

諏訪 神津島
和田鷹山和田小深沢 推定不可

星ヶ台 恩馳島

ホルン
フェルス

砂岩
(細粒)

輝石
安山岩

計

ナイフ形石器

尖頭器

二次加工剥片

剥片・砕片

蔽石

2 

2 3 

2 

6 

計 5 2 3 

4
一I
I
I
-
5
ー

台石
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

2 出土石器の検討

主要な石器20点の実測図を提示する(第84図137-第86図156)。

ナイフ形石器

第84図137と138はどち らも諏訪星ヶ台産黒曜石製の石刃製ナイフ形石器である。 137は尖端部、 138は

尖端部と基部を、それぞれ失っている。

尖頭器

139-146は尖頭器である。139と141は諏訪星ヶ台産黒曜石製、 140は和田鷹山産黒曜石製、 142-146は

ホルンフェルス製で、ある。ホルンフェルスは風化が著しいので剥離面の検討は容易で、ない。 143と146は

ブロック17に含まれる。

削器

147はガラス質黒色安山岩製である。細分類するなら尖頭削器といえる。横打剥片を素材にして両面

体尖頭器に類似する鱗状剥離によって整形したものである。ブロック17に含まれる。

154は流紋岩製である。石材は組粒であまり質が良くない。端部に、使用痕のような不規則な剥離痕

が多くみられる。ブロック17に含まれる。

二次加工剥片

149は和田鷹山産黒曜石製である。素材剥片の打面付近に急角度の二次加工が連続的に見られる。

掻器

148はガラス質黒色安山岩製である。比較的薄手の寸詰まり縦長剥片の端部に刃部を作出する。 147と

は別個体である。ブロック17に含まれる。

150は天城柏峠産黒曜石製である。分厚い剥片を素材にして、その側縁部に厚手の二次加工を施す。

151は天城柏峠産黒曜石製である。風化の度合いが異なる面に覆われた剥片を素材に、その側縁と端

部に二次加工を施して刃部とする。刃部は鋸歯状を呈する。 2点ともブロック17に含まれる。

敵石

152は輝石安山岩製である。上下両端部に敵打痕が観察される。ブロック17に含まれる。

153は細粒砂岩製である。上下両端部に敵打に起因すると推測される複数の剥離痕が観察される。

石皿

155は輝石安山岩製である。156は玄武岩製である。研磨面には広い範囲に敵打痕も見られる。

3 接合資料

石皿(156)のほかは、礁の接合資料しか得られなかった。接合97-99が該当する。

4 操群

ブロック17と空間的に重複して l基の磯群が検出された(第87図)。検出層準はYLU上部である。こ

のほか調査区東部にも散漫な分布を示している。縄文時代の遺物と関連するかもしれないが、よ くわか

らない。
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第84図 第V文化層の石器群(1 ) 
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第4章 旧石器時代の遺構と遺物

表27 旧石器時代掲載石器属性

112 12.4 

遺物番号| 石材

23627 Iガラス賀県色安山岩

推定産地 言31プロツヲ 1層位 | 密 種 げさ(圃)

4 田町 |ナイ フ形石器 52.3 

11ii 
鳳曜石

原随石

黒曜石

殿町石

J1.11Ii¥l石

slm石

J県ij'J石

チャー ト

黒廠石

箱娘細街

箱根知街

箱根知街

箱板焔宿

箱恨知l街

箱根畑宿

同両石

19 li 

箱板責H宿

19 I 12 

19 I 13 

19 I 14 

19 I 15 

19 I 16 

2 I BB凹

主
」 L一旦

3 I B8m 
ト一一一

ナイ フ形石語

使用痕剥H

使用痕剥片

使用痕事l片

使用痕剥片

耳目l片

剥片

使用痕剥片

使用痕軍l片

幅(回) I厚さ(剛)

20.3 I 11. 1 

量さ(g)

57.8 

34.1 

30.5 

26.3 

33.7 I 

10.2 

15.1 

13.2 

10.5 

川

E7.7 

二三ヨ

幻制 | チャート し一一一 IBB川 制片 36. I I 

mω | 馴 石 箱糊附 | I 1 I BBm I 使用痕剃片 36判
601 I ホルンアエルス I 5 I 1 I BB可日 剥片 47.7 

E高一| ホルンフェルス I 5 I 1 BB!lI I 剥片 46.9 

一一
汁:::: 剥片

剥片

20.3 

26.2 

46.6 

23.0 

36.1 

37.9 

31. 8 

33.9 

31. 2 

47.3 

31. 0 

49.2 

31. 0 

20.0 

日
一
山

一山
一日一

也
川

l

9.5 

8. 

10.7 

10.7 

7. j 

6.0 

2.4 

12.7 

14.4 

10.8 

24.8 

3.4 

2.6 

日
一日
一口

一いい

一日

20 8.2 

20 

子け;
21 I 21 

21 ワ5
21 I 24 

17 
23564 
23565 

23566-1 

2230 
2233 

線照石

ホルンフェルス

22ω | ホルンフェルス

2233 I ホルンブエJレス

制粧安山岩

細粒安山岩

轟n粒安山お

細粒安山岩

箱根畑宿

d 

BB血

BB皿

BB!lI 

BBIll 

8 

lr 
日

18 

23615 
23616 

23615 

23616 

23619 
23630 

お630I 細粒安山岩 I 8 

捌 9I 細粒安山岩 L一一 I8 

18196 I 黒曜石 |原動量ケ台

出 85I 附石 同 扇面J
問。 m昭石 |豚拙ケ台

23483 瓜陥石 |願勤皇ヶ台

22249 

31 I 32 I 227"73 

31 I 33 I 4232 

31 I 34 22774-1 

引
一

日記

一
日記

32 ci. -: 
33 I 42 

ト3
33 I 45 

58 I 46 

58 I 47 

58 I 48 

58 I 49 

58 I 50 

お

一
ぉ

一
幻

4233-1 

18194 

22251 

鳳腕石

風間石

瓜照石

黒脇石

IDIIi7.石

lIJ!賀頁岩

ホルンブ エノレス

22642 

22771 I ホルンブエJレス

蜘緑岩

22470 
22772 

22470 

22772 

22249 
21938-1 

22987 

21944 

21944 
22987 

22947 

23113 

22け7I ホルンフエノレス l 

18193 I ホ山アエIv-̂ 1 

II!科冷山 10 

箱根畑宿

際防昆ヶ台

箱娘細街

脈紡皐ヶ台 日

自匝科冷山 11 

g科冷ι 11 

"科冷仏 I1 

>>科冷山

箱繰綿布

箱綴畑街

箱娘細宿

箱根畑宿

天域柏峠

銭合状態

綾合状態

事l片

剥片

接合状態

39.4 

58.0 

56.4 

54.0 

55.9 

23. '7 

則

一
一一

一
引

34.6 

主-斗一一出-???
綾合状態

ト-唱汁昔
日1I 使用制片

BBI I 側 側 片

|BB 1 I 二次加工剥片

I BB 1 I 使用痕事J片

72.0 

52.6 

58.8 

35.9 

34.7 

30.8 

31.0 

7 I BB 1 I 使用制片 55.2 

I BBI I 使用痕割]片

τ-1 BBi 白幡

_7_I_BBI I 石核

6 I BB 1 削鶴

6 BB I 彫器(彫一削器)

I 7 竺~

6 I BB 1 

7 I BB 1 

7 I BB 1 

NLa 耕一
志

一献
一
宇

一耕
一

一

路

一
揖

一

一
器

一
器

一
態

一
石

一
石

一
態

一
石

一
石

一
状

一
形

一
形

一
状

一
形

一
形

一
A
口

一
7
一
7
一
A
E

一
7
一
7

一
接

一
イ

一
イ

一
銭

一
イ

一
イ

一

ナ

一
ナ

一

一

ナ

一
ナ

一

一

泊

M
一

一

泊

一
約

一

医

礼

一

一

旺

一
旺

44.3 

41. 6 

45.9 

58.9 

93.2 

74.5 

45.3 

67. i 

64.0 

62.0 

31.8 

14.3 

30.8 

55.2 

16.5 

14.8 

27.1 

14.5 

i4.3 

84.2 

山

一
山

一
配

一
山

一
日

一
則

一
山

一
日

一
削

一
山

一
山

一
日

一
山
一
劃

一
川

一
山

一
山

27.5 

23.5 

20.1 

ρ
b
 

、4Jq
d
 

11. 2 

15.6 

13.5 

16.2 

12.5 

lι2 

19.2 

7.9 

29.8 

20.0 

9.8 

4.6 

9.8 

7.2 

10.0 

13.8 

17.0 

Ii. 7 

21. 0 

14.5 

10.8 

15.0 

7.5 

13.6 

26.9 

10.2 

86.6 

41. 4 

45.2 

81. 7 

4.8 

75.1 

81. 3 

70.4 

10.8 

2.4 

6.2 

6.6 

3.8 

18.7 

15.2 

10.3 

37.4 

31. 6 

18.0 

32. '1 

8.8 

S礼 2

128.6 

21.。

3.9 

4.4 

8.8 

1.2 

2.7 

Ml曜石

m曜石

瓜曜石

銀閣石

1.1:1曜石

照明石

m胞石

mB1A石

Hlom石

18.8 

6.6 

5.4 

0.7 

1.2 

1.9 

6.1 

6.9 

0.9 

1.1 

nu 
no 



第4草 旧石器時代の遺構と造物

挿図 婦.
遺物番号 石 材 推定産地

鍍合
プロック 層位 器種 畏さ(冊) 幅(mm) 厚さ(mm) 霊さ(g)

番号 番号 番号

58 51 21942 県闇石 箱根畑宿 21 13 YLM 二次加工剥片 | 17.9 19.2 10.2 2.5 

58 52 22964 船田E石 箱恨畑宿 12 BBO ナイフ形石器 16.8 14.2 6.3 1.3 

58 53 22881 瓜咽石 天城柏峠 12 YLL ナイ フ形石器 21. 7 17.4 8.0 2.3 

58 54 21603 以曜石 箱線畑街 13 YLM 一次加工剥片 32.6 11. 3 5.5 2.2 

58 55 23331 県脳石 天城柏峠 10 BBO ナイ フ形石総 26.6 13.4 6.5 1.5 

58 56 22864 胤間石 夫総柏*1; 8 YLL ナイ フ形石告書 29.2 15.9 7.7 3.0 

58 57 22874 IIH11石 天城柏峠 11 YLL ナイフ形石器 25.5 16.5 6.1 2.3 

58 66 58 22931 胤踏石 天城柏峠 17 12 BBO ナイフ形石器 l 32.7 19.8 9.2 5.4 

58 59 22292 黒脳石 箱棋倒宿 14 YLL 角錐状石器
31. 5 18.5 11. 0 6.7 (またはナイ7形石器)

58 60 22897 黒曜石 箱根畑筒 10 YLL ナイ 7形石器 34.7 25.5 10.3 8.2 

59 61 22910 ホノレンフエJレス 12 BBO ナイ フ形石rJI 25.8 14.5 7.3 3.1 

59 62 22967 ホルンフェルス 12 BBO ナイ フ形石傑 33.1 19.0 5.0 3.9 

59 63 457 ホルンアェルス 9 YLL ナイフ形石様 34.3 13.7 5.3 3.3 

59 64 22968 ホルンフェルス 12 BBO ナイア形石鰐 5日6 17.9 6.9 5.8 

59 65 21885 ホルンアェルス 13 YLM ナイフ形石総 50.2 18.8 10.1 10.0 

59 66 21945 m昭石 箱根畑街 13 YLM 削鰐
31. 6 19.8 11. 5 5.9 (または石錐)

59 67 22957 瓜向日石 天峨柏帥 13 BBO 削AA 36.0 26.4 14.5 9.4 

59 68 22677 桂賀頁岩 13 YLM 角錐状石総 40.7 20.3 9.9 9.3 

59 69 21940 瓜II(d石 IW定不可 13 YLM 鑑日時 16.8 22.8 6.1 2.6 

59 70 23326 日1限石 箱根側宿 13 BBO 額保 19.0 29.6 10.1 4.7 

59 71 23463 硬貨頁岩 8 BBO E重量持 21. 8 26.3 8.6 4.6 

59 72 22846 Il¥闘石 箱根責11街 10 BBO 住器 14.8 25.4 5.8 2.1 

60 73 22824 1.¥I1liiI石 天峨柏*1: 13 YLL 伊'iJ4 32.8 15.4 4.5 1.9 

60 74 2105 県間石 箱根畑，6 15 BBO I!I!用4脱却リ片 24.3 22.7 9.8 5.0 

60 75 22954 瓜Bld石 箱棋畑ft!i 14 BBO {止HHu引l片 19.1 25.1 7.0 3.4 

60 76 22902 ，¥1.1陥石 箱根畑街 12 YLL 使用棋聖IJ片 33.0 30.0 12.5 9.0 

60 77 22952 日i悩石 箱J!制悩 23 8 B80 使用車1事IJ片 28.5 34.5 9.7 7.5 

60 78 22991 JH町aTi 箱娘細lÎ~ 12 8BO 使用縦割l片 40.1 28.8 11. 7 14.8 

60 79 2104 1.¥1""1石 箱根知11函 15 YLL 事IJ片 20.0 7.0 0.8 

61 80 22877 ホルンフエノレス 30 11 YLL 円IJ部 42.8 40.7 8.9 17.2 

61 81 229ω ホルンフェルス 12 B80 .i¥IJJ十 38.8 39.1 15.7 21. 2 

61 82 22933 ホルンフェノレス B80 "，~J片 44.7 38.7 20.3 28.4 

61 83 22916 j叫闘石 天1成柏峠 10 880 使用組剥片 22.8 17.2 4.0 1.4 

61 84 23466 ホルンフェJレス 8 B80 事l片 23.0 15.0 9.0 2.2 

61 85 22982 1，1，¥附石 箱根知11i:i 14 B80 事IJ片 27.3 19.6 7.5 4.9 1 

61 86 22865 ホルンフヱノレス 8 YLL ，j¥IJ片 29.0 16.0 5.0 2.2 

61 87 22884 ホルンブェルス 14 YLL ~IJ片 77.0 29.3 14.0 22.8 

61 88 18876 ホルンブェルス BB 1 事l片 50.3 22.1 9.3 10.2 

62 89 22887 ホルンフェルス 9 B80 前l片 49.0 35.0 15.0 20.6 

62 90 22839 ホルンフ エJレス 日目。 事l片 46.7 40.8 11.0 15.3 

62 91 2108 ホルンブエJレス 880 翌日j片 39.6 31. I 11.0 13.3 

62 92 22872 ホルンブェルス 9 YLL 剥片 35.0 29.0 14.0 14.6 

62 93 22お8 ホルンブエJレス 9 880 ~J片 63.0 43.8 13.6 33.8 

62 94 19361 ホルンアエノレス BBI 事l片 80.0 52.1 18.2 56.3 

63 95 22956 1.1:1悶石 箱根拙宿 14 880 石核 32.8 32.7 19.1 16.9 

63 96 22919 ホルンアェノレス 12 880 石核 39.8 30.7 25.2 39.5 

63 97 22896 ホルンアェルス 11 BBO 事IJ片 44.0 38.0 25.0 44.9 

63 98 23022 多孔貨安山岩 YLL l立石 143.0 84.0 57.0 913.8 

63 99 23263 ホルンアェルス 36 12 880 石核 40.5 61. 8 28.3 72.0 

64 1∞ 22831 ホルンアェルス 13 880 石核 58.0 52.7 29.1 97.4 

64 101 22932 ホルンフェルス 33 11 日目。 石核 75.8 51. 9 43.2 164.1 

22876 

66 102 22886 
)f¥[II石 天械柏*1: 16 m合状態 30.0 35.4 11‘5 22926 

22929 

66 103 22926 m耐石 天械がI*~ 16 12 880 石紘一 30.0 35.4 13.3 8.9 

66 104 22929 mlllil石 天城.ft'1曲1・ 16 12 880 告'IJt 13.0 15.6 3.2 0.5 

- 89-



第4宣言 旧石器時代の遺構と遺物

挿図 掲.
遺物番号 石 材 推定産地

倭合
プロック 膚位 器種 畏さ(醐) 帽(醐) 厚さ(剛) .さ(g)

.号 番号 番号

66 105 22876 婦問石 天械柏峠 16 11 YLL ナイフ形石綿 20.6 16.7 5.2 1.7 

66 106 22886 RJ晴石 天城柏峠 16 12 BBO 剥片 16.2 8.8 5.3 0.6 

22885 
66 107 22931 品1恒石 天械柏・1・ 17 接合状態 41. 5 50.5 22.0 35.5 

22930 

66 108 22885 品i咽石 天城柏餅 17 10 YLL 剥片 20.1 20.2 7.0 2.2 

67 110 22930 JJ~幅石 天城柏・.;: 17 12 BBO 石核 43.0 42.3 19.8 27.9 

67 111 
21942 

日1昭石 箱根畑街 21 接合状態 33.9 18.8 5.9 
21102 

455 
67 112 456 ホルンフェルス 26 接合状態 92.2 117.7 958.3 

23412 
ト一一

67 113 456 ホルンブエノレス 26 9 YLL 刺片 23.8 37.5 11.0 6.3 

67 114 455 早 Yレンブェルス 26 9 YLL i.lJ片 22.4 39.4 9.1 5.6 

68 116 
22877 

ヰミノレンフェルス 30 接合状態 42.1 49.2 22.3 
22878 

22879 
68 117 22914 ホルンフエノレス 31 銭合状態 46.3 84.7 59.2 

23338 

68 118 22879 ホノレンプエノレス 31 11 YLL 剥片 41.4 41.8 15.4 28.9 

68 1I9 22914 I ホルンフェルス 31 11 BBO 剥片 35.0 36.9 10.3 19.0 

68 120 23338 *，レンフヱノレス 31 11 BBO 刺片 42.1 43.7 9.9 11. 3 

22891 
22937-1 
22893 

69 121 22894 ホルンフェルス 32 接合状態 65.0 77.2 56.3 
22938 
22939 
22940 

69 122 22894 ホルンブエノレス 32 8 BBO 剥片 55.0 33.0 17.0 24.7 

69 123 
22938 

ホノレンアエJレス 32 BBO 制片 43.2 30.7 13.5 14.8 22937-1 

69 124 22940 ホルンアェノレス 32 8 BBO 事j片 43.0 31. 0 15.0 8.9 

70 125 22939 ホノレンブエノレス 32 8 BBO iIIJ片 72.0 43.0 15.0 37.6 

70 126 22891 ホルンブエノレス 32 3 BBO 剥片 33.0 31. 9 8.3 8.0 

70 127 22893 早 JレンフエJレス 32 8 BBO 剃片 37.0 32.0 9.0 9.1 

22911 

70 128 
22912-1 

ホルンブェルス 33 続合状態 86.2 58.4 242.8 22932 
22934 

71 129 22934 ホルンブェルス 33 11 BBO 剥片 44.0 37.9 8.6 14.0 

71 130 
22912-1 

ホルンフェルス 33 BBO 剥片 62.1 42.7 22.9 62.9 22911 

23417-1 
71 131 22912-2 ホルンブェルス 34 後合状惣 31.0 47.6 18.9 

23418 

71 132 22912-2 ホルンアェルス 34 11 BBO 剥片 28.7 31. 0 8.1 5.8 

71 133 
23418 

ホルンフェルス 34 日目。 調j片 28.2 46.8 12.6 13. 1 23417-1 

71 134 
21606 

珪'ilf頁岩 38 綾合状態 11. 9 23.5 1.0 21938-2 

71 135 21938-2 珪質頁岩 38 13 YLM 剥片 13.4 12.7 2.2 0.4 

71 136 21606 主主質頁岩 38 13 YLM 刺片 10.4 19.8 2.4 0.7 

84 137 1038 m脳石 限紡昼ヶ台 JO ナイ フ形石禄 22.3 9.1 4.7 0.9 

84 138 2103 銀問石 諏Z古屋ヶ台 YLU ナイ フ形石器 31. 2 14.6 5.2 2.2 

84 139 1587 照眠石 阪紡星ヶ台 JO 尖凶器 30.9 17.4 6.6 2.8 

84 140 22840 風間石 i 和田鷹山 YLU 尖磁器 46.5 15.1 5.6 3.8 

84 141 2110 烈限石 阪防昼ヶ台 YLU 尖顕器 67.7 19.9 I 5.5 6.9 

84 142 7835 ホルンフェルス JO 尖顕器 39.3 11.8 6.0 2.9 

84 143 22717 ホルンフェノレス 17 YLU 尖顕告書 39.3 19.8 8.6 6.2 

84 144 521 ホルンフェルス YLU 尖頭探 59.7 18.5 8.8 9.0 

84 145 520 ホルンアエノレス YLU 尖iiJI鵠 90.8 38.7 9.6 29.3 

84 146 22476 ホルンアエJレス 17 YLU 尖頭越 58.0 33.2 13.6 26.4 

85 147 21555 ガラス質瓜色安山信 17 YLU 削機 54.8 28.8 11.6 19.7 

85 148 21556 ガラス賀県色安山岩 17 YLU 掻器 36.2 25.1 4.8 4.4 
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簿図 掲.
遺物番号 石材 推定産地

銭合
ブロック 層位 器橿 畏さ(岡田) 幅(mm) 厚さ(1lI1U 重さ(g)

番号 番号 番号

85 149 2904 >>:~悶石 和田鹿山 10 二次加工剥片 22.8 23.8 11. 7 4.1 

85 150 21935 線昭石 天城柏峠 17 YLU tli¥僻 36.9 17.8 12.6 6.7 

85 151 21557 駅周石 天城柏峠 17 YLU 鑑証書 46.4 24.1 11.8 9.8 

85 152 21916 輝石安山宕 17 YLU 敵石 83.0 63.0 47.0 311. 8 

85 153 22852 砂岩{細盤) YLU 阪石 110.8 46.2 28.3 214.7 

85 154 21103 流紋省 17 YLU 削岩号 43.8 78.2 20.7 51. 0 

86 155 442 郷石安山岩 YLU 台石 194.0 181. 0 82.0 3264.6 

86 156 
21559 

玄武岩 73 YLU 石皿 264.0 203.0 61. 0 4750.0 
21582 
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表28 礁群属性

第 l文化層
遺構番号

2号

3号

第H文化層

遺構番号

4号

5号

61号

62号

63号

64号

65号

第川文化層

選僧番号

l号

7号

8号

日号

IO号

11号

12号

13号

14号

15号

16号

17号

18号

19号

20号

21号

22号

23号

24号

25号

26号

27号

28号

29号

30号

31号

32号

33号

34号

35号

36号

37号

38号

39号

40号

41号

42号

43号

44号

45号

45号

47号

48母

49号

50号

51号

52号

53号

54号

55号

55号

57号

58号

膚位

BBI 

BB I 

BB I 

BB I 

BB I 

BB I 

BB 1 

眉位

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

BBO 

位置 畏径 (m)

L-6(7 0.96 

K民 IO 0.95 

J-9 0.35 

K-7 0.62 

K-8 0.82 

1-8 0.88 

1-8(9 1. 88 

位置 畏径 (m)

K-II 1. 24 

1-5 0.95 

1-5 0.60 

1-5 0.46 

1-5 0.47 

1-5 0.63 

1-5 1.07 

1-5 0.51 

1-5 0.92 

H-5 0.44 

H-5 1. 03 

H-5 0.83 

H-5 1. 42 

H-5 0.23 

H-5 0.41 

H-5 0.44 

1-7 1. 07 

1-7 0.62 

1-7 0.30 

1-6 0.13 

1-7 1. 38 

1-7 0.90 

ト7 0.56 

1-7 1. 23 

l-7 0.86 

I/J-7 1. 01 

1-7 0.18 

1-7 0.79 

1-7 1. 58 

1-7 0.25 

1-7 0.25 

1-7 0.46 

J-8 0.25 

J-8 0.91 

J-8 0.59 

J-8 0.50 

J-8 0.17 

J-8 1. 21 

J-8 0.42 

J-8 1. 06 

K-8 0.44 

J-9 1. 47 

J-10 0.49 

J-9 0.26 

J-9 0.30 

J-9 0.21 

J-9 0.51 

J-9 0.33 

J-9 0.32 

J-9 0.49 

J-9 0.24 

J-9 0.20 

K-9 0.23 

短径 (m)
0.40 

0.55 

短径 (m)

0.44 

0.66 

0.09 

0.26 

0.28 

0.84 

0.67 

短径 (m)

0.71 

0.69 

0.51 

0.23 

0.37 

0.41 

0.34 

0.23 

0.62 

0.13 

0.30 

0.39 

0.69 

0.12 

0.07 

0.14 

0.72 

0.33 

0.10 

0.09 

0.47 

0.57 

0.56 

0.24 

0.65 

0.84 

0.07 

0.43 

1. 32 

0.10 

0.10 

0.22 

0.08 

0.24 

0.39 

0.20 

0.14 

0.63 

0.18 

0.99 

0.24 

0.70 

0.34 。14

0.11 

0.07 

0.33 

0.32 

0.09 

0.32 

0.07 

0.12 

0.08 
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構成様 (個)

構成自慢(個)

5 

3 

2 

3 

3 

7 

9 I 

構成田匝 (個)

15 

16 

9 

3 

9 

8 

7 

4 

22 

2 

5 

4 

8 

2 

2 

4 

33 

4 

2 

2 

19 

8 

6 

6 
6 

25 

2 

8 

21 

2 

2 

4 

2 

6 

6 

3 
η d 

13 

2 

7 

4 

13 
F υ 

4 

2 

2 

10 

8 

2 

7 

2 

2 

2 

祖自勲様 (j図)

彼勲様(個)

5 

3 

2 

3 

3 

7 

6 

被然様(個)

15 

16 

9 

3 

9 

8 

7 

4 

21 

2 

5 

4 

8 

2 

2 

4 

33 

4 

2 

2 

19 

8 

6 

6 

6 

25 

2 

8 

21 

2 

2 

4 

2 

6 

6 

3 

3 

13 

2 

7 

4 

13 

5 

4 

2 

2 

10 

8 
2 

7 

2 

2 

2 

総軍量 (g)

2720 

3470 

総量霊 (g)

7890 

3770 

1180 

290 

3980 

6160 

2氾60

総重量 (g)

6050 

6880 

2530 

450 

2530 

750 

2520 

780 

6170 

1090 

2820 

1380 

5690 

560 

180 

570 

4650 

1630 

990 

370 

7150 

1320 

770 

2640 

920 

9020 

320 

1200 

9580 

540 

290 

1070 

510 

3090 

690 

860 

370 

4790 

1570 

3870 

860 

4190 

1540 

790 

310 

340 

1030 

1340 

860 

570 

140 

370 

330 



59号

60号

6号 工三Eニコ

K-9 

1く9

1-9 

日19

0.32 

0.79 

-93 

0.13 

0.13 

0.62 

770 

530 

量 (g)

1670 

司



第 5宣言 縄文時代の遺構と漬物

第 5章縄文時代の遺構と遺物

概要

縄文時代の遺構として、竪穴住居跡11軒、竪穴住居状遺構5基、集石37基、土坑15基、焼土3箇所、

土器埋納土坑 l基が検出された (第88図)。遺物は土器片6838点(ほか、撹乱層出土品80点と表面採集

品15点)、剥片石器類4337点、石核21点、搬入石材(原石) 4点、打製石斧6点、垂飾 l点、礎石器類

768点、磯11032点である(表30)。石器群では、黒曜石製石器の占める比率の高き(表29) と磯石器類

の多量きが特徴である。竪穴住居跡内・外で検出された石器石材組成は表3ト361こ掲げた。

表29 調査区全体黒曜石製石器産地別組成

天城柏峠箱根畑宿
箱根 神津島 諏訪

和田鷹山 推定不可 未分析 計
黒岩橋 恩馳島 星ヶ台

有舌尖頭器

石鯨 2 59 11 4 79 
削器 2 2 
錐 2 2 
石匙

模形石器 27 2 31 
二次加工剥片 11 11 
使用痕剥片 3 5 
剥片・砕片 2 2 3975 3979 
石核 14 19 
搬入石材 2 3 
計 2 4 121 18 10 3976 4133 

※神津島恩馳島の石鯨の内2点、未分析の剥片・砕片のうち130点は3号竪穴住居跡(撹乱層)出土

表30・1 謂査区全体石器石材組成

ガラス質細粒 輝石多孔質角閃石 細粒硬質細粒緑色 輝緑火山礁
黒曜石黒色安山岩安山岩安山岩安山岩安山石山流紋岩凝灰右山 凝灰石山 凝灰岩凝灰岩凝灰岩

尖頭器
有舌尖頭器
石鯨 79 5 
有茎石鯨
削器 2 5 2 
掻器
錐 2 
石匙 2 2 
模形石器 31 
垂飾

打製石斧 3 
二次加工剥片 11 3 
使用痕剥片 5 5 
剥片・砕片 3979 104 12 5 2 
石核 19 
搬入石材 3 
磨一献石 175 12 
磨石 117 12 
敵石 81 4 4 
台石 31 2 
石皿 132 19 
凹石 8 
礁器 5 
計 4133 127 21 549 49 5 11 3 2 3 
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表30・2 調査区全体石器石材組成

山多孔質 山アプラデイサ 級粒 ホルンホルン 山産質
玄武 山閃緑 輝緑岩 山斑レイ岩水晶 フ工

右玄武石 石イトイト 斑レイ石 フェルス晴灰質) 石頁岩

尖頭器

有舌尖頭器

石鯨

有茎石鍍

削器

掻器

錐

石匙

模形石器

垂飾

打製石斧

二次加工剥片

使用痕剥片

剥片・砕片

石核

搬入石材

磨ー敵石 10 7 
磨石 15 9 
敵石 17 10 
台石 3 
石皿 15 17 
凹石

楳器

計 58 47 

2 
2 

6 
5 

円

/
M
1
A

1
1

2 

5 4 12 2 

表30-3 調査区全体石器石材組成

赤 色 珪 質 チ ャ 砂 岩 砂 岩 砂 岩硬質結晶
山赤玉滑石計

頁岩粘板岩ート(細粒)(中粒)(租粒)砂岩片石

尖頭器 I 
有舌尖頭器 4 

石鯨 2 ~ 
有茎石錬 l 

削器 18 
掻器 1 
錐 2

石匙 5 

模形石器 31 
垂飾 1 1 
打製石斧 6 
二次加工剥片 1 1 17 
使用痕剥片 12 
剥片・砕片 1 3 4155 
石核 21 
搬入石材 4 

磨ー融石 219 
磨石 1 1 1 164 
敵石 8 4 7 1 1 145 
台石 37 
石皿 184 
凹石 10 
醸器 9 

言十 1 2 2 9 5 8 1 1 4 1 5137 

※輝石安山岩の石皿2点、磨-敵石 I点、磨石 2点、細粒安山岩の剥片・砕片 I
点、ガラス質黒色安山岩の石錬 I点、剥片・砕片3点、ホルンフェルスの剥片
・砕片 l点、黒曜石の剥片・砕片130点、石鍛2点、流紋岩の剥片・砕片 l点は
3号竪穴住居跡 (撹乱層)出土
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3 

3 2 2 

2 

1
1

P

0

1

i

 

ηペ
U 3 2 7 

2 

47 8 10 2 

石器型式(有舌尖頭器)か

ら縄文時代草創期、また土器

型式から早期、前期、中期、

後期の遺跡の存在がそれぞれ

明らかとなった。土器の点数

で中心となるのは早期末の打

越式土器であり、これに続い

て上ノ山式、入海 1• II式、

石山式を代表とする東海系土

器群およびその影響を受けた

在地土器群が多く見られる。

竪穴住居跡に伴った土器は、

概ね以上の早期末型式群で構

成される。このほか、前期の

諸磯b式土器を伴った土器埋

納土坑(7号土坑)が検出さ

れた。

遺構と遺物の分布傾向から、

調査区の西部と東部の大きく

二つの空間が識別きれる。

西部は、本遺跡におけるす



第 5章縄文時代の遺構と遺物

表31 竪穴住居跡内 石器石材組成

ホルンガラス質輝石多孔質細粒 細粒硬質細粒 多孔質
黒曜石フェルス黒色安山岩安山岩安山岩安山岩流紋岩凝灰石山 凝灰石山 玄武右山 玄武岩

尖頭器

石鉱 10 
削器

掻器

模形石器

二次加工剥片

使用痕剥片

剥片・砕片 812 7 24 2 2 

石核 5 

搬入石材 3 

磨-融石 27 d つ

磨石 7 3 

融石 2 2 

台石 2 

石皿 14 2 5 

凹石

操器

計 832 7 25 53 3 2 2 2 12 4 

頁岩 珪質頁岩赤色頁岩 計 表32 竪穴住居跡内 黒曜石製石器産地別組成

尖頭器 天城柏峠神津島 諏訪 推定不可未分析 計

石鯨 10 
恩馳島星ヶ台

削器
石鍛 10 10 

掻器
模形石器

模形石器
二次加工剥片

二次加工剥片
剥片・砕片 812 812 

使用痕剥片
石核 4 5 

剥片・砕片 2 849 
搬入石材 2 3 

石核 5 
計 16 2 812 832 

搬入石材 3 

磨ー蔽石 31 

磨石 11 

蔽石 5 

台石 2 

石皿 22 

凹石 2 

楳器

計 2 947 

べての竪穴住居跡と竪穴住居状遺構、撚糸文系土器群、早期末の土器群、諸磯b式土器群、神津島産黒

曜石製を中心とする石鉱石器群および模形石器群、多量の磯石器類を特徴とする。

東部は、竪穴住居跡と竪穴住居状遺構が検出きれなかった。早期末の土器型式群も僅少である。この

範囲では押型文系土器群を主体とする土器群、ホルンフ ェルス製の加工具類、離石器類が、やや西に

偏って検出された。前期の土器埋納土坑はこの東部の東寄りで検出されている。中期と後期の土器は僅

少だ、った。
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縄文時代の遺構と遺物第5寧

石器石材組成(1 ) 表33 各竪穴住居跡内

2号竪穴住居跡内

流紋岩

348 
3 

計

ウ
t

1
I
V
I
A
-
-

つ
臼
勺
J

1

L
-9
4
R
U
T
-

ワ
】
ハ
O

ワ臼
一円b

pnu

--

xu 

q

J

A

サ

ホルン
フェルス

3 

多孔質
玄武岩

-
a
yi
一
円
/
M

硬質細粒
凝灰岩

2 

細粒
安山岩

多孔質
安山岩

輝石
安山岩

円

L
R
u
-
-
円
/
M

A
A寸

ti

一Fhu

y
!ム

-n/叫

ガラス質
黒色安山岩

8 

黒曜石

ヴ

t

1
i
1
1

石鎌

模形石器
二次加工剥片

使用痕剥片

剥片 ・砕片

石核
搬入石材

磨ー蔽石
磨石
敵石

台石

石皿

凹石
計 3 2 2 8 361 

3号竪穴住居跡内

計細粒凝灰岩
細粒

安山岩
ガラス質

黒色安山岩
黒曜石

1

3
一日

2 
2 

50 
50 

尖頭器
剥片 ・砕片

計

6号竪穴住居跡内

計

日一
2
1
1
一日

玄武岩

-
A
I
l
-?
H
 

2 

輝石
安山岩

黒曜石

11 剥片・砕片

磨一蔽石
磨石
石皿

計 2 11 

8号竪穴住居跡内

計

ロ
一4
1
一幻

玄武岩
輝石

安山岩

η
J
1
1

一4‘

ガラス質
黒色安山岩

黒曜石

31 剥片 ・砕片

磨一蔽石
石皿

計 31 

10号竪穴住居跡内

計珪質頁岩玄武岩黒曜石

29 

31 

28 剥片・砕片

石核
石皿

計 29 

11号竪穴住居跡内

計珪質頁岩
多孔質
安山岩

輝石
安山岩

ガラス質
黒色安山岩

3 

黒曜石

98 
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縄文時代の遺構と遺物

石器石材組成 (2) 

第5章

表34 各竪穴住居跡内

12号竪穴住居跡内

計ホルンフェルス
輝石

安山岩
黒曜石

日一
3

l
一口

q
U

1
1
一・4

12 剥片 ・砕片
磨ー蔽石
蔽石
計 12 

14号竪穴住居跡内

石鯨
削器

剥片・砕片

石核

搬入石材

磨ー融石
磨石
蔽石
石皿

計

計

3

1
6

1
2
一5
4

3
8
可
υ

ハh
u

-
n
ud

-

-

ホルン
フェルス

3 

多孔質
玄武岩

2 

玄武岩

'
I
ワ臼

1
A
1
ム
一

F
b

多孔質
安山岩

4 

7 
12 

輝石
安山岩

ガラス質
黒色安山岩

10 

3 

153 

2 

黒曜石

3 2 11 159 

15号竪穴住居跡内

岩頁

2 

計

4
胃

J
2

l
一9

1

1

 

玄武岩
輝石

安山岩
黒曜石

14 剥片・砕片
磨一蔽石
石皿

操器

計 2 3 14 

18号竪穴住居跡内16号竪穴住居跡内

計玄武岩黒曜石計玄武岩黒曜石

1
I
I
I
-
7
H
 

剥片 ・砕片

磨一蔽石
計

ハ
0
7
i
弓
i

6 剥片 ・砕片

石皿

計 6 

19号竪穴住居跡内

赤色頁岩 計

60 

63 

輝石
安山岩

1
1
1
1

一つ臼

60 

黒曜石

掻器

剥片 ・砕片
磨一敵石
石皿

計
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第5章 縄文時代の遺構と遺物

表35-1 竪穴住居跡外石器石材組成

黒曜石;j¥ルン ガラス質 輝石 多孔質角閃石 細γ}流紋岩 ホルンフェ)~ 細粒 輝緑
フェルス黒色安山岩安山岩安山岩安山岩安山岩 ス幌灰岩) 凝灰岩 凝灰岩

有舌尖頭器 d 。
石鑑 69 5 

削器 2 3 4 2 

掻器

錐 2 

石匙 2 2 

模形石器 30 
垂飾

打製石斧 2 3 

二次加工剥片 10 3 

使用痕剥片 5 5 

剥片 ・砕片 3167 29 80 10 5 2 

石核 14 

搬入石材

磨ー蔽石 148 12 

磨石 110 11 

融石 79 4 4 

台石 29 2 

石皿 118 18 
凹石 7 

陳器 5 

計 3301 40 102 496 47 5 19 9 2 2 

緑色火山楳 多孔質ー 細粒
凝灰岩 凝灰石山玄武石山玄武石山 アプ7イト デイサイト閃緑岩 輝緑石山 斑レイ石山斑レイ岩 赤玉 水品

有舌尖頭器

石鉱

削器

掻器

錐

石匙

模形石器

垂飾

打製石斧

二次加工剥片

使用痕剥片

剥片 ・砕片 3 
石核

搬入石材

磨ー蔽石 7 7 6 2 2 2 

磨石 12 9 5 2 

融石 16 8 

台石 3 

石皿 10 15 

凹石

楳器

計 3 46 42 12 4 5 2 4 
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第5準縄文時代の遺構と遺物

表35-2 竪穴住居跡外石器石材組成

頁岩
砂岩

珪質頁岩チャート (粗粒)
砂岩 硬質
(細粒) 中粒砂岩

珪質
粘板石山結品片岩 滑石 計

有舌尖頭器 5 
石鯨 2 78 
削器 2 2 17 
掻器 2 
錐 2 
石匙 5 
模形石器 30 
垂飾

打製石斧 6 
二次加工剥片 16 
使用痕剥片 II 

剥片・砕片 3 5 3306 
石核 16 
搬入石材

磨-融石 188 
磨石 153 
敵石 2 7 8 4 140 
台石 35 
石皿 162 
凹石 8 
操器 8 
計 7 8 2 8 9 5 2 4190 

※輝石安山岩の石皿2点・磨ー敵石 l点・磨石 2点、細粒安山岩の剥片・砕片 l点、
ガラス質黒色安山岩の石鍛 l点・剥片・砕片3点、ホルンフェルスの剥片・砕片 l点、
黒曜石の石鯨2点・剥片・砕片130点、流紋岩の剥片・砕片 l点は 3号竪穴住居跡(撹乱層)出土

表36 竪穴住居跡外黒曜石製石器産地別組成

箱根 神津島 諏訪
計天城相峠箱根畑宿 黒岩橋 恩馳島 星ヶ台 和田鷹山推定不可未分析

有舌尖頭器

石鯨 2 49 11 4 69 
削器 2 2 
錐 2 2 

石匙

模形石器 26 2 30 
二次加工剥片 10 10 
使用痕剥片 3 5 
剥片・砕片 2 2 3163 3167 
石核 10 14 
計 4 105 17 8 3164 3301 

※神津島恩馳島の石鍬2点、
未分析の剥片・砕片130点は 3号竪穴住居跡(撹乱層)出土
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第 l節 土 器 分 類

本遺跡で出土した土器の中に、本研究所における既存の土器型式分類にあてはめることができないも

のも見られたので、 分類案を以下のように改訂した。

1 I群:縄文時代早期の土器群

A類:撚糸文系土器

-1 :口縁部が外反し、口唇部の外面端部が肥厚するもの。第149図 lのみ該当。

2 :口縁部が外反し、 口唇部角頭状または外削ぎのもの。赤褐色で精搬な胎土。節が細かくて、 条

は細く、条聞が空かない原体を施すもの。

一3.1 :口縁部が外傾し、口唇部角頭状のもの。灰白色の胎土。 A類-2より節が組くて、条は太く 、

条聞が空く原体。

-3.2:赤褐色で厚手の胎土。節が組くて、 条聞が空く原体。本遺跡では胴部破片のみ出土。

-3.3:口縁部が外傾し、口唇部角頭状または内削ぎのもの。黄褐色で、白色岩片が多く混じる胎土。

節が粗くて、条聞が空く原体。

-4 :網目状撚糸文。口縁部が外傾し、口唇部角頭状のもの。灰白色の胎土。

-5 :その他。口縁部が外傾し、口唇部が丸いもの。節が粗くて、条聞が空く原体など。

B類:押型文系土器

一1:山形押型文

-2 :格子目押型文

一3:楕円押型文

4:変形押型文

C類:A-E類と並行する時期の縄文土器

-1 :縄文原体の節が大きいもの。

-2 :縄文原体の節が小さいもの。

D類:A-C/E類と並行する時期の条痕文系土器

E類:A-D類と並行する時期の無文土器

F類 :D類とは異なる時期の条痕文系土器。野島式土器を含む。

G類:絡条帯圧痕文を施した土器

H類 :F類よりも後の時期の条痕文系土器。打越式土器及び、打越式並行の土器など。

l種:打越式土器

2種:打越式並行の土器

3種:条痕文系土器の胴部及び底部。 J類 2種-2、同 3種-2、同 4種-2との区別がつかないもの。

I類 :H類よりも後続する神之木台式並行の土器

J類 :早期末東海系土器及び形状と施文が早期末東海系土器に近似する在地系土器

l種:上ノ 山式土器(第227図5のみ該当)

2種-1:入海 I式土器

2種-2:入海 I式模倣土器

形状と施文は入海 I式土器の特徴を有するが、器壁が厚く、胎土に繊維を含まない。色調はにぶ

い褐色、樟色、赤褐色を呈する。 胴上部に断面三角形または台形の刻目隆帯を貼り付けている。
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第5章縄文時代の遺構と遺物

3種-1:入海H式土器

3種-2:入海II式模倣土器

形状と施文は入海II式土器の特徴を有するが、器壁が厚く、胎土に繊維を含まないものが多い。

色調はにぶい褐色、樫色、赤褐色を呈する。胴上部に低い刻目隆帯を貼り付けている。

3種-3:入海H式並行の土器

4種-1:石山式土器

4種-2:石山式模倣土器

形状と施文は石山式土器の特徴を有するが、器壁が厚く、胎土に繊維を含まない。色調はにぶい

褐色、樫色、赤褐色を呈する。胴上部に箆または半裁竹管で刻目列を施文している。

4種 3:石山式並行の土器

5種:天神山式土器

6種:早期末東海系土器

K類:条痕文系/羽状縄文系移行期の土器。下吉井式土器

L類:型式不明の早期土器

2 11群:縄文時代前期の土器群

A類:羽状縄文系土器。花積下層式土器

B類:竹管文系土器。諸磯b式土器

-1 :爪形文土器 (諸磯b古段階)

-2 :肋骨文系土器

-3 :浮線文を施す土器

4:集合沈線文土器

-5 ;入組木葉文を施す浅鉢

6 :無文の浅鉢

-7 :縄文施文のみの土器及び底部

3 111群:縄文時代中期の土器群

A類:五領ヶ台式土器

B類:新道式または藤内式土器

C類:勝坂式土器

D類:井戸尻式土器

E類:加曽利E1式土器

4 IV群:縄文時代後期の土器群

堀之内式土器

(諸磯b古段階一中段階)

(諸磯b中段階)

(諸磯b中段階一新段階)
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第2節縄文時代草創期

概要

縄文時代草創期に特徴的といわれる有舌尖頭器が3点検出された(折れ接合した 2点を I点としてカ

ウント)。しかし、特定の遺構、石器集中、土器集中などとの関連は捉え難いので、ここでは当該石器

と分布図のみを提示する。縄文時代の石器群に関する事実記載としては、第7節も参照いただきたい。

有舌尖頭器(第89図、第245図 l・2、第246図50)

Iはホルンフ ェルス製である。調査区東部のF-24グリッドで折れた状態で検出された。風化が著し

く微細な観察は不可能である。基部が短い。近隣に遺物の集中部や遺構が見られない。

2はホルンフェルス製である。調査区西部のK-4グリッドで出土した。平面分布上では多数の遺構

群 と重複するが、覆土内では検出されていない。

50はガラス質黒色安山岩製である。平面形状も厚みも左右対称に近い。刃部は浅く鋸歯状になる よう

に整形されている。 これも2と同様に調査区西部(1-5グリッド)で出土し、遺構との関連は見られ

なかった。

」 H J K 

2 

3 62.5伽/

4 

5 

6 

7 

8 

L 」 B c D E F 

20 
ー

ぷミヶnミs伽ュ一・~踊二J;二一子~\三ー\こ;ご~ 21 

22 

23 

24 

25 

26 

第89図有舌尖頭器の分布

-105-

「一一ーー

。

俸高線1まJOR'l

凡例・ホルンフヱルス i 
O ガラス質黒色安山岩i

25m 



第5章縄文時代の遺構と遺物

第 3節縄文時代早期

概要

調査区西側で、竪穴住居跡11軒、竪穴住居状遺構5基、土坑7基、集石22基が検出された。竪穴住居

跡と竪穴住居状遺構の床面および覆土から検出された土器の型式から、これらは早期末の集落跡である

と推定される。竪穴住居跡と竪穴住居状遺構はすべて調査区西側に分布するが、集石のうち 2基 (34号

と35号)および5基の土坑(11号、 15-17号、 20号)はより東部に偏在し、また上記の土器群との重複

も顕著なものとはいえないため、同一の時期とはいえない。

第91-95図に土器の型式別分布を掲げた。これによれば、早期土器群のうちもっとも多いのは I群H

類トI種に分類した打越式およびこれと強い関連が認められるものである。次いで、 J類1-4種に分類し

た上ノ山式、入海 1• II式、石山式を中心とする東海系土器ないしその影響を受けた在地土器群が多く

見られる。

1 竪穴住居跡(略号:SB) 

本報告書では床面で炉が確認できたもの、または明確な床面の硬化が認められたものを竪穴住居跡と

し、確認できなかったものは竪穴住居状遺構として取り扱った。覆土は仙石スコリアを含む褐色土であ

る。床面に硬化範囲をもっ住居跡の掘方の覆土は、休場層の土がブロック状に混じった褐色土である。

平面形は円形または楕円形である。床面積はばらつきがあるものの、 4rrl台前半、 5ぱ台後半、 10rrl台

後半に若干分布の集中が見られる。炉はいずれも焼土粒、炭化物粒が少量混じった覆土が堆積している
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第90図 縄文時代の遺構分布(2 )竪穴住居跡・竪穴住居状遺構
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浅い地床炉であり、底面の赤化、硬化等明確な被熱の痕跡が見られない。

竪穴住居跡と竪穴住居状遺構はすべて尾根頂上の平坦面にあたる 9列以西に集中している。平面プラ

ンはJO層中部から休場層上面で確認され、いずれの住居跡も床面が休場層上面とほぼ同じ高さにある。

いずれの住居跡も覆土から土器、石器、礁が出土したが、床面で出土した遺物は少ない。 I群H類

(打越式とこれに並行する土器群)と I群 J類2-4種(入海 I式、入海II式、石山式、及びそれぞれの

模倣)が多く出土したこ とから、時期は概ね縄文時代早期末のものと推定される。各竪穴住居跡内の石

器組成については、表33と34を適宜参照いただきたい。また、竪穴住居跡の計測値等の属性は表37、掲

載土器の属性および石器の属性については、表38と39にそれぞれ纏めた。

以下では、比較的良好な状態で検出された10軒の竪穴住居跡(2号、 3号、 4号、 8号、 10号、 12号、

14号、 15号、 18号、 19号)と、それぞれの内部の遺構および遺物について報告する。

2号竪穴住居跡 (SB02) (第96-106図)

形状 :床面の検出によって住居跡の存在を確認したので、掘り込み面等の情報は得られなかった。形状

は北西一南東に主軸を持つ楕円形である。推定規模は長軸4.3m、短軸3.3m。床面積は10.8ぱ。本遺跡

で検出された住居跡の中では最も大きい。

床:炉の周辺に硬化範囲が認められる。

炉:住居中央よりやや西で I基検出された。平面形は楕円形を呈する。長軸0.66m、短軸0.60m、深さ

0.20m。断面形は台形状であり、覆土には焼土粒、炭化物粒が少量混じる。炉の覆土から採取された木
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第96図 2号竪穴住居跡の検出状況

炭を試料として放射性炭素年代測定を行ったところ、 641O:t40BP (AMS法、未較正)という年代値が得

られた(附編 加速器分析研究所論文参照)。

柱穴:ピット l基が現存するが、主柱穴の特定はできなかった。

遺物出土状況:床面及び覆土から多量の遺物が出土した。 遺物は炉の周辺で多く出土し、住居跡の南東

部は分布がやや希薄で、ある。

土器:6、24、26とI群H類 3種(条痕文系)の土器の小片数点が床面で出土し、他はすべて覆土から

出土した。 1と2は同一個体の I群F類(野島式)である。 3-24は I群H類 l種(打越式)である。
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た胴上部の破片である。 15と16は列点状、 17-23は原体を下に引く員殻腹縁文で連続山形文を施してい

る。 20と21は山形文二段の聞に類沈線文を施している。 24は員殻腹縁の条痕文の上に殻頂部の条痕文を

重ねた胴部破片である。25-28はI群H類 2種(打越式並行かと思われる条痕文系土器)の胴下部破片

である。27と28は条痕文を入念に磨り消 している。 29-31と33は I群 J類 2種-1(入海 I式)である。

32は I群 J類 2種-2(入海 I式模倣)である。 34-38は I群 J類 3種-1(入海H式)である。 34は口唇

部に、 35-38は隆帯に貝殻による刻みが見られる。 39-42は I群 J類4種-2(石山式模倣)である。 42は

波状口縁を有 し、波頂部に垂下する隆帯を貼りつけている。 43はI群 J類 5種(天神山式)、 44は条痕

文で調整した胴部破片で I群 J類 6種(早期末東海系土器)である。

石器:製品はすべて覆土から出土した。石材はすべて黒曜石を用いている。 45-50は石錬である。 45と

46は基部の挟りが浅く緩い弧状であり 、47は基部に扶りが見られない。 47以外はすべて欠損品である。

51は模形石器である。上下に微細剥離痕が見られる。 52は二次加工剥片である。 53-55は石核である。

いずれも頻繁に打面転移を繰り返している。 56は搬入石材である。 57-77は磨石ないし敵石である。こ

のうち57-66は床面で出土した。 57は小型の敵石、 66は凹石、その他は扇平な円礁を用いた磨-敵石また

は磨石である。 78-83は石皿である。 78-82は扇平な円磯または亜角礁の中央部を使用面としている。 80

と82は一部礁の縁まで使用面としている。 83は板状の礁の平坦面全体を使用面としている。 79-83は床

面で出土しているが、いずれも著しく破損しているか、使用面が裏向きであるため、原位置を保ってい

-114-



ー
l

回
=
ーー

(
こ
寧
酬明
巾
社
以
日居
眠
組

K
闘
昨
N

図
∞
∞
紙

ε
U
O
 

Cコ

F 晶

、J:.苛J恥

E
UD
N
 

鶴，1.'こ
亡三己

81議事&

5 

Cコ

率
制
烈

u~一幕
刷
用
(百
ピ
位
以
調
講
絡
回
線

叶一
-肉料

悌
b

N
U
A一縮

-cー一輪
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。 lOcm 

第100図 2号竪穴住居跡に伴う遺物(2 ) 
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第106図 2号竪穴住居跡に伴う遺物(8 ) 

ると思われるものは見られない。

3号竪穴住居跡 (SB03) (第107-110図)

形状:北半部全域と南側約1/3は撹乱により欠損している。壁は緩やかに立ち上がる。平面形は円形を

呈していると推定される。規模は長軸3.01m、短軸は推定で2.82mo床面積は推定で5.7出。

炉・柱穴:確認できなかった。

床:住居中央部に硬化範囲が認められる。

遺物出土状況:残存する壁付近を中心に床面及び覆土から出土した。

土器:7、19と12-14と同一個体の小片が床面で出土し、他はすべて覆土から出土した。 1-5は I群H類

l種(打越式)である。 1は口唇部が角頭状で、器面に格子状に条痕文を施している。 2は口唇部の外

面端部が肥厚し、口唇部を囲むように隆帯を貼り付けて山形状突起を作出している。 2-4は胴部の条痕

文が短めで、、やや曲線的である。 5は外面の条痕文を入念に磨り消した胴下部である。 6-14は I群J類

3種-1 (入海II式)である。6-11、12-14は各々同一個体である。 15は I群 J類 4種-1(石山式)であ

る。 16と17は I群J類 4種-2(石山式模倣)である。 18は I群J類 6種(早期末東海系)の底部である。

19-24は I群L類(早期だが型式不明のもの)である。 19と20は厚手で無文の胴部である。 2ト24は胴上
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第108図 3号竪穴住居跡の接合状況

部に縦位の平行沈線を施文している。 22と23は同一個体である。

| 凡例 | 
|..1 石醤 | 

|・ | 土畢 | 

2m 

石器:25は細粒凝灰岩製の尖頭器である。覆土から出土した。素材剥片の中央部を残して両面を加工し、

また両側縁は側面観がジグザクになるように整形している。最近報告された悌ヶ尾遺跡 (No.147地点)

の6号住居跡では床面から打越式土器、同覆土から神津島恩馳島産黒曜石製の尖頭器が出土しており、

早期末葉における尖頭器の存在は疑いない。26は石皿の破片である。扇平な円磯を用いている。

4号竪穴住居跡 (SB04) (第111・112図)

形状:南西壁は撹乱により欠損している。壁は緩やかに立ち上がる。平面形は円形を呈していると推定

される。規模は長軸3.28m、短軸は推定3.2m。床面積は推定7.1m。

炉:確認できなかった。

床:住居中央よりやや北寄りの位置に硬化範囲が認められた。

柱穴:住居跡内にピット 8基が現存するが、主柱穴の特定はできなかった。

遺物出土状況:覆土から磯8点が出土した。

6号竪穴住居跡 (SB06) (第113・114図)

形状:南半部全域は撹乱によ り欠損していた。また、西壁の立ち上がりは床面で形状を確定したのでよ

くわからなかった。現存する部分では壁は緩やかに立ち上がる。平面形は円形を呈していると推定され

る。規模はいずれも推定で長軸2.93m、短軸は2.74m、床面積は5.9凶。

炉:確認できなかった。

床:ほぼ全体が硬化していた。
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第5章縄文時代の遺構と遺物

。

ζ) 25円

ζ〉

。

5 cm 。

第110図 3号霊穴住居跡に伴う遺物(2 ) 
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第 5:i1普縄文時代の遺構と遺物
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川
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全体がやや硬tしている.

P6・P7' P8 
7 褐色土 10YR 4/4 粘性なし しまりなし

径1聞I!!化物p量;哩じる.

P3 ，P4・P5
5 褐色土 10YR 4/4 粘性なし しまりやゃあり

橿色スコリア書く宮む.径3m!!!化物1>量理じる.
6 掲色土 10YR 4/6 粘性なし しまりややあり 。 2m 

第111図 4号竪穴住居跡の検出状況
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第5iii縄文時代の遺構と遺物

時

h

h

酎
へ

へ

司

t
z

J
1
E
 -+ 

C
¥

糸

町介

@
¥ドド

/
1
1
11
1
刈

¥

A' 

。

、、
。

、、
、、

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

F

人
¥

- ぶ
判

方 ?ァLン/〉ガア777/フタ o 2m 

第112図 4号竪穴住居跡の遺物分布

柱穴:住居跡内にピット 4基が現存するが、主柱穴の特定はできなかった。

遺物出土状況:住居跡北東部を中心に床面及び覆土から出土した。

土器:床面で I群H類 3種(条痕文系土器の胴部及び底部)の小片数点が出土し、他はすべて覆土から

出土した。 lは I群H類 l種(打越式)である。入念な器面調整の後、口唇部直下から胴上部にかけて

条痕文を縦位に施している。 2-4は同一個体で、 I群 J類 3種ー2(入海H式模倣)である。

石器:覆土から磨一敵石 (5-6)と磨石('7 )、石皿(8 )が出土した。磨一敵石と磨石はすべて扇平な円

磯を使用している。石皿は破損している。 肩平な円礁の中央部を使用面としている。

8号竪穴住居跡 (SB08) (第115-117図)

形状:ほぽ全存する。壁は緩やかに立ち上がる。円形を呈し、規模は長軸2.31m、短軸はし99m、床面

積は本遺跡で検出された住居跡の中で最小の3.1 rri。

炉:確認できなかった。

床 :ほぼ全体が硬化している。床面直上から採取された木炭を試料として放射性炭素年代測定を行った

とこ ろ、 6480:i:40BP (AMS法、未較正)という年代値が得られた(附編 加速器分析研究所論文参照)。

柱穴:住居跡内にピット 2基が現存する。位置的には主柱穴と考えられるが浅い。
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縄文時代の池構と遺物第 5章
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と遺物接合状況(下)6号竪穴住居跡の検出状況(上)
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第 5寧 縄 文l時代の遺構と逃物
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第115図 8号竪穴住居跡の検出状況(上)と遺物接合状況(下)

遺物出土状況:住居跡西側を中心に床面及び覆土から出土した。

土摺 :すべて覆土から出土した。 1は I群C類-2(撚糸文系から押型文系に並行する時期の縄文土器の
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第5章縄文時代の遺構と遺物

停選挙顎

一一xj
frγ二二三三三三二コ

、
民たとご=コ壬λ

4 An(Py) 
ιL 

霧器静

駿万2

。 10cm 

唇一

10cm 

8号竪穴住居跡に伴う遺物(1 ) 

-132 



第5章縄文時代の遺構と遺物

下/戸5 づ

、、一一一イ高)
第117図 8号竪穴住居跡に伴う遺物(2 ) 

うち原体の節が小さいもの)の底部付近である。 2と3は I群H類-1(打越式)である。 3は小型の深

鉢である。器形は下膨れの砲弾型を呈する。平縁で、口唇部から胴上部にかけて右下斜位に垂下する耳

状の隆帯を貼り つけている。胴上部はやや曲線的で不規則な格子状の条痕文を施している。神之木台式

の可能性も推察される。

石器:住居中央よりやや北東の床面で、石皿(8 )が出土した。使用面を安定させるためか、磨-敵石

( 4、 5)と磯 l個を床面との聞にできた隙聞に挟んで据えていた。肩平な車角礁を用い、平坦面全体

を両面とも使用面と している。最も鋭角な角付近の使用面が傾斜していることから、この部分を利用し

て加工した食物を移す作業を行ったことが推察される。磨一敵石 6は床面から、 7は覆土中から出土し

た。この遺構から出土した磨一敵石はすべて肩平な門機を用いている。

10号竪穴住居跡 (S810)(第118-121図)

形状:ほぽ全存する。壁は緩やかに立ち上がる。円形を呈し、規模は長軸3.62m、短軸は3.4m、床面

積は8.8m。

炉:住居中央よりやや南の位置で I基検出された。平面形は楕円形であり、長軸0.64m、短軸0.56m、

深さO.lm。断面形はレンズ状であり、覆土には焼土粒、炭化物粒が混じる。

床:炉の周辺に硬化範囲が認められる。
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第5章縄文時代の遺構と遺物

J

宵
相

祖

剖
へ
へ

ar
北

車

、
4
/
 斗

『ーー -- 煙4ヒ範囲ノ

、
ノ

、
/ 

。主一 。
P9 

⑦ 
'( P8 

¥ぺO __，[

i宅 。 G)~2
'(.ノY一/ P、1、、一-

¥"'" 
261.6伽ム

伽
炉 C' 

i 

A' 

毒
@ 

N 

今研究号

SB10 
1 褐色土 10YR 4/6 鮎性なし しまりやゃあり

岨土.構色スコ リアをEに宮む.硬化土ブロック吉む。径3-50・II!化物<J，'量理じる。

2 晴褐色ヰ IOYR 3/4 粘性卑し しまりなし
やや〈すんだJO土.径1-初m脱化楠1>量理じる.

3 褐色土 10YR 4/6 粘性なし しまりあり

硬化土ブロッヲ青む.

炉
4 褐色土 IOYR 4/6 粘性主し しまり主し

径1-3mn醍化物理じる.径1-初，娩土t!ii璽じる.

5 褐色土 IOYR 4/6 粘性なし しまりやゃあり
硬化土ブロッヴ含む.

PI・P2 P3 P4 

261.6伽土 ...Q:_ 261. 6伽土 ...[_ 261. 60，，-"-. _f_ 261蜘よ

P2 PI 

市/ 甘
ザ秀秀長

P6 • P7 P8 pg 

玖

P5 
G' 

261.60m...!:!... ..l_ 261. 6伽ム L 

るド
し理量少鞠レ

u院加量

ーソ

J

t

e
t

。

あ
む
島
む

や
吉
や
吉

や
量
や
量

り
少
り
h
y

ま
ク
草
ク

『
I
M

ツ

'ν
ツ

ロ

ロ

し
ブ
し
ブ

な
土
な
土

門
性
化
性
化

粘
硬
粘
唖

6
 

P
 4

4

 

/

/

 

民
A
W

凋
外

a斗

P
 R

R

 

4

Y

Y
 

P

0

0

 

3
 

4
土

士

2
色

色

寸

縄

禍

p
'
FU

守
，

』よ 261.6伽，..L

ち妙味 1ぞ 今男 P8 円

8 褐色土 10YR 4/4 粘性なし しまりやゃあり
径1，田炭化物，哩じる.

第118図 10号竪穴住居跡の検出状況
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第5章縄文時代の遺構と遺物
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第119図 10号竪穴住居跡の遺物接合状況

柱穴 :住居跡内にピッ ト9基が現存するが、主柱穴の特定はできなかった。

遺物出土状況 :住居跡北西部を中心に床面及び覆土から出土した。

町三

毒

2m 

土器:床面で I群H類 3種(条痕文系)の小片 l点が出土し、他はすべて寝土から出土した。 ト6は同

一個体である。器壁が非常に厚く、胎土に繊維を含まない。 1群J類 2種-2(入海 I式模倣)と思われ

る土器である。 7は I群 J類 3種-1 (入海II式)、 8は I群 J類 4種-2(石山式模倣)である。 9は I

群J類 6種(早期末東海系土器)の底部である。 10はH群B類 4種(諸磯b式中段階から新段階と思わ

れる集合沈線文を施すもの)である。やや小型の深鉢である。胴上部は大きく聞き、口唇部付近でキャ

リパー状に内脅する。器面全体に縄文を施した後、口唇部直下と胴部の括れ部分に半裁竹管で沈線文を

方包している。

石摺:炉のすぐ北西の床面で石皿(12)が出土した。側縁の一部を三角形状に加工した平坦な円礁を用

いている。原磯部分は磯中央部を使用面とし、凹むほど使い込んでいる。また、覆土から黒曜石の石核

(11)が出土した。原磯面が多く残る。
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第 5章 縄文時代の遺構と造物

dE 
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第121図 10号竪穴住居跡に伴う遺物(2 ) 

12号竪穴住居跡 (SB12)(第122・123図)

形状:ほぼ全存する。壁は緩やかに立ち上がる。円形を呈し、規模は長軸2.93m、短軸は2.34m、床面
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第5章縄文時代の遺構と遺物
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2m 

第122図 12号竪穴住居跡の検出状況(上)と遺物接合状況(下)
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3 An(Py) 

2 An(Py) 

第123図 12号竪穴住居跡に伴う遺物
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第 5i詳縄文時代の遺構と漬物
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第124図 14号竪穴住居跡の検出状況
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第125図 14号竪穴住居跡の遺物分布

積は5.6rrl。

炉:住居中央よりやや北西の位置で l基検出された。 平面形は楕円形であり、長軸O.78m、短軸0.56

m，深さ0.12m。断面形はレンズ状であり、覆土には焼土粒が多く混じる。

床:炉の北側に硬化範囲が認められる。床面直上から採取された木炭を試料として放射性炭素年代測定

を行ったところ、 6630i:40BP(AMS、未較正)という年代値が得られた (附編 加速器分析研究所論

文参照)。

柱穴:住居跡内にピット 2基が現存する。位置的には主柱穴と考えられるが径が小さく浅い。

遺物出土状況:住居中央部を中心に床面及び覆土から出土した。

土器 :覆土から I群J類 6種(早期末東海系土器)の鯛下部 lが出土した。

石器:覆土から磨一敵石 (2-4)と敵石(5 )が出土した。 2-4は肩平な円礁を用いている。 5は小型の

円礁を用いている。
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第126図 14号竪穴住居跡の接合状況

14号竪穴住居跡 (SB14)(第124-134図)

形状:ほぽ全存するが、南側は傾斜により覆土はそのまま地山に移行し、壁の立ち上がりは見られない。

壁はやや急峻に立ち上がる。平面形は円形を呈していると推定される。規模はいずれも推定で長軸4.25

m、短軸は3.86m、床面積は10.5rrl。

炉:住居のほぼ中央から l基検出された。平面形は不整楕円形であり、長軸O.12m、短軸O.42m、深さ

O.14m。断面形はレンズ状であり、覆土には炭化物粒が混じる。

床:炉の周辺から住居北側を中心に硬化範囲が認められる。

柱穴:住居跡内にピット 2基が現存するが、主柱穴の特定はできなかった。

遺物出土状況:住居跡のほぼ全体の床面及び覆土から多くの遺物が出土した。

土器:床面で土器片(16) とI群H類 3種(条痕文系土器)の土器の小片数点が出土し、他はすべて覆

土から出土した。ト10は I群H類 I種(打越式)である。ト7は平縁で、このうち 2と3は同一個体で

ある。いずれも口唇部は角頭状を呈する。 4と5は同一個体である。平縁で、丸い口唇部の外面直下に

断面三角形の隆帯を口唇部と一体化するように貼り付け、さらにこれを囲むように隆帯を貼り付けて山
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

。 lOcm 

。 lOcm 

第127図 14号竪穴住居跡に伴う遺物(1 ) 

形状突起を作出している。口縁部の形状や胴部の格子目状の条痕文の施文などから見て、神之木台式と

も考えられる。 6と7は同一個体である。 4に似た口縁形態を量する。 胴上部は員殻腹縁文で連続山形

文を施している。 8は無文で、器面全体に擦痕が残る。口縁部は粘土をつまみ出して低い突起を作出 し

ている。 9は胴下部の破片である。貝殻腹縁の条痕文の上に殻頂部の条痕文を重ねた後、条痕文を入念

に磨り消している。 10は太列点状の貝殻腹縁文で連続山形文を施している。 11と12は同一個体で、 I群

J類 2種-1(入海 I式)である。胴上部の施文域は水平と波状の刻目隆帯で構成されている。 13-15は

I群 J類 2種-2(入海 I式模倣)である。 16-24は I群 J類 3種-1(入海H式)である。 16-19、20・21、

23・24は各々同一個体である。いずれも胴上部に低い刻目隆帯と刻目列で構成される施文域が見られる。

16-19は同一個体で平縁、 20・21は波状口縁を有する。 23・24は起伏が緩やかで細かい波状口縁を有し、

口唇部の面と隆帯は貝殻で刻みを施している。 25は I群 J類 3種 2(入海11式模倣)である。 26-31は

I群J類 4種-2(石山式模倣)である。 26-28は同一個体である。 32は I群K類(条痕文系/羽状縄文系

-143-
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当lCiP

明王蒐x

。 lOcm 

。 10cm 

第128図 14号竪穴住居跡に伴う遺物(2 ) 
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回面白・圃

第 5章縄文時代の遺構と遺物

I I 22 

略法恕ミ城野蛮f .~ 

10cm 

。 10cm 

第130図 14号竪穴住居跡に伴う遺物 (4) 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

26 

29 

。 lOcm 

サ 禽
くこ> 330b(KZOB) 

340b(KZOB) 
ζ〉

品~ ，j 

く〉
350b(KZOB) 

く二二二二二〉

遷謬

齢謹d島
受重品

370b(KZOB) 
ζミ38吋定不可) 己

390b(SWHD) 

5 cm 

第131図 14号竪穴住居跡に伴う遺物(5 ) 
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14号竪穴住居跡に伴う遺物 (6) 

移行期の土器)である。

石器:削器 (36) と磨一敵石 (40)が床面で出土し、他はすべて覆土から出土した。石皿はいずれも床

面よりわずかに浮いた位置で出土しているため、原位置で使用していた可能性は低いと思われる。また、

石鍛 (33)は掘方覆土から出土した。剥片石器製品の石材は、 36がガラス質黒色安山岩、他はすべて黒

曜石である。 33-35は石鯨である。 33と34は基部の挟りが浅く緩い弧状であり、 35は基部に扶りが見ら

れない。 36の削器は横長剥片を素材に用いている。剥片の右側縁部を切断し、刃部を作出している。 37

は石核である。頻繁に打面転移を繰り返している。 38と39は搬入石材である。 40-48は肩平な円礁を用

いた磨一敵石と磨石、 49-51は円柱状の離を使用 した敵石である。石皿 (52、53)はいずれも肩平な亜角

礁の中央部を使用面としている。 54は破砕した角礁を用い、長辺側は縁まで、短辺側は中央部のみを使

用面としている。 55は板状の離を用い、平坦面のほぼ全体を使用面としている。このほか剥片と砕片が

-148 
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トーーー←一寸一~ー一 一 一J 一一ー ト一一一一寸

52 Ba 53 An(Py) 

54 An (Py) 

。 20cm 

第133図 14号竪穴住居跡に伴う遺物 (7)
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第5寧縄文時代の遺構と遺物

三〆
d二二二! 二 二 ことミ、 γ

。 20cm 

第134図 14号竪穴住居跡に伴う遺物 (8) 

18号竪穴住居跡 (SB18)(第139図)

形状:北半部全域は市道による撹乱で欠損している。壁の立ち上がりは床面で形状を確認したため不明

である。平面形は円形を呈していると推定される。規模はいずれも推定で長軸2.93m、短軸は2.74m。

床面積は現存で2.1 rrl。

炉・柱穴:確認できなかった。
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2 褐色土

10YR 4/4 粘性なし しまりややあり
硬化土ブロッヲ少量吉む。

10YR 4/6 粘性なし しまりややあり
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炉
3 鳳褐色土 10YR 212 給性なし しまりややあり

炭化物中心の鳳色土が主体.焼土粒1>量混じる。
4 褐色土 10YR 4/4 粘性なし しまりなし

硬化土ブロック少量吉む。
5 縄色土 10YR 4/6 粘性立し しまりなし

262償lmJL
炉

JL 

ノヴ劣ラフ
P2 

262.00...i.. Pl i 262.00..L 

ラ男 方ヲ
262蜘 JL p3 _[_ 262.000JL 向」ι

アヲ 日夜
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硬化土ブロック吉む.

。 2m 

第135図 15号竪穴住居跡の検出状況(上)と遺物接合状況(下)
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♂ ιγ'  

第136図 15号竪穴住居跡に伴う遺物(1 ) 
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

5 Sh 

。 10cm 

6 Ba 

。 10cm 

第137図 15号竪穴住居跡に伴う遺物(2 ) 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

。 7 An CPy) 20cm 

第138図 15号竪穴住居跡に伴う遺物(3 ) 

床:ほぼ全体が硬化している。

新旧関係:南壁で2号竪穴住居状遺構

(TA02) を切る。

遺物:覆土から在地の胎土をもっ早期末の

土器の小片2点と、黒曜石の剥片 I点、磨

-敵石 l点が出土した。磨一敵石(1 )は扇

平な|サ礁を用いている。

19号竪穴住居跡 (SB19)(第140-143図)

形状:ほぼ全存する。壁は緩やかに立ち上

がる。北一南に主軸を持つ楕円形を呈し、

規模は長軸2.84m、短軸2.11m、床面積は

4.2ぱ。

炉:住居のほぼ中央から 2基検出された。

2基とも平面形は円形であり、炉 lは長軸

0.54m、短軸0.5m、深さ0.08m、炉2は

長軸0.44m、短軸0.38m、深さO.lOm。新

旧関係が認められ、炉2が炉 lを掘りこん

でいる。ともに断面形はレンズ状であり、

覆土には焼土粒と炭化物粒が少量混じる。

床:炉の周辺に硬化範囲が認められる。

柱穴:住居跡内にピット l基が検出された。

主柱穴の特定はできなかった。

新旧関係:西壁で6号竪穴住居状遺構

(TA06)を切る。

遺物出土状況:住居跡中央部を中心に床面及び覆土から多くの遺物が出土した。

土器:1、9とI群H類 3種(条痕文系土器)の土器の小片数点が床面で出土し、他はすべて覆土から

出土した。 1-3はI群H類 l種(打越式)である。 Iは胴下部の破片である。員殻腹縁の条痕文の上に

殻頂部の条痕文を重ねた後、条痕文を入念に磨り消している。 2は平縁で、口唇部は角頭状を呈する。

胴上部に隆帯を貼り付け、口唇部と隆帯の聞に幅の狭い文様帯を形成している。 3は列点状の員殻腹縁

文で細波文を施している。 4はI群J類 2種-2(入海 I式模倣)である。 5-8は同一個体で、 I群J類

4種-1(石山式)である。いずれも浅い刻目列を施文している。 9と10は同一個体で、 I群J類 4種-2

(石山式模倣)である。

石器:床面で磨一散石(11)と石皿の破片(12)が出土した。ともに扇平な亜円礁を用いている。覆土

からも黒曜石の剥片と砕片が多く出土した。掘方の覆土から掻器(13)が出土した。石材は赤色頁岩で

ある。原磯面が残る大型の縦長剥片を素材とし、剥片の先端部に刃部を作出している。
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10YR 4/4 粘性年し しまりやゃあり
径I~加国炭化物理じる.

10YR 4/6 粘性なし しまりやゃあり
10YR 4/4 粘性なし しまりややあり

笹I~旬開際化相少量逮じる。

ロームブロック所々還じる。
4 暗褐色土 10YR 3/3 粘性年L Lまりややあり

世1-助制使化物少量混じる.
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13 RSh 

。 5cm 

第143図 19号竪穴住居跡に伴う遺物 (2) 

表37 竪穴住居跡属性 ( )内は推定値

位置 平面形 主軸方位 畏径(m) 短径(m) 床面積(ni) 土審数 剥片石録数 磁石器数 備考

2号 lく4/5，L5 術円形 不明 (4.30) (3.32) 10.8 391 376 29 

3号 15/6， 1く5(6 (円形) 不明 3.01 (2.82) (5.7) 41 54 

4号 J8 (円形) 不明 3.28 (3.20) (7.1) 。 。 。
6号 lく6 (円形) 不明 (2.93) (2.74) (5.9) 27 11 4 

8号 J5 円形 NW E 2.31 1. 99 3.1 14 32 5 

10号 16 円形 不明 3.62 3.40 8.8 36 29 

12号 J6 円形 N17' W 2.93 2.34 5.6 3 13 4 

14号 I(J-5 {円形) 不明 (4.25) (3.86) 00.5) 238 173 20 

15号 14 柵円形 不明 2.70 2.13 4.2 6 14 6 

18号 K6 (円形) 不明 (2.17) 不明 。 床現存2.1m

19号 J5 柄円形 不明 2.84 2.11 4.2 51 61 2 
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表38 竪穴住居跡出土土器属性

2号竪穴住居跡

挿図 掲般
膚位 型式等 残存状況

法量
番号 番号 (an) 

99 l 覆土 野島
ロ縁部破片

99 2 樋土 野島

99 3 覆土 打舷
口縁部破片

口縁部1/4 口径

99 4 覆土 打車E
残 (23.0) 

口縁部破片

99 5包含廠 打勉

口縁部破片

99 6 床面 打鐙

口総部1/3、 口径

胴lll!l/5残 (26.9) 

99 7 駁土 汀量盛

口縁部1/2、 口径

l阿部2/5残 (19.0) 

99 8 覆土 iJ総

ロ縁部l敏H
99 91 m土 打蝕

口t虫剤H肱片

99 10 沼土 打~

Il綜部破片

99 111 m土 打飽

口約告匹敵片

99 12 縦二t 打直S

白紙部破片

99 13 叡土 打勉

99 
口総部!被片

100 151 m土 打飽 l胴附
品i大1j'i
(20.5) I 

l∞ l則市破片

100 17 穏土 打越
嗣部lr.位片

100 18 斑土 打起
別部1破片

l∞ 191 m土 打直2
関部破片

関l':ll~片
100 20 包含厄 打直E

胴羽lftl:片

1
1∞| 2l 

積土打車E

胸部破片
l∞ 22 

包合的!打鎗

100 23 回土 打越
岡市破片

現存高
(an) 

(5.9) 

(15.3) 

(15.6) 

(8.9) 

第 5i;i 縄文時代の遺構と遺物

( )は推定値

土色醤号 色調 胎土 器形・文様施文の特徴 備考

10YR2/1 証1 白色佐子多 平総.口唇部丸い.胴卸縦方向の並行する細沈総
文施文後、斜方向の太沈線を施文.

7.5YR4/4 縄 県色粒子争 縦方向の並行する細沈敏文施文後、斜方向の太沈
白色粒子・白 経lを施文。
色岩片少

10YR4/3 にぶい黄禍 白色粒子 ー白 i皮状口録。口唇部角顕状。函に貝般でj却lみ。腕部 3/4同一個
色弱片少 列点状の貝般腹縁で連続山形文施文。 体

10YR4/3 にぶい貨褐 白色粒子・自 波頂部推定4方.波頂部に隆帯貼付。口容部角頭 3/4同一個
色岩片少県 状。口唇部の商と隆明Fに貝般で刻み。鋼部条痕文 体
色粒子多 を膚りi白してから列点状の貝般腹緑で連続山形文

2段施文。

5YR4/5 赤禍 l高色枝子多 波羽田H桂定4方。口唇部角頭状.1陪上部に隆帯 l 5-7問一個

白色粒子・自 粂貼付して文線11~形成.波頂部口唇部からl阿部隆 体
色岩片 ・石英 械にかけて垂下する隆裕貼付。口容部の面と隆明?

少 にヘラで釦lみ。文稼，~，に格子状の条痕文.隆司5以
下は格子状の条縦文と列点状の貝鮫股縁で格子自
文胞文.内商捌方向の条痕文.

5YR4/6 赤褐 拠色粒子多 波状口緑.口容部角碩状.胴上部に隆裕 l条貼付 5-7同一個
白色粒子 ・白 して文総格形成.証主頂部口容部から鯛部隆{iiにか 体
色岩片 ・石英 けて垂下する臨"17貼付.日曜事部の面と隆裕にへラ

少 で虫]み。文様1Ftに格子状の条痕文.内而繍方向の
条痕文.

5YR4/6 赤禍 照色粒子多 波頂部推定4方。 口層部角顕状。刷部上位に厳椛 5-7同一個

白色敬子 ・白 l条l砧付して文般市形成.被頂部口容部から鋼部 体
色鉛片・石英 陥tjEにかけて垂下する隆裕貼付。口容部の聞と隆

少 {Ilにヘラで刻み。文総{Wに絡子状の条録文。隆裕

以下は絡子状の条娘文と列点状の貝般般車2で絡子
同文施x。内国械方I:~の条政文.

5YR4/5 赤掲 白色岩片・赤 平録。口好都fiJii.A状.外而描部lに円昏f市と一体化

色岩)i・m石 する駿~1í貼付.腕部上位に峰'.IFl 条l砧付して文敏
櫛形成.推定4方に口唇儲から胸部隆刊?にかけて
垂下する隆司fで突起作出.突起附の文様{fFに右下

斜方向の峰~líJ砧付。口岳部内面端部と峰f!?にへラ
で1(11み.文拍Hifは列点状の貝o.:必話まで調1I被文を l
l豆町あたり 2例施文.防~ií以下は絡子状の条痕文
と列点状の只忽股総で絡子間文施文。内国綴方向

の粂抱:i文。

7.5YR3/4 ~'Nl:l 白色粒子争 波状口U.口悩部内政状.胸部格子状の条痕文。

内色告}¥" 石 口信f官官(下に臨{iiを渦.r;;状に貼付.巨匠滑に民自tで
英少 知lみ。

7.5YR5/6 1殉絢 白色粒子 ・石 被状口総つ口居間1的孤状。胴sl¥格子状の条泌文.
'!s多白色数 I-ildl甲山下に峰'Hfを渦主主状にI砧付.降格にヘラで

子少 ~Jみ。

5YR5/4 白色粒子 .iH 平総。 CJ~H市丸い.口'df制限下縦方向の条書1文。
(内問) 色粒子白色 l阿部列点状の只従腹付による施文あり。

ギH十少

5YR5/6 i財赤札j lとl色粒子白 平U. 口容m~丸い.口lilr百ïÜ下両l体を引く貝奴ω
色料片 ./.U色 tまで軍1沈純文、 lil郡山形文施文。
粒子石英少

5YR5/6 !珂11<1司 白色粒子.1.(1 陥口径m:伽 口問l白 一 鰍 文 |
色松子やや多 胸部j抗体を引 く貝般!阪銀で山形文h1品文。

l当色岩片少

5YR5/6 明亦?U 白色粒子 ・石 平録。 11料情丸いつ口悩m~外岡崎部に断商三角形
英少 の低いF首相貼付.隆~iïに絡子状の条痕.

7.5YR4/4 鈎 白色岩j十・石 外而上部佑子状の条娘。その下に列点状の貝般酷i
英 .ilIl石 S査でi型車t山形文3JiJth'1s文.内部側方向条痕.

7.5YRG/6 位 m色枝子多 列点状の貝奴l以t~で山形文H立純文。
石英少

17.5YR5/4 Iゆ拘 自断!.:.I1原体制1<貝酬で山形文2雌 文 ・ 17ハB阿ー
色岩片少 個体

5YR5/6 I阿赤禍 白色粒子白 阪体を引く貝般車iぬで山形文2段施文。 17/18同一
色岩片少 側体

5YR5/6 明赤拘 白色粒子少 原体を引く貝鍛lli!fiで山形文2段純文。 19-22同一

黒色粒子 個体

5YR5/6 明赤拘 白色粒子白 貝究2脱>>で山形文 2段の聞に細波文h1重文。と もに 19-22同一
色特片 ・以色 b~i体を引く 。 個体

位子

5YR4/6 赤側 白色粒子白 貝究2臨殺で山形文Z段の|叫に銅i!Ii文縄文。と もに!19-22同一

色岩H 烈色 原体を引 く。 個体
粒子少

I珂赤禍 白色粒.子自 原体を引く貝鮫l回線で山形文 U~施文. 19-22同一
色岩片 ・烈色 柄{卒
粒子少

5YR4/4 にぷい赤褐 白色桂子各 原体を引く貝妓l脱線による銘文あり。

開1石少
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第5章縄文時代の遺構と遺物

挿図掲!I11位 型式等 残存状況
法量 現存高

土色番号 色調 飴土 器形・文機施文の特徴 備考
番号 番号 (cm) (cm) 

胸部破片 | 5YR4/8 赤掲 白色敬子・石 外自右下斜方向の条痕文の上に同方向の殿頂部の

100 24 床面 打越 英多白色岩 条痕文を館ねる。内面横方向の条痕文。
片 ・鱒石少

細部破片 7.5YR6/6 鐙 IA色粒子多 縦方向の条痕文。 25/26同 ー

100 25 床面 早期末胸部
白色粒子・白 個体
色岩片 ・11.1色
岩片少

目同部破片 7.5YR6/6 f置 IX¥色粒子各 縦方向の条痕文。 25/26同一

100 25 床面 |早期末胸部
白色粒子 ー白 {圃f本
色岩片・黒色

岩片少

!阿部1/5残 最大径 (15.9) 2.5YR5j6 明赤拘 白色粒子多 外商左下斜方向の条痕文を麿り消してから胴上部

101 27 被土 早期末鋼部
(25.0) 白色告片 ・且1に有下斜方向の条痕文飽文.内面積方向の条痕

色也子 ・石英 スー
少

101 28 亜日二 早期末胸部
胸部舷片 2.5YR5/8 明赤絢 白色粒子多 外面左 F斜方向の条痕文を~り消す.内面椀方向

石英少 の条痕文。

胸部破片 7.5YR6/4 にぷい燈 白色粒子以 陵情2条を水平に貼付。隆被にヘラで刻み. 29-31同一

iOl 29 覆土 入海 I
色粒子多繊 倒体
維-白色岩
片石英少

目l古郡敵片 7.5YH6/4 によ;し志位 白色粒子・瓜 隆裕を水平に貼付。隆司fにへフで刻み。 29-31同一

101 30 覆土 入海 I 色粒子多繊 似体
縦・白色岩

片 ・石英少

胸部破片 7.5YR6/4 にぶし丞縫 白色粒子鳳 隆帯3粂を水平にj砧付。 3条目は部分峰帯.隆裕 29-31同一

10l 31 
色粒子多線 にヘラで刻み。 個体

綻 ・白色岩
片 ・石英少

口縁部1/5 7.5YR3/3 晴純 白色佐子.t.品 波状口縁。口唇部角頭状。面にへラで刻み.波頂

101 32 覆土 入海 I模倣
残 色敬子 ・石英 部は指頭で押録して平坦面を作る.胸部上位随帯

多 3条を口緑形状に沿って貼付。験litにヘラで刻
み。

口縁部破片 階灰質 白色粒子石 平縁つ口容部角頭状.胸部隆裕貼付。隆司?にヘラ

10l 33 覆土 入海 I 英多白色岩 で1l1Jみ.内面倒方向の条痕文。
片少

口縁部破片 7.5YR6/4 にぷい鐙 白色位子・県 平縁。口容部丸い.角に員般で刻み.外而胴上部

102 34 11土 入海 E
色粒子多織 降，，* 2 条を水平に貼付。降帯にヘラで~Jみ。
維-白色岩

片 ・石英少

口縁部破片 IOYR5/3 にぶい賞褐 繊維・白色位 平縁。口容部丸い.角に貝般で刻lみ.外国胴上部 35-38同一
102 35 包含層 入海 Il 子・石英 低い降帯2条を波状に貼付.降帯に貝般で密接し 個体

た刻み。

日総郷舷片 2.5Y6/3 にぶい貨 繊維・白色位 平録。口唇部丸い。角に貝般で刻み.外国胴上郡 35-38同
i02 36 包含廠 入海 !i 子-石英 低い隆帯2条を波状に貼付.隆帯に貝般で密銭し 個体

た刻み。

102 37 湿土 入?嬉II
胸部破片 lOYR5/3 にぷい賞術 繊維・白色粒 低い隆裕2条を波状に貼付。降帯に貝般で密接し 35-38同一

子 ・石英 た刻み. 個体

102 38 包含却 入海 II
胸部破片 10YR5/3 にぶい費制 繊維 ・白色位 低い隆司f2粂を波状にl砧付.降格に貝般で桂t按し 35-38同一

子 ・石英 た1l1Jみ. 個体

日縁部破片 5YR5/6 明赤褐(内 白色粒子 ・瓜 平録。口容部丸い.外国口容部直下ヘラで縦方向
102 39 橿土 石山t!倣 面) 色粒子石英 の述統刻目列、胸部左下斜方向の迷鋭刻目列を水

少 平に施;文。

102 40 磁土 石山線倣
綱部破片 2.5YR2/2 極附赤拘 白色粧子多 ヘラで縦方向の密篠した迎統1l1J目列を上段は波

白色岩片少 状、下段は水平に施文.

102 41 硬土 石山線倣
胸部破片 5YR3/4 赤事日 白色粒子多 ヘラで綬方向の密銭した迎統淘Hヨ列を水平に施

ヌ:。

口縁側破片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子 '1.¥¥ 波状口録。波頂部に峰干If貼付.経干Ifに貝般で刻

102 42 担土 石山様倣 色粒子少 み.口唇部角頭状.函に半松竹管で刻み.胴部半
載竹管で縦方向の辿統刻目}'IJを諒状に施文.

l胸部破片 2.5YR7/2 灰貧 白色粒子 ・石 貝般腹綜で波状文 l'条施文。
102 43 極土 天神山 英争白色宕

片少

1021 44 覆土 東海系胴部
胸部破片 IOYR5/8 にぶい貨掲 繊維石英多 縦方向の条痕文を贈り消す。

白色岩片昔、

3号竪穴住居跡

揮図 掲.
橿位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色調 胎土 器形・文様施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) (叩)

109 l 覆土 打越
口縁部破片 7.5YR5/6 明褐 輝石、石英、 平縁。口容部角頭状.外内面白唇錦部に箆で刻

白色粒子 み。外国鋼部絡子状条痕文.

日縁部破片 7.5YR4/3 褐 締石、白色粒 平録。口容部角頭状.外面口唇泊部突出し、箆で 2/3同一個

109 2 覆土 打魅 子、様 1l1Jみ。口容部を臨む隆平告を貼付けて三角形の突起 体の可能
を作出.隆裕に貝般で刻み。胸部格子状条痕文。 性有り

胸部破片 輝石白色粒 格子状条痕文。 2/3同一個
109 3 覆土 打越 子 体の可櫨

性有り
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帰図 掲般
膚位 型式等 残存状況

法量 現存高

番号 番号 (an) (cm) 

109 4 覆土 打飽
胸部破片

lO9 5 覆土 打越
腕下部1/3 最大径 (9.0) 
残存 (23.2) 

口縁部破片

109 6包含層 入海1I

口縁部破片

lO9 7 床面 人海 11

口縁部付近

109 8包合層 入海H
破片

ロ縁部付近

109 9包含庖 入i毎日
破片

口縁部付近
破片

109 10包含廠 入海 [[

口縁部付近

lO9 II 包合服 入海H 破片

口縁部付近

109 121 m土 入海H 破片

口線部付近

lO9 131 m土 入海 [[
~胸部舷片

!胸部破片

109 14 磁土 入wjll

ロ縁部破片

110 151 l'Il土 石山

110 16 l'Il土 石山{見倣
胴部破片 | 

110 17 被土 石山~~~倣 l阿部破片

110 18 磁土 早期末U:~部
応部舷片 底後 (1.1) 

(1. 2) 

胸部 下部破

110 19 床面 早期末胴部 片

腕部1/6残 口径 (9.9) 
110 20 置土 早期末胸部 存 (25.6) 

110 21 包合問 不明早期末
口縁部破片

l阿部破片
110 22 包合間 不明早期末

l阿部f止片
110 23 司E土 不明早期末

110 不明早期末
胴都政j十

6号竪穴住居跡

土色番号 色闘

7.5YR4/3 絢

7.5YR5/4 にぶい褐

IOYR6/3 にぶい1首位

lOYR6/3 にぶい1Ii俊

IOYR7/3 にぶい賞鐙

2.5Y6/2 灰1世

lOYR6/3 にぶい策総

lOYR6/3 にぶい貨鐙

IOYR7/3 にぷい償俊

IOYR6/3 にぶい持鐙

IOYR7/3 にぶい'þ~燈

lOYR5/4 にぶい前倒

5YR5/6 赤伺

lOYR5/4 にぷい政相

5YR6/6 鐙

7.5YR6/6 位

7.5YR6/6 i t笠

7.5YRG/6 t置

7.5YRG/6 般

7.5YR6/6 笹

7.5YR6/G 燈
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胎土 器形・文練施文の特徴

輝石、白色位 半舷竹管による椀位の沈線文の下に左下斜位条痕
子、 礁 文施文。

黒色粒子・ 際 外面縦位条痕文を賂り消す。内面積位条痕文。
少量

繊維痕石英 平緑.口唇部丸い.外内面口唇部直下に右下斜位
白色粒子多量 の:wJ目列。胴上部監帯3条を水平に貼付。隆裕に
赤色岩片、 黒 箆で右下斜位の刻み。
色粒子、 金雲
母少量

繊維痕 石英、平縁。口容部丸い.外内面口容部直下に右下斜位
白色枝子やや の刻目列。腕上部臨帯3条を水平に貼付.降引?に
多量 赤色・ 箆で右下斜依の:wlみ。
照色粒子

繊維痕石英、隆帯2条を水平に貼付.隆帯に箆で右下斜位の刻
白色粒子多量 み。
赤色 自民色粒
子

自富雄痕 石英、 隆干停を水平に貼付。経常に箆で右下斜位の刻み。
白色粒子やや
多E 赤色 ・
m色紘子

繊 維 痕 石 英 隆{i~ 2条を水平にl貼付。峰明Fに箆で右下斜位の刻
白色粒子多量 み。
金雲母、総

色 赤 色 敬 子
少量

繊維痕石英 経m2条を水平に貼付。 降格に箆で右下斜位の刻
白色粒子やや み。
多量黒色粒
子

繊維石英、 隆'.173条を水平に貼付.降格に箆で右下斜位の刻l
白色粒子やや み.
多量金2聖母
JH色粒子少お

繊維石英、 阪:mを水平に目白付.踏41fに箆で右下斜位の刻lみ。
白色粒子やや 隊司?下部縦{立のナデ。
多li1 金書E母
JX¥色粒子少量

綴維石英、 縦{立のナデ。
正l色粒子やや
多五t金fB母、
m色粒子少t.t

繊 維 製 白 色 平付。口容部丸い。外而箆で縦位の)，('1目列を倒位
粒子、石炎、 に3条胞文。
金忽母

/).¥色粒子、石 飽で縦位の街銭した刻目列3条を波状に純文。

タと

石英 箆で縦i立の街践したt'J目列Z条を波状に純文.

石英、赤色 尖底。銭i也前に平坦部を持つ.外商ナデ.底部中
白色粒子 央に山み.

石英やや多主t外国ナデ.内面隠滅。
J.U色・赤色粒
子少量

11.¥色粒子多量 |机位の採痕あ り。
白色粒子、石
英少盆

m色粒子、石
Z定多量

餓総f良石英
やや多露関1
石、赤色粒子

線維痕石英

や や 多 量 飾
石、赤色粒子

黒色粒子少量
石英多量

口容部丸い。外面l胴上部箆で縦位の平行沈~\文胞
文.

胴上部箆で縦位の平行沈総文純文。

胴上部箆で縦位の平行沈線文純文。

胴上部箆で縦位の平行沈総文施文。

器形 ・文練施文の特徴

|平獄。 日間角顕状。而に脳細川面口底
部直下縦位条lf!文。

備考

6-11は同
ーの可能
性有り

6-11は同
ーの可能
性有り

6-11は同
の可能

1生有り

6-11は同
ーの可能
性有り

6-11は同
ーの可能
性有り

6-11は同
ーの可能
性有り

12-14は|司
ーの可能
性有り

12-14は問
ーの可能
性有り

ーの
性行

22/23同一
の可能性
有り

の可能性
有り
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滞図 掲.
眉位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色聞 給土 器形・文様施文の特徴 備考

番号 番号 (an) (田)

7.5YR4/4 総 白色粒子多量 緩い波状口縁。口容部丸い.角に箆で刻lみ.外面

114 2 包合層 入海IJ模倣
白色岩片少量 胴上部低い隆帝2条を水平に貼付。 2条自は官官分

隆裕.隆平野に箆で密接した刻み.内閣欄位条痕文
を鴎り消す。

114 3 包含膚 入海IJ模倣
7.5YR4/4 褐 白色粒子多盆 外商胴上部低い峰帯を水平に貼付.隆刊Fに箆で密

白色岩片少量 銭した刻み。内菌検位条痕文を~り消す。

口縁部~胴 口径 (20.1) 7.5YR4/4 褐 白色粒子多畳 緩い波状口縁.口容部丸い.角に箆で刻み。 l胴上

114 4 糧土 入海H模倣
部1/5残存 (28.0) 白色岩片少. 部低い1量得2条を水平に貼付。 2条目は部分隆

帯。隆帯に箆で笹按したroJみ.内面械位条f民文を
贈り消す。

8号竪穴住居跡

挿図 掲.
層位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色絹 胎土 審形・文徳施文の特徴 備考

番号 番号 (an) (an) 

116 l 視土 IlU文 l関下部破片 f亜大~ (4.2) 7.5YR5/4 にぶい拘 石英、白色岩 RLの斜l文を縦方向に施文。
(15.0) 

116 2 叡土 打随
口縁部破片 7.5YR4/4 制 朗[石、石英、 平縁。口容首相角顕状。外内部口唇端部に箆でおj

白色粒子 み。 外岡胸部格子状条IJii文。

口縁部-1関 口径 (18.7) 7.5YR5/6 I問符 白色粒子、様 平総つ口唇部向扇状。口容部を阻み、外面!胴上官官

下部1/3残 (11. 5) 少録 まで右下斜依に垂下する降格を貼付けて突起を作

116 3 明E土 打魅 存 胸部最 出.胴上部不規則な絡子状条痕文.I勾間縦位また
大径 は右下斜位条脱文。
(I4.1) 

10号竪穴住居跡

簿図 掲殴
眉位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色周 胎土 錯形・文練施文の特徴 備考

番号 番号 (an) (田)

口線一部処 口径 (16.6) 10YR5/3 にぶい前掲 廊石多量石 平縁。 口容部角田状。簡に箆で刻み。外面胴上部 ト6同一の
存腕部約 (24.0) 英、白色粒子 降liF3条を水平に貼付。 防~f~に箆でj'(IJみ. j'(IJみの 可能性有

120 l 覆土 入海 I模倣 1/3残存 劇部最 赤色岩片 IL~ 曹は l 条目は左下斜位、 3条自は右下斜位、 2 り
大径 条目は斜位で、推定8分割lで左右を従える.1嗣下
(25.6) 部繍位の告書掠あり。

口j縁部破片 lOYR5/4 にぶい貨符 卸石、石英多 平縁。口唇部角頭状。面に箆でJ).lJみ.外商胴上部 ト6同ーの
量白色粒子 降帯3条を水平に!砧付。飾帯に箆で刻み。刻みの 可能性布

120 2 包含溜 入海 i模倣 向きは l条目は左下斜位、 3条目は右下斜位、 2 り
条目は斜位で、健定8分割lで左右を変える。胴下
部側位の線被あり。

口縁部破片 lOYR5/3 にぶい貨純 郷石、石英多 平録。 ロ層部I1J頭状。回に箆で刻み.外国!胴上部 ト6同ーの

120 3 包合層 入海 I模倣 量白色敬子 隠帯を水平に貼付。降格に箆で左下斜位の刻み. 可能性有
り

口総邸破片 2.5Y4/2 時灰貨 蝉石、石英多 平縁。口層部角碩状。面に箆で刻み.外面倒上部 ト6岡ーの

120 4 包含層 入海 I模倣
It 白色粒子 隆有~2 条を水平に貼付。隆有?に箆で刻jみ.知lみの 可能性有

向曹は l条目は左下斜位、 2条目は斜位で、健定 り
8分割で左布を変える。

口縁部付近 10YR5/3 にぶい賞縄 飢石、石英多 路市2粂を水平に貼付.路市に箆でj'(IJみ.刻みの 1-6向ーの

120 5 包含府 入海 11費倣 破片 量白色岩片 向きは l条目は斜位で、推定 8 分割で左右を~え 可能性有
る。 2条目は布下斜位。 り

ロ縁部付近 10YR4/3 にぷい貧褐 制石、石英多 隆司?を水平に貼付。 際帯に箆で右下斜位の刻み。 ト6同ーの
120 6 包含府 入海 11契倣 破片 量白色粒子 可能性有

り

120 7 覆土 入海H
胴部破片 IOYR7/4 にぶい質経 白色粒子線 低い隆裕を水平に!砧付.隆有?に箆で密接した刻

維痕有り み。

120 8 床下 石山模倣
口縁部敵片 7.5YR5/6 赤鉛 石英、白色粒 平縁つ 口容部角顕状。面に箆で刻み。外面胸部箆

子 で右下斜位の知l目列2条を水平に施文.

120 9 穣土 東海系底部
底部破片 底径 (2.2) IOYR6/3 にぷい寅鐙 繊 維 痕 石 英 尖底.畿地面に平坦簡を持つ.外内面とも磨滅。

(2.0) 

口縁部~腕 口径 (5.5) 7.5YR5/4 にぷい伺 削石、金書聖母 平縁。胴上部に揺れを持つ。胴上部は大き く開 内面全体

上部1/4残 (14.2) 石英、白色省 君、口容部付近でキャリパー状に内脅する.外国 に械方向

120 10 寝土 総曜!lb
存 町1部径 片 鯛部RLの縄文を俄方向に施文後、口層部直下と の指ナ

02.6) 胸部の括れ付近に半愈竹管で沈線を水平に純文. デ ・街頭
圧痕もみ

られる

12号竪穴住居跡

器形・文練施文の特徴

14号竪穴住居跡

挿図 掲 .
贋位

法量 現存高
土色番号 色園 胎土 棒形 ・文様施文の特徴 備考

番号 番号 (an) (an) 

127 l 覆土 打越
口縁部破片 7.5YR4/3 I褐 白色岩片やや 口容部角顕状。簡に良般で刻み。外国胸部列点状

多量石英 の貝殻腹縁による山形文胞文.

ロ縁部舷片 5YR5/6 明赤掲 白色粒子前I平縁.口唇部角顕状.繍位条痕文施文.外関口唇 2/3同ーの

127 2 覆土 打魁
石 端部に箆で刻み.闘部絡子状条痕文施文後、 列点 可能性有

状の貝究費腹縁による山形文純文。 内面繍位条痕 り

l文。
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挿図 |縄蛾1..位
蓄号|番号

型式等 残存状況

5YR5/6 明赤禍 示
担zh串

一慎
二
圏

中
文

示
制zhn 

z状福二
回

一
閣
制

胎

一位色
石

白
銅

器形・文様施文の特徴 備考

2/3同ーの
可能性有

にぶい赤禍 |白色粒子 石 平 縁.口容部丸い.外面口容端部に断面四角形の 14/5同ーの
英少量 υ盗帯貼付。口容部を囲む隆宇野を貼付けて三角形の|可能性有

は時起を作出.口唇部の角と脇被の函に箆で刻み. 1 f) 
F十函右下斜位条痕文を廃り消してから、胴上部に
格子状条痕文施文。内面縦位条痕文。上部は条波
文を熔り消す。

にぶい赤褐 |白色位子 石 |外面右下斜依条痕文を/{iり消す。 内面繍位条痕 14/5同ーの
英少量 1:文. 1可能性有

白色 赤色粒|平縁。口唇部内毎L、角頭状.外面口唇品首都に断16/7同州
子多量 li百四角形の隆帯貼付.ロ唇部と隆帯の面に箆で刻|可能性有1

み.縫定4方に口唇部を囲む隆帯を貼付けて三角|り | 
形の突起を作出.胴部箆で連続山形文2段縄文. 1 

白色粒子多量 l平縁。口唇都内脅し、角頭状.外面白書錦部に断 16/7岡ーのi
白色岩片少量|面四角形の峰帯貼付.口唇部と隆郁の面に箆で刻 |可能性有|

|み。推定4方に口容部を臨む隆平時を貼付けて三角 19
1I彰の突起を作出。胴部箆で遠鏡山形文2段施文。 1

白色岩片、胤|平縁つ 口唇部丸い。部分的に内面から粘土をつま 1

色 ・白色佐子|み出して低い突起を作る.外面胴部右下斜位の燦 1

多量礎(白 |痕あり.内面口容部直下は強いナデ。胸部被位条 1

!色)少録有り 川I文を思り消す。 1 

目白色岩片 烈|外商縦位条痕文の上に向方向の般頂部の条痕文を|
色粒子石英1mね、慮り消す.内面縦位条痕文を庖り消す.

白色岩片餌tI太列点状の貝般雌による糊山形文2段nl!i文.
布 石英

白色粒子、石|銀い波状口縁。口容部丸い。角に箆で刻み。外商 い1/12同 一
英多量 白色11胴上部隆裕4粂を波状に貼付. 4条目は部分陰|個体
岩片繊維有!帯。隆帯に蕗で刻み.内田敏位条痕文を贈り消
り lす。

|白色粒子 石緩い波状口総。口岳部丸い.角に箆で刻み。外而111/121"1-
|英 多s 白色胴上ms幽 If3条を波状に貼付。 闘停に箆で刻み. 1例体
川雪片 繊維有 閑下官官右下斜位のi刻民あり。内面倒位糸桜文を悶 |

←一一→一 一一よ一一」ど竺:
7.5YR4/4 制 石英白色粒口唇ffll:.lLい。向に箆で右下斜位の刻み.外而胸部

1 子 監引?を 1:後日は水平、2条目は波状に貼付.隆裕
1 11こ箆で4ヨ下斜位の刻み。

15YR5日 珂亦ro 白色岩片岡 F111i2条を水平に!砧付.距iH!lに箆で刻み。
|石石英様| 目 ! 

1__'2~!~目5 1 限肥土 |川入M胤刷…H彬削川…川手引川川I哨嚇叫校棚川倣川円円附t仰側郁慨附破

| 川I総部~刷 仁径 l川(1川Gι !OYR5/4 i '~ぷい2披在鎚 白色岩片多1魁ほ主平f'総.口唇部f向‘リ1顕状.外内而口唇鉛部に箆で刻 l凶6一-1悶91111一
1I部部約1/バ8銭 い2μ4.5)1 白色./日日色車魁立 み。 外i而而口"u:'泊削瑞訓l附fαi下箆でl条目は縦{位立、 2条目は η可能伯佐: 
存 1 17-，石英多以左下斜伎の絞俊した刻目列を水平に胞コi(.刻目列 むり

1291 161床 而|入制 餓維 の下に低い郎防 4条l砧付。 1~3条目は水平、
1 1 1 4条闘は挑定12ヶ所の桜瓜部を持ち、一部途切れ

二 一_I_J_一 一判 明 幽 「 下
1 胴郎舷片 川OYR5/4 にぶい』抑制白色続片多批外国布下斜位の白紙Iあれ内面倒位保痕あ れ 116-19向

I "， 1 _ ， 1，.，，.， 白色 • .'):¥色位1 の司能性
¥291 171 m上|入隊1I 1 早口T22穴 1" i I'¥c....L 1/''''; H I 子 、石英多色tl 有り

繊維 | 

白色岩片多民 |外而低い降格を波状にl砧付。一市途切れる. F~ll~ い6-19阿 令

1291 181包細川[ 1 1れ2221沼市za宮 城 日 下 町 地 の 際 問 能 性

1続縦

羽邸l四 ! IIOYR5/4 1にぷい鮒叫白色岩片多iili外iliii昆い脳;1を波状!こ貼付.一部倒れる.即持い6-191"Jー
¥川 1 _ ， 1， .~ .. Iff: 1白色.!拍車立iに箆で縦位の出怨した刻み.胴下郎右下斜位の1t，!1の司
12引 191 m:土 |人海11 ド 1 子、石英多鼠根あり.内而紋位の総痕あり:~ ， "".~ ， r， ~-""' I話lり

1繊維

1 I r:l縁部敵片 IIOYR6/4 11こぶし嚇位 |線維浪石英政状ロ録。口容部角碩状。外内聞口唇端部に箆で120川向今
1 I 白色粒子金刻み。外面口悩部m:下飽で縦位の密接した刻目列|の可能性

1301 20 磁土|入海(f 1 1 113母 |を l条目は目録に沿って、 2粂目は水平に施文. 1有 J
1 1 : 却問列の下に低い附:J;'2粂を水平に貼付。断liにI I I I I 陥で縦位の色濃した刻み.内而椴位のf雑則.

明必破片 1 i lOYR6/4 いこぶしペ筑笹川雄政 石英外而胴上部郎、間1::2条を水平にl凶付。附Ifに削 20/21と同
1 1 1白色粒子 金で縦位の笛銭した刻み.隆帯の下は箆で l粂荷は |ーの可能

い30121 覆土 !入海11 1 I 国母 誕生， 2条目は右下斜位の官怨した刻目列を水平|制有り

I I I 郷 、 ? 下 活 右 下 地 の 畑 あ り 。 内 面

~l _!づ?出IfiJIl I綱腕片 | | ilM6/3 1ル峨悌子石英機問貼付・間，1に 加 担l弘内面脳

綱部破片
127 31包含届 |打趨

7 
41包含届 |打魁

引

ω

径

山町

径
立

大

2

Eα

-般

向日

部

一

胴
片

一片

~
舷

一般

縁
部

一部

口
一

一周
127 51檀土|打魅

128 

川 12川凶凶凶凶2日山m一吋5町附問附Y刊m削R則附4灯/舟6

τ百高日赤樽「寸 口側~腕|口径 ! (7.8) 
|仰 3)l

口縁部~J関 | 口径 1 (10.4) I 5YR4/4 1にぷい赤褐
よ部J/5残 1(21.5) I 

|存 |

p 1/弧 15ftlC15) 川 YR5/4Iにぶい椅

胸部破片 7.5YR4/3 1褐

口綜部~腕 口径 9.25) 17.5YR4/3 1縄
部上位まで お り|
残存

百扇弓石瓦同ffiI市市(“14.“-ι5)17 

『ι二主主~口:::f封〓
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第 5翠縄文時代の遺構と遺物

|挿図 掲・E 膚位 型式等 残存状況
法置

色簡 飴土 器形・文僚施文の特徴 備考
番号 番号 (cm) (cm) 

口縁部一郎 口径 (7.0) ! 10YR6/4 にぷい賞後 繊維痕石英 緩い波状口録。口唇部角頭状.面に貝般でt!lJみ. お(左)
残存 (18.4) 白色佐子やや 外面口唇郡直下箆で右下斜位の刻目列を水平に施 (右)/24と

130 
23 

包含層 入海II
多量際 文.刻目列の下に低い陵帯を 1. 2条目は波状 同ーの司

(布) lこ、 3・4条目は水平に貼付. 1 . 2条目の隆帯 能性有り
は貝般で、 3・4条目の隆帯は箆で刻み。内面倒
位条痕文を周り消す。

口縁部1/8 口径 (5.7) IOYR6/4 にぷい1配鐙 繊維痕白色 緩い波状口縁.口唇部角頭状.面に貝般で刻み. 23 (友)
残存 (18.5) 位子、石9tや 外国口唇部値下箆で右下斜位の釦l目列を水平に施 (右)/24と

130 
23 

包含届 入海日
や多量 文.:roJ目列の下に低い隆帯を 1. 2条目は波状 向の可

(左) に、3・4条目は水平に貼付。 1. 2条自の隆帯 能性有 り
は貝般で、 3・4条自の隆裕は箆でrolみ.内面償
位条痕文をI~ り消す。

劇部1/8残 最大径 (9.6) lOYR6/4 にぶい策燈 繊維痕石英 外岡左下斜位糸痕文を贈り消す.内面級位条t良文 23(左)

130 24 m土 入I毎日
存 (19.2) 白色岩片やや を贈り消す。 (右)/24と

多量 同一の司
能性有り

口縁官官~胴 口径 (10.4) 飢石、白色岩 平縁.口容部丸い.角に箆で右下斜位の到jみ.外

13日 25 覆土 入海11模倣
部一部残存 (33.1) 片平宇多量 面腕部低い隆裕4条を水平にl砧付。隆裕に箆で

1 . 3条目は右下斜位、 2・4条目は左下斜位の
密接した刻み。

口縁部自主片 7.5YR6/4 にぶい鐙 石英郎石 |叩 川 口唇部丸い外商附で右下 26-28同一
131 26 白色・赤色粒斜位の刻目列3条を波状に施文。 の可能性

子 有り

明部破片 lOYR5/4 にぷい前鐙 石英締石 箆で右下斜位の刻目列を 1;条目は水平に、 Z条目 26-28岡弘
131 27 包含厄 石山棋倣 白色敬子 赤 は波状に施文。 の可能性

色岩片 有り

日用部破月 lOYR6/4 によ;しh賀鐙 石英輝石 |箆で右下地の刻印 1• 2条 目 仰に、 3 26-28司ー
l31 28 覆土 石山悦倣 日色位子赤条目は波状に施文。 の可能性

色岩片 有り

口縁部破片 7.5YR4/2 灰ぬ 石英白色粧 波状口縁.口容部角ill!状。族頂部のみ面に刻lみ

131 29 担土 石山模倣 子 lヶ所。外間口容部直下箆で布下斜位の期l闘列を
口縁に沿って施文。胸部箆で割IJI"l列を水平に施
文。

131 30 包含届 石山模倣
胸部破片 5YR4/6 赤褐 白色敏子瓜 箆で短い縦{立の割j目列2条を水平に施文。

色粒子

131 31包含庖 石山総倣 I 服部破片 5YR4/4 にぷい赤褐 石英町1石 箆で右下斜位のrol目列を故状に施文。
白色粒子様

ロ縁部破片 IOYR4/2 灰黄禍 卸石石英 口唇部丸いつ外函胴部半銭竹管で沈鋭5条を波状
131 32 覆土 下吉井 白色・赤色粒 に施文.

子 様

15号竪穴住居跡

挿図 掲.
周位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 飴土 器形 ・文機施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) (cm) 

胸部1/5残 最大径 (8.5) 5YR4/8 赤碕 外面胴上部列点状の貝般腹縁で迎銃山形文2段施
136 l 覆土 打趨 存 (18.6) 白色縫片少量 文.廊下部縦位条痕文を腐り消す.内面繊位条痕

文を贈り消す。

口縁部2/5、 口径 (23.0) 7.5YR4/4 補 石英、金書聖母 魚尾形の波頂部推定4方.口唇部角顕状。面に箆

136 2 磁土 石山模倣
胸部1/3残 (20.6) 多量白色岩 でtilJみ.外面胴上部箆で縦位の密綾した刻自列を
苓 片 繊維痕 1 • 2条目は目録に沿って、 3条自は鋸歯状に施

文。

19号竪穴住居跡

挿図 掲.
層位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色翻 胎土 器形・文俊施文の特徴 備考

番号 書号 (cm) (cm) 

胸部~底部 般大径 (16. 1) 5YR5j6 明赤絹 白色粒子、白 外商縦位条痕文の上に|司方向の般頂部の条痕文を
1/3残存 (29.6) 色岩片多量 館ね、隠り消す.内面徽位条痕文.

142， 1 床面 打越 赤色敬子少量E
石英、銀石少
量

口縁部破片 5YR5/6 明赤禍 白色岩片石 平縁。口容部角頭状。外商口唇焔部箆で:l<1Jみ.JJ:J 

142 2 磁土 ね越
英、黒色粒子 上部峰椛を水平に貼付。降格に箆で刻み。隆裕下
飾石 部は右下斜位条痕文胞文後、列点状の貝般腹録で

連鋭山形文施文.内面横位条痕文を庖り消す。

142 3 額土 打魅
腕部敏片 7.5YR4/4 禍 赤色岩片白 列点状の貝般肱縁で制法文つ施文。

色敬子

142 4 覆土 入海 I棋倣
胴部破片 7.5YR5/4 にぶい褐 白色佐子石 1隆帯2粂を波状?に貼付.隆帯に箆で刻み.

英 腕石

口縁部破片 IOYR7/4 にぶい黄燈 石英金璽母 平録。口唇部角頭状。面に箆で刻み。外商胴都箆 5-8，司ーの
142 5包含層 石山 赤色・黒色粒 で縦位の刻目列 2条を水平に施文。 可能性有

子繊維痕 り

口縁部敏片 IOYR7/4 にぷい黄糧 石英金雲母 平縁。口容部角頭状。面に箆で主mみ.外而胴部箆 5-8同ーの
142 6包含層 石山 赤色・ J高色敬 で縦位の刻目列3条を水平に施文。 可能性有

子 繊維痕 り

7叫 山

』岡部般片 10YR7j3 にぶい貨燈 石英赤色岩 綱部箆で縦位の刻目列2条を波状に施文。 5-8同一の

142 片 金量聖母 可能性有
黒色粒子餓 り
維痕
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挿図 燭~
層f立 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色調 胎土 提形・文練施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) (cm) 

胴部破片 10YR6/3 にぶい1官僚 石英、白色位 胴部箆で浅い縦位の刻目列を波状に施文。 5-8同一の
子、金書聖母多 可能性有

142 8 覆土 石山 量赤色岩片 り
県 色 敏 子 総
維痕

ロ縁部破片 7.5YR4/4 拘 白色岩片 m 波状口縁。 口容部丸い.角に箆で刻み。外函口容 9/10同一

142 9 床面 石山模倣
色粒子輝石 部直下箆で右下斜位の密銭した押l目列を口縁に の可能性

沿って 2条施文。 胴上部箆で縦位の密接した刻目 有り
列を櫛位?に施文。

口線部破片 7.5YR4/4 褐 白色岩片 黒 波状口縁。口唇部丸い。角に箆で刻み。外面口唇 9/10同一
142 10包含層石山様倣 色粒子 輝石 部直下箆で右下斜位の密接した刻目列を口総に の可能性

沿って2条施文。 有り
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表39 竪穴住居跡出土石器属性

2号竪穴住居跡

挿図 掲.
遺物番号 石 材

番号 番号

102 45 J9682 耳1悶石

102 46 J6125 AA1111R石

102 47 16411 mllll石

102 48 J7767 』品問石

102 49 J6421 鳳l明石

102 50 J6012 j県l阻石

102 51 12897 f.U眼石

102 52 21679 ro限石

102 53 16145 JH阻石

102 54 16016 』且刷石

103 55 14063 m胃d石

103 56 16774 IJ:¥sr.石

103 57 20562 置p石安山岩

103 58 20565 f!II石安山岩

103 59 21530 Jill石安山岩

J03 60 20561 卸石安山岩

103 61 21528 飢石安山宕

103 62 21526 1111石安山岩

103 63 21529 流車立岩

103 64 20564 Jill石安山岩

103 65 21531 前p石安山岩

103 66 21527 多孔質玄武岩

104 67 16098 卸石安山岩

l例 68 19609 .Illl石安山岩

104 69 16787 l!Il石安山岩

J04 70 19610 卸石安山樹

104 7J 16099 卿石安山岩

104 72 12902 JiP石安山岩

104 73 13966 lIP石安山岩

104 74 19612 l!Il石安山岩

104 75 19611 鰯石安山岩

104 76 13964 鰍石安山岩

i04 77 14067 卸石安山岩

104 78 12824 輝石安山岩

104 79 21532 多孔貨安山岩

105 80 20566 多孔賀玄武岩

105 8J 20603 制石安山岩

105 82 21525 IIlI石安山岩

I 106 83 20568 郵石安山岩

3号竪穴住居跡

石材

細粒擬灰岩

測石安山岩

6号竪穴住居跡

石材

銅1石安山岩

仰石安山是i

玄武岩

玄武岩

8号竪穴住居跡

遺物番号 |
挿図 掲.

石材
番号 番号

116 4 20415 郷石安山岩

116 5 20303 玄武岩

116 6 20301 卿石安山岩

J15 7 19239 JiIi.石安山岩

117 8 20302 締石安山浩

推定産地

神ilI島魁馳島

事l'r;J!島思馳lIlJ

神ì~t.%愚馳島

事I'i宮島思馳品

やl'叫t島息馳島

事i't1t向恩馳t，
事1'l"Ill斗思馳ぬ

事1'1.111:1，恩馳島

者HM~恩馳llJ

事l'i1tぬ恩馳助

事I'Ht/;，恩馳島

推定不可

推定産地

眉位 器種 畏さ(圃) 幅(胴，) 厚さ(mm) 重さ(g)

覆土 石綜 J6.5 2.8 5. J 0.7 

lJ'1土 石量豊 J4.4 10.7 2.5 0.3 

覆土 石鯨 12.0 13.5 3.5 0.4 

覆土 平守録 ↓0.5 6.7 3.2 0.2 

樋土 石自陣 19.9 12.8 2.4 0.3 

現土 石織 12.5 12.4 4.0 0.5 

置土 ~形石器+ 26.3 9.4 5.9 1.4 

床下 二次加工事l片 21.4 J2.6 6.4 1.1 

狸土 石核 18.5 15.3 J3.6 3.2 

百回土 石核 26.3 26.0 9.8 4.9 

覆土 石絞 26.2 22.3 11. 3 5.6 

磁土 搬入石材 28.3 19.8 14.2 7.9 

床面 敵石 62.0 51. 0 34.0 136.3 

床而 1:'1-敵石 118.0 94.0 46.0 788.4 

床面 Je-厳石 102.0 73.0 51. 0 544.1 

床面 庫署敵石 98.0 76.0 43.0 562.3 

床面 問ー敵石 115.0 95.0 62.0 899.6 

床面 熔敵石 102.0 95.0 53.0 806.3 

床面 m 磁石 95.0 84.0 44.0 520.0 

床函 胞ー敵石 81. 0 55.0 511. 9 

床面 凹石 90.0 75.0 38.0 395.3 

床商 凹石 76.0 67.0 53.0 225.0 

覆土 隠石 95.0 83.0 54.0 632.4 

覆土 思敵石 日日日 72.0 38.0 361. 5 

覆土 I'!J-鮫石 90.0 71. 0 53.0 496.1 

置土 If!-舷石 101.0 90.0 70.0 953.4 

覆土 悶石 97.0 80.0 65.0 730.8 

覆土 勝ー敵石 87.0 77.0 34.0 318.2 

JO 麿-~匝石 54.0 41. 0 34.0 93.9 

覆土 問寸法石 121. 0 86.0 47.0 690.3 

橿土 賂石 106.0 90.0 61. 0 759.1 

JO 謄石 o5.0 45.0 40.0 162.9 

置土 府石 86.0 42.0 37.0 191. 0 

積土 石l皿 368.0 198.0 68.0 8000.0 

床面 石皿 270.0 236.0 79.0 6500.0 

床面 石皿 168.0 217.0 87.0 3000.0 

床商 台石 194.0 144.0 103.0 3120.0 

床面 石肌 394.0 345.0 117.0 22030.0 

床商 石皿 383.0 433.0 126.0 245∞.0 

膚位 器種 畏さ(阻) 帽(剛) 厚さ{聞) Iiさ(g)

床面 l喜一厳石 96.0 82.0 50.0 586.1 

床面 IH-磁石 131. 0 110.0 60.0 1206.2 

床面 磨ー厳石 108.0 72.0 68.0 684.8 

橿土 問4臨石 61. 0 50.0 26.0 119.6 

| 床面 石皿 344.0 359.0 80.0 145∞o 
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10号竪穴住居跡

12号竪穴住居跡

14号竪穴住居跡

郷図 掲殿
遺物番号

番号 番号

131 33 21343 

131 34 19370 

131 35 19984 

131 36 20972 

131 37 19495 

131 38 19270 

131 39 19972 

132 40 20973 

132 41 19134 

: 132 42 19434 

132 43 18276 

132 44 20156 

132 45 19142 

132 46 20560 

132 47 20473 

132 48 20474 

132 49 19578 

132 50 20427 

132 51 20155 

133 52 21246 

133 53 21848 

133 54 18877 

134 55 21247 

15号竪穴住居跡

揮図

番号 番号

136 2]512 

136 4 21513 

137 20555 

137 21510 

138 21511 

18号竪穴住居跡

19号竪穴住居跡

石 材

黒雌石

玄武岩

石材

輝石安山岩

卸石安山岩

餌石安山岩

廊石安山岩

石材

IH眠石

IH限石

/.1，1限石

ガラス賀県色安山岩

IJ.I仰石

{;，I服石

r:日町1石

玄武治

飢石安山岩

fj~石安山荘i

前1石安山岩

仰石安山宕

阿倍安山泊

多孔貨安山岩

玄武岩

玄武岩

多孔質安山岩

玄武岩

多孔'民安山宕

玄武岩

Jill石安山岩

I!ll石安山科

卸石安山岩

石材

卸石安山~N

銅I石安山岩

民主当

玄武岩

I!~石安山岩

石材

玄武岩

石材

銅I石安山岩

Jill石安山岩

赤色I立岩

推定産地

有1'ì11~思馳島

神wm，思馳助

事I'W!ilr!/!t馳ぬ

争1'111向感馳応

推定不可

~N肪盈ヶ台

推定産地

第5翠縄文時代の遺構と遺物

層位 鶴橿 長さ(mm) 幅(棚) 厚さ(醐) 霊さ(g)

床下 石餓 10.0 11.1 3.2 0.2 

灘土 石歯医 15.3 12.6 3.8 0.5 

覆土 石鉱 17.5 12.7 4.1 0.9 

床面 削m 34.3 74.4 9. I 19.7 

む土 石核 19.5 21.4 11. 3 3.6 

m土 a入石材 35.3 18.9 11. 8 6.9 

叡土 搬入石材 46.5 26.8 16.8 20.8 

床面 賂-~首石 57.0 55.0 40.0 164.8 

宮E土 贈ー敵石 66.0 60.0 47.0 256.7 

覆土 鴎ー舷石 91. 0 72.0 56.0 473.5 

w土 間4誼石 124.0 83.0 61.0 932.7 

復土 JlJ-舷石 132.0 100.0 45.0 1005.3 

叡土 賂石 86.0 88.0 42.0 518. I 

侵土 照石 105.0 81.0 56.0 662.3 

磁土 躍5石 94.0 76.0 46.0 362.9 

m土 間石 41. 0 58.0 49.0 165.4 

1置土 似石 55.0 55.0 43.0 156.9 

置土 磁石 58.0 45唱。 41.0 117.2 

111土 磁石 70.0 36.0 31. 0 90.8 

慣土 石llU 102.0 90.0 53.0 500.0 

磁土 石皿l 283.0 280.0 83.0 7∞0.0 

lil土 石1111 244.0 409.0 141. 0 14850.0 

寵l土 百血 283.0 280.0 幻 oI 7000.0 

膚位 器積 畏さ(mm) 幅{圃) 厚さ(mm) 重さ(g)

床而 I湿-~:石 105.0 92.0 54.0 775.9 

床而 脳ー磁石 90.0 71. 0 47.0 471. 9 

百土 様甘;; 133.9 92.8 56.7 538.5 

石皿 230.0 290.0 91. 0 90∞.0 

床而 石IITI 352.0 138.0 2lO∞.0 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

2 竪穴住居状遺構(略号:TA) 

竪穴住居跡に似た形状及び規模の土坑を竪穴住居状遺構として取り扱った。遺構内から炉や柱穴は検

出されなかった。覆土は仙石スコ リアを含む褐色土である。時期はし通ずれも先述した竪穴住居跡とほぼ

同時期の縄文時代早期末であると推定きれる。竪穴住居状遺構の計測値等の属性は表40、出土土器は表

41、出土石器は表42をそれぞれ参照いただきたい。

以下では、 2-6号の 5基の竪穴住居状遺構とそれに伴う遺構及び、遺物について報告する。

2号竪穴住居状遺構 (TA02)(第144-147図)

形状:北壁は市道によ る撹乱で欠損している。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ水平である。北ー

南に主軸を持つ楕円形を呈しており、規模は長軸が現存で2.82m、短軸が2.98m。

新旧関係:北側で18号竪穴住居跡 (SB18)に切られている。但し18号竪穴住居跡の床面は 2号竪穴住

居状遺構 (TA02)の底面に達していない。

土器:すべて覆土から出土した。 ト3は同一個体で、 I群G類(絡条帯圧痕文を施す土器)である。胎

土に繊維を非常に多く含んでいる。外面口唇部直下と胴上部に低い隆帯を貼り付け、絡条帯圧痕文を施

叫

、b
m
m

跡

叫

叶

十
北

東

十

よ
掴董区外 ム ム

、、

ム A' 

i i lx 

h 
l~ 

卜〈

ム蜘

叶
S
O
S

i
 

フクアブプ/>そ
1 褐色土 10YR4/6 粘性なし しまりややあり
2 禍色土 10YR4/6 粘性なし しまりやゃあり

硬化土プロ ッヲ混じる.

。 2m 

第144図 2号竪穴住居状遺構の検出状況と遺物接合状況
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第5主主 縄文時代の遺構と遺物

。 10cm 

第145図 2号竪穴住居状遺構に伴う遺物(1 ) 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

むX‘tよこ~c.

連今

11 VAn 

第146図 2号竪穴住居状遺構に伴う遺物(2 ) 
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第 5草縄文時代の遺構と遺物

12 VBa 

。 10cm 

第147図 2号竪穴住居状遺構に伴う遺物(3 ) 

文している。口唇部は角頭状を呈しており、面から隆帯まで続けて原体を押捺して施文している。 4は

I群 J類 2種-2(入海 I式模倣)、 5はI群J類3種 1(入海II式)である。 8と9は同一個体で¥

群J類4種-1(石山式)である。 6と10はI群 J類4種-2(石山式模倣)、 7は I群J類 5種(天神山

式)である。

石器:底面で敵石(11) と石皿(12)が出土した。 11は小型の円礁を用いた敵石である。 12の石皿は厚

い板状の礁を用い、片面のみ平坦面全体を使用面と している。

3号竪穴住居状遺構 (TA03)(第148-150図)

形状:西壁は撹乱により欠損している。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ水平で、ある。間丸方形を

呈していると推定される。規模は長軸が推定で4.54m。
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J-)から
北へ拘

置へ2m

マι ん

第5章

A' 

.12 

.15 

企13

企14

寸11

ベ1¥

ム
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‘9 16 

8 

3 

守、

慢罰L

司

iq
E出

E
N」ιム伽

一一一寸こ豆~ア?一一一ーー
一一一一一一一つ一一一一----一一 ーー『ーーー もーーー

ι 一 一方ゲ/シ
1 褐色土 10YR4/6 粘性主し しまりやゃあり

硬化土ブロッウ少量混じる固
2 褐色土 10YR4/6 粘性なし しまりやゃあり

極色スコリアを含む.
硬化土ブロンヲ;1!じる. 2m 。

3号竪穴住居状遺構の検出状況と遺物接合状況

新旧関係:覆土上面で焼土 (SP16)が検出された。但し掘りこみは本竪穴住居状遺構の底面に達しない。

土器:図示した土器はすべて覆土から出土した。ほとんどが他の遺構より古い型式ではあるが、底面で

はI群H類 3種(条痕文系土器)の土器の小片も出土した。 1と2は撚糸文系土器で、 IはI群A類 l、

2はI群A類3.2である。 1は口縁が外反し、口唇部の外面端部が肥厚している。 3-7は同一個体で、縦

位に条痕文を施した I群D類(野島式に先行すると思われる条痕文系土器)の胴下部である。

石器:磨一敵石 (9、10)が底面で出土した他はすべて覆土から出土した。 8は敵石である。小型品で、

下部に打撃痕が見られる。 9-17は磨石、敵石、ないし磨一敵石である。 9・10・15・16は円柱状の礁を用

い、上下端部に敵痕を持つ。この形態の敵石の出土量が他の遺構に比して多い。 11は小型の円礁を用い

た敵石である。 12-14は肩平な円礁を用いている。17は三角柱状の礁を用い、 一方の面に磨面、対角の
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第 5務縄文時代の遺構と遺物

5 

10 Ba 

。 10cm 

。
日

15 An(py) 

c
…
 ぷ~べ

Lにぷ44l
17 An(Py) 

第149図 3号竪穴住居状遺構に伴う遺物(1 ) 

10cm 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

〆

。

ノj

18 VBa 

20cm 

第150図 3号竪穴住居状遺構に伴う遺物(2 ) 

5号竪穴住居状遺構 (TA05) (第155・156図)

稜に敵打痕が見られる。 18は石皿であ

る。肩平な円礁の中央部を片面のみ使

用面としている。

4号竪穴住居状遺構 (TA04) (第

15ト154図)

形状:ほぼ全存する。壁は緩やかに立

ち上がり、底面はほぼ水平である。北

東一南西に主軸を持つ楕円形を呈して

おり、規模は長軸が4.1m、短軸が

3.65m。

新旧関係:この遺構の上位から27号集

石 (SY27)が検出された。

土器:2が底面で出土した他はすべて

覆土から出土した。ト5は I群 J類 2

種-2(入海 I式模倣)である。 3-5は

同一個体である。 6はI群J類 3種-2

(入海II式模倣)である。

石器:石錬(7 )と磨一敵石(9 )が

底面で出土した他はすべて覆土から出

土した。?と 8は石鍛である。いずれ

も欠損しているが、基部の挟りが浅く

緩い弧状のものであると推定される。

9は肩平な円離を用いた磨一敵石、 10

は磨石、 11は敵石である。

形状 :ほぼ全存する。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ水平で、ある。北東一南西に主軸を持つ楕円

形を呈しており、規模は長軸が3.14m、短軸が2.58m。

土器:2が底面で出土した他はすべて覆土から出土した。図示した土器は 3号竪穴住居状遺構と同様、

他の遺構より古い型式のものであるが、最も多く出土したのは I群H類 l種(打越式)の土器の小片で

ある。 lはI群B類-2(格子目文を施す押型文系土器)である。 角頭状の口唇部の面にも原体の圧痕が

見られる。 2-6は同一個体で、 I群C類一1(撚糸文系土器と押型文系土器に並行すると思われる時期の

縄文土器のうち原体の節が大きいもの)である。 7はI群J類 6種(早期末東海系土器)の底部破片で

ある。

石器 :磨石 (8 )が底面で出土した他はすべて覆土から出土した。 8-11は磨石、ないし磨一敵石である。

いずれも肩平な円礁を用いている。この他、覆土から石皿の小片 l点が出土した。

6号竪穴住居状遺構 (TA06) (第157-159図)

形状:ほぼ全存する。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ水平である。北一南に主軸を持つ不整楕円

形を呈しており、規模は長軸が4.41m、短軸が3.35m。
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1褐色土 10YR4/6 粘性なし しまりややあり

硬化士をブロック世に少量混じる.
2褐色土 10YR4/6 粘性なし しまりあり

情褐色土の硬化土ブロック理じる.

L 261. 80国』ー

2m 。
4号竪穴住居状遺構の検出状況と遺物接合状況

新旧関係:東壁が19号竪穴住居跡 (SB19)に切られる。

土器:覆土から I群H類 3種(野島式よりも後行する条痕文系土器)の小片が少量出土した。

石器:磨一敵石(2 )と石皿 (4・5・7)が底面で出土した他はすべて覆土から出土した。 1は黒曜石の

石鍛である。基部は挟りが浅く緩やかな弧状である。 2と3は磨一敵石である。いずれも扇平な円礁を

用いている。 4-8は石皿である。 4-6は円礁を用いたもので、 4は片面のみ、5と6は両面とも礁の中央

部を使用面としている。 7は車円礁の中央部を両面とも使用面とし、使用後に一辺を打ち欠いている。

8は板状の礁の片面全体を使用している。
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11 VBa 

縄文時代の遺構と遺物

金

第5章

。一
7 Ob(KZOB) 

色

5cm 

8 Ob(推定不可)
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。
。 10cm 

4号竪穴住居状遺構に伴う遺物(3 ) 第154図

A' 

J-5から

車へ8・

よ

1褐色土 10YR4/4粘性なし しまりやゃあり
硬化土ブロック少量;l!じる。

2褐色土 10YR4/6粘性なし しまり島り
硬化土ブロッウがI~より事〈混じ品。

3褐色土 10YR4/6粘性年し しまりやゃあり
径1π四世化物が11量混じる.
4周より粒子がやや粗い.

4褐色土 IOYR4/6粘性主し しまりやゃあり
硬化主ブロシク11量理じる.
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2m 

5号竪穴住居状遺構の検出状況と遺物分布

-178 

。
第155図



特選診
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第 5i詳 細文時代の遺椴と遺物
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第156図 5号竪穴住居状遺構に伴う遺物
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6号竪穴住居状遺構の検出状況と遺物接合状況
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第5主主 縄文時代の遺構と遺物

表40 霊穴住居状遺構属性 ( )内は推定値

g‘、、，

位置 平菌形 畏径(m) 短径(m) 土器数 剥片石器数 機石器数
ト一一一2号 K6 栴円形 2.82 2.98 64 17 3 

3号 J7 隅丸方形? (4.54) 不明 6 5 12 

4号 J/K6 栴円形 4.10 3.65 18 18 3 

5号 15/6 術円形 3.14 止問 I 31 14 5 

6号 J4/5 不整栴円形 4.41 3.35 5 lO 8 
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第159・2図 6号竪穴住居状遺構に伴う遺物(3 ) 

表41 竪穴住居状遺構出土土器属性 ( )は推定値

揮図 掲.
層位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色関 胎土 器形・文織施文の特徴 備考

番号 番号 (an) (田)

口総から痢 10YR5/4 にぷい貨制 繊維 平総。口援部角iiJ[状。外面口癖溜に低い曜日広隆fif
n担 石英やや多 貼付.外面全体に椀位の条痕文を施文後、劇部上 倒体

145 l 慣土
絡条~It圧痕 白色粒子 部に低い随~I~2粂を交差させて貼付.約条"11を口
文 liP石少 唇部の面、隣11}は左下斜位、口唇部配下の臨有!}の

下は欄位にjqI僚.口唇部の絡条~If庄痕は直下の隆
帯と一体化.内面右下に斜位の条書道文。

口綜から胴 lOYR5/4 にぷい貨褐 繊維 平縁。口唇部角頭状。外面白唇端部に低い軒1広隆 ト3は同一

部 石英やや多 有?を貼付。外面全体に験位の条IR文を施文後、胴 個体

145 2包含届
給条fiF圧jJI 白色粒子 部上部に低い隆司J2条を水平にI結付。 口唇部の面

文 赤色粒子 と隆::11に左下斜位の絡条*をw僚.口容部の絡条
郷石少 幣庄痕は也下の隆裕と一体化している。 内面右下

に斜位の条痕文。

胸部 1/5 lOYR4/3 にぶい貨褐 繊維 外部胸部上郡に低い飴帯2条を水平にl泊付。隆司F1-3は同一

絡条{W圧痕
石英やや多 に給条干ifを、 l 条目は左下斜位、 2粂自は右下斜 個体

145 3 積土 白色粒子 位に押僚.路市下部は右下斜位条痕文を施文.内
文

赤色岩片 国右下に斜位の条痕文。
銅I石少
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第5章縄文時代の遺構と遺物

婦図 掲... 
膚位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色間 胎土 器形 ・文練施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) (cm) 

ロ縁部破片 5YR6/6 鐙 石英少 平縁。口容部が丸い。角に箆でJ'(TJみ.鵬部臨書?を

146 4 橿土
入海 I式機 白色粒子 水平に貼付。隆帯に箆で刻lみ。
倣 白色治片多

郷石少

146 5 覆土 入海H式
胸部破片 lOYR7/4 にぶい賛銭j石英多 外面に低い隆帯3粂を貼付。隆平替に箆でj'(IJみ。 内

白色粒子 面積位条痕文を腿り消L。

胸部破片 5YR4/4 にぶい赤褐 石英少 半裁竹管で縦位の刻自列を綬波状に施文。

146 6 覆土 石山式犠倣 白色粒子多

赤色粒子

146 7 覆土 天神山式
劇部破片 IOYR5/3 にぶい貨褐 石英多 貝般脱総で波状文施文。

白色位子

146 81 1ft土 石山式
胸部破片 IOYR6/4 にぶい粛倒 石英多 外面胸部上部に箆で縦位の刻目を水平に純文.胴 8/9は同一

白色粒子 部下部右下に斜位の車岩波。内面に樹位の僚J!r。 個体

贋部1/5 IOYR6/4 にぷい賞拘 繊維 外面胴部上部に箆で縦位の刻目列を水平に施文。

146 9包含層 石山式
石英多 胴部下部右下に斜位の掠痕。内函に繍位の録板。 傭体

白色波子
金雲母少

口縁部1/8 口径 白色岩片 平録。口唇邸由ゆLい。凋部上部に箆で縦位の密鐙

146 10 覆土 石山式模倣 !岡部1/2 (20ι2) 赤色岩片 した刻目 3条を、 1・3条目は水平に、 2条目は
環 波状に施文。

3号竪穴住居状遺構

挿図 掲廠
眉位 型式辱 残存状況

法量 現存高
土色番号 色飼 胎土 器形・文練施文の特徴 備考

恒三 番号 (cm) (cm) 

口縁部破片 10YR4/2 灰貨制 白色粒子多 口唇部角頭状。外商口容端部肥厚。外面にRの燃

149 I底面下 燃糸文l 糸を紋位に錨文。外而鋼部mの燃糸を縦伎に施

文。

149 2底面下 際糸文3.2
胸部破片 lOYR6/2 灰貨制 白色枝子少 Lの燃糸を縦位に施文。

赤色粒子少

l闘部I破片 5YR4/6 赤禍 白色粒子多 条1良文を縦位に施文句 3-7は同一

149 3 叡土 剣民文 1;(¥色粒子多 個体
白色慾片

腕部破片 5YR4/4 にぷい赤銅 白色粒子多 粂説文を縦位に脳文。 3-7は!司 A

149 4 包合間 条IL!文 以色枝子多 倒体

白色岩14-

胴部破片 5YR4/4 にぷい赤褐 白色松子多 条痕文を縦位に施文。 3-7は同一

149 5包含庖 条痕文 Il.¥色粒子多 個体
白色岩片

l岡部破片 5YR4/4 にぷい赤ね 白色粒子多 条桜文を縦位に施文。 3-7は同一

149 B 包含悶 条f民文 L明色粒子多 悩体
白色岩片

胸部{政片 5YR4/4 にぶい詰;jlJ 白色佐子多 条1民文を縦Il~に純文。 3-7は同一

149 7包含防 条t良文 J高色敏子多 個体

白色む片

4号竪穴住居状遺構

持図 掲~
層位 型式等 残存状況

法置 現存高
土色番号 色甑 胎土 器形・文練施文の特徴 備考

番号 番号 (叩1) (聞)

|口緑部1/8 口径 (17.6) 5YR5/6 明赤祁 白色粒子 綬波状口緑.ロ野部が丸い.角に箆で主mみ。外面

152 I包含府
入泌 l式総胸部1/4 (27.6) 赤色粒子少 腕部上部に路'rif-2 ~旨を水平に貼付。臨Ti?に箆でj'(IJ
倣 m色粒子多 み。降格下部右下に斜位の掠娘。内而に紛伎の際

白色岩片 Jll。

口線部1/5 口径 (16. 1) 7.5YR6/6 極 肉色枝子 平将。口容部が丸い。向に飽でlllJみ。外国鵬首i上

153 2 底而
入iliJ1式税 (28.1) !.~l色粒子各 部に峰tlf3条を水平にl也付。隆司iiに箆で釘|み。路

倣 1).¥色岩片少 ~t~下部右下に斜位の級車道あり.内面Iに制位のF;I
f民.

入海 I式校
白紙部破片 5YR6/6 積 白色粒子少 平緑.口容部が丸い。角に箆で刻み。劇部にE証明F3-5は向

153 3包含周 ru色桂子多 を水平にJ¥'i付.随itiに箆で刻み。 悩体
倣

白色岩片少

153 4底面下
入海 1，式模 胸部破片 i5YR5/6 l珂赤~l'l 白色枝子少 外国に櫛位のナデ.内面は椀位の条脱文を~り消 3-5は同一

倣 す。 個体

胸部破片 i 5YR5/6 明赤褐 白色粒子多 ! 外国に椀位のナデ。内聞は級位の粂娘文をI~ り消 3-5は同一

入I;'u1式絞 車1色粒子多 T 。 個体
153 5 寵土

倣 白色岩片少
赤色岩片少

ロ綜部から (24.6) (15. 1) 5YR5/4 にぶい赤筏j石英多 平線.ロ緑都内頭状。聞に只般でおjみ。胸部上部

153 61 m土
入Mll式鈍 胸部1/5 白色粒子 に低い峰帯3粂を波状にl凶付.降格に貝般で釦l
倣 照色粒子 み.

白色岩片少
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第5主主 縄文時代の遺構と漬物

5号竪穴住居状遺構

担F図 掲.
周位 型式等 残存状況

法量 現存高
土色番号 色悶 胎土 密形・文様施文の特徴 備考

番号 番号 (an) (町)

口縁部破片 7.5YR4/3 報j 白色位子 平縁。 口唇部角頭状.外商に横位の沈滞を施文.

! 156 l底面下 押型文2 鱒石 外商鋼部に絡子園押型文を純文。 内面左下斜位の
連続沈線文を施文。

口縁部破片 lOYR4/2 灰質褐 白色佐子 平縁。口唇節角頭状.外商胴部にRLの縄文を縦 2-6は同一

156 2 底而 早期純文l 位に純文.内面は口唇部直下にRLの純文を償位 個体
に施文。

156 3包含届 早期制l文l 口縁部付近 IOYR5/3 にぷい貨絹 白色岩片 外商にRLの純文を縦位に施文.内聞はRLの純文 2-6は同一

破片 を繍位に施文。 個体

156 4 包含Jiii 早期純文l
胸部破片 (6.2) 10YR5/3 にぶい'sJ.褐 白色岩片 RLの純文を縦位に施文。 2-6は同一

様 倒体

156 5包含層 早期i純文l
胸部破片 lOYR5/3 にぶい前倒 白色位子 RLの純文を巌位に施文。 2-6は同一

個体

156 6 包合周 早期縄文l
腕部破片 IOYR5/3 にぶい賞絢 白色岩片 RLの純文を縦位に施文。 2-6は同一

E里 個体

156 71 m土
早期末東海 腹部1/2 (1. 5) 7.5YR6/4 にぶいIit 白色敬子 尖底だが少ない接地面は平坦。 内面外国ともにl堕
系底部 滅する.

表42 竪穴住居状遺構出土石器属性

挿図 錦織
遺物番号 石材 推定産地 遺憾番号 層位 器種 畏さ(剛) 幅(聞，) 厚さ(mm) 重さ(g)

番号 番号

146 II 16467 多孔質安山岩 2号 磁土 敵石 53.0 46.0 44.0 126.4 

147 12 18790 多孔質玄武岩 2 {j' 1ft土 石皿 306.0 259.0 161. 0 17590.0 

149 B 20890 砂岩 (組粒) 3号 底面 厳石 70.0 30.0 18.8 53.9 

149 9 20888 玄武岩 3勾 底面 敵石 92.0 44.0 32.0 172.4 

149 10 20889 玄武岩 3号 底面 阪石 123.0 46.0 39.0 304.0 

149 II 17485 側石安山岩 3号 覆土 舷石 54.0 41. 0 36.0 100.5 

149 12 17479 開石安山宕 3号 磁土 謄石 94.0 49.0 34.0 207.9 

149 13 17478 劃I七安山岩 3号 覆土 謄ー敵石 87.0 54.0 32.0 197.9 

149 14 17477 開石安山岩 3号 寝土 贈石 73.0 58.0 36.0 208.7 

149 15 17482 制石安山岩 3号 覆土 厳石 121. 0 46.0 45.0 312.2 

149 16 17483 li!I石安山岩 3号 覆土 自主石 66.0 39.0 39.0 149.1 

149 17 20947 町石安山岩 3号 底面下 JfH匝石 67.0 41. 0 32.0 124.5 

150 18 20887 多孔質玄武治 3号 底面 石間 369.0 292.0 117.0 16500.0 

154 7 20136 保l理石 神海鳥恩馳島 4号 底面 石鎌 16.8 11. 4 4.1 0.7 

154 8 18812 県購石 推定不可 4号 置土 石鍛 16.3 14.2 4.2 0.9 

154 9 20056 卿石安山岩 4号 底面 熔ー厳石 82.0 59.0 45.0 294.2 

154 10 18829 li!I石安山岩 4号 復土 賂石 127.0 107.0 6.5 976.6 

154 11 18849 多孔貨安山岩 4B. 覆土 敵石 67.0 59.0 41.0 155.2 

156 8 20140 多孔貨安山場 5号 底面 賂石 96.0 71. 0 36.0 276.3 

156 9 18252 卸石安山岩 5号 自置土 J{Ij-tI古石 61.0 49.0 30.0 137.9 

156 10 18254 卸石安山岩 5号 慣土 贈ー敵石 96.0 84.0 56.0 631. 5 

156 11 18255 輝石安山岩 5号 復土 信石 136.0 105.0 63.0 1180.7 

↓58 19666 mll1a石 神津島感動烏 6号 覆土 石鍍 14.8 13.6 2.9 0.4 

158 2 20762 li!I石安山岩 6号 底面 期ー高度石 100.0 85.0 49.0 674.4 

158 3 19667 till石安山岩 6号 磁土 勝ー自主石 70.0 48.0 44.0 214.9 

159-1 4 20763 li!I石安山岩 6号 底面 石皿 369.0 333.0 97.0 15000.0 

159-1 5 21039 開石安山浩 6号 底面 石肌 224.0 16日O 67.0 3000.0 

159-1 6 19660 多孔貿安山岩 6号 恒土 右皿 227.0 106.0 67.0 420.0 

159-1 7 21040 玄武岩 日号 底面 石血 342.0 340.0 106.0 15000.0 

159-2 8 19664 卸石安山岩 ~号 覆土 i 石皿 387.0 316.0 99.0 18500.0 
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と同じ訳黄色の飴土を有し、口融部は麗立気味に外鎖する。 116.はA類一3.2と同じ藤縄色の飴土を有す

る。口融部が外反し、口唇部は溜に刻みを施している。 117~137は鯛部及び窟部である。 117~129はC類

-1であり、器壁が薄い。 117-126はA類-3.1と開じ民黄色、 127-129は黄掲色の胎土を有する。 117は

LRL，の縄文を施文している。 119-122、123と124は各々開叶関体である。 130-137はC類-2である。この

うち133、134、136はA耕一3.1と悶じ灰黄色、これ以外は補色または滞褐色のl胎土を有する。 135は内部

に条撞文が残る。

-1部一
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lOcm 

第160図早期土器群(1 ) 
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第5宣言 縄文時代の遺構と遺物
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E類:無文土器(第165図138-139)

。

第165図 早期土器群(6 ) 

第 5f，'t 縄文時代の遺構と遺物

弘山也 め I I 
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、主'9;Y トペ 138

10cm 

138と139の2点が該当する。ともに口縁部で、 138は外反し、 139は外傾する。

F類:野島式土器(第166図140-143)

140は波状口縁を有する。桐上部に段を有し、口縁部にかけて外に開く。段の上部と下部で施文が分

割される。上部、 F部とも太めの丸棒状工具を用いた浅い縦位の沈線を l条引いて区画を作り、平行す

る細めの条線を異斜方向に組み合わせた鋸歯状のモチーフで区画を埋める。区画の数は上位4方、下位

8方と推定される。 141は、破片の上部は横位、下部は縦位に、内面は上部のみ横位の条痕文を施して

いる。 142と143は同一個体で、 140と似た形態を呈するものと考えられる胴上部の段付近の破片である。

G類:絡条帯圧痕文を施した土器(第166図144・145)

図示した 2点は同一個体の胴部破片であるが、胎土に白色粒子と繊維を非常に多く含むこ とから、
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第5君主 縄文時代の遺構と遺物

第167図早期土器群 (8) 
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第5章縄文時代の遺構と遺物
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第5章縄文時代の遺構と遺物
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第171図早期土器群 (12)

-198-

o 100m 

意寄与

さ長一一n
k奇'r.';:'i1告ら ( i 
￥認訟 / J 

顎F 仙 1

糧費 ハ警護、

寄り21f

10cm 



第 5~ 縄文|時代の遺構と遺物

10cm 

第172図早期土器群 (13)
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第5i詳 縄文時代の遺構と遺物

o 10αn 

第175図早期土器群 (16)
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第 5i詳 縄文時代の遺構と漬物
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o 10cm 

第177図早期土器群 (18)
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第 5~ 縄文時代の遺構と遺物

ルお9

I f 

。 lOcm 

第178図早期土器群(19)

いる。口唇部は角頭状で、三角形の突起状の波頂部以外は面に垂直に刻みを施している。外面胴部は、

中央部以下は縦位の員殻腹縁による条痕文の上に殻頂部による条痕文を重ねた後、入念な磨り消しが行

われる。この後口唇部直下から胴上部にかけて格子状に条痕文を施している。内面は胴上部から中央部

は横位の条痕文を施し、下部は入念な器面調整を施している。 147-235は口縁部及びこれと同一個体の

胴部破片である。 147-225は、胴上部を中心に直線的な条痕文を格子状または斜位に施文、または入念

な磨り消しを行った器面に員殻腹縁文を施文している。 147-149は平縁で、口唇部は角頭状を呈する。

口唇部内外面の端部に箆で刻みを施している。 149は線太鋸歯状の貝殻腹縁文で山形文を施文している。

150-153は平縁で、口唇部を囲むように隆帯を貼り付けて山形状突起を作出している。口唇部は角頭状

で、 面に箆で刻みを施している。 154-159は波状口縁で、 154は角頭状の口唇部の内外面の角 に、

155-159は角頭状または外削ぎの口唇部の外面端部に箆または員殻で刻みを施している。 157-159は同一

個体で、線鋸歯状の貝殻腹縁文で連続山形文を施文している。 160-175は平縁で、角頭状の口唇部の面

に箆または貝殻で刻みを施している。 163は曲線的でやや不規則な格子状の条痕文を施している。 160は

線太鋸歯状、 164-169は太列点状の員殻腹縁文を施文している。文様は164の口唇部直下に断続的な類沈

線文、 166に連続細波文が見られる他はすべて連続山形文で、ある。 170-180は原体を下に51く貝殻腹縁文

を施文している。 171と172の口唇部直下は連続細波文、 170、173、174の口唇部直下は類沈線文を施文

している。 176-180は同一個体で口唇部に刻みはなく、口唇部直下に縦位の条痕文を施してから、原体

を下に51く貝殻腹縁文を山形に施文している。内面口唇部直下も縦位の条痕文を施している。

181-183は口唇部のやや下に断面四角形の隆帯を l条貼り付けたものである。いずれも口唇部は角頭

状で、口唇部と隆帯の面に箆または員殻で刻みを施している。 181は平縁で、口唇部から隆帯までを囲

むよう に垂下する隆帯を貼り付けて山形状突起を作出している。 182も平縁で、口縁部はやや内湾する。

183は波状口縁である。 184は口唇部直下に隆帯を渦巻状に貼り付けている。
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第5章縄文時代の遺構と遺物
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第181図早期土器群 (22)

364 

。 lOcm 

185-189は口唇部の外面端部が摘み出されたように突出している。いずれも平縁である。 185は山形状

突起を作出している。 186と188は口唇部が天井を向き、条痕文を施している。 187は口唇部の面がやや

外傾する。 189は口唇部に強いナデを施して外面端部を突出させている。

190-192は、角頭状の口唇部の外面端部に断面四角形、 193と194は断面三角形の降帯を口唇部と一体

化するように貼り付けている。いずれも平縁である。 193は山形状突起を作出している。

195-225は丸い口唇部を持つ。 195・196、201-211は外面端部に断面三角形の隆帯を口唇部と一体イじす

るように貼り付けている。 202-206と207-209は各々同一個体で、四方に山形状突起を作出している。い

ずれも平縁で、口唇部と隆帯の角に刻みを施している。 195は列点状の員殻腹縁文で細波文を施文し、

201-209は連続山形文を施文している。210は箆で山形文を施文している。197-200は波状口縁を有する。

いずれも線鋸歯状の員殻腹縁文による施文が見られる。 197は上段に連続山形文、下段に類沈線文を雑

に施文している。 199と200は2段の連続山形文が接して格子目文を形成している部分が見られる。 212、

213， 215、219-224は平縁である。いずれも口唇部の角に刻みを施している。 212は口唇部直下に短い縦

位の条痕文を施してから線鋸歯状の員殻腹縁文で連続山形文を施文している。214・216・217は口唇部

直下に格子状の条痕文を施してから列点状の員殻腹縁文で連続山形文を施文している。 213，215、218

は列点状、219-223は太列点状の貝殻腹縁文で連続山形文を施文している。 224は右下斜位の条痕文を磨

り消している。 225は幅広の低い隆帯を口唇部と一体化するよ うに貼り付け、隆帯には格子状の条痕文

を施している。

226は口唇部角頭状で、面に刻みを施している。胴上部は曲線的な格子状の条痕文を施している。

208 
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第 5]軍縮文時代の遺構と遺物

第184図早期土器群 (25)
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第 5 ~ 縄文時代の遺構と遺物

431 
。

第185図早期土器群 (26)
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第5章縄文時代の遺構と遺物

456 

457 

458 460 

466 

。 10cm 

第187図早期土器群 (28)

227-230は、口縁部は不規則なナデ調整で、非常に緩やかで不整形な波状口縁を作出している。口唇

部は器壁が薄くなる。内外面ともやや曲線的な縦位の条痕文を不規則に施している。口唇部直下は一部

横位または斜位の条痕文を施している。 228に付着していた炭化物を試料として放射性炭素年代測定を

行ったところ、 6600:t50BP (AMS、未較正)という年代値が得られた (附編 加速器分析研究所論文

参照)。

232-234は外面に条痕文を施しているものの、形状や施文方法などが打越式土器とはやや異なる こと

から、 2種に相当すると思われる個体である。 232と233は同一個体で、胎土に繊維を含む。平縁で、口

唇部は器壁が薄くなる。 234は口唇部直下が大きく外反する。

235は無文の土器である。口唇部は強く摘み出されて器壁が薄くなる。器面には擦痕が残る。

-214 
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477 
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第188図早期土器群 (29)

第 5掌縄文時代の遺構と遺物

。 lOcm 

236-333は胴部破片である。 236-238は胴上部に断面四角形の横位の隆帯を I条貼り付けている。

239-298は貝殻腹縁文を施した胴上部の破片である。 239-274は線鋸歯状または列点状の貝殻腹縁文で、山

形または連続山形文を施している。 241-249は直線的な格子状または斜位の条痕文に重ねて、或いは条

痕文を磨り消した後に員殻腹縁文を施している。 250-281は入念な器面調整を行った後に貝殻腹縁文を

施している。 250は3段の連続山形文を密接して施した格子目文が見られる。 272は2段の山形文を繋ぐ

ように縦位の細波文を施している。 275-281は列点状の員殻腹縁文で純|波文を施している。 275は上部に

細波文を 3段以上、下部に類沈線文と山形文を組み合わせて施している。 281は列点状の貝殻腹縁文で

横位の不規則な類沈線文を施している。 282は条痕文を磨り消した後に、 283は格子状の条痕文に重ねて、

284-290は入念な器面調整を行った後に太列点状の員殻腹縁文を施している。文様は282と283が連続山

形文、 284-289が山形文、 290が細波文である。 291-298は原体を下に引く員殻腹縁文を施している。文

様は、 291-293、295が山形文、 294が右下斜位、 296と297が左下斜位の断続的な類沈線文、 298が細波文

である。 295は胴上部に縦位の条痕文を施してから施文している。

299-302は打越式土器と類似した胎土を持つ胴部破片であるが、文様の施文方法等から見て 2種とし

た。 299-301は同一個体で、複数本で l単位の角棒状の箆の角によるごく浅い沈線文で山形文を施文し

ている。 302は外面を条痕で調整した後、沈線で施文している。

303-319は格子状の条痕文を施した胴上部から中央部の破片である。 303-315の条痕文は直線的で、、

316-319は条痕文を磨り消している。 320-330は縦位または斜位の条痕文を磨り消した胴中央部から下部

の破片である。 316-330は条痕文の施文方法等から見て神之木台式の可能性も考えられる。 324は縦位の

-215-



第5章縄文時代の遺構と遺物

府1480

交句宝支援が ぎ叉芦ヨζコZ

485 
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。 10cm 
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a寸。。
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第189図早期土器群 (30)

貝殻腹縁による条痕文に殻頂部による条痕文を重ねた後、入念な磨り消しを行っている。 33ト333は3

種である。 331と332は同一個体で、胎土に繊維を含む。

334-338は3種の底部である。いずれも入念な器面調整が底部接地面まで及んでいる。 334-337は鈍角

の尖底である。338は接地面に平坦部を有する。

I類神之木台式並行の土器(第178図)

339は打越式土器に似た胎土を有する。器面を丁寧に調整してから、右下斜位に垂下する高い隆帯を

貼り付けている。 340は起伏の大きい波状口縁を有する。胴上部に高い隆帯を鋸歯状に 2条貼り付けて

いる。なお、上段は部分隆帯である。 341-343は同一個体で、胎土に白色岩片を多く含む。 器面に幅広

の隆帯を貼り付け、隆帯には半裁竹管で隆帯と並行する連続刻目列を密に施している。隆帯の傾きは

341と342が左下斜位、 343は右下斜位であり、鋸歯状に貼り付けているものと思われる。
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第190図早期土器群 (31)
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516 

520 

529 

私以23

521 

門
川

μ

酔日日1

527 

530 

538 

10cm 

第191図早期土器群 (32)

J類:早期末東海系土器及び形状と施文が早期末東海系土器に近似する在地系土器

2種-1:入海 I式土器(第179-181図)

本遺跡から出土した入海 I式土器は、 口縁形状が波状のものや、器面に貼り付けられた隆帯が水平だ

けではないことから、 344以外は新段階のものと推定される。

344-356は平縁である。 344は胴上部に水平と波状の隆帯を交互に貼り付け、隆帯には前段階の型式で

-218-
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鍵思程逗誕延玉$ 詰疋ヨラ渚~空間

540 

543 

H
桝

門
川
け
い

H 547 
545 546 

。 lOcm 

。 10cm 

第192図早期土器群 (33)

ある上ノ山式の手法で上下交互に指頭押捺を施している。 345-355は胴上部の文様帯が水平の刻目隆帯

のみで構成されている。 356は水平と波状の刻目隆帯を組み合わせている。 357-362は波状口縁を有する。

357は菱形状に隆帯を貼り付けているものと思われる。 358-361は同一個体で、 3条の刻目隆帯を上の 2

条は口縁に沿って、その下は波頂部に谷部が来るように屈曲させて菱形状の文様を作るように貼り付け

ている。 362は2条の刻目隆帯を上段は口縁に沿って、その下は水平に貼り付けているものと思われる。

363-367は胴部破片である。いずれも水平の刻目隆帯を貼り付けている。

2種-2 :入海 I式模倣土器(第182-184図)
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第193図早期土器群 (34)

。 20cm 

368-377は平縁である。口唇部は角頭状で、 376を除いて面に箆で、刻みを施している。 368-376は胴上

部に断面三角形または台形の刻目隆帯を水平に貼り付けている。 377は水平と波状の刻目隆帯を組み合

わせている。378-391、395-401は非常に緩やかな波状口縁を有する。 いずれも胴上部に刻目隆帯を水平

に貼り付けているが、 387は上段の隆帯が下段に向かつて下がって結合している部分が見られる。また、

388-391は部分的に隆帯が途切れている。 395-401は水平と波状の刻目隆帯を組み合わせて貼り付けてい

る。 392-394は波状口縁である。いずれも口縁に沿って刻目隆帯を貼り付けていると思われる。 402-425

は胴部破片である。 402-420は刻目隆帯を水平に貼り付けている。402と406と407は部分的に隆帯が途切

れている。 42ト425は刻目隆帯を波状に貼り付けている。 421と425は部分的に隆帯が途切れている。

3種-1:入海H式土器(第185-187図)
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入海 I式に比して隆帯は低くなり、刻目の間隔も密接している。また、文様帯に連続刻目列が加わり、

刻みに貝殻を用いるものも現れる。

426-430は平縁である。 427は隆帯のみ、これ以外は隆帯と刻目列で文様帯が構成されている。 426は、

口唇部直下にやや間隔の空いた刻目列を施し、胴上部には水平と波状の刻目隆帯で構成された文様を施

している。 428と429は同一個体である。口唇部直下は刻目列を施し、胴上部は刻目隆帯を水平に貼り付

けている。 430は口唇部直下に羽状の刻目列を施し、胴部には非常に緩やかな波状の刻目隆帯を貼り付

けている。 43ト440は波状口縁を有する。 434は非常に緩やかで、、波頂部の数が多い波状口縁を呈する。

外面胴上部は隆帯を水平に貼り付けている。内面は強い水平のナデにより器面に凹凸が見られる。

431-433、435-440は低い隆帯と刻目列で文様が構成されている。 431と432は口唇部直下に刻目列を施文

し、胴上部に低い刻目隆帯を口縁に沿って貼り付けている。 433も施文方法は431と432と同様で、あるが、

刻目の間隔がやや空いている。 436は、口唇部直下は口縁に沿って刻目列を施し、胴上部は低い刻目隆

帯を上段は水平に、下段は波状に貼り付けている。 435は平坦部を有する波頂部であり、平坦部はさら

に小刻みな波状を呈している。口縁に沿って口唇部直下は刻目列を施し、胴上部は低い刻目隆帯を貼り

つけていると思われる。 437-440は同一個体で、やはり平坦部を有する波頂部を持つ。口唇部直下は口

縁に沿って刻目列を施している。胴上部は低い刻目隆帯を上段は口縁に沿って、下2段は緩やかな波状

に貼り付けている。441-466は胴部破片である。 441-455は低い刻目隆帯を水平に貼り付けている。 445

は隆帯の下に刻目列を施している。 450は一定の単位で刻目の傾きを変えている。 456-459は低い刻目隆

帯を波状に貼り付けている。 460-466は刻目が浅いものである。波状の刻目列と低い刻目隆帯で文様を

構成している。

3種-2:入海H式模倣土器(第188図)

470は口縁部である。平縁で、胴上部に低い刻目隆帯を水平に貼り付けている。

47ト479は胴部破片である。 471-477は低い刻目隆帯を水平に貼り付けている。 478は強い水平のナデ

で低い隆帯状の隆起を作り、隆起の部分に刻みを施している。 479は低い刻目隆帯を波状に貼り付けて

し=る。

3種-3:入海II式並行の土器(第187図467-469)

形態は入海II式に類似し、胎土に繊維を非常に多く含んでいるものの、器壁が厚く脆弱で、あることか

ら3種-3として分類した。 467-469は同一個体である。口唇部と隆帯の刻みは員殻を用いている。

4種-1:石山式土器(第189図)

480と485・486は平縁である。 480は口唇部が内削ぎになり、面に刻みを施している。口唇部直下から

刻目列を密に施している。 485と486は同一個体で、砲弾状の器形を呈する。口唇部は角頭状で、面に刻

みを施している。胴部は密接した浅い刻目列を上段は水平、中段は不規則な波状に、下段は間隔の空い

た浅い刻みを水平に施している。 485に付着していた炭化物を試料として放射性炭素年代測定を行った

ところ、 6410::t40BP(AMS、未較正)と いう年代値が得られた(附編 加速器分析研究所論文参照)。

482-484は波状口縁である。 482は外面口唇部直下かちから刻目列を密に施している。 483は浅い刻目列

を上段は口縁部に沿って、下段は波状に施しているものと思われる。 484は小型の土器で、ある。口唇部

直下から羽状の刻目列を密に施している。 481は胴部破片である。刻目列を水平に施しているものと思

われる。
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第4節縄文時代前期

概要

前期土器群は諸磯b式に著しく偏った内容で、早

期末土器群よりも上層において竪穴住居跡等に伴わ

ずに出土した(第195図)。また、東部 (G-21グ

リッド)では、土器の出土は低調ながら諸磯b式土

器の埋納遺構が発見された。

土器埋納土坑

7号土坑 (PF07)(第196-198図)

土坑の平面形は円形、断面形は鍋底形を呈する。

底面に置いた石皿(3 )の上に意凶的に口縁部を打

ち欠いたと思われる深鉢(1)が伏せて置かれた状

態で検出された。型式は H群B類-3(集合沈線文を

施す諸磯b式)である。胴上部が括れ、口縁部にか

けて大きく開く。また器面全体に浮線文、胴部の括

れ部分には梯子状の浮線文を貼り付けている。括れ

から上部は横位の浮線文を密接 して貼り付け、下部

は横位の文様帯を 2段貼り付けている。上段の文様

G-21から

北へ2m
車へ9m

× 

7号土坑

¥ 
A 

__.rlr-. ..，.. 

li 、 入 1¥¥ r 吋

μ (1!1 NλA 

し ¥~ 't:J1JY 
一一一又シ人ヘベニノ/

_JAIBlcIDIEIFIGI川 1I J I K I L I M I N I 

2 

3 
トチ==ーー

4 
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10 

11 
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14 

15 
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18 
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21 

22 

23 

-
H
一
お
一

日

0 500 

27 等高線はJO陪

第195図 縄文時代の土器型式別分布(6 )前期

完掘状況図

A' A' A 

1明褐色土 7.5YR5/6 粘性立ししまり拡し
やや明るいJO!軒土.

2褐色土 7.5YR4/6 粘性拡ししまりややあり
置5-1<lnnの7ロック校白111土が散在する。

3褐色土 7.SYR4/6 粘性右ししまりなし
笹川-21anの小樽浬じる.

4暗褐色土 7.5YR3/4 粘性なししまりやゃあり

笹川-25園町小磯理じる.
5掲色土 IOYR4/6 粘性やゃありしまりやゃあり

砂粒書量に理じる.

o 1m 
ト一 一 一 一γ 一一一斗

第196図土坑の検出状況(1) 7号
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帯は対になる 2方向に浮線文を渦巻状に貼り付け、その聞を格子状と弧状の浮線文で埋めている。全て

の浮線文の上には箆で浅い刻みを施し、 さらに片面のみ渦巻文の部分を避けて浮線文の上に刺突文を施

している。下段の文様帯も渦巻状の文様が見られるが、破損が著しいため文様構成は不明である。 1の

深鉢は埋没時に多量の礁と土器片が土坑内に流入したためか著しく破損していた。流入した土器片は II

群B類-7に相当する深鉢(2 )である。胴上部は大きく聞き、口唇部付近に稜があり屈曲する。口縁部

は稜も含めて波状を呈する。石皿 (3 )は角礁の平坦面全体を使用面としている。

なお、覆土から採取された木炭を試料として放射性炭素年代測定を行ったところ、 5010:t40BP

(AMS法、未較正)が得られた(附編 加速器分析研究所論文参照)。これは諸磯b式期の年代 (小林

謙一 2007r縄紋時代前半期の実年代J Ii"国立歴史民俗博物館研究報告』第137集)に照らして概ね妥当

なものである。

表43 7号土坑の属性

表44 7号土坑出土土器属性

挿図 掲般
層位 型式等 残存状況

法置
番号 番号 (cm) 

口縁付近 胴kil世l部径
3/5、腕部 24.5 底径

197 覆土 時限b 1/3、底部 13.7 
1/4残存

司E土 口縁部1/4、 口径(20.5)
198 2 楕磁b 胸部1/3残ssc 

存

現存高
土色番号 色調

(町)

(27.4) IOY R4/6 にぶい貨槌

(15.5) IOY R4/4 褐

-226-

近接分布する土器群

鰭磯b

( )は推定値

胎土 器形・文練施文の特徴

白色・赤色粒 平底.腕上郡箔れあり。外国全体に浮線文純文。括れ
子少石英、 付近は綿子状、!胴上部は級位、間下部は渦巻文を対に

鯛石 なる 2方向に配し、聞を鋸歯文で埋めた験位の文機帯
2 段.浮線文は 2~3条 1:対で、 l砧件後羽状に浅い刻
みを入れる.片面のみ渦主主文を避けて別Ul轄をlltねる.

白色岩片石 波m部4方。ロ層部丸い。胴上部は大君〈阿君、口容
英 金書聖母 部付近でくの字状に屈曲。周曲部も波状.外商RLの

縄文を4前方向に施文。
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第5章縄文時代の遺構と漬物
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第5章縄文時代の遺構と漬物

6 :細い隆帯を貼り付けた浅鉢(第204図606-609)

606と607は同一個体で、非常に緩やかな波状口縁を有すると推定される。口縁部は内望号、する。 606の

口唇部直下には円孔が穿たれている。器面全体は入念なナデ調整の後、口唇部直下は口縁に沿って細い

隆帯を 2条貼り付けている。また、胴部最大径付近は部分的に楕円状の文様を作る細い隆帯を貼り付け

ている。 608と609はこの形態の浅鉢と考えられる口縁部破片である。ともに器面全体に入念なナデ調整

を施している。 608は口縁部が内脅し、 609はやや内管気味に開く。

7:縄文(第205-209図)

上記の1-6に並行するものと思われる。

610-613は胎土に多量の輝石を含む。不整形な平縁で、器形は底部から口縁部に向かつて緩やかに聞

いていると思われる。胴部全体にLの縄文を、無文域を残して横位に施文している。底部は平底である。

614-617は平縁である。 614は焼成が悪く、器壁が歪んでいる。胎土に白色岩片を多く含む。 Rの縄文を

横位に施文している。 615と617は胎土に白色岩片と金雲母を多く含む。口縁部は緩やかに外傾し、器面

全体にRLの縄文を横位に施文している。 618-620は同一個体で、 6方の波頂部を持つ緩やかな波状口縁

を有する。器形は底部から口縁部にかけて緩やかに開き、口縁部は緩やかに内督する。波頂部に突起状

の隆帯を貼り付けている。器面全体にRLの縄文を横位に施文している。 621-623は同一個体で、緩やか

な波状口縁を呈し、口縁部は内轡する。器面全体にLの縄文を横位に施文している。 624と625はしミずれ

も波状口縁を呈し、口縁部は内脅する。波頂部に突起状の隆帯を貼り付けている。 626-630は同一個体

で、 緩やかな波状口縁を呈し、口縁部はキャリパー状に内脅する。器面全体にLの縄文を横位に施文し

ている。631は口縁部がキャリパー状に内脅する。 屈曲は顕著で、、稜を有する。口縁部は屈曲部も含め

て波状を呈する。口唇部付近はわずかに反りかえる。 632-640は同一個体で、緩やかな波状口縁を呈す

る。口縁部はキャリパー状に内脅するものと思われる。屈曲は顕著でー、稜を有する。 641-643は胴部破

片である。 641と642は結節のある原体を使用している。 644は胴下部から底部である。 645-653は平底の

底部である。

564 
。 lOcm 

第199図前期土器群(1 ) 
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。 lOcm 

第201図前期土器群(3 ) 
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618 。 10cm 

第206図前期土器群 (8) 
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o 10cm 

第207図前期土器群 (9) 

-238-



(

D

F

)

結
臨
刊
密
桓

図
∞
O
N即
席

N
寸
回
一

~
I
4

『

¥

&
M
U
d

:
‘
 

L

V
 

一
~

一

で《
ι

h
M

とこコミ E
U
回

Cコ

5
0
 

h
vdr 

k
f
J
5
 

寸

g

L

副
官
人
一
留
守

¥Jγ

論
議
総
守
口

T
r¥ベ

川

YA--Z
2」
吋
減

/
ー

/

A
V切
知
山
川
γ

〆

-

USIP--
K
“

ノ

J
L
Il-
-
H1

Cコ

容
割
増
リ
叩
築
制
用
(
百
乞
宙
科
媛

締
町

一線
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第209図前期土器群(11)
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第 5I詳縄文時代の遺構と遺物

第 5節縄文時代中期・後期

概要

縄文時代中期と後期の土器群が検出きれた。いず

れの時期も遺構との共存関係は不明で¥検出数も第

210図の分布図に見られるように寡少であったため、

本節にて報告する。

1 111群:縄文時代中期の土器

A類 :五領ヶ台式土器 (第211図654・655)

654と655は同一個体で、胎土に金雲母を多く含む。

ごく 浅い平行沈線を縦位と横位に施文して区画を作

り、区画内は格子目状に施文している。

B類:新道式または藤内式土器(第211図656・657)

656と657は縦位と横位の隆帯で区画を作り、区画

内は箆によ る沈線で施文している。 658は隆帯によ

る楕円区画の一部である。

C類:勝坂式土器 (第211図659-661)

」
1
-2
7

ートF==-

一
引

一
辺

一
お

一
H
一
目

一
国

一
幻

05qm 

等高線lまJOR:i

659は把手部分と推定される。器面全体に細い結第210図 縄文時代の土器型式別分布(7)中期・

節沈線文を密接して施文している。660と661は口縁 後期

部破片である。660は口唇部直下がわずかに肥厚し、 内管している。器面全体に口唇部から縦位の結節

沈線文を密接して施している。 661は口唇部直下に強いナデを施して隆帯を作出している。隆帯下部に

縦位の結節沈線文を密接して施している。

D類:井戸尻式土器(第211図662-667)

すべて同一個体である。波状口縁を有する。波頂部のみ口唇部の内面端部が肥厚し、面には刻みを

2ヶ所入れている。胴部には括れが見られる。器面は太い沈線で円弧状の文様を施文している。

E類:加曽利E1式土器(第211図668・669)

すべて同一個体である。地文としてRの撚糸文を縦位に施し、隆帯を貼り付けている。

2 IV群:縄文時代後期の土器

堀之内式土器(第211図670)

胴部破片 l点のみ出土した。器壁がやや薄く、胎土は精撤である。地文としてRLの縄文を横位に施

文してから、沈線で四角形の区画を作出している。

-241-
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第5m縄文時代の遺構と遺物

第6節 その他の遺構と遺物

1 集石(略号:SY) 

集石は、一部を除き、竪穴住居跡が集中する10列以西と、尾根上の平坦部にあたる16-23列の、大き

く2箇所に集中する傾向が見られる(第212・213図)0 10列以西の集石の大部分は竪穴住居跡の床面よ

り高い位置で検出されている。

集石の形態は次の 3つに分類できる。

A 1 :土坑を伴わず、礁が密集するもの。

A2 :土坑を伴わず、礁の拡がりが散漫なもの。

B:土坑を伴うもの。

集石を構成する石材は、輝石安山岩を主体にするものと玄武岩を主体にするものがほぼ、半数ず、つ見ら

れるが、検出位置や層位、形態による違いは見られない。検出層位については、本文中で特に記述のな

いものに限り、縄文層(10)下部より上で検出されている。集石に伴って出土した土器片の時期は、

竪穴住居跡が集中する10列以西に位置するものは早期末、 16列以東に位置するものは早期前半と前期の

ものが多く見られる。集石の属性は表45、出土土器は表46、出土石器は表49にそれぞれ纏めた。

以下では、 1 -37号の37基の集石遺構について報告する。

l号集石 (SYOl)(第214図)

北側は調査区外のため正確な範囲は不明である。拳大よりやや大きな磯が密集している。際6点はす

べて赤化している。

2号集石 (SY02)(第214図)

北側は調査区外のため正確な範囲は不明で、ある。拳大よりやや大きな離が密集している。機7点はす

べて赤化している。磯 l点が3号集石の磯 l点と接合する。

3号集石 (SY03)(第214図)

拳大よりやや大きな1擦が主体である。 拡がりは散漫である。磯29点はすべて赤化している。機中に石

皿の小片 I点が混じる。機 I点が2号集石の磯 l点と接合する。外縁部でII群B類-7(諸磯b式のうち

縄文施文のみの土器)の底部破片(第227図 1)が出土した。

4号集石 (SY04)(第215図)

拳大よりやや大きな礁が主体である。拡がりは散漫である。機6点はすべて赤化している。石皿の破

片(第232図53、54) と黒曜石の剥片 I点が出土した。 53は角礁の平坦面全体を両面とも使用面として

いる。 54は外縁部で出土した。扇平な円離の中央を片面のみ使用面としている。 8号集石からも同一個

体の破片が出土しており、接合関係する。

5号集石 (SY05)(第215図)

拳大の礁が主体である。拡がりは散漫である。際18点はすべて赤化している。

6号集石 (SY06)(第216図)

南側は市道による撹乱のため正確な範囲は不明である。小磯が主体であるが、一部人頭大の礁が混じ

る。拡がりは散漫である。礁30点のうち21点が赤化している。磯7点が4個体に接合でき、このうち

l点は 7号集石の礁と、 2点は17号集石の磯と接合する。 1群B類-1(山形押型文を施す押型文系土

器)の土器片(第227図2)が出土した。
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第5章縄文時代の遺構と遺物

7号集石 (SY07)(第216図)

南側は市道による撹乱のため正確な範囲は不明で、ある。中央部には空白域が見られ、 これを境に北側

は小磯、南側は拳大の礁を主体に磯群を構成している。拡がりは散漫である。磯17点のうち15点が赤化

している。機 l点が6号集石の礁と接合する。

8号集石 (SY08)(第217図)

北側は調査区外のため正確な範囲は不明である。小離が主体である。拡がりは散漫である。礁6点は

すべて赤化している。外縁部で破損した石皿(第232図54)が出土した。 4号集石の外縁部でこれと接

合する破片が出土した。この他、在地の胎土で製作した早期末の土器小片が出土した。

9号集石 (SY09)(第217図)

拳大の礁が密集している。磯19点はすべて赤化している。

10号集石 (SYlO) (第217図)

拳大の礁が主体で、 一部人頭大の礁が混じる。中心部は比較的機が密集し、外縁部は散漫に拡がる。

磯54点はすべて赤化している。同一群内で磯2点が l個体に接合できる。集石の外縁部で I群B類一3

(楕円押型文を施す押型文系土器)の土器片(第227図3)と打製石斧(第230図27)、磨敵石(第231

図3ト33)が出土した。打製石斧は先端が欠損している。板状に剥離した大型剥片の縁辺部を剥離して

石斧としたものである。磨-敵石は31と32が肩平な円礁を用い、 33は円柱状の礁を用いた敵石である。

11号集石 (SY1l) (第218図)

小磯が密集している。磯32点、はすべて赤化している。同一群内で磯4点が2個体に接合できる。黒曜

石の砕片 l点が共伴する。

12号集石 (SY12)(第218図)

JO層下部で検出された。拳大よりやや大きな礁が密集しており、およそ 2群に分割することができ

る。磯24点はすべて赤化している。同一群内で磯7点が3個体に接合できる。礁群周辺には炭化物粒が

散在する。

13号集石 (SY13)(第218図)

JO層下部で検出きれた。小磯が密集しており、およそ 2群に分割することができる。磯31点はすべ

て赤化している。同一群内で磯13点が4個体に接合できる。機群周辺には炭化物粒が散在する。ガラス

質黒色安山岩の剥片 l点が共伴する。

14号集石 (SY14)(第219図)

拳大の礁が主体であり、一部人頭大の礁が混じる。拡がりはやや散漫で、ある。磯113点はすべて赤化

している。機18点が7個体に接合できる。磯中に破砕した石皿が混じる。礁に混じって土器片が出土し

たが、時期差が大きいため混入の可能性が高い。第227図4は I群B類一1(山形押型文を施す押型文系

土器)である。同図 5はI群J類 l種(上ノ山式)である。口唇部は指頭で上下交互に弱い押捺を施し

ている。 6はII群B類一7(諸磯b式のうち縄文施文する土器)である。磯群北側に集中して出土した。

胴上部は大きく聞き、口縁部付近で稜を有して屈曲する。口縁部は稜も含めて波状を呈する。口唇部の

先端はわずかに反りかえる。石器はガラス質黒色安山岩製削器(第230図28)、磨-敵石(第231図34、

35)、石皿(第233図55)、黒曜石、ホルンフェルス、珪質粘板岩のそれぞれ剥片が出土した。削器は自

然面が残る横長剥片を素材とし、切断した右側縁部に刃部を設けている。磨敵石はいずれも肩平な円

礁を用いている。 34は赤イじしており、 35は煤が付着している。石皿は厚い角礁の平坦面全体を片面のみ

使用面としている。

15号集石 (SY15)(第220図)

人頭大の礁、拳大よりやや大きな礁がおよそ 3群に分かれて密集し、その周辺に小磯が散在している。
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機56点のうち55点が赤化している。同一群内で礁20点が9個体に接合できる。 集石の外縁部で磨一敵石

(第231図36)と磨石(同図37、38)が出土した。 いずれも扇平な円磯を用いている。 礁に混じって I

群H類3種(野島式以降の条痕文系土器)の小片が出土した。

16号集石 (SY16)(第221図)

10層下部で検出された。拳大の礁が主体である。拡がりは散漫で、ある。磯9点はすべて赤化してい

る。 I群H類 l種(打越式)の口縁部破片(第227図7)が出土した。 平縁で、口唇部は角頭状を呈す

る。胴上部に断面四角形の隆帯を貼り付け、 幅の狭い文様帯を作出している。

17号集石 (SY17)(第222図)

集石土坑である。検出面はこの遺構のすぐ東側に位置する26号集石より上位にある。楕円形の平面形、

浅い播鉢状の断面形を呈する土坑の中に小礁を隙間なく入れている。離は土坑の上層に集中する。磯75

点はすべて赤化している。磯6点が4個体に接合でき、このうち 2点は 7号集石の礁と接合する。礁に

混じって破砕した磨石(第231図39)が出土した。 また、 I群H類 l種 (打越式)の土器の小片も出土

した。

18号集石 (SY18)(第221図)

検出面はこの遺構のすぐ東側に位置する26号集石より上位にある。磯20点はすべて赤化している。人

頭大の礁と小磯が密集している。

19号集石 (SY19)(第222図)

集石土坑である。検出面はこの遺構の北西側に位置すーる2号竪穴住居跡の床面よりやや上位にある。

円形の平面形、鍋底状の断面形を呈する土坑の中に礁を隙間なく充填している。機は拳大のものが最も

多いが、小磯や人頭大の磯も混じる。磯は土坑の上層に集中する。 l諜個数は167点である。覆土全体に

炭イじ物粒が混じる。礁はすべて赤化している。同一群内で磯35点が14個体に接合できる。磨ー敵石(第

231図40)、磨石 (同図41)と石皿(第233図57)が礁に混じって出土した。 磨一敵石と磨石は 2点とも扇

平な円礁を用いている。磨石は被熱している。石皿は肩平な円礁の中央部を両面とも使用面とし、側縁

には敵痕が見られる。 この他、 I群H類3種(野島式遺構の条痕文系土器)の小片と、黒曜石製剥片 l

点が出土した。採取された木炭を試料として放射性炭素年代測定を行ったところ、 6080::!:40BP(AMS 

法、未較正)という年代値が得られた(附編 加速器分析研究所論文参照)。この値は、本遺跡の竪穴

住居跡等から採取した木炭の年代値と比較して少なくとも300年以上若い。

20号集石 (SY20)(第221図)

検出面はこの遺構の北東側に位置する 2号竪穴住居跡の床面よりやや上位にある。拳大の礁が密集し

ている。磯19点はすべて赤化している。小型の円磯を用いた敵石(第231図42)と円柱状の礁を用いた

敵石(同図43)が磯に混じって出土した。 42は被熱している。この他、 I群C類 (撚糸文系と押型文系

土器に並行すると思われる縄文土器)の小片が出土した。

21号集石 (SY21) (第221図)

拳大の礁が密集している。磯9点はすべて赤化している。外縁部で I群H類 I種(打越式)の土器小

片が出土した。

22号集石 (SY22)(第222図)

集石土坑である。瓢箪形の平面形を呈する土坑の一方に、一辺20cm前後の板状の礁と拳大の礁を隙間

なく入れている。磯は土坑の上層に集中する。覆土全体に炭化物粒が混じる。礁が入っていない方の土

坑覆土上層には焼土が見られ、下層は被熱による硬化が認められる。磯33点はすべて赤化している。同

一群内で磯 5点、が2個体に接合できる。礁に混じって破損した黒曜石の石鍛 (第230図29)、ホルンフ ェ

ルスの石核 (同図30)、黒曜石製剥片2点、扇平な円l擦を用いた磨一敵石 (第231図44)が出土した。石
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第216図集石の検出状況 (3)6・7号

核は円柱状の原礁を同一方向から打撃して剥片剥離を繰り返した後、 90度左に回転して打撃を加えてい

る。採取された木炭を試料と して放射性炭素年代測定を行ったとこ ろ、 6390::!::40BP(AMS法、未較

正)という年代値が得られた(附編加速器分析研究所論文参照)。

23号集石 (SY23)(第221図)

拳大の礁が密集している。磯21点のうち20点の礁が赤化している。同一群内で磯4点が2個体に接合

できる。

24号集石 (SY24)(第221図)

検出面はこの遺構のすぐ北側に位置する15号竪穴住居跡の床面より上位にある。拳大の礁と小磯が密
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集石の検出状況 (5)11-13号

集している。醗68点はすべて赤化している。同一群内で磯2点がI個体に接合できる。礁に混じって土

器片が出土した。第228図8-10は同一個体で、 I群C類-1である。口唇部直下に無文域が見られる。同

図11-14はI群H類 l種(打越式)である。 lト13は同一個体で、太列点状の貝殻腹縁で格子目文を施し

ている。同図15-17はI群H類 3種(野島式以降の条痕文系土器)の胴部破片である。この他にも同種

の土器の小片が多く出土した。また、黒曜石製剥片 3点が出土した。

25号集石 (SY25)(第221図)

拳大よりやや大きな磯が密集している。際22点のうち21点が赤化している。

26号集石 (SY26)(第223図)

17号集石、 18号集石の調査終了後に検出された。部分的に拳大の際が集中する部分が複数箇所あり、

その周辺に小礁が散在している。北西側には一辺最大約30cmの離を含む一群が見られる。際242点のう
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第220図集石の検出状況(7)15号

ち241点が赤化している。同一群内で磯4点が2個体に接合できる。礁に混じって土器片が出土した。

第229図18はI群A類 (撚糸文系土器)-3.2、同図20-22はI群H類 l種(打越式)である。 20と21は同

一個体で、 原体を下に引く貝殻条痕文で上段に類沈線文2段、下段に山形文を施している。 22は格子状

に条痕文を施した胴上部の破片である。同図23-25は同一個体で、 I群J類4種 2(石山式模倣品)で

ある。縦位の連続した刻みによる文様の聞を指頭でなでている。同図19はI群K類(条痕文系/羽状縄

文系移行期の下吉井式土器)である。このほか在地の胎土を持つ早期末の土器小片が多く出土した。石

器は磨一敵石ないし敵石(第231図45-第232図49) と石皿片(第233図56)が出土した。 45は肩平な円離

を用いた磨一敵石、 46は凹石、 47と48は円柱状の礁を用いた敵石、 49は形態不明の蔽石である。 56は厚

い角礁の平坦面全体を使用面としている。また、黒曜石、ガラス質黒色安山岩と赤玉石の剥片が出土し

た。

27号集石 (SY27) (第224図)

4号竪穴住居状遺構の上位から検出された。拳大の機と小礁が密集している。磯19点のうち18点が赤
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第221図集石の検出状況(8) 16・18・20・21・23-25号
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第5章縄文時代の遺構と遺物

17号集石
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完沼状況図
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K-5治、ら

北へ2・
軍へs.

十

40 4 

1 貴褐色土 10YR5/6 粘性なし しまり主L
ssc主体 径5-10圃鵬色スコリア宮む.

径1-3・8色スコリア宮む.
径1-3圃炭化物p量理じる.
黒褐色粘土状ブロックp量混じる。
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完鋸状況及ぴ礁綾合状況図

叫

画
製

4 

1 蝿褐色土 10YR 2/2 粘性なし しまりあり
径5-10四極色スコリア吉む.
径f......Smm世化物少量浬じる.

2 暗補色止 10YR 3/4 粘性立し しまりなし
径t-5mm世化物，"'量理じる.

3 暗褐色止 10YR 3/4 結性なし しまりやゃあり
4 褐色士 10YR 4/4 紘性立し しまりなし

完掘状況図

、~
K 

句/

1 晴縄色土 10YR 3/3 粘性なし しまりなし
笹1-3・置化物少量混じる.径3・焼土粒少量混じる.

2 にぶい貴褐色土 10YR 4/3 粘性屯し しまりなし
径1・世化鞠p量;璽じる.径1-3聞慢主粒多量護じる.

3 晴蔀色 10YR 3/6 粘性えよし しまりやゃあり
幌土.

4 褐色士 10YR 4/4 粘性駐し しまりやゃあり
径1・・炭化物少量理じる。

5 11褐色土 10YR 3/1 粘性なし しまり駐し
径1-5圃腔化物理じる.笹1-3輔健主粒p量理じる。

6 褐色土 7.5YR 4/4 粘性主し しまりややあり
径1・・焼土粒浬じる.被慨による硬化がややみられる.

。 2m 

第222図集石の検出状況 (9)17・19・22号
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集石の検出状況 (10)26号

第5章 縄文時代の遺構と遺物

、弘 A' 

A' 

JO 

YLU 

2m 

6号竪穴住居状遺構の上位から検出された。 小磯が密集している。磯23点はすべて赤化している。同

一群内で磯4点が2個体に接合できる。

29号集石 (SY29)(第224図)

拳大の磯が密集している。磯15点はすべて赤化している。語表中に石皿の小片 3点が混じる。

30号集石 (SY30)(第224図)

南側は撹乱のため欠損している。離が重層的に密集し、堆積の厚さは約30cm。礁の大きさは小礁から

人頭大のものまで見られるが、拳大の礁が最も多い。磯327点、のうち325点が赤化している。同一群内で



第5章縄文時代の遺構と遺物
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第224図集石の検出状況(11)27-30号

礁16点が6個体に接合できる。離に混じって I群H類 3種(野島式以降の条痕文系土器)の胴部破片

(第229図26)と、 I群J類6種(早期末の東海系土器)の小片が出土した。また、石皿片 l点が出土

した。

31号集石 (SY31)(第225図)

集石土坑である。円形の平面形、鍋底状の断面形を呈する土坑の中に拳大の礁を入れている。礁は土

坑の上層西寄りに集中する。土坑覆土上層には炭化物粒、下層には焼土粒が混じる。磯36点のうち35点

が赤化している。同一群内で磯4点が2個体に接合できる。礁に混じって石皿片 l点が出土した。

32号集石 (SY32)(第226図)

拳大の礁が密集している。磯112点はすべて赤化している。同一群内で磯21点が10個体に接合できる。

礁に混じって I群J類 2種-2(入海 I式模倣品)と、在地の胎土を持つ早期末の土器片が出土した。ま

た、石器は肩平な円礁を用いた磨一敵石 (第232図50)と石皿の小片 l点、黒曜石製剥片2点が出土した。

33号集石 (SY33)(第226図)

拳大の礁と小礁が密集している。磯27点のうち25点が赤化している。同一群内で磯2点が I個体に接

-258-
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31号集石
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l 暗褐色土 IOYR 3/3 粘性なし しまりなし

径3・炭化物理じる.
2 凪褐色主 IOYR 2/3 粘性なし しまりやゃあり

径1・燈土組合量iI!じる.
3 褐色土 IOYR 4/4 粘性主し しまりややあり

径1・健主粒少量混じる.

35号集石
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第225図集石の検出状況 (12)31・35号

4 

1褐色土 IOYR4/4 粘性なし しまりあり
暗褐色土ブロッヴ少量浬じる。

2暗褐色土 IOYR3/4 粘憶なししまりややあり
径1-ゐw焼土敏少量逮じる.

3褐色土 IOYR4/6 粘性立ししまりやゃあり

2m 

合できる。

34号集石 (SY34)(第226図)

拳大の礁が主体である。拡がりはやや散漫である。磯13点はすべて赤化している。磯2点が I個体に

接合できる。

35号集石 (SY35)(第225図)

集石土坑である。円形の平面形、鍋底状の断面形を呈する土坑の中に拳大の礁を隙間なく入れている。

礁は土坑の上層に集中する。土坑中央部の礁の堆積が凹んで、いるのが断面から見て確認できることから、

後で礁が抜き取られた可能性が考えられる。土坑覆土には焼土粒が混じる。磯141点のうち140点が赤化

している。同一群内で磯10点が5個体に接合できる。

36号集石 (SY36)(第226図)

小磯が主体である。拡がりはやや散漫で、ある。礁10点はすべて赤化している。

37号集石 (SY37)(第226図)

休場層上面で検出された。南側は市道による撹乱のため正確な範囲は不明で、ある。拳大の礁と小礁が

混じる。拡がりはやや散漫である。様20点のうちII点が赤化している。同一群内で磯4点がl個体に接

合できる。
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第226図集石の検出状況 (13)32ー34・36・37号
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第 5章縄文時代の遺構と遺物
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第229図集石に伴う土器(3 ) 
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第230図集石に伴う石器(1 ) 
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第5章縄文時代の遺構と遺物

Cコ:
34 AnCPy) 

35 Da 

ロ…

トご三千ペ

G 43An(PY) 

第231図集石に伴う石器(2 ) 

。 10cm 
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51 VBa 52 An(町)

47 An(py) 

50 An(Py) 

。 10cm 

49 FSS 

広
」一一一づクユ人
{一一 53 An(Py) 

/ 

54 VAn 。 20cm 

第232図 集石・土坑・焼土に伴う石器
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56 VAn 

55 An(Py) 

。 20cm 

→ 
57 An (Py) 

第233図集石に伴う石器(3 ) 



第 5l';t 縄文時代の遺構と遺物

表45 集石属性
集石 位置 銅り込み 長径(m) 短径(m) 構成際 際総盤量(g) 土総 石様 出土土器 近接分布する土器

I号 G-22 (0.58) 0.30 6 6380 踏破b式

2号 G-22 (0.95) 0.39 7 5750 陪磯b式

3号 G-22/23 5.65 4.03 29 32930 2 略面持b式 7 踏破b式

4号 G-22 2.04 1. 94 6 4900 2 早期純文、特級b式、井戸尻式

5号 F-19 1. 99 1. 57 18 3870 』耳!型文

6号 F-18 2.45 (1.55) 30 5140 1 押型文 l 押型文

7号 F-18 2.37 (1. 79) 17 2910 抑型文

8号 H-22 2.00 (1. 26) 日 730 打見書式、井戸尻式

9号 1-14 0.74 0.62 19 10520 

10号 F-16/17 3.90 25.87 54 21590 4 押型文 3 押型文、打勉式、路磯b式

II号 E-19 0.79 0.71 32 6880 踏破b式、加白利E1式

12号 F-20 1.43 1. 15 24 22870 抑型文

13号 F/G-20 2.70 2.31 31 18780 抑型文

14号 F-16 5.93 3.97 113 322∞ 19 II 抑型文 l、上ノ山式、官官磁b式 7 押型文、打魁式、結磯b式

15号 L-7 3.71 2.89 56 33540 3 3 打趣式等、筒iab式

16号 L-7 1. 31 0.62 9 2430 2 2 打勉式等、諸国島b式

17号 J-5 ザI 1. 05 0.63 75 2郎80 2 2 打魅式等、諸般b式

18号 J-5 0.73 0.50 20 58.10 打勉式等、骨昔懐b式

19号 ](ー5 千I 1. 39 1. 25 167 71850 3 5 打魁式等、防~b式

20号 1<-4 0.72 0.49 19 6530 2 打勉式等、賭破b式

21号 J-4 0.70 0.25 9 1860 打趨式等、結般b式

22号 K-4 有 (1.14) (0.91) 33 35570 5 打越式等、鰭峨b式

231) Iく.-3 0.87 0.38 21 4920 打越式等、結破b式

24号 1-4 1. 45 1. 16 68 10420 12 3 早期縄文 i、打越式、打越式並行の粂磁文 打勉式等、陪観b式

25号 J-6 1. 08 0.66 22 l邸80 打趨式等、踏破b式

26号 J-5 4.49 3.62 242 8180日 44 20 然糸文3.2、下吉井式、打魅式、石山式(模倣) 打越式等、問機b式

27号 J-6 0.52 0.44 19 5040 打勉式等、精機b式

28号 J-5 0.33 0.24 23 980 打趨式等、鰭機b式

29号 L-4 0.69 0.49 15 8420 3 打滋式等、糖磯b式

30号 ](-4 2.17 (2.05) 327 140810 3 打魁式並行の条痕文 打魅式等、踏破b式

31号 J-5 1. 08 0.91 36 9170 打越式等、鰭磯b式

32号 J-5 / 6 I 2.21 1. 71 112 46970 2 4 打越式等、僚機b式

33号 1-7 0.20 0.56 27 11940 撚糸文、早期縄文、打越

34号 I/J-8 0.92 0.70 13 6790 早期縄文

35号 J-9 有 (1.06) (1∞) 141 58090 早期縄文

36号 1-5 0.53 0.42 10 1220 打誼式等、踏般b式

137号 F-18 (1.10) 1 (0.69) 20 3500 押型文

表46 集石出土土器属性 ( )は推定他

挿図 掲眠 集石
圃位 型式等 残存状況

法量
土色番号 色調 胎土 器形・文織施文の特徴 備考 | 

番号 番号 番号 (cm) 

227 3号 磁土 骨骨磯b式 7
胸部下部1/2 l彰径 IOYR5/4 にぶい賞燈 石英多 平底。)開館にRLの純文を椀位に純文。

底部一部 (6.0) 白色省片多

2 6号 橿土 ~II型文 l 胴部破片
5YR4/6 赤側 石英少 山形仰型文を敏位に施文。

白色粒子少

227 3 10号 慣土 ~II型文 3 胴部破片
7.5YR5/4 にぶい禍 石英 -ti1円押型文を級伎に Z段純文。無文域あ り。

白色粒子

7.5YR5/4 にぷい縄 伝Z匙 山形押型文を繍位に 2段純文。

227 4 14号 磁土 抑型文 l 胴部舷片 白色粒子
郎石

IOYR6/3 にぷい貨燈 繊維 平縁。 口層部は外而内聞を交互に指顕jIjI庄。胴部

227 5 14号 組土 上ノ山式 口縁部破片
石英 外面内面ナデ。
白色粒子

金型聖母

口径 7.5YR5/4 にぷい禍 同色岩片 波頂部14方。口容官官僅かに反り返る。胸部上部は

227 6 14号 包含府 防機b式 7
口縁部1/6 (21. 4) 赤色岩片 外へ大きく捌き、口総額iはくの字に屈曲。凪l曲部

胸部上部2/3 金書E母多 も波状.胴部に結簡を伴うLRの純文を繍位に胞

文。

7.5YR5/4 にぷい掬 白色粒子少 平緑.口唇部角顕状。面に繍位の条痕文.内面白

227 7 16号 盟土 打結式 口縁部破片 容部制部を箆で刻み。胸部上部に隆~jJを貼付.隆
帯下部は縦依に条痕文をhi!i文。

5YR4/4 にぶい赤ぬ 繊維少 平縁.口唇部角頭状.外面胸部LRの縄文を縦位 8-10は同一

口縁部から闘
白色粒子多 に施文.口容部直下に無文~~あり。 内面白唇部直 個体

228 8 24号 包含悶 早期純文 l
部上部1/5

白色岩片多 下にLRの縦文を術位に施文。

卸石
際

5YR4/4 にぷい赤褐 繊維少 LRの純文を縦位に施文。 8-10は悶ー

白色粒子多 個体

228 9 24号 包含鴎 早期総文 l 明都政'片 白色岩片多
卸石

理量

-268 
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掃図 掲載 集石
膚位 型式等 残存状況

法量
土色番号 色悶 胎土 器形 ・文練施文の特徴 備考

番号 番号 番号 (cm) 

5YR4/4 にぶい赤褐 繊維少 LRの縄文を縦位に施文。 8-10は悶ー
白色牧子多 個体

228 10 24号 包含届 早期純文 l 胴部破片 白色岩片多
廊石
様

7.5YR5/3 に.s::い褐 石英 平総か.口唇部角顕状。面に箆で刻み。外商』岡部 lト13は同

228 II 24号 覆土 打越式
口縁部から胴 赤色粒子 右下に斜位の条痕文を施文後、太い列点状の民般 一個体
部上部破片 白色岩片 腹縁で格子自文を施文。内面は繊位の条痕文を濁

り消す。

7.5YR6/6 後 石英 外面胸部右下に斜位の条痕文を施文後、太い列点 lト13は同

228 12 24号 包含届 打趨式 胸部破片 赤色粒子 状の貝般腹縁で格子目文を施文。内面は繍位の条 一個体
白色岩片 証I虫;を贈 り消す。

7.5YR5/4 にぶい褐 石英 外面服部右下に斜位の条痕文を施文後、太い列点 11-13は同

228 13 24号 包含嗣 打超式 腕部破片 白色駐子 状の貝般飽縁で格子目文を施文。内面は械位の条 一個体
赤色粒子 痕文を磨り消す。

228 14 24号 覆土 打趨式 胴部破片
7.5YR5/4 にぷい純 白色粒子 格子状条痕文を施文後、列点状の貝般腹録文を施

郷石 文。

228 15 24号 覆土 打飽式3 腕部破片
7.5YR5/4 にぷい禍 石英 外面右下に斜位の条痕文を施文。内面は繍位の条

白色岩片 痕文。

228 16 24号 包含層 打趣式3 周司節破片
IOYR5/4 にぶい武燈 石英 縦位の条痕文を施文。 16/17はi司

白色岩片 一個体

228 17 24号 置土 打紐式3 胴部破片
IOYR5/4 にぷい貨盤 石英 縦位の条痕文をh1!i文。 16/17は同

白色器片 一組体

229 18 26号 漉土 燃糸文3.2腕部破片
5YR4/6 赤褐 白色敏子多 Lの摂糸文を縦位にh1!i文。

赤色粒子少

口縁部から胴
口径 7.5YR6/6 鐙 白色位子多 平縁。口唇部内削'!!o先端が尖る.外函胸部上部

229 19 26号 彼土 打~式 3
部上部1/6

(18.8) j)J色粒子多 に降ヰl~を水平に貼付。胸部全体に繍i立の条痕文を
問i石少 施文.内而は樹位の条痕文。

5YR5/6 明赤掲 石英少 平縁。口縁部が丸い.外国鋼部には下に少し引く 20/21は同
229 20 26号 経土 打越式 口縁部破片 白色粒子 貝般脱緑で型自沈級文を2段純文。 1段目は一部分 一個体

岐して重量i恒文を純文。内面は側位の条痕文。

5YR5/6 明赤泊 石英少 外面に貝殻腹級文を 4段施文o 1 段目は山形か。 20/21は同
229 21 26号 毘i土 打魁式 胴部破片 白色粒子 2 . 3段目は下に少し引く類沈線文。 4段目は下 ー個体

に引く 山形文。内面撤位の条痕文。

2.5YR5/8 明赤禍 石英少 外面に裕子状の条痕文を地文。内聞はiVl位の条痕

229 22 26号 IU土 打魁式 胴部破片 白色粒子多 文。
赤色粒子

7.5YR5/6 明ro 石?A少 平録。口容部が丸い.外岡口層部直下は箆で縦位 23-25は悶
白色粒子 の官接した却l自列を水平に純文。胸部上部は箆で 一個体

229 23 26号 磁土 石山式模倣 口総部l抜H 赤色聖立子 縦位のl'i:，'lll'した刻1113列を波状に施文。現l目列のI/U
Ili色粒子 はナデ。

赤色岩)I少

2号~
IOYR6/4 にぷい出t燈 石英少 平線。1:1唇f~丸い。外而口層部直下飽で縦位の笛 23-25は問

229 24穴住居 再E土 石山式l英倣 口縁部自主片
白色粒子 接した刻目列を水平に施文。刷部上部に箆で縦位 一個体

状itH持
赤色粒子 の信俊したおl目列を波状に施文。刻l目列の附lはナ
m色粒子 ア。

5YR5/6 明赤1iJ 石英少 箆で縦位の也、践した刻l自列を波状にh'ls文。 23-25は同
229 25 26号 領土 石山式棋倣 胴昔匹敵片 白色粒子 『日僧体

m色粒子

229 26 30号 覆土 |打総並行 胸部破片 7.5YR5/4 にぷい社j 白色粒子少 縦位の条瓜文をmりげ』す。
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2 土坑(略号:PF) 

土坑は住居跡群の外縁部に相当する6-10列と、 16-23列の集石の周辺に分布している。10-15列聞は尾

根幅の狭い急傾斜地で、遺構の分布は希薄である。各種属性は表47のとおり。

本遺跡で検出された土坑は次の 4つに分類できる。

①底面形楕円形または長方形、断面形は台形で逆茂木痕のあるもの (PF04j06j08j10)

②底面形楕円形または長方形、断面形は台形で逆茂木痕のないもの (PF02j11j12j13j20)

③底面形円形または方形、断面形は台形で逆茂木痕のないもの (PF05j15j16)

④底面形、断面形とも不整形なもの (PF03j14j17)

以下では、 2-6、8、10-17、20号の15基について報告する。

4号土坑 (PF04)(第234図)

底面形は隅丸長方形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。底面には 3箇所の逆茂木痕が見られる。

6号土坑 (PF06)(第234図)

底面形は不整楕円形を呈する。南北壁の上段は急峻に立ち上がり、下段は底面に向かつてやや斜めに

掘り込まれている。東西壁は急峻に立ち上がる。底面には13箇所の逆茂木痕が見られる。

8号土坑 (PF08)(第234図)

底面形は楕円形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。底面には 6箇所の逆茂木痕が見られる。覆土から

在地の胎土を持つ早期末の土器の胴部小片が出土した。

10号土坑 (PFlO)(第234区1)

底面形は北東壁側が楕円形、南西壁側が隅丸長方形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。底面には10箇

所の逆茂木痕が見られる。

2号土坑 (PF02)(第235図)

底面形は隅丸長方形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。南東壁は崩落している。

11号土坑 (PFll)(第235図)

底面形は隅丸長方形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。

12号土坑 (PF12)(第235図)

底面形は楕円形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。

13号土坑 (PF13)(第235図)

底面形は北壁側が楕円形、南壁側が隅丸長方形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。覆土から I群J類

3種-1(入海II式)の胴部破片と磨石 (第232図51)、石皿片 l点が出土した。土器片は14号住居跡から

出土した第129図16-19と同一個体である。磨石は肩平な円離を用いている。

20号土坑 (PF20)(第235図)

底面形は隅丸長方形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。

5号土坑 (PF05)(第236図)

底面形は隅丸方形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。北東壁は崩落している。

15号土坑 (PF15)(第236図)

底面形は円形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。

16号土坑 (PF16)(第236図)

底面形は円形を呈する。壁は急峻に立ち上がる。
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6号土坑
E-19泊、ら

北へ4・
東へ7・十

6-20か ら

ィ平へ』

Ii三芸ミト i
o¥ 

い""""元三
A 一

、ミノ 。¥¥ 
249.6Orn--，ι A' 

止L

1慣褐色土 10YR5/6 粘性なししまりなし 250.40m_A_ 
2貴褐色土 10YR5/6 粘性なししまりなし

明貧褐色土をブロァク状に宮む。
3褐色土 7.5YR4/6 粘性卑ししまり芯し

笹1剛腕化軸少量理じる.
4褐色土 7.5YR4/6 粘性主し しまりやゃあり

径1"，炭化物1>量理じる.
5褐色土 7.5YR4/6 粘性なししまりなし

径1...由化物少量理じる.
部分的にYLU土をブロック状に含む。

6褐色土 7.5YR4/4 粘性ゃゃありしまりややあり

8号土坑
Jγp== H 6から

北へ5m

fへh

ム

253.40m..llー

1曙褐色土 7. 5YR3/4 結性t~ ししまり立し
径1-ゐ圃炭化物混じる.

2晴褐色土 7.5YR3/4 粘性なししまりなし
スコリア吉有白書いJO土.

3明褐色土 7.5YR5/6 粘性やゃあり しまりなし
4暗褐色土 7.5YR3/4 粘性立ししまりやゃあり

スコリア吉有田多いJO土.

5明褐色土 75YR5/6 粘性やゃあり しまりやゃあり
スコ')ア宮有の事いYLU土を多く吉む。

第 5章縄文時代の遺構と遺物

J
「
匡
島
田
守

口

A' 

1明褐色土 7.5YR5/6 粘性なし しまりやゃあり

径1・・世化物少量i理じる.
2褐色土 7.5YR4/6 粘性立し しまり主し
3褐色土 7.5YR4/6 粘性主ししまりなし

まばらにYLU土をブロック状に吉む.
4慣褐色土 10YR5/6 粘性やゃありしまりやゃあり

YLU土.

5賃褐色土 10YR5/6 粘性やゃありしまりなし
YLU土。

6褐色土 7.5YR4/6 粘性主ししまりややあり
鳳色スコリアを事〈吉むJO土。

7置褐色土 10YR5/6 粘性晶りしまり屯し
黒色スコリアを多〈宮むYLU土a

10号土坑
XG-23から

~tへh
E匝へ1m

A' ム i 

A' 246. 5Om_A_ A' 

1褐色土 1抑制/6 粘性なししまりなし
径¥-3mlll炭化物;Iじる.

2縄色土 10Y削/6 鮎性なししまりなし
部分的にYLU土をブロッウ杖に吉む。

3買褐色土 10明5/6 粘性なししまりややあり
4褐色土 10YR4/4 粘性主ししまりやゃあり

赤色スコ リアを含む.
5貴褐色土 10YR5/6 粘性なししまりややあり

節分的!こYLU土をブロック状に吉む.

。 2m 

第234図土坑の検出状況 (2) 4・6・8・10号
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F-20"、ら
北へ6間

十軍へ加

2号土坑

A じっ A' 

249.7加ム i 

1明褐色土 7.5YR5/6 粘性むし しまりなし
径1-50田直化物少量理じる.

2明貫褐色土 lOYR6/6 粘性立ししまり立し
笹1-2m由化物少量理じる.YlU土ブロッウ状に宮む。

3褐色土 7.5YR4/6 粘世主し しまりややあり
径1-加劇化物少量:Jl.己る。

4極色土 7.5YR6/6 粘性やゃありしまりややあり
スコリアの宮有が少ないJO土。

5檀色士 7.5YR6/6 粘性ゃゃあり しまりなし
スコリア(J)吉有が少ないJO土.

6栂色土 7.5YR6/6 粘性島り しまりあり
罪色スコリア少量古む.

7費褐色土 lOYR5/6 粘性島りしまりなし
スコリアの古有が1>"t.;し、YlU土を事〈吉む.

8賃褐色土 lOYR5/6 粘性晶りしまりあり
スコリア(J)吉有が少主よいYlU土を事〈古む。

12号土坑

K-l0から

北へ6m
軍へ9m

十

A 

257.2伽.li..

11号土坑

A' 

i 

1にぷい褐色土 7.5YR5/4 粘性やゃあり レまりやゃあり
やや〈すんだYlU土.

2明褐色土 7.5YR5/6 粘性やゃあり しまりややあり
3褐色土 7.5YR4/6 粘性やゃありしまり立し

くすんだYlU土苦畠〈吉む。
4褐色土 7.5YR4/6 粘性ゃゃありしまりなし

径3-尉冒結土質土粒浬じる。
5褐色土 7.5YR4/6 粘性やゃありしまり年し

径5mn粘土質土粒古む.
6明褐色土 7.5YR5/6 粘性ゃゃありしまり主し

スコリア宮有白書い礼U.:I:。
7にぶい褐色土 7.5YR5/4 粘性やゃありしまり立し

館。-sc1土を事〈宮む.

-
h
h
h
 

M

へ
へ

a
r
北
東

、
X

-
b
悶

m

M
4
4
 

ト
北
東

¥
/
 

/ 
A 

A 
i 

A' 

261. I(".li.. 

1明褐色土 7.5YR5/8 粘性主し しまりやゃあり
仙石スコリアを富む.

2褐色土 10YR4/4 粘性なししまりなし
スコ')ア吉有がt少ない』土.

3褐色土 10YR4/6 粘性なしし曹りやゃあり
4褐色土 10Y削/4 粘性主し しまり主L

111色スコリアをやや吾〈古むJO土。
5褐色土 10Y削 /6 粘性なしし苦りやゃあり

鳳色スコ リアをやや畠〈宮むJO士.
6褐色土 10YR4/6 粘性なし しまりややあり

径1・a炭化物少量逮じる.
YlU土ブロック枝に1>量古む。

20号土坑

ム

J-l0ヵ、ら
北へ4m
軍へh

× 

L 

L 

258.61ao.li.. L 

L 

1 褐色土 lOYR 4/6 粘性卑ししまり立し
凪色土7ロック1>量理じる.

1 褐色土 10YR 4/4 粘性主し しまりなし 2 褐色主 lOYR 4/4 粘性なし しまりなし
仙石スコリア少量古む. 径1・・使化物少量理じる.
パミス事量含む.炭化物t少量;~じる 3 褐色土 1.5YR 4/6 粘性やゃあり しまりなし

2 褐色土 10YR 4/4 粘性主ししまりなし
3 褐色土 lOYR 4/6 粘性なししまりややあり
4 褐色主 lOYR 4/4 鈷性なししまりなし

YlU土少量宮む.
5 靖褐色士 10YR 3/4 粘性主し しまり立し

礼U土ブロック告に少量吉む.

。 2m 

第235図 土坑の検出状況 (3)2・11-13・20号

-272-



第 5章縄文時代の遺構と遺物

15号土坑

戸どヘ/ HO':'、ら

6-20から

北へ蜘

北へ抽

東へ加

〉ぐ

車へh

'f-
ム LI 一」 x A 

250.0口m
A x 258. 7~n_A_ A 

1褐色土 7.5YR4/6 粘性なし しまりやゃあり
2褐色土 7.5YR4/6 鮎性なし しまり年L

1 褐色土 10YR 4/6 粘性立ししまりややあり非常にもろい.
3禍色土 7.5YR4/4 粘性なししまりやゃあり やや〈すんだ硬化土がブロック技に骨量浬じる.径1・・世it鞠1>量j浬じる.

1-9カ、ら
北へ3用
車へ9，
十

4担色土 7.5YR6/6 粘性やゃあり Lまり年し
帝色スコリアを宮むYLU土.

5明褐色土 7.5YR5/6 粘性やゃあり しまり立し
赤色スコリア在含むYLU土。

6褐色主 7.5YR4/6 粘性なし しまりややあり
JO土.

7明褐色士 7.5YR5/6 粘性やゃありしまりやゃあり
血色スコリアを吉むYLU土居

_A_ 

K 

1褐色土 同YR4/6 粘性主ししまりややあり
硬化土ブロック少量，昆じる.

2褐色土 10YR4/4 粘性立ししまりややあり
壇色スコ リアを吉む。
硬化土ブロックを書く理じる@

3褐坦土 10YR4/6 粘性やゃありしまりあり

2 暗褐色土 10YR3/瓜 粘性起し、 しまりあり.
仙石スコリア多量吉む.くすんだ硬化止が主体に吉宮れる。

3 褐色土 10YR 4/4 粘性屯ししまりややあり
径3-5・檀色スコリア宮む...上餌に硬化土少量，1じる.

4 褐色土 10YR 4/4 粘性やゃあり しまりなし
YLU土在少量吉む。

。
第236図土坑の検出状況 (4) 5・15・16号

3号土坑 (PF03)(第237図)

平面形は検出面、底面とも不整楕円形を呈する。壁は斜めに立ち上がる。

17号土坑 (PFI7)(第237図)

底面形は楕円形、断面形は播鉢形を呈する。壁は緩やかに立ち上がる。
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17号土坑

~ミョム斗ー

A' 

車へ2m

十

3号土坑

F-21ヵ、ら
北へ9m
東へ2m

× 

ム

__j 

残ヨラ

A' 

A' 

ム

248.80明.}，_

-

川川
，
。

る
ふ
あ
る

H
M
F
r
u

一
バ
川
H
J
Vし
M

晶
混
臥
ま
混

り
量
リ

L
量

ま
少
バ
1
世

し
鞠
2
4
4
物

己
ロ
畠

=

し
引
ブ
や

引

帥
一
四
一
口
町
四

鈷

径

硬

粘

径

4

6
 

/

/
 

3

4

 
R
 

Y
 

5
 

7
 

1 暗褐色士 10YIl 

2 褐色士1に品、い賓褐色土 10YR5/4 粘性主し しまりなし
纏色スコリア由吉有が少$いJO土.

2に."い賓褐色土 10YR5/4 粘性立し しまりややあり
しまりある血色土を主体的にブロック状に富むa

3明費褐色土 IOYR6/6 粘性なし しまりなし
スコリア白書有力'1>ないJO土。

14口土「下7 凡

斗

_K_ 

叫

A 

J

『
加

伽

刊川

へへ

小
北
車

、
子

〆
戸

lq
g
g戸

@
N

国 |

2m 。

i 

一~ー工二二二二二二二
q 

ヲヨヨ
1 暗褐色土 10YR3/4 粘性なししまりやゃあり

径1-3・炭化物混じる.径3闘機土粒少量逮じる.
2 褐色土 問YR4/4 粘性なししまり主L

節分的に硬化している.径h・焼Ul部分的に;!じる.
3 褐色土 10YR 4/4 鈷性立ししまりやゃあり

径5揖焼土粒混じる.観照による硬化面.

261. 00n-.tー

3 • 14・17号

14号土坑 (PF14)(第237図)

南東側は撹乱と 4号竪穴住居跡により欠損している。底面形は不整方形を呈すると推定される。壁は

斜めに立ち上がる。覆土から I群H類 l種(打越式)の胴部小片と礁が出土した。
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表47 土坑属性

土坑 位置 底部平面形 畏径 (m) 短径 (m) .大深 (m) 逆茂木痕数 出土土鍵 近接分布する土鋸

4号 G-20 隅丸長方形 1.18 0.75 。ω 3 押型文

i 6号 E-19 柵円形 1.84 1. 10 0.94 13 押型文

B号 F-16 楕円形 1. 26 0.86 0.83 6 押型文、諸磁b式

10号 G-23 間丸長方形 1. 33 0.77 0.77 10 

2号 F-20 隅丸畏方形 1. 42 0.96 1. 26 押型文

11号 Kー10 隅丸長方形 1.11 0.71 0.77 早期縄文

12号 L-6 補円形 1. 34 0.89 0.44 打舷式等

13号 I/J-7 隅丸長方形 1. 53 1. 23 0.53 入海 H式 撚糸文、打越式等

20号 J-1O 隅丸長方形 1. 29 0.80 0.74 早期純文

5号 G-20 隅丸方形 1. 54 1. 28 0.74 押型文

15号 1-10 円形 1. 28 1. 20 。78 早期銅文

16号 1-9/10 円形 1. 22 1.11 0.82 早期縄文

3号 F-21 不盤柄円形 1. 71 0.79 0.46 押型文

17号 [-10 -11'1円形 0.86 0.54 0.35 早期制文

14号 J-7 不監方形 0.94 不明 0.13 E盟糸文、打越式等

3 焼土(略号:FP) 

3ヶ所で検出された (第238図、表48)013・15・16号焼土は、いずれも平面形は楕円形を呈し、覆土

に粒状の焼土が多く 混じるごく 浅い土坑状の焼土である。 13号では、覆土からやや肩平な磨一敵石(第

232図52)が出土した。

13号焼土 15号焼士

一ι¥_j -A. 

J

内

h

h

刊
へ
へ

止
北
東

学い ¥ι。i

<>ァケダJ

1 褐色j: 7.5YR 4/4粘性なししまりやゃあり
径1-3・倹土組が童体にまばらに浬じり、
居中央に密躯する部分あり.
径1圃様化物少量浬じる.
JO土が被験によりやや硬化している.

/ケ九九
フ芹~1 褐色土 10YR 4/6粘世主し しまりややあり

焼土塊がブロック状に入品.

1禍色土 10YR4/6鈷住なし しまり立し
硬くしまった焼土がプロック状に入品。

2褐色土 10YR4/6粘性主し しまりややあり
鍍勲によりやや硬化している。

。 2m 

第238図焼土の検出状況 13・15・16号
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表49 集石・土坑・ 焼土出土石器属性

挿図番号 掲.番号 遺物番号 石材 推定産地 篠合番号 遺構番号 眉位 器橿 .さ(mm) 幅(圃) 厚さ(圃) 量さ(g)

230 27 1500 制粒安山宕 SYIO 覆土 打製石斧 108.9 77.7 17.0 183.1 

230 28 1377 ガラス賀県色安山岩 SYI4 覆土 削器 27.7 38.6 6.5 7.3 

230 29 22229 k¥¥胆石 神諸島恩馳島 SY22 覆土 石鍛 16.9 7.8 4.1 0.5 

230 30 22647 ホルンアェルス SY22 覆土 石核 31. 3 41. 6 65.1 93.4 

231 31 1497 郷石安山岩 SY10 JO Il!}-蔽石 129.0 110.0 ~7. 0 964.6 

231 32 1562 郷石安山岩 SY10 JO 勝ー飯石 138.0 70.0 53.0 755.1 

231 33 1504 玄武治 SYIO JO 高直石 155.0 65.0 44.0 661. 6 

231 34 1385 間I石安山岩 SY14 JO 関ー舷石 94.0 97.0 38.0 347.5 

231 35 1458 デイサイ ト SY14 JO 熔厳石 91. 0 56.0 32.0 195.7 

231 36 2604 郎石安山岩 SY15 ]0 贈一般石 83.0 86.0 41.0 463.6 

は2L31 

37 2571 多孔質安山岩 SY15 JO 感石 111. 0 74.0 36.0 391. 3 

38 2544 玄武岩 SY15 JO 燭石 32.0 65.0 39.0 98.3 

231 39 15456 郷石安山岩 SY17 極士 溜石 74.0 45.0 30.0 100.3 

231 40 21318 玄武岩 SYI9 湿土 贈磁石 86.0 72.0 45.0 421. 9 

231 41 21486 多孔質安山岩 SY19 覆土 態石 120.0 107.0 62.0 1127.3 

231 42 15497 卸石安山岩 SY20 JO 蔽石 60.0 43.0 32.0 96.9 

231 43 15498 卸石安山岩 SY20 JO 敵石 86.0 45.0 40.0 202.2 

231 44 22233 多孔貨安山宥 SY22 覆土 13-敵石 121.0 94.0 73.0 987.0 

231 45 20125 創石安山岩 SY26 JO 勝厳石 95.0 77.0 44.0 545.7 

231 46 19913 郎石安山岩 SY26 JO 凹石 75.0 73.0 44.0 353.6 

232 47 19909 卸石安山岩 SY26 JO 厳石 110.0 77.0 51. 0 509.5 

232 48 19923 鰍石安山岩 SY26 IJO 舷石 68.0 43.0 37.0 140.1 

232 49 19922 砂岩(細粒) SY26 ]0 被石 54.0 68.0 39.0 127.7 

232 50 22123 開石安山岩 SY32 JO l啓一般石 122.0 122.0 66.0 1227.1 

232 51 10541 多孔質安山岩 PF13 床面 贈石 107.0 52.0 35.0 208.0 

232 52 17896 開石安山岩 FPI3 寝土 膚磁石 95.0 81. 0 42.0 414.6 

232 53 544 鱒石安山岩 SY04 JO 石皿 117.0 154.0 52.0 1080.0 

232 54 
590 857 

多孔質安山岩
SYIJ!! SY04 JO 石皿 254.0 254.0 62.0 1810.0 

856 855 SY04 SY04 

233 55 1379 11ft石安山岩 SYI4 JO 石皿 357.0 378.0 129.0 21000.0 

233 56 20116 多孔貨安山岩 SY26 ]0 石皿 271.0 204.0 104.0 5400.0 

233 57 21806 郷石安山裾 SYI9 |覆土 石血 220.0 240.0 8500.0 



1 石器群

概要

第7節遺構外出土遺物

第 5章 縄文時代の遺構と遺物

FB-KUに相当する層準(10)から4337点の剥片石器類と768点の礎石器類が出土した(表30)。剥片

石器類の製品は153点で、遺構内で14点、遺構外で139点である。 全体の内訳は石鍛が88点(欠損品を含

む)と多く、製品の約半数を占めるが、大半は住居跡等との関連が不明瞭である。

剥片石器類の石材は大多数が黒曜石製で、そのうち剥片・砕片が全体の約96%を占める。 黒曜石製の

トウールと石核に関しては望月氏に蛍光X線による産地分析を行って頂いた(巻末附編参照)。その結

果、神津島恩馳島産の黒曜石を用いたものが最も多く、諏訪星ヶ台産がこれに続くことが判明した(表

29)。しかし、両者の点数は懸隔が著しい。剥片・砕片の原産地分析はほとんど行わなかったので情報

は限定されてしまうが、神津島恩馳島産には原石ないしそれに近い状態で持ち込む石材搬入一石器生産

が想定され、対照的に諏訪星ヶ台産は素材剥片搬入からの石器生産もしくは製品搬入が想定される。

磨石や敵石のような磯石器類の点数が非常に多いことも本遺跡の特徴である(第239図)。 破損品を含

めて768点検出された。植物質資源を含む加工作業が盛んに行われていた ことが窺える。特に竪穴住居

跡群の集中する西部に分布する大半は、早期末土器型式群と共伴していると見なしでも大過はないと思

われる。

それに対して、調査区東部では、押型文系土器群、諸磯b式土器群、井戸尻式土器群などの分布域が

それぞれ見られ、集石や土坑を伴うようにみえる。いずれも分布域でも石器群が少ないが、共通して黒

曜石製石器群が少ない傾向がある。本遺跡東部で時期を問わず黒曜石消費が低調で、あるという上記の現

象は、時期によって狩猟の準備をするには不適当な生態環境が形成されていたことを意味しているのか

もしれない。

2 出土石器の検討

石鯨(第245図3-第246図48・5ト67)

63点を図示した。完形品の平均重量は約0.6グラムである。形態は以下のように分類できる。

I類 a 扶りが比較的深く入札その形状が三角形に近いもの。3-7は基部全体を挟り、 8-10は平坦

部が残る。

I類b:挟りが比較的深く入札その形状が逆U字形に近いもの。 11-13が該当する。

II類a:扶りが浅く緩い弧状になり、側縁が膨らむもの。14-28が該当する。 14-21は両側縁とも膨ら

む。 22-26は一方の側縁が膨らみ、もう一方は直線状である。 27と28は両側縁 とも下部がわ

ずかに膨れる。

II類b:扶りが浅く緩い弧:1犬になり、側縁が直線状のもの。 29-36が該当する。

II類c:挟りが浅く緩い弧状になり、側縁が内側に括れるもの。37-40が該当する。

皿類: 扶りがほとんどないか、逆にわずかに膨れるもの。 41-48が該当する。

その他:51-62は欠損品である。 63-67は未製品である。

有茎石鉱(第246図49)

49は諏訪星ヶ台産黒曜石製である。 L-8グリッ ドで出土した。竪穴住居祉群や黒曜石製石器群の中

心的分布域とは離れている。
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第245図 縄文時代の石器(1 )有舌尖頭器・石鯨
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石匙 (第246図68-第247図71)

4点図示した。いずれも横型の石匙である。70は欠損後に刃部を再加工している。

掻器 (第247図72・73)

2点図示した。いずれも台形を呈し、上下と右側縁に調整痕が見られる。

削器(第248図一第251図89)

16点図示した。 74-76は剥片の側縁に調整を施している。 77と78は台形を呈し、剥片端部に調整を施

している。 79は横長剥片の側縁と端部に調整を施している。 80と81はやや大型の長方形を呈する。 80は

縦長剥片、 81は横長剥片を素材にしている。82は打点と両側縁を切断した剥片に、端部から側縁にかけ

て連続した調整を施したものである。 83-85は半円形のものである。いずれも剥片端部に調整が見られ

る。 87-89は円形で、やや大型のものである。

錐(第251図90・91)

2点図示した。いずれも先端部のみ残存する。

模形石器(第251図92-第252図119、第258図163・164)

30点図示した。打撃を受け、形が整っていないものが多い。 92-103は小型で、角柱状。 104-108は小型

で扇平な正方形、 109-117はやや大きな角柱状、 118と119はやや大きなi正方形を呈する。

使用痕剥片(第253図120-第254図130)

11点図示した。ガラス質安山岩製を中心とする中型から大型品が多い。 127は、風化の度合いからみ

て、 旧石器時代の石刃を再利用したものと思われる。

二次加工剥片(第254図13ト第255図146)

16点図示した。

石 核(第256図147-第259図161)

15点図示した。いずれも打面転移を頻繁に繰り返し、不定形の剥片を剥取したものと考えられる。

搬入石材 (第259図168)

l点図示した。

打製石斧(第259図169-第261図173)

5点図示した。 169-171は板状に剥離した大型剥片の縁辺部を剥離して石斧としたものである。 172と

173は幅の狭い短冊形の石斧である。

楳器(第262図174-176)

3点図示した。いずれも肩平な楕円際または円礁を素材としている。 174は側縁部の一角に刃部を設

けている。 175と176は持ち手とした部分を除いた側縁部全体に刃部を設けている。

融石・磨石・磨ー鼓石・凹石(第263図177-267図236、第267図237-245)

敵打痕もしくは研磨痕の認められる磁石器類のうち手で保持して使用するものは528点出土した(遺

構出土品を含む)。使用痕の種類と頻度から敵石、磨石、磨一敵石をわけ、それぞれ素材醸の形態から数

種に分類した。

鼓石 (263図177・179・180・182-185・187・188、264図190-265図199-213、267図237-245)

敵打痕が優先するもの。

1 a類:小型の円礁を素材とするもの。上下端部に敵打痕のあるものが多い。

2a類:扇平な楕円離を素材とするもの。側縁部に敵打痕のあるものが多い。

3a類:円柱または角柱状礁を素材とするもの。上下端部に敵痕のあるものが多い。

1 bj 2 bj 3 b類:上記のうち、平坦部や側縁部に凹んだ敵打痕のある もの。いわゆる凹石。
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第247図 縄文時代の石器(3 )石匙・削器類
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74 SSh 

75 Sh 

Cミ三空ぎ三ラ d 三Zフ ιァ

モ唾孟よ二~ 77 Ob(KZOB) て くコ 78 SSh 

言語 79 RSh 。 5cm 

第248図縄文時代の石器(4 )削器類
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恒三〉 《三三戸

ζ二〉 80 Hor 

。

81 Hor 

第 5i詳縄文時代の遺構と遺物

ぐ乏三雲さラ

A
 

G
 

nJ'-no 

くコ 83 GAn 

伊j旬
ζ二〉 84 RC 

850b(KZOB) 

。 5 cm 

第249図縄文時代の石器(5 )削器類
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第5主主 縄文時代の遺構と漬物

く二二二二〉 86 GAn 

く二二二〉 87 Sh 

5cm 

第250図縄文時代の石器 (6)削器類
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

。

撃。額制調む A5a切
こコ州KZOB) 0 川 KZOB) ¥旨位叩

4盆 でヲ で三う 8 

場島 馴笹 母~~最 。舘
940b(KZOB) ~ 95似 KZOB) 信訟 960b(KZOB) Q 97叩

そテ ~ 領ミ

9器輸舗の島 "噂 醐治
ι~ 1000b(KZOB) ε~ 1010b(悶 B)

各会 980b(KZOB)
990b(KZOB) 

モヲ マ ζヨ v 

翻意 官~~ 41~ 
ζ4傘 103ω…31020b(KZOB) 

。 5 cm 

』ーー
第251図 縄文時代の石器(7)削器類・錐・模形石器
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

進込

議包G議3
憩 1060b(陪 OB)

⑨ 

降

色色畠
112 Ob(KZOB) 

頃ジ

廼;)115叩 OB)

E三う

ι当静 1180b(KZOB) 

~S 
ζ予 1070b(KZOB)

ζミぅ

命爵~(!J益
£霊安 l附 KZOB)

沼崎
さむ B) D 111… ) 

A
悶
場

A
刊
凶

v

hpm糊吋
V

組
問

v

av 

金 l叩 B)

民~ 1160b(ロOB)

と三三7

馬三三〉 1190b(HNHJ) 0 

第252図縄文時代の石器 (8)模形石器
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

可F
cコ1200b(KZOB)

くこここコ 1220b(KZOB) 

題主義企三議
と二二フ 123 Hor ζ二コ 1240b(KZOB) 

125 GAn ζご~ 1270b(SWHD) 

ζ 二三 126 GAn 

ζ二二〉 128 GAn 

。 5cm 

第253図 縄文時代の石器(9 )使用痕剥片



第5章縄文時代の遺構と遺物

129 GAn CJ 130 GAn 

金自動一割鍾 議合連 -~~傘
くJ1330b(KZOB) く二二三 1340b(KZOB) 

色~~ 電震設 認。
く~ 1360b(KZ倒

くこア 1350b(KZOB) く~ 1370b(ロ側

陀ID AF二ヲ

ミ -~~V朝日
「寸 138RJa t~ーニニム 1390b(KZOB) ζご~ 1羽山

/←¥フ

心 1410b(KZOB) 。 5cm 

第254図 縄文時代の石器 (10)二次加工剥片・使用痕剥片
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

く三 143 GAn 

亡二〉 144 SSI 

:こ二〉 146 FAn 

。 5 cm 

第255図 縄文時代の石器 (11)二次加工剥片



第5牽縄文時代の遺構と遺物

~ 

暫御寝 魯
延塁~ 1叫 KZOB)

盛
昭静静轡 場

1530b(HNHJ) 

野 148…

醇

d茎惨

4与〉γ';J 150刊150印mω……0ωω叫叩Oω似 山b削州(収K qきラう 15…B) 

事ヲ 1…ZOB) 長う 152…B)! l

第256図縄文時代の石器(12)石核

n
M
M
 



第 5章縄文時代の遺構と遺物

~ 
~= ，~~守

S2豆邑

1560b(SWHD) 

157 Ob (KZOB) 

1580b(KZOB) 

震2 雲監
1590b(推定不可)

。

第257図縄文時代の石器 (13)石核
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第 5寧縄文時代の遺構と遺物

1600b(KZOB) 

161 Ob(HNKI) 

1620b(SWHD) 

o 1630b(SWHD) C 
1640b(推定不可)

。 5cm 

第258図 縄文時代の石器 (14)石核 ・剥片・模形石器
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1650b(SWHD) 

660b(KZOB) 

168 FT 

ぞ二二〉

第 5章縄文時代の遺構と遺物

ζコ

170 Hor 

。

1670b(KZOB) 

5 cm 

第259図 縄文時代の石器(15)剥片・搬入石材・打製石斧



第 5主主 縄文時代の遺構と漬物

。

第260図 縄文時代の石器 (16)打製石斧

磨-敵石(第263図178・181・186、第265図215-第266図226、第267図246-248)

敵打痕と研磨痕がほぼ同等のもの。

171 FAn 

5cm 

l類:肩平な円磯または楕円磯を素材とするもの。側縁部に敵打痕、平坦部に研磨痕のあるものが多

しユ。

2類:円柱または角柱状礁を素材とするもの。上下端部に敵痕、平坦部に磨面があるもの。246-248

が該当する。246は下部が敵打によって欠損している。 248は一方の長側縁部に磨面、もう一方の長側縁

部に敵痕が見られるものが多い。

磨石(第266図227-第267図236、第267図249-251)

研磨痕が優先するもの。

I類:扇平な円磯または楕円礁を素材とするもの。平坦部に研磨痕のあるものが多い。 233は長側縁

部にも研磨面が見られる。

2類:角柱状離を素材とするもの。側面に磨面、稜線上に敵打痕のあるものが多い。

素材礁の形態は肩平な円磯または楕円磯を使用するものが最も多く、両者をあわせた数量比は手持ち

で使用すると思われる磯石器類の約70%、重量比は約80%を占めた。また、敵石 l類に代表される小型

円礁を素材とするものが顕著に見られ、敵石3類に分類した円柱ないし角柱状のものにも100g台の小

型のものが多く見られた。 1a類はほとんどが300gまでの範鴎に収まり、 10ト150gのものが約半数を占

一 300-



第 5牽縄文時代の遺構と遺物

172 GT 

く二〉 。 5 cm 

第261図縄文時代の石器 (17)打製石斧
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第5章縄文時代の遺構と漬物

174 Rhy 

175 FAn 

176 FT 

。 5cm 

第262図縄文時代の石器(18)楳器
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第 5章縄文時代の遺構と遺物
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第263図縄文時代の石器 (19)鼓石

10cm 
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第5章縄文時代の遺構と漬物
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第264図縄文時代の石器 (20)敵石
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第 5i1詳縄文時代の遺構と遺物
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第265図 縄文時代の石器 (21)蔽石 ・磨ー蔽石

10cm 



第 5章縄文時代の遺構と漬物

。
(己)…
0
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。緊

第266図縄文時代の石器 (22)磨ー蔽石・磨石

-306 

/一¥

¥ー/

。



第 5j詳縄文時代の遺構と遺物

γ二二二ζこY

>-/> ，. "'Zl'¥ 

fjJi詰j
J.-'i_¥' グ辺

237 An(Py) 

戸三ミミミ

~ 
236 An(Py) 

「一一一一吋

J 
235 An(Py) 

ハ
240 An(Py) 

244 VAn .，;;:..:，，:.，.ーι4
245 An(Py) 

一一匂…

248 VAn 

にコ
第267図 縄文時代の石器 (23)磨石・凹石・蔽石・磨一蔽石
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第 5章縄文時代の遺構と遺物
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¥J三

253 An(Py) 

~一一一
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o 10cm 

第268図縄文時代の石器 (24)石皿
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第 5寧縄文時代の遺構と遺物
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第269図 縄文時代の石器 (25)石皿
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第5宣言 縄文時代の遺構と遺物

L一一一一ーグ

260 Ba 

259 An(Py) 010cm  

第270図 縄文時代の石器 (26)石皿

めた。肩平な円礁を素材にしたものは10ト600gの範鴎に入るものが主体であった。

石材は輝石安山岩が最も多く、数量比で約75%を占めた。 但し 1a類は玄武岩と多孔質玄武岩の比率

が他の形態のものより高く、輝石安山岩の比率は約50%と低かった。

台石・石血(第268図252-第272図266)

下に置いて使用すると思われる磯石器類である。肩平な離を素材とし、研磨痕が顕著なものを石皿と

し、敵打痕が顕著なものを台石とした。ただし、研磨痕と敵打痕が複合するものや、逆に、敵打痕、研

磨痕が明瞭でないものも一部ふくむ。遺構から出土したものを含めて225点出土した。このうち完形品

は59点である。 15点を図示する。

252-258は扇平な円礁の中央部を使用面とした石皿である。 252は側縁部に敵打痕が見られる。 259と

260は亜円礁を用い、平坦面全体を使用面とした石皿である。 261と262は角礁の平坦面全体を使用面と

した石皿である。 263-266も角礁を用いた台石である。石材は敵石・磨石・磨一敵石等と同様、輝石安山

岩製のものが最も多く、数量比で約65%を占める。

磯石器類の分布は、竪穴住居跡群と同じく 9列以西に集中している。磯石器類は、石錬を中心とする

剥片石器類と比較して竪穴住居跡等の覆土で検出される比率が極めて高く、加えて遺構分布範囲の外縁

部にも拡がる傾向が看取された。磯石器類と剥片石器類は、その使用方法と共に集落内の空間配置も異

なっているようである。
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

261 An(Py) 

/デ
〆

262 Ba 

第271図縄文時代の石器 (27)石皿
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

」一一」 一一一十+←寸
ャ一一一ーーふ二工二二二二土

265 VBa 

トー一一一一一一二士一ーごて士----二三::=--¥

264 An(Py) 

。266Ba 

第272図 縄文時代の石器 (28)石皿・台石
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第5章縄文時代の遺構と遺物

垂飾 (第273図267)

K-4グリッド南東部の包含層中から滑石製の垂飾l点が出土した。重量

はO.43g。豆粒状を呈する。表裏両面から孔を lヶ所穿っている。孔の上

部に擦れが見られることから、紐状のものを通して使用したことが推察さ

れる。

一③-@
00 〕 m

表50 遺構外出土土器属性

婦番図号I掲番廠号 膚位 分類 型式 残存
法量
(cm) 

160 11 JO 1 A-2 l!糸文
口縁部1/8 口径
胴部1/5 (9.8) 

160 21 JO [ A-2 際糸文
口縁部破片

160 31 JO 1 A-2 燃糸文
胸部破片

l口縁部破片

160 41 JO 1 A-2 然糸文

口縁部破片
160 51 JO IA 俊糸文

160 6表保 1 A-3.1 燃糸文
口縁部破片

160 7表採 1 A-3. 1 燃糸文
口縁部破片

口縁部破片
160 81 JO 1 A-3.1 然糸文

160 91 JO 1 A-3. 1 ~糸文
ロ縁郡破片

160 101 JO 1 A-3.1 燃糸文
胸部破片

口縁部破片
160 111 JO 1 A-3.1 燃糸文

口縁部破片
160 121 JO 1 A-3.3 燃糸文

口縁部破片
160 131 JO 1 A-3.3 燃糸文

口縁部破片
160 141 JO IA 際糸文

口銃部破片
160 151 JO IA 撚糸文

160 161 10 IA m;糸文
口縁部破片|

胸部破片
160 171 JO 1 A-2 燃糸文

胸部舷片

160 181 JO 1 A-2 t~糸文

劇部破片
i 160 191 JO 1 A-2 燃糸文

胸部破片

160 201 10 1 A-2 燃糸文

16日 211 JO 1 A-2 燃糸文
胴部破片

160 221 JO 1 A-2 燃糸文
胴師事破片

鋼部破片
160 231 JO 1 A-2 燃糸文

土色番号 色属 胎土

5YR5/6 明赤禍 白色粒子 ・岩片
多黒色粒子

7.5YR5/6 明総 白色・照色枝子
白色岩片極少

7.5YR5/6 明禍 白色・風色枝子

少

7.5YR4/6 掲 白色粒子やや多
耳目色粒子 白色
-赤色岩片少

5YR4/6 赤褐 黒色粒子多白
色粒子，岩片少

IOYR5β にぷい貨 白色粒子・岩片
褐 鳳色粒子少

IOYR5β にぶい貨 白色粒子・岩片
褐 瓜色粒子少

7.5YR4/2 灰褐 灰色粒子灰色
岩片多赤色粒

子少

IOYR6/4 に.h:い貨 白色駐子少
燈

2.5YR6β にぶい貧 白色・風色粒子

少

10YR5/2 灰貨制 白色 ・風色位
子 園岩片赤色

粒子少

10YR5/6 策絢 白色敬子石英
多胤色位子
白色岩片少

10YR5/3 にぷい賛 白色粒子非常に
禍 多 白色岩片

黒色粒子少

5YR4/4 にぷい赤 白色粒子多白
掲 色宕片県色粒

子繊維

7.5YR5/4 にぷいぬ j)J色枝子やや多
傘型聖母 白色粒

子少

7.5YR4/6 縄 白色粒子岩片
烈色粒子石英

少

7.5YR6/6 鐙 白色・鳳色粒子

やや多白色岩
片 赤色粒子少

5YR5/6 明赤栂 白色 .J.I.¥色粒子
やや多 白色岩

片石英赤色
粒子・岩片少

5YR5/6 明赤掲 白色胤色粒子
やや多白色岩
片 石英少

5YR5j6 明赤得 1.11色粒子やや多
白色粒子白色
岩片赤色粒
子 ・岩片少

7.5YR7j6 俊 白色 ・黒色佐子

少

lOYR5j4 にぷい'lIi白色粒子多 I!I 
褐 色粒子石英少

5YR5/6 明赤禍 白色粒子 ・岩片
やや多 1M色
粒子石英少
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第273図縄文時代の石器
(29)垂飾

( )は推定他

器形・文様施文の特徴 備考

口唇部角ìill状。口縁部外反。 Rの~糸を口唇部の面 1-3同一個体
と内面口唇郁直下は級位外面胴部は縦位に施文.

口容部角頭状。口縁郁外反.Rの燃糸を口容部の函 1-3同一個体
は繍位 外面胴部は縦位に施文。

Rの撚糸を縦伎にhI!i文。 1-3同一個体

口容部外削ぎ。 口縁部やや外反。外面胸部Rの燃糸
を縦位に施文。

口容郁角顕状.Rの燃糸を口唇部の函は繍位 外面
胸部は口唇部直下に概位に胞文した後厄ねて縦位
に飽文。

口容部角碩状.口縁部やや外反.Lの燃糸を外国周 617同一個体
部tは縦位 内面口唇部直下は繍位に銘文。

口唇部角頭状。口縁部やや外反。 Lの撚糸を外商胴 6/7同→繭体
部は縦位 内耐口唇都町下は級位に施文。

口軍事部角頭状。外面刷官官Rの燃糸を縦{立に施文。

口唇部角頭状@外面胸部Rの燃糸を縦位に施文。 9/10向ー個

体

Rの燃糸を縦位に胞文。 9/10同一個
体

口唇部角頭状。外面口容端部丸い。外商腕部Rの撚
糸を縦位にnl!i文。

口容部角iiil状。ロ縁部やや外反。 Rの燃糸を外商腕
由自は縦位 内面口唇部直下は横位に施文。

口唇部内削ぎ.Rの燃糸を口容部の面と外函胸部は
右下斜位 内面口容部直下は機位に施文.

口唇部角頭状.外面胸部Rの燃糸を縦位に縄文。

口唇部丸い。外面胸部密接したRの扱糸を右下斜位
に施文。

口容部丸い。外面胸部11町隔の広いLの際糸を左下斜
位に施文.

Rの燃糸を縦位に縄文. 17-20向一寸国
体

Rの燃糸を縦位にhI!i文。 17-20同一徹

体

Rの燃糸を縦位にnlli文。 17-20同一個

体

Rの銀糸を縦位に施文. 17-20同一個
体

Rのf1>糸を縦位に版文。

Rの燃糸を縦位に純文。

Rの銀糸を縦位に施文。



第 5章縄文時代の遺構と遺物

得図 掲蛾
周位 型式 残存

法量
土色番号 色嗣 飴土 密形・文嫌施文の特徴 備考

番号 番号 (開)

1 A-2 I燃糸文

胸部破片 5YR5/6 明赤褐 白色敬子多胤 Rの燃糸を縦位に俗文。 24/251<u一個
161 241 JO 色粒子やや多 体

白色岩片少

胸部破片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子多照 Rの燃糸を縦位に施文。 24/25同ーイ国
161 251 JO [ A-2 燃糸文 色敬子やや多 体

白色岩片少

161 261 JO [ A-2 燃糸文
胸部破片 7.5YR4/5 補 白色-J.<¥色粒子 Rの燃糸を縦位に施文。

多白色岩片少

161 271 10 IA-2 際糸文
胴部破片 2.5YR5/2 略灰賞 黒色粒子多 白 Rの燃糸を縦位に施文。

色粒子 ・岩片少

161 281 10 1 A-3.1 燃糸文
胸部破片 2.5YR4/2 附灰1町 白色佐子多赤 Lの燃糸を縦位に純文。 28-31同ー個

色粒子少 体

胸部破片 2.5YR4/2 暗灰前 白色佐子多白 Lの~，栴を縦位に施文。 28-31同ー個

161 291 20 IA-3.1 撚糸文 色岩片赤色粒 体
子少

161 301 10 1 A-3.1 燃糸文
胴部破片 IOYR5j2 灰黄禍 白色敬子多自 Lの燃糸を縦位に純文。 28-31同一個

色岩片少 体

161 311 10 1 A-3.1 燃糸文
胸部破片 | 10YR5j3 にぷい賞 白色粒子多赤 Lの撚糸を縦位に施文. 28-31同一個

褐 色岩片少 体

161 321 JO 1 A-3.1 線糸文
胴部破片 7.5YR6/3 にぷい絢 白色粒子やや多 Rの燃糸を縦位に施文。 32/33同-.個

白色岩片少 体

161 331 JO 1 A-3.1 燃糸文
胴部破片 7.5YR6/3 にぶい補 白色粒子 Rの撚糸を縦位に施文。 32/33同一個

体

161 341 10 1 A-3.1 燃糸文 胴部破片 7.5YR6β にぶい褐 白色粒子 Lの燃糸を縦位に施文。

161 351 10 1 A-3.1 燃糸文
胴部破片 10YR5j3 にぶい貿 白色位子・ 岩片 Rの燃糸を縦位に施文。

縄 自民色粒子少

161 361 JO 1 A-3.1 燃糸文
胴部舷片 10YR5/3 にぶい賞 白色 ・鳳色粒子 Rの担金糸を縦位に施文。

褐 赤色岩片少

161 371 JO 1 A-3.1 燃糸文
胸部破片 7.5YR5/2 灰褐 白色 ・黒色・亦 Rの燃糸を縦位に施文.無文峨あ り。

色粒子少

161 381 JO 1 A-3.1 係糸文
胸部破片 7.5YR5j3 にぷい褐 白色-1，¥¥色粒子 Rの燃糸を縦位に施文。

褐色岩片少

161 391 JO 1 A-3.1 燃糸文
胸部破片 lOYR5/4 にぶい黄 裕色粒子多 褐 Rの燃糸を縦位に施文。無文域あり。

4司 色岩片

161 401 10 11'.-3.1 燃糸文
服部破片 10YR5/2 灰黄褐 白色位子多照 Rの燃糸を縦位に施文。

色位子

161 411 JO 1 A-3.1 燃井日文
腕部破片 10YR5/2 灰1配偶 熱色粒子 補色 外商胴部Rの燃糸を縦位に施文。内面も欄位に胞

省片少 文 ?

161 421 JO !A-3.1 撚系文
!嗣郵破片 lOYR5/3 にぶい賞 白色宕片 織色 Rの燃糸を縦位に胞文。

掲 粒子 赤色岩片

腕部破片 lOYR3/3 略褐 白色粒子多 ru Lの燃糸を縦位に施文。

161 431 JO i A-3.2 撚糸文 色粒子 白色岩
片少

関節破片 5YR5j6 明赤褐 白色 ・黒色敬子 Rの燃糸を縦位に施文。 44/45同一個
161 441 10 1 A-3.2 燃糸文 やや多 白色岩 体

片 赤色粒子少

161 451 JO 1 A-3.2 燃糸文
胸部破片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子岩片 Rの燃糸を縦位に施文。 44/45同一個

黒色粒子やや多 体

161 461 JO 1 A-3.2 l?t.糸文
鋼部破片 5YR4/6 赤拘 白色・胤色粒子 Lの倣糸を縦位に施文。

石英極少

5YR4/6 赤褐 白色粒子多臼 Rの然糸を縦位と斜位に施文。

161 471 JO [ A-3.2 燃糸文 色岩片 燥色粒

子石英少

胸部破片 10YR6/3 にぶい貰 白色粒子多鳳 Rの燃糸を縦位に施文。

16! 481 JO 1 A-3.2 燃糸文 褐 色粒子やや多
白色岩片少

胴部破片 7.5YR4/6 褐 m色粒子多白 Rの燃糸を縦位と斜位に施文。

161 491 JO [A-3.2 燃糸文 色粒子 白色・
));¥色岩片少

161 501 JO 1 A-3. 2 燃糸文
胸部破片 7.5YR4/4 褐 白色 ・風色敬子 Lの燃糸を縦位に施文。

多 白色岩片少

161 1 A-3. 2 燃糸文
胸部破片 iOYR6/6 明熊楠 県色粒子白色 Rの燃糸を縦位に施文。

1草子少

目同部破片 5YR5/6 明赤禍 白色粒子多赤 Rのl?t.糸を縦位にnI!i文. 52-54同一個

161 521 JO [A-3.2 ~糸文
色粒子やや多 体
白色 赤色岩片

m色粒子少

胴郎破片 5YR5j6 明赤褐 白色粒子やや多 Rの撚糸を縦位に施文。 52-54同一悩

161 531 JO [ A-3.2 撚糸文
白色線色 ・赤 体
色岩片烈色 ・
赤色粒子少
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第 5章純文時代の遺構と遺物

~図 掲I'Z
膚{立 分類 型式 残存

法量
土色番号 色闘 飴土 録形・文機錨文の特徴 備考

番号 番号 (an) 

腕部破片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子やや多 Rの燃糸を縦位に施文。 52-54同一個

161 541 JO 1 A-3. 2 燃糸文 白色省片 黒色 体
粒 子 石英少

161 551 10 1 A-3.2 係糸文
胸部破片 7.5YR6/6 叡 白色粒子多 自 Rの燃糸を縦位に施文。

色岩片 鱒石少

胴部破片 灰賃補 白色粒子多 白 Rの燃糸を縦位に縄文。 56/57同一個
162 561 JO 1 A-3.2 撚糸文 色岩片 瓜色粒 体

子・ 宕片少

胸部破片 7.5YR6/6 燈 白色敬子非常に Rの燃糸を縦位に施文。 56/57同一儲
162 571 JO 1 A-3.2 燃糸文 多 白色岩片 体

無色岩片少

胴官官破片 5YR5/6 明赤絢 白色粒子 ・岩片 Lの燃糸を縦位に施文。 58-60問一個

162 581 JO 1 A-3.2 燃糸文 黒色粒子石英 体
少

162 591 JO 1 A-3.2 燃糸文
澗部破片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子 ・省片 Lの燃糸を縦位に縄文。 58-60同一個

js色位子少 体

綱部破片 5YR5/6 明赤掬 白色栓子多胤 Lの燃糸を縦位に施文。 58-60向一個

162 601 10 1 A-3.2 燃糸文 色粒子自色岩 体
片少

162 611 JO 1 A-3. 2 燃糸文
胸部舷片 7.5YR6j6 革t 白色・鍋色敏子 Rの際糸を縦t立に1i¥!i文。

やや多

腕部破片 5YR6/6 担E 白色粒子非常に Rの然糸を縦位に1i¥!i文。 62-68同一側

162 621 JO 1 A-3. 2 燃糸文
多緑色佐子や 体
や多白色岩片

少

腕都破片 2.5YR5/6 明赤鈎 白色数子非常に Rの燃糸を縦位に施文。 62-681司一例
162 631 JO 1 A-3.2 燃糸文 多白色岩片多 体

以色位子少

162 641 .10 1 A-3.2 燃糸文
胸部破片 5YR5/6 明赤縄 白色 .IM色敬子 Rの燃糸を縦位に施文。 62-68向一個

多 白色宕片少 体

l胸部破片 5YR5/6 明赤抵} 白色 .11.1色粒子 Rの然糸を縦位に施文。 62-68同一例

162 651 JO 1 A-3.2 撚糸文 多白色岩j十 』体
石英少

胸部舷J¥ 5YR6j6 4畳 白色 ・烈色粒子 Rの燃糸を縦位に/(i!i文. 62-68同一倒
162 661 JO 1 A-3.2 E提示文 lやや多白色岩 体

片石英少

胸部破片 5YR5j6 明諦占拠J ，::，@. 烈色粒子 Rの~糸を縦位に純文。 62-68同一個
162 671 JO 1 A-3.2 燃糸文 多向色 J且色 体

岩片石~少

胸部!被片 5YR5/6 別亦民i 白色・I!¥色粒子 Rの際糸を縦{立に施文。 52-68同一例
162 681 JO 1 A-3.2 i培糸文 多白色岩片 体

石英少
卜一一一 一

腕部破J¥ 5YR5/6 明亦執J nl色粒子やや多 RQ)V控糸を縦位に施文。 69-71同一例

1621 69 JO 1 A-3.2 燃糸文
白色粒子 ・岩片 手本
!.¥¥色岩片石英

少

l制下部舷片 5YR5/5 i珂持'1~ III色粒子やや争 Rの燃糸を縦自主に純文。 69-71 同一例

162 701 JO I A-3.2 燃糸文 白色粒子石英 f本
少

l鋼部破片 5YR5/6 191赤制 1.'.¥色佐子やや多 Rの燃糸を縦位に/(1Ii文。 69-71同一例
162 111 JO I A-3.2 燃糸文 Hl色岩片 白色 体

粒子石英少
ー 一

胸部破片 5YR4j4 にぶい赤 m色粒子多自 Rの燃糸を縦fli:に純文。 72/13同一例
162 721 ，)0 1 A-3目 2燃糸文 拘 色粒子制色結 {本

H少

l嗣下部1/6 5YR4j4 にぷい赤 m色敬子白色 Rの燃糸を縦位に純文。 72/73I"Jー悩
162 131 10 1 A-3.2 段糸文 鈎 粒子制色鉛片 {牛

少

成古都完存 5YR5!6 明赤11.) lコ色粒子訓常に ヂと版。 Rのt哲糸を縦{寸に施文。

162 741 10 1 A-3.2 燃糸文
多 白色岩J十や
や多 11¥色粒子

少

口録部破片 IOYR4/2 灰消耗j 白色粒子多 白 口111部向顕状。外部l岡田'~Rの斜目状撚糸を縦位に施 15-18同一個

162 751 JO IA--4 網目状撚糸文 色岩n f."色位 文。 体
子少

'"部破片 灰質褐 白色f((子やや多 Rの網目状t!!i糸を縦位に純文。 15-18同一個
162 161 JO I A-4 網目状然糸文

10YR4/2 
対色魁子少 体

162 171 JO I A-4 網問状燃糸文
胸部隊片 i IOYR4/2 灰白llJ CI色紋子やや多 Rの網目状燃糸を縦位に施文。 75-18同一制

烈色牧子少 体

162 781 JO 1 A--4 網目状燃糸文
胴部破片 IOYR4/2 灰宮町1~ 白色枝子 ー岩片 Rの網目状懸糸を縦位に施文。 75-181.j一個

多 !!:I色粒子少 f事

昨i
JO 1 A-4 i網目状燃糸文

IJ!部破片 2.5YR6/2 灰t世 白色 .m色粒子 Rの網目状燃糸を縦位にn't!i文。 19-83同一個

少 体

JO IA--4 [I!'II回開竺
l澗f部破片 IOYR1j4 にぶい前 白色敏子 :X¥色 Rの創回状然糸を縦位に施文. 19-83向一個

程 粒子 ・岩片少 f4> 
」ー
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掃図 褐lt
層位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色銅 胎土 欝形・文機施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) 

162 811 JO lA-4 網目状燃糸文
腕部破片 lOYR6β に..;;い貨 黒色岩片 臼 Rの網目状燃糸を縦位に施文. 79-83同一個

綬 色 .J.l.l色和子少 科、

胸部破片 10YR5/2 灰賛絢 向色粒子・岩片 Rの網目状燃糸を縦伎に施文。 79-83同一個

162 821 10 IA-4 網目状燃糸文
風色粒子・岩片 体
赤色粒子・岩片

少

胸部破片 10YR6/3 にぷい前 白色粒子殿色 Rの網目状燃糸を縦位に施文。 79-83同一個

162 831 10 1 A-4 網目状燃糸文 糧 敏子岩片赤 体
色粒子少

胸部破片 2.5YR5/6 明赤禍 白色娘色粒子 山形押型文を縦位に純文。
やや多白色 ・

163 841 JO 18-1 山形押型文 県色岩片赤色

粒子・ 岩片石
英少

綱部破片 7.5YR6/5 鐙 JiI¥色佐子やや多 絡子回押型文を椀位に施文。無文械あ り。 85-87問→回
163 851 JO 18-2 格子日押型文 白色敬子・ 岩片 体

少

胸部破片 7.5YR6/6 総 J日色粒子やや多 絡子白押型文を欄位に純文.無文域あり. 85-87同一個

163 861 10 [ 8-2 格子目押型文
白色敬子・岩片 体
赤色粒子銅I石
少

163 871 JO 18-2 絡子白押型文
胸部破片 5YR5/6 明赤褐 瓜色位子多臼 裕子回~I'型文を繍位に施文。 85-87同一個

色粒子 lill石少 体

口縁部破片 7.5YR6/6 里3 白色・拠色粒子 口唇部角iiJl状.外国胴f.flI楕円抑型文を椀位に施文。

163 881 .10 18-3 楠円PI'型文
やや多 白色岩
片 語、色教子・

岩片少

163 891 JO 18-3 府内抑型文
口総部破片 7.5YR6/6 燈 白色粒子多白 口容部角頭状。口唇部の面と外面服部に柄円抑型文

色岩片石英少 を柳位に純文。

163 901 10 18-3 精門担l'型文
胸部破片 7.5YR5/6 明褐 白色.J.l.¥色位子 栴門押型文を級位に施文。

石英多卸石

胸部破片 7.5YR4/6 掲 白色.w.色粒子 柵円抑型文を横位に純文後ー部縦位に施文。

163 911 JO 18-3 楠円抑型文 石英多朗I石
白色岩片少

胸部舷片 7.5YR5/4 にぷい掲|や片臼色粒子 石英 府円j甲型文を縦位に施文。

163 921 JO 1 B-3 附円Jfl'型文 や多白色岩

少

胸部破片 7.5YR5/4 にぷい拘 liZ白色・m色粒子 柄円押型文を縦位に施文。

163 931 JO 1 B-3 情円抑型文 白色岩片
英少

163 941 .10 18-3 m円抑型文
胸部破片 5YR6/6 燈 白色粒子やや多 梢円押型文を縦位に施文。

品i色粒子少

163 951 JO i 8-3 楕円押型文
胸部破片 7.5YR4/4 制 白色.f!¥色粒子 柵円押型文を峨位に施文。

石英多

腕部破片 5YR5/6 明赤褐 白色・胤色粒子 柄円押型文を縦位に胞文。無文減あり。

163 961 10 1 B-3 術円抑型文 赤色粒子・岩片
少

7.5YR5/4 
にぶい褐||||金子粒少雲母 ・白色数

楠円抑型文を例位に施文。

163 971 10 1 B-3 術円拘1型文
やや多照色

子赤色粒子

胸部破片 5YR6/6 強 白色粒子石英 柄円抑型文を縦位に施文。無文峨あり。

163 981 JO 1 B-3 有f円抑型文 やや多 白色岩
片 品1色粒子少

胸部破片 7.5YR5/6 明褐 i当色粒子多鳳 桝門事il型文を縦伎に施文。

163 991 JO 1 B-3 軒f円押型文 色粒子白色省
片 石英少

胸部舷片 7.5YR5/4 にぶい渇 白色.J.l.1色粒子 楕円抑型文を縦位に施文。

163 100 JO 1 B-3 楕円J甲型文 多白色岩片
石英少

胸部破片 5YR6/6 燈 m色粒子やや多 楠円押型文を縦位に施文。

163 101 JO [ B-3 術円押型文 白色粒子黒色
岩片少

』同部破片 7.5YR4/6 絢 白色 ・m色粒子 柵円押型文を斜位に施文。

163 102 JO 1 B-3 約門PI'型文 多白色岩片
石英少

胴部敏片 7.5YR6/6 鐙 金書母やや多 柄円押型文を胴上郎は敏位。下部は縦位に施文。
163 103 JO 1 B-3 附円押型文 赤色岩片赤

色・織色敬子少

胸部破片 5YR6/6 明赤絢 白色敬子やや多 楕円押型文を縦{立に施文後 l怒り消す。

163 104 JO 1 B-3 相円押型文 白色岩片側色

粒子少

163 105 JO 1 B-3 l'i1円抑型文
胸部破片 5YR5/6 明赤絢 白色粒子省片 栴円押型文を横位に施文後腐り消す。

県色粒子少

胸部破片 5YR5/6 変形押型文を欄位に純文。無文械あ り。

163 106 白色敬子鱒石

少
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簿図 掲.
層位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色調 胎土 器形・文機施文の特徴

番号 番号 (cm) 

胸部破片 5YR5/6 明赤梢 県色粒子やや多 変形抑型文を機伎に施文。

163 107 JO 18-4 変形j甲型文 白色岩片締石

少

胴部破片 5YR5/6 明赤拘 1M色粒子やや多 変形押型文を施文。

163 108 10 18-4 変形押型文 白色粒子 鰍石

少

胸部破片 5YR5/6 明赤縄 1M色粒子やや多 変形抑型文を繍位に施文。

163 109 JO 18-4 変形押型文 白色粒子 ・岩片
開石少

164 110 10 I C-I 縄文
口縁部破片 7.5YR5/3 にぶい縄 白色粒子非常に 口容部角頭状。口縁部やや外反.RLの縄文を外面 110-113同一

多胤色位子少 胸部は縦位 内面口唇部直下は繍位に施文。 個体

164 111 10 1 C-l 純文
口縁部破片 7.5YR5/3 にぶい褐 白色敬子非常に 口唇部角頭状。口縁部やや外反.RLの縄文を外出 110-113同一

多県色粒子少 腕部は縦位 内箇口容部医下は繍位に純文。 個体

口縁 部破片 7.5YR5β にぶい褐 白色敬子非常に 口容部角頭状。 口縁部やや外反.RLの縄文を外国 llO-ll3悶ー
164 112 JO I C-I 縄文 多白色岩片多 胸部は縦位 内面口容部直下は繍位に施文.外商は 個体

瓜色粒子少 無文域あれ

164 113 JO 1 C-l 制文
胴部破片 7.5YR5/3 にぶい鈎 白色粒子非常に RLの創文を縦位に施文。 llO-ll3同一

多緑色粒子少 個体

164 114 10 1 C-2 純文
口縁部破片 10YR6/4 にぶい賛 白色 .JI¥色粒子 口唇部角頭状.LRの縄文を外面胸部は縦位 内面

後 少 ロIfJ部直Fは倹位に施文。

164 115 JO I C-2 縄文
口縁部破片 IOYR5/4 にぶい賛 白色 .m色粒子 口容部角頭状。 LRの純文を外商胴部は縦位 内面

尚 口唇部直下は鱗位に施文。

口縁部破片 5YR4/6 赤符 I!I色粒子多 白 口層部i角耳目状。商に箆で左下斜位の刻み.白紙部外

164 116 JO I C-I 組l文 色佐子 ・岩片少 反。外四胴部と内面口密部厄下にRLの純文を償位

に施文.

164 117 10 I C-I 純文
j阿部破片 IOYR6/3 にぷい貨 白色粒子やや多 LRLの純文を縦位に純文。

症i 11:¥色粒子少

164 118 JO 1 C-I 制文
崩稲i破片 IOYR6/4 にぶい筑 白色 m色粒子 LRの純文を縦位に施文。

松(内面)少

164 119 JO 1 C-l 利文
胴 部Te1片 iOYR5/3 にぷいi~ 白色 .m色位子 LRの純文を縦位に施文。 119-122同一

f拍 少 個体

164 120 JO 1 C-l 事ux 腕部破片 10YR5β にぷい前 白色 ・瓜色敬子 LRの車u文を縦位に施文。 119-122同一

n.I 石英極少 個体

腕部破片 lOYR6/3 にぷいfJi白色粒子 ・岩片 LRの創文を縦位に純文。 119-122同一

164 121 JO 1 C-l 純文 駁 m色粒子赤茶 個体
色粒子極少

164 122 JO r C-I 純文
胸部破片 IOYR5/3 にぷい前 白色 .11.¥色粒子 LRの純文を縦位に施文。 119-122同一

4品 石英少 例体

164 123 JO 1 C-l 純文
腕部破片 7.5YR4/2 灰制 l当色粒子岩片 LRの純文を縦位に施文。 123/124同一

少 側体

164 124 10 1 C-l 純文
胸部破片 7.5YR4/2 灰社J 白色粒子 ・岩片 LRの削文を縦位に1匝文。 123/124悶ー

少 個体

胸部破片 IOYR7/3 にぷい前 白色枝子岩片 RLの縄文を縦位にni!i文。

164 125 JO I C-I ~n文
量E m色粒子岩片

赤色粒子 ・岩片

少

164 126 10 1 C-l 純文
腕部破片 10YR6/2 灰rt.i拘 白色.m色粒子 LRの車n文を縦位に施文。

少

164 127 10 I C-I I!U文
!胸部破片 5YR6/6 暗E 白色粒子石英 LRのsll文を縦位に純文。全体的にl阜滅。

卿石少

胸部破片 7.5YR7/4 にぶい位 白色粒子 ・岩片 LRの純文を縦位に}fl!i文。全体的にi事滅。

164 128 JO 1 C-I 純文 iJ.¥色粒子 ・宕片
赤色粒子少

胸部ν10 5YR6/6 暗1 白色 .It¥色粒子 RLの車n文を縦位に施文。

165 129 10 1 C-I 純文 やや多白色岩

片少

165 130 JO 1 C-2 縄文
胸部破片 7.5YR7/4 にぷい1~ 白色粒子 ・岩片 LRの車n文を縦位に純文.

多目i色粒子

)胸部破片 7.5YR6/6 む 白色敏子やや多 RLのsll文を縦位に胞文。

165 131 JO 1 C-2 純文 白色岩片品i
色 -赤色粒子少

165 132 10 1 C-2 純文
l闘部破片 7.5YR5/4 にぷい1&石英白色.mRLのsll文を儲i立に施文。

色粒子少

165 133 JO 1 C-2 縄文
胴官官破片 10YR5/2 灰節制 白色粒子 ・宕片 RLの縄文を右下斜位にni!i文。

少

購部破片 IOYR5β tこぶい'/JJ. LI色敬子多白 外商l岡部RLの純文を械i立に施文。内町品1位条痕文

165 134 JO 1 C-2 縄文
褐 色岩片瓜色位 をJ1!lり消す。

子やや多以色
岩片 金書雪母少

1 C-2 副文
底部1/6 鐙 白色恥色位子 尖成。外面純文Iit!i文(Jjf(体方向不明).内面横位条

少 f良文.
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層位 分類 型式 残存
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番号 番号 (cm) 

直1136 JO 1 C-2 縄文 廊下部破片 IOYR5!2 灰1員禍 白色・瓜色粒子 RLの純文を縦位に純文.

胸部磁片 5YR5/6 明赤制 白色・ 限色粒子 LRの縄文を右下斜位に施文。

165 137 JO 1 C-2 純文 やや多白色宕

月少

165 138 JO 1 E 無文
口縁部舷片 7.5YR4/6 袴 白色粒子・岩片 口容部丸い。口縁部外反.胴部外内面ナデ。

照色粒子

165 139 JO 1E 無文
口縁部磁片 IOYR4.β にぷい貿 白色 .I!¥色赤 口容部丸い。胴部外内面ナデ。

縄 色敏子極少

口縁部1/7 口径 7.5YR6/6 暗E 白色・瓜色粒子 主主頂部l錐定4方。口容部角頭状。面に箆でおlみ。1踊
胸部3/8 (21. 6) やや多白色岩 上部に段を持ち 外に闘し胴上部は波頂部に合わ

166 140 JO 1 F 野島
片 赤色粒子 せて縦位の太沈総で区画し 並行する純沈総を鎌斜

石英少 位に組み合わせた鋸歯状モチーフで組める.綱下部
は推定8方に胴上部と|司じ鋸幽状モチーフを施文.
内面償位条痕文を庖り消す。

劇部破片 5YR6/6 唱E 白色粒子~ 11:¥ 外面上部は横位 下部は縦位条指定文。内面上部は繍

166 141 JO [ F 野島 色粒子やや多 位条痕文。下部ナデ.

白色岩片少

胸部1/6 最大径 5YR6/6 t畳 白色枝子多 m 段を持つ胴上部.縦位の太沈線で区画し 並行する 142/143同一

166 142 10 1 F 野島
(20.5) 色粒子やや多 紺l説;総を呉斜位に組み合わせた鋸歯状モチー7を純 個体

白色岩片赤色 文。
粒子石英少

胸部破片 5YR6/6 般 白色・瓜色佐子 並行する紺脱線を斜位に施文。 142/143同一

166 143 JO 1 F 哩苦!4
やや多白色岩 個体
片赤色敏子
石英少

胸部1/8 鼠大後 7.5YR5/6 明絢 繊維白色敬子 外面縦位粂f直文.内面右下斜依条痕文。 個144体/145同一

166 144 JO IG 下沼部
(26.9) 非常に多烈色

粒子やや多石
英少

胸部1/8 般大径 7.5YR5/6 明ぬ 繊維白色粒子 外商縦位条痕文。内面右下企下位条耳i文。 は4/1451司}

166 145 JO IG F沼部
(26.9) 非常に多 m色 例体

位子やや多石
英少

口縁部1/2 口径 5YR3/6 階赤拘 白色粒子多照 波岡部推定4方。弧状の波頂部と外商に円形の隆裕

胴部1/2 (32.8) 色粒子少 を貼付けた三角形の波頂部を対角に配峰。口容部角

167 146 JO IH1 打舷 頭状。面に箆で草11み。外面胸部縦位条痕文を腐りi肖
してから 胴上郡に格子状条痕文施文。内而欄位条
痕文』包文後胴下部は条jft文を贈り消す.

168 147 JO IHl 打車E
口縁部破片 7.5YR5/6 i拘褐 石英多白色・ 平縁.口容部角頭状.外内面口唇細部に箆で刻み。

1晶色粒子 胸部格子状粂痕文。

口縁部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 白色粒子石英 平総。口容部角碩状。 外内面口唇端部に箆で刻み。

168 148 JO IHI 打越
(内面) やや多白色岩 I~部絡子状条以文.

片 且l色粒子・
右片少

口縁部破片 2.5YR5/6 明赤褐 白色粒子 ・岩片 平録。口唇部角頭状.外内而口唇端部に箆でおlみ.

168 149 10 IHl 打魁 黒色粒子 ・岩片 胸部格子状条波文の上に列点状の貝般腹縁で山形文

少 施文句

口総榔破片 5YR5/6 明赤褐 /:11色粒子やや多 平縁.口容部角顕状。波m部に口容部を閤み垂下す

168 150 JO IHI 打超 白色粒子・岩片 る隆裕貼付.口容官官の面と隆1，jfに箆で刻lみ.胸部右

少 下斜位条縦文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤十品 白色粒子・省片 平総.口唇部角ia1状.口容部を聞む隆帯を貼付けて

168 151 JO IHI 打魅
l詰色粒子多 三角形の突起を作出.外面口唇錨部と隆帯に箆で刻

み。 !胸部絡子状条痕文.内面繍位条痕文を腐り消
す。

ロ縁部破片 7.5YR5/4 にぷい街 保色粒子 白色 平総。口容部角ifJl状。外面口容端部に貝般で虫mみ。
168 152 JO IHl 打直S 粒子極少 口容部を囲む隆裕を貼付けて三角形の突起を作出。

腕節絡子状条痕文.

口縁部自主片 7.5YR5/4 にぶい尚 県色粒子各 自 平総つ口容部角頭状.面に貝般で刻み。外面口容部

168 153 JO IトIl 打趨
色粒子極少 itr下に垂下する突起状の降格貼付(破損につき形状

不明)， 1阿部機子状条痕文。内面倒位条痕文を贈り

消す。

168 154 JO IH1 打飽
口緑部破片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子機色 波状口縁。口唇部角頭状。 i庄頂部を除き外内面白唇

粒子石英少 端部に箆で刻み。胴部佑子状条痕文。

ロ縁部破片 5YR6/6 鐙(内而) 白色粒子やや多 i症状口縁。口唇部角頭状。外商口容端部に箆で:I(IJ
168 155 JO IHI 打魁 白色省片 m色 み。胴部列点状の貝般股綜による施文あり.

粒子石英少

168 156 JO 1 HI 打魅
口縁部破片 7.5YR6/6 燈 白色・娘色粒子 波状口縁。口唇部角頭状。外面口容端部に箆で刻

やや多石英少 み。胸部l絡子状条痕文。

口縁部破片 7.5YR6/6 積 白色・赤色粒子 波状口縁。 口容部外四IJ ~，外国口唇脳部に箆で刻 157-159同一

168 157 JO IHl 打魅 少 み.胴部列点状の貝鮫!腿縁で迎統山形文純文.内面 備体

制位条痕文を賂りi曲す。

口縁部破片 7.5YR6/6 綬 品L色敬子やや多 渡状口縁。 口容部角i!lI状.外面口唇地部に箆で却l157-159同一

! 168 158 JO IHI 打越 白色粒子胤色 み。胴部列点状の貝般腹縁で溜統山形文純文.内面 倒体
岩片石英少 償位条痕文を謄り消す。

口縁部破片 7.5YR6/6 燈 J耳色粒子やや多 波状目録。 口容部外削ぎ.外面口唇端部に箆で現l157-159同一
168 159 JO IHl 打越 白色粒子少 み。胸部列点状の貝般腹縁で連続山形文ñ~文.内面 個体

倹位条痕文を贈り消す。
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168 160 JO IHl 打越
口縁部舷片 7.5YR6/4 にぷい鐙 緑色粒子やや多 平縁.口容部角頭状。面に箆で刻み。胴昔前列点状の

郷石少 貝般銀総による山形文つ施文。

168 161 JO IHl 打越
口縁部破片 7.5YR5/4 にぶい褐 属l色粒子多鱒 平縁。口唇部角顕状.面に貝llI!で却lみ.外商劇部絡

石少 子状条痕文。内面横位条痕文を腐り消す.

ロ縁部破片 5YR4/4 にぶい赤 白色位子やや多 平縁。口容部角顕状。面に貝般で右下斜位の刻み.

168 162 JO IHl 打越 褐 白色岩片石英 胸部右下斜位条痕文。
少

口縁部舷片 5YR5/6 明赤褐 黒色粒子多白 平録。口容部角WJi状。面に貝般で刻み。胸部不規則

168 163 JO IHl 打越 色粒子岩片 な格子状条痕文。

石英少

口縁部破片 7.5YR5/6 明褐 白色・ l寵色粒子 平縁。口唇部角頭状。面に貝般で刻み。外商口唇部 同4/165同一

168 164 JO IHI 打直E 多 白色岩片 砥下列点状の貝鮫腹緑で類沈紙1文.al!i文。鯛部原体を 備体
石英少 少し引 く貝般腹縁で迎続山形文2段.l¥!i文。

胸部破片 7.5YR5/6 明褐 白色 ・黒色粒子 原体を少し引く貝般腹縁で迎鋭山形文2段施文。 164/165同一
168 165 JO IHI 打越 多白色岩片 個体

石英少

168 : 66 JO []-!1 打魅
ロ縁部破片 5YR4/6 赤褐 白色粒子 ・岩片 平縁。口唇部角頭状。函に貝般で左下斜位の~Iみ。

黒色粒子少 胸部太列点状の貝般腹録で細波文胞文。

ロt軍部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 黒色粒子多自 平録。 口唇部角頭状。面に貝般で刻み。胸部原体を 167-169同一

168 167 JO IHI 打越 色粒子やや多 少し引く貝鮫腹縁で連続山形文胞文。 個体
餌1石少

胸部破片 7.5YR5/4 にぶい何 島県色粒子多 白 阪体を少し51<貝般脱縁で山形文2段縄文。 167-169同一

168 168 JO IHl 打勉 色段子やや多 個体
却石少

胸部破片 7.5YR5/4 にぷい筒 高1色栓子多 白 原体を少し引く貝般腹縁で山形文2段施文。 167-169同一

168 169 JO IHI 打車Z 色敬子やや多 個体
蛇l石少

口縁部破片 5YR5/6 明赤褐 白色器片瓜色 平線.口容部角顕状。而に貝般で右下斜位の1111み.

168 170 JO IHI 打員盛 粒子少 原体を引く貝殻股紛で外商口容部irl下は鮫沈級文

胴部山形文施文。

169 171 10 IHI 打越
口縁部破片 5YR5/6 明赤;約 白色 ./1，¥色栓子 平録。口容部向顕状。前に貝oで刻み。 外商口容器l1711172同一

各 自色岩片少 iu下肢体を引く貝級腹録で迎銃剣li庇文縄文. 偶体

日待部政片 5YR5/6 明訪1拘 白色粒子 ー岩片 平縁。口容剖i向頭状。 面に貝般で刻み。外而口将湖1171/172同一

169 172 JO !HI n越 !日色粒子・岩片 也下町{体を引く貝殻J段級で述統制波文脳文。 個体

少

口紋間l破片 5YR5/6 明赤拘 f唱色粒子 白色 平録。仁l層部向車l状。而に貝鮫でlIIJみ.外面1-1仔f市
169 173 10 IHI 打魁 粒子少白色岩 直下J車体を引く貝怨阪総で軍i沈斜文施文。

1十極少

169 IHI 打車E
口線部目位。片 5YR4/6 赤耗] 白色烈色粒子 平録。口仔部角問状。而に箆で羽lみ。胸部s!体を少

少 し引く 員1敬服緑で軍1沈斜文 3段純文。

169 175 JO 1 HI 打勉
口*T.f祁破片 7.5YR5/4 にぷい紅i照色粒子白色 平絞っ口容部角lli1状。 而に箆で刻み。口*~部やや外

粒子少 反.s胸部不鋭11りな佑子状条浜文。

口*j:m破片 7.5YR416 拘 白色粒子多白 平録。口容部内耳目状。外国口容部直下縦位条泌文。 176-180と同

169 176 JO IHI 打越 色 .)1;1色宕片 胸部原体を号1<貝般脱線でJlll続山形文2段純文。 内 一個体

m色粒子少 而口層部iu下縦{立条司王文。

169 177 10 [HI 打直E
胸部破片 7.5YR4/6 制 白色粒子 ・岩片 外面b-:l体を引 く貝知脱線でi血統山形文2段施文。 内 176-180と同

瓜色敬子 ・岩片 筒上部縦{立条f民文。 一側体

l胸部破片 7.5YR4/6 韓J |白色粒子多白 外面広1体を引く 貝般脱線で辿続山形文2段施文。内 176-180と河

169 178 JO 1 HI 打越 色.1，1;¥色岩片 面上部縦位条痕文。 一個体
保色粒子少

169 179 JO IHI 打趨
!日部破片 7.5YR4/6 初 白色 /，1.1色敬子 外商.D;!体を引く貝，'a目白fY.で，ili統山形文2段施文。内 176-180とI司

多白色岩片少 回よ部縦位条書l文。 一個体

i打直E 」l叫 1
7.5YR4/6 1u l当色粒子多 白 外而即、体を引く 貝奴般紙で述車道山形文2段.l¥!i文.内 176-180と|司

169 180 JO [HI 色 .m色岩片 而上部縦位条痕文。 一個体
胤色粒子少

口側 JlI 5YR4/6 赤拘 白色佐子多 m 平H..口容i部角顕状。刷上部断而四角形の臨帯を口

169 181 JO IHI 打勉
色粒子白色省 nに沿って貼付。門信沼を囲み 垂下する峰干!?貼付
片少 (舷鍋のため形状不明).外部口容自画部と峰::i~の面に

貝克tで刻み。

口総部破片 5YR6/6 w. 黒色佐子白色 平B.口扇舟1免i!lI状.聞に箆で布下斜位の刻みを入

Irr魁169 182 JO [HI 粒子少白色絹 れた後 m位粂波文.l1i文。口綜都内冊。外面胴上部
片極少 |軒両四角形の隆1tfを水平にl砧付。 E釘ifの而に箆で刻

み.臨書?下部は縦位条痕文.内面制位条痕文。

日銀部破片 5YR5/6 I釘赤初 白色敏子 ・岩片 被状口f望。口容部内証u状.胴上部断而四角形の隆司F
169 183 JO 1 HI 打勉 黒色位子 i1l1石 を口総に沿ってl砧付.口唇部と隆1，iiの商に貝殻で却l

少 み.~量得下;'a!列点状の貝般脱.nで山形文ñJ!i文。

口縁部自主片 5YR5/6 明赤掲 白色烈色佐子 平録?口容部角問状.1胴上部|析而四角形の隆司fを渦

169 184 10 IHI 打館 多 谷状にl砧付.外内而口容r-'!部Iと降格の而にw:でJ'(IJ
み.膚f1!!絡子状つ条IH文。

口線i部破片 15YR5/6 明赤事日 白色粒子やや多 平絡。口唇部向碩状。外面口容術部~出。口唇部を

169 185 JO I HI 打車E
白色 ・ 照色岩}i~ 臨む険制をl砧付けて三角形の突起を作出。隆帯に畏

少 般で刻み。 外間澗;邪摩滅のため闘~不明。 内[町制位
条括主文を耳寄りI白す.

5YR5/6 明赤掬 白色粒子多白 平紙。口層部角矧状。外商口容端部突出。 而に櫛位

186 JO 1 HI 打直E 色岩片石英少 条痕文.aIs文後 外内面口悩.r，jjf'世に箆で刻み。!嗣部絡

子状条If!文.
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第 5主主 縄文時代の遺構と遺物

挿図 掲.
層位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色調 胎土 審形・文織施文の特徴 備考

醤号 番号 (an) 

ロ縁部1/8 5YR5/8 明赤褐 白色粒子 ・宕片 平縁.口唇部角頭状。外国口唇端部突出.外内面口

169 187 JO IHI 打趨
胸部1/4 照色粒子少 唇端部に箆で刻み。外面胴上部格子状条痕文.条痕

文の下に列点状の貝般腹縁で迎続山形文2段施文.
内商横位条痕文を腐り消す.

口縁部破片 7.5YR4/4 褐 白色粒子多 白 平縁。口容部角頭状。外面口唇術部突出図面に櫛位

169 188 JO I HI 打越 色岩片脱色粒 条痕文~文後外面口唇錦部に箆で刻み.胴部格子
子少 状条痕文。

169 189 JO 1 HI 打越
口縁部破片 5YR5/6 明赤梢 黒色粒子白色 平録。口唇部角頭状。外面口唇掛部突出。外内面口

粒子少 容脳部に貝lIllで1(11み.胸部絡子状条波文。

口縁郡破片 7.5YR6/6 鐙 瓜色粒子 白色 平縁。口容部角頭状。外而口容端部に断面四角形の

169 190 JO IHI 打魁 粒子少 l釘I'貼付。 内而口容脳部と隆{tf上方の端部に民般で
刻み。 胸部縦位条書~文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤ぬ 白色位子やや多 平縁。口容部向孤状。外面口唇端部に断面四角形の

169 191 JO IHI 打脇 白色岩片少 隆裕l泊付。内面口容縦部と隆冊子の商に箆で刻み。 胴

部布下斜位粂lU文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤栂 白色粒子多 m 平縁。口層部向車1状.外価口唇~il部に断面四角形の

169 192 JO IHI 打越
色粒子少 隆裕貼付。ロ4警備の臨に格子状条痕文施文後 内面

口唇rol郁と隆明?の商に箆で刻み。胸部不規則な格子
状条司王文。

口縁部破片 7.5YR5/6 明拘 I!¥色位子多白 平緑つ口容仰向田状.外商口容端部に闘iiliiニ角形の

169 193 JO 1 HI 打越
色粒子岩片少 隆司H砧付。口容部を凶む隆{t~をl皆付けて三角形の突

起を作出..砲起の側而に鋸樹状の貝般腹縁で頼沈総
文 3段.~文。

日縁部破片 2.5YR4/6 赤尚 白色粒子やや多 平縁。口唇11ll角願状。内面白樫鎚剖l突出。外商口容

169 194 JO IHI 打魅 白色岩片 自民色 拙部に断面三角形の峰帯貼付.内面口唇端部は箆で
粒子少 隆帯は貝1uで1(IJみ.胸部右下斜位条痕文。

口縁部破片 2.5YR5/5 明赤禍 白色舵子少 平縁。口唇官官丸い。外商口唇端部に断固ニ角形の隆

169 IHI 打勉 帯貼付.内面口唇部直下は箆で降初は民般で却l
み.腕部列点状の只般!良縁で細主主文2段胞文。

口縁部破片 5YR4/6 赤補 白色濫子 ・岩片 平縁。口容部丸い.外国口容糊部に断面ニ角形の隆

169 196 JO 1 HI 打趣 黒色粒子少 有F貼付。口容部と隆裕の角に箆で刻み。胸部左下斜
位条証正文。

口縁部破片 7.5YR6/6 燈 恥色豊立子やや多 波状口縁。口容部角頭状。面に施?で主~Iみ.外面嗣

170 1971 JO I HI 打車Z
白色粒子宕片 部列点状の只般腹縁で Ij誼自にi血統山形文 2段目
赤色位子少 に矧沈録文純文。 3段目の文織は不明。内面横位条

痕文を陥り消す。

口縁部破片 7.5YR5/6 明掲 白色目l色枝子 主主状口縁.口容部丸い.角に箆で刻み。胸部右下斜

170 198 JO IHI 打越 やや多石英少 位条痕文を贈り消した後 列点状の員般腹縁で山形
文を施文。

口縁部破片 7.5YR6(6 後 白色 ・瓜色粒子 波状口縁.口唇部丸い.角に箆で右ト斜位のJiiJみ。 199/初日同一

170 199 jQ IHI 打越 やや多 外面胴部右下斜位条痕文を熔り消した後 列点状の 個体
貝J!\l腹縁で巡続山形文 2段~文.内面繍位条痕文。

170 200 JO I Hl 打趨
胴部破片 7.5YR6/6 鐙 緑色粒子やや多 外面右下斜位条jf_~文を周り消した後列点状の貝般 199/2日D同一

白色粒子少 腹縁でi車線山形文2段施文。内面積位条痕文. 個体

口縁部舷片 5YR4/6 赤褐 白色粒子多 自 波状口総?口容部丸い.角に箆?で刻み。外国胴上

170 201 JO IHI 打趣
色岩片銅色粒 都世rr商四角形の隆裕を口縁に沿って貼付。降帯に只
子少 般で刻み.1胸部列点状の貝売買腹縁で山形文施文。内

面倒位条痕文をll!Iりil'iす。

口縁部破片 5YR5/6 明赤掲 瓜色粒子石英 平縁。口唇剖l丸い.外面口容端部に断面四角形の隆 202-206同一

170 202 JO IHI 打魅 白色岩片少 初日占付.口唇部の角と降格の面に只般で)'(IJみ。胴部 個体
列点状の只椴股縁で迎統山形文2段施3足。

口縁部1/5 口径 7.5YR5/6 明褐 胤色絵子白色 平縁。口唇部丸い。外面口唇端部に断面四角形の降 202-206同一

(18.2) 岩片石英少 tif貼付.鍛定4方に口容部を閤む降格を貼付けて三 個体

170 203 JO IHI 打魅 角形の突趨を作出.口容部の角と降刊干の面に貝売買で
刻み。胸部列点状の貝殻腹縁でi出税山形文2段施
文。

170 204 JO I HI 打勉
腕部破片 7.5YR5/6 明褐 黒色粒子多石 列点状の只鮫腹緑で連続山形文 2~対面文。 202-206同一

英白色岩片少 個体

腕部破片 7.5YR5/6 明褐 白色 ・瓜色敬子 列点状の只般脱線で連続山形文2段胤文。 202-206同一

170 205 JO !Hl n滋 白色岩片石英 個体
以色岩片極少

腕部破片 7.5YR5/6 明褐 瓜色粒子石英 列点状の].(1¥'1腹縁で述続山形文2段施文. 202-206同一

170 2061 JO iHl 打越 白色粒子・岩片 個体

少

口縁部1/8 口径 2.5YR4/6 赤耗j 白色 .J);¥色粒子 平線。口唇翻1丸い。外面口唇錨部に断面ニ角形の隆 207-209同一

171 2日7 JO IHl lT勉
(21. 2) やや多 白色岩 nn値付.推定4方に口唇ffilを:阻む隆帯をj砧付けて三 個体

片 石英 卿石 角形の突起を作出。口容部と隆僚の角に箆で刻み。

少 網部格子状条痕文。内面繍位条痕文をl塑り消す。

口縁部破片 7.5YR4!3 褐 白色粒子やや多 平縁.日曜事部丸い.外面口唇端部に断l血ニ角形の臨 207-209同一

171 208 JO IHl 打越
黒色位子石英 都貼付.口容部と降帯の角に箆で刻み。胸部格子状 個体

少 条痕文施文後 列点状の貝般腹縁で山形文施文。 内
面横位条痕文を腐り消す。

口縁部破片 7.5YR4/3 禍 白色粒子やや多 平縁。口唇部丸い.外面口唇端部に断面ニ角形の峰 207-209司ー
171 209 JO IHI 打趨 廊石少 帯貼付。口唇部と隆帯の角に箆で刻み。闘部格子状 個体

条痕文。

口縁部破片 7.5YR6/6 燈 白色粒子・岩片 平縁。口唇部丸い。外面口唇錨部に断面ニ角形の隆

171 210 JO IHI 打紐 ID色粒子石英 干w貼付。 口容部と降格の角に箆で刻み。胸部箆で貝

少 般腹縁文状の山形文施文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤栂 高l色粒子 石英 平縁.口唇部丸い。外面口唇錦部に断面ニ角形の隆

171 211 JO IHI 打勉 極少 帯貼付。口唇部と隆裕の角に貝殻で刻み。 胴部外内
函摩議，

口緑部敏片手 IOYR5/3 にぶい黄 白色粒子やや多 平縁日唇部丸し 一切外向直|
171 212 JO IHI 打直E 褐 下縦位の条痕文。 胴部鋸自白状の貝般腹総で山形文2

段施文。
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第5章縄文時代の遺構と遺物

挿図 掲.
眉位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色回 胎土 器形・ 文様施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) 

口縁部破片 7.5YR4/4 禍 白色・鳳色粒子 平縁。口唇部丸い。角に民般で左下斜位の刻み。腕

171 213 10 IHI 打i!'l やや多白色 ・ 都知l点状の貝鮫腹総で口容部臨下に細波文 l段腕
照色岩片少 上部に山形文2段施文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子非常に 口縁部形悠不明.口唇部丸い.角に箆で刻み.外商

171 214 10 IHI 打勉 多 白色岩片多 口唇部直下佑子状条痕文.胴上部太列点状の貝般腹
県色粒子やや多 縁で迎統山形文2段胞文.内面右下斜位条痕文。

口縁部破片 7.5YR6/6 燈 黒色位子多白 平縁。口容部丸い。角に箆で刻み。外面腕部列点状

171 215 10 IHI 打勉 色粒子少 の員般腹縁で迎統山形文2段施文@内面櫛位条痕

文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤縄 白色粒子多白 口縁部形態不明.口容部丸い.角に箆で1A11み.外商 216/217同一
171 216 10 IHI 打越 色岩片石英少 病部不規則な絡子状条痕文施文後太列点状の貝般 個体

腹縁で迎統山形文施文。内面繊依条痕文。

171 2171 10 IHI 灯魅
胸部破片 5YR5/6 明赤栂 白色粒子多白 外面格子状条痕文。内面上部櫛位条痕文。下部はナ 216/217同一

色岩片石英少 デ。 個体

口縁部破片 7.5YR3/4 階褐 鳳色粒子多 白 平縁。口唇部丸い。角に箆で刻み.外商胸部鋸樹状

171 218 10 IHI 打越 色粒子瓜色 ・ の貝般腹緑で山形文Z段施文。
赤色岩片少

口縁部破片 lOYR6/4 にぷい前 白色照色粒子 平縁。口唇部丸い。角に箆で刻み。原体を少し引く 219-223同一

171 219 10 [H[ 打魅 続 やや多白色岩 貝殻肢総で口層部直下に類沈級文 l段 ~IJ二部に山 II!I体
片少 形文施文。

日縁部破片 7.5YR6/4 にぶい燈 白色.Il¥色粒子 平縁.口容部丸い。向に箆で刻み。胸部原体を少し 219-223同一

171 220 10 IHI 打魅
やや多白色 引く貝般股緑で山形文施文. 個体
黒色岩片石英
少

胴部破片 5YR5/6 明赤拘 I!¥色・白色枝子 原体を少し引く 貝般腹縁で述鋭山形文2段純文。 219-223悶ー

171 221 10 IHl 打勉 やや多白色岩 {闘体

片 石英少

胸部破片 7.5YR6/6 総 白色.jH色粒子 l);(体を少し引く貝般股録で遮鋭山形文2段純文。 219-223同一

171 222 10 II l-Il 打車E やや多白色岩 個体
片石英少

!阿部破片 5YR6/6 鐙 白色 .m色粒子 応体を少し日1<只鍛脱線で述鋭山形文3段純文. 219-223同一
171 223 10 Il-II 打勉 やや多ドl色是i 個体

片少

171 224 10 [HI 打鎚
口録部破片 5YR6/6 桜 白色粒子・岩片 平録。J:11iJ部丸い.向に箆でt.J1み.胸部有下斜{止条

石英少 lu文をlf!1り消す。

口縁側1破片 5YR5/6 i列赤符 白色粒子石1A平縁.口容古s丸い。外iIii口容脳部断面ニfiJJ醇の低い
171 225 10 Il-IJ 打趨 少 幅広隆"ifJ仙付.臨tiFの市lに絡子状条桜文.胸部佑子

1!~ つ条f民文。

口緑部!被片 5YR4/6 司<llJ 白色 ・!.(¥色粒子 口級i市不f.Hfiつ口m祁角ii.l1状。聞に貝般で刻み。外

172 226 10 1 Hl 打直』
やや~ 石英 而胴上部1111線的な絡子状条五i文.1嗣下部ナデ.内田
白色岩j十赤色 胴上部ナデ。下部は杭位粂lu文をJl)Iり消す。
粒子少

円絞i郁破片 5YR5/6 IJJ赤社J 繊維少白色紋 不規則な披状口ねつ口仔部不艶形.外[師rr悦部[日下 227-231同一

172 227 JO 1 HJ 打魅
子石英嗣{石 左下斜位条桜文。胸部縦位条泌文の上に同方向の奴 倒体

少 ]j'jslIの条JJ，i文をmねる.内而口唇部ftt下はjillf立 胴
怖は縦位または友下斜位条痕文。

口t宮市t破片 5YR5/6 I!fJ;Jnu 繊維少白色粒 不規則な波状口絞っ日付部不幣形。外田1胴fffl*誕位条
172 228 10 Il-II 打越 子行災 直p石 組文の上に同方向の煩頂部の条1M文をillねる。内而 個体

少 口唇郡山下は繊位 l胸部は縦{す粂lu文.

口総部敵，"， 5YR5/6 1男亦1<1 白色粒子少 不規則なiJJi状口絞っn岳部不殺形.外而口容告sf(C下 227-231同一|

172 229 JO IHI 打雌
tj，¥.位袋担;，(文.胸部縦位条車道文の上に同方向の般別;百

の条11~文をmねる.内而口唇部f白下は例位 l胸部は
左下斜位条波文。

|口付部破片 5YR5/6 l阿赤禍 繊維少 白色粒 不規則な波状白紙つ口伝部不~形。外而口層部iiI下 227-2311百J一一

172 230 10 11-11 打趨
子石英嗣i石 左下斜位条秘文。胴古都右下斜位条痕文のよに悶方向 個体

少 の殻頂部の条ヲバ文をmねる.内而口容部iu下は俄位
胸部は縦位糸瓜文。

l阿部!被片 5YR5/6 明赤符 t思維少 向色粒 外商縦位条1M文の上に同方向の鮫頂部の条総文を血 227-231同一
172 231 .i0 IHI 打結 子白色岩片 ねる.内面縦t立条痕文。 個体

石英郎石少

172 232 JO 1 H2 !打魁並行 口側破片l 7.5YR5/6 IJfJω 繊維白色粒子 平録。口容筋向頭状。面に櫛位条似文.胴部右下斜 232/233肉ー
位条f良文. 個体

172 233 10 1 H2 打越並行
ロt警部破片 7.5YR5/6 !円裕 繊維白色粒子 平綜.口容部角頭状。而に椀位粂泌文.腕部右下斜 幻2/233同一

少 位条証I文。 個体

口r?t部破片 5YR4/4 にぷい赤 I!I色粒子多白 平緑。口唇部内碩状。聞に箆でiÆ11み。口t~部外反。
172 234 10 [ I-l2 打越立正行 f祖 色粒子やや多 外商胸部右下斜{立粂痕文。内面右下斜位条痕文。

白色岩片少

172 235 JO IHI 打越
ロ縁部破片 5YR4/4 にぷい赤 白色粒子 ・鰐片 平待。口容部不r.t形。胸部制位の傑痕あり。

初 少

i澗部破片 7.5YR5/6 明F日 白色粒子多白 l師四角形の即…に貼付恥箆叫 :1
173 236 10 IHI 打趨 色弱片 m色粒 併下部は左下斜位粂JIl文3

子石英少

胸部両立片 5YR3/4 階褐 l… の 附
10 !l-II 打車2 色岩片 '.tl色粒 '.j~下部は格子状条痕文。

子少

一
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得図 掲.
層位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色悶 胎土 器形・文様施文の特徴 備考

番号 番号 (叩)

5YR4/4 にぷい赤 白色粒子多白 断面ニ角形の隆有?を水平に貼付.角に箆で刻み。隆

173 238 JO 1 HI 打員自
t!J 色省}十やや多 "*下部は格子状条痕文。

烈色聖立子石英

少

胸部破片 5YR5/6 赤褐 白色粒子多白 右下斜位条痕文を贈り消した後上部に同方向の粂

173 239 JO IH1 打厳 色岩片 I!¥色豊立 痕文を施文してから鋸歯状の只鮫腹縁で連続山形文
子少 2段銘文。

胸部破片 7.5YR5/6 明絢 白色・ 蝋色位子 外商右下斜位条M文を贈り7i1jした後 上部に格子状

173 240 JO 1 HI 打越 多白色岩片や 条痕文を縄文してからi!l樹状の貝般腹縁で迎統山形
や多石英少 文 3段fftli文。内面制位条痕文.

173 241 JO IHI 打紐
胸部破片 2.5YR6/6 総 白色粒子白色 絡子状条痕文施文後列点状の貝般1度縁で山形文?

岩片石英少 施文。

l嗣部破片 7.5YR5/6 明ぬ 白色粒子多胤 外国絡子状条泌文胞文後 列点状の貝般股縁で純文

173 242 JO lHi 打越
色粒子やや多 (火線不明)。内面横位条痕文を庖り出jす。

白色岩片石英
少

胸部舷片 5YR4/6 赤ぬ 白色粒子・岩片 外国格子状条波文を熔り消した後列点状の貝鮫腹

173 243 JO 11-l1 打磁
多品i色粧子や 総で山形文2段施文。内面櫛位粂痕文を贈り消す.
や争石英瓜
色岩片少

173 244 JO 1Hl 打趣E
鯛節破片 7.5YR5/4 にぶい褐 白色鳳色粒子 外而右下斜位条痕文の上に列点状の貝般腹縁で迎統

少 山形文liIii文.内而樹位条痕文を閉り消す.

胸部破片 7.5YR6/6 燈 白色粒子石英 右下斜{立条痕文の上に向方向の般頂部の条痕文をm:

173 245 JO IHl 打直B 少 ね 賂りi向した後 鋸幽状の貝般脱縁で文総2段胞

文。 上段は文織不明.下段は迎鋭山形文。

胴部破片 7.5YR6/6 鐙 県色也子やや多 右下斜位条痕文の上に同方向の般頂部の条痕文を厄

173 246 JO IHl 打勉 白色赤色粒子 ね膚り消した後列点状の員~腹縁で施文(文総
少 不明)。

胸部舷片 7.5YR6/6 償 晶i色粒子やや争 外面右下斜位条痕文を贈り消した後 列点状の良鮫

173 247 JO IHl 打魅 白色栓子少 腹縁で山形文2段施文。内面倒位条痕文。全体的に

-"滅。

胸部破片 7.5YR4/6 褐 js色粒子多自 上部に右下斜佼条痕文施文後列点状の貝般腹縁で

173 248 JO II-ll 打魅 色粒子白色岩 山形文2段施文。
片少

胴部破片 5YR6/6 般 品i色粒子多自 右下斜位条痕文の上に岡方向の般頂部の条痕文をm:

173 249 JO IHl 打勉 色宕片 白色粒 ね贈り消した後 列点状の貝般腹総で迎統山形文

子少 施文。

胸部破片 5YR4/6 赤禍 白色粒子多白 外面列点状の貝般脱線で上段に辿絞山形文 ]段下

173 250 JO IHl 打趨 色岩片品色粒 段に絡子回文3段施文。内面倒位条痕文。
子 石英少

173 251 JO IHl 打越
胸部破片 5YR6/6 燈 白色 ・且l色粒子 列点状の艮般腹緑で遮続山形文施文。

やや多石英少

胸部破片 5YR4/6 赤褐 白色佐子やや多 外面続位条痕文の上にl司方向の般国背sの条痕文を厄

173 252 10 lHl 打魅 白色岩片黒色 ね 贈り消した後列点状の貝般腹縁で施文{文織

粒子少 不明)。内函繍位条痕文。

胸部破片 7.5YR5/6 明尚 白色粒子多白 列点状の良費目腹縁で山形文2段施文。

173 253 JO IHl 打魅 色省片やや多
高l色宕片

173 254 JO 1 Hl 打勉
胸部舷片 7.5YR6/6 燈 風色位子やや多 列点状の貝般腹縁で山形文2段施文。

郷石少

胸部破片 5YR5/6 明赤縄 白色粒子非常に 列点状の貝般腹縁で山形文施文.全体的に摩滅。

173 255 JO IHl 打魁
多白色岩片
m色粒子石英
多

173 256 10 lHl 打起
胴部破片 5YR4/6 赤褐 風色粒子少白 列点状の貝般腹縁で山形文Z段純文。

色粒子極少

胴部破片 7.5YR6/6 経 m色粒子やや多 列点状の貝殻腹織で山形文2段胞文。

173 257 10 IHl 打越 白色粒子 蹄石

少

173 258 JO IHI 打勉
胴榔破片 7.5YR5/6 明栂 白色粒子少 外商列点状の貝般腹縁で山形文2段施文。内而帆位

条痕文を周り消す.

173 259 JO IHl 打勉
胴部破片 5YR5/4 にぶい亦 白色佐子石英 列点状の貝般腹綜で山形文施文。

栂 少

173 260 10 IHl 打越
胸部破片 | 7.5YR6/6 鐙 県色粒子多白 列点状の貝椴腹縁で山形文施文。

色粒子

服部破片 7.5YR4/4 褐 白色位子・ 岩片 列点状の貝般腹縁で山形文胞文。

173 261 JO IHl 打魁 多石英やや多
m色粒子少

胸部破片 7.5YR4/6 渦 白色粒子多白 外国列点状の貝般腹縁で述統山形文 2段施文。内面

174 262 JO IHI 打越
色岩片黒色粒 横位条痕文。
子 ・岩片 石英

少

174 263 表採 IHl 打産車
胸部破片 5YR5/6 明赤禍 蝋色粒子 白色 外而列点状の貝殻脱縁で連続山形文2段施文。内面 263/264同一

粒子少 機位条痕文。 個体

174 264 JO IHI 打量産
胸部破片 5YR5/6 i河赤禍 m色粒子少白 列点状の員殻腹縁で山形文施文。 263/264同一ー

色岩片極少 個体
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廟部破片 5YR5/6 明赤縄 黒色粒子白色 外面列点状の貝般腹縁で山形文施文。内面繍位条痕
174 265 JO IHI 打舷 粒子 ・岩片石 文。

英少

鵬部破片 5YR5/6 明赤拘 白色 ー黒色粒子 列点状の貝鮫腹織で山形文2段純文。

174 266 JO IHI 打起
非常に多石英
多白色岩片
輝石少

腕部破片 5YR5/6 明赤総 白色敬子非常に 列点状の貝般腹緑で山形文2段施文。全体的に摩

174 267 JO IHI 打越
多白色岩片 滅.
県色粒子多石
英少

胸部破片 5YR6/6 燈 黒色粒子やや多 列点状の貝殿f捜縁で山形文2段純文。
174 268 JO IHI 打勉 白色粒子白色

岩片少

174 269 袈採 1 HI 打腿
胴部破片 7.5YR5/4 にぶい縄 風色粒子多 外面列点状の貝般腹総で山形文施文.内面積位条痕

文。

胸部舷片 7.5YR5/4 にぷい縄 白色・黒色粒子 列点状の貝般腹総で山形文2段fft!i文。
174 270 10 IHI 打越 白色黒色岩片

少

腕部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 照色粒子白色 外面列点状の貝般!良縁で連続山形文2段胞文.内面

174 271 JO IHI 打越 粒子 ・岩片石 割問位条痕文。
英少

劇部破片 5YR4/6 赤褐 白色粒子多照 外商列点状の貝殻脱線で山形文2段施文し 一部縦 272/273同一

174 272 JO IHI 打越
色粒子やや多 位の細波文で上下の文線をつなく二内面繍位条痕 側体
白色場片石英 文句

少

胴部破片 5YR4/6 赤褐 白色粒子多烈 列点状の民r:l股総で山形文2段胞文。 272/273同一

174 273 JO JHI 打鱈
色粒子やや争 個体
白色岩片 石英

少

胴部破片 7.5YR4/4 l脂拘 白色敬子多 m 鋸的状の貝j制限必で断続的な山形文2段施文。

174 274 10 1 HI 打勉
色粒子やや多
白色 ・J.(¥色掛片
少

腕部舷片 5YR4/6 赤f斗 白色粒子 m色 列点状の只般脱nで細波文4段施文。その下は山形

174 275 10 IHI 打直B 粒子白色岩片 文のn:i;¥llに宜i沈純文を脳文。

少

胴部自主片 5YR5/6 明赤街 肌色粒子多佐!列点状の貝奴脱おで断続的な需1沈級文4段施文。
174 276 JO IHl 打起 色粒子やや多

白色岩H少

174 277 10 1 Hl 打車Z
j岡f市!被片 5YR5/6 IVJ赤禍 白色 .ff.¥色敏子 列点状の貝m凪i紋で細波文5段施文。

少

174 2731 .10 J HI 打越
胸部破片 5YR4/6 赤尚 白色粒子争処 列点状の貝I'W)滋量で調f1ff主文2段施文。

色粒子少

174 279 10 1 HI 打越
!阿部!被片 5YR4/6 亦拘 白色 '11.1色粒子 列点状の貝奴脳総で釧i出文3段1i1¥i文。

石英少

1741 280 JO 1 HI 打魅
鋼部破片 2.5YR5/6 明赤拘 l当色 ・!!.I色fJi.子 列a状の貝殻s¥!Hで副11波文3段施文。

少

174 281 JO 1 HI 打越
胸部破片 5YR5/6 にぶい赤 蝋色粒子白色 列l.(状の只怨限付で聞it¥!がJな暫l説;話l文を不税目IJに施

11) 岩)~少 文。

胸部au:. 5YR5/6 l珂赤初 且1色粒子多 1"1 外而bE体を少し引く民被服総で辿統111形文3段純

174 282 JO 1 HI l打態
色E立子やや多 文。内問倒1i'L条1バ文.
白色岩片石!A

ト一一|一一一
少

174 283 JO IHI 打越
胸部破片 5YR5/4 にぷいJj， 虹1色粒子多白 外而格子状粂fμ文õl1i文後原体を少 L~I <貝般!既絞

社J 色粒子・省片少 で述t~山形文施文。内而悦位条痕文を賂り j問す。

174 284 JO 1 HI 打車2
腕部破片 7.5YR5/4 lこぶし寸U白色 ・I.IJ色粒子 外商応体を少L~ I <貝~脱ねて叫Ilf:i文施文。内問4抗

多白色岩!t少 位条痕文。

174 285 JO 1 HI 打趨
腐部破片 7.5YR6/6 軍E 黒色粒子各自 !虫体を少し引く貝殻腹綜で1J.i形文飽文。

色粒子

J阿部敵片 5YR4/6 赤祁 白色 .ro色粒子 原体を少し引く只鮫股綜で山形文 2段純文。
174 286 JO IHI 打勉 多白色!f.¥色

続)j-少
一一

胸部般片 7.5YR3β 的11) I.¥!色敬子やや多 1st体を少し引く只奴lliU望で山形文施文。
1741 287 JO IHI 打趨 白色粒子 ・岩片

烈色岩片少

胴部破片 5YR5/6 明赤褐 白色烈色粒子 原体を引く貝f口臨終で山形文2且11i11i文.
174 288 JO IHI 打鱈 多白色 !H色

岩H少

174 289 JO 1 HI 打燈 |嗣腕片 17.5YR4/6 11fJ 白色粒子照色 原体を引く只怨脱特で山形文 2段施文.
粒子治片少

白色岩片白 I ~W… 174 IHI 打態 色 ./)';色赤色
粒子石英少
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174 291 JO 1 HI 打豊富
腕部破片 5YR5j6 i開赤側 白色位子・岩片 原体を ~ I <貝般腹縁で山形文つ 2段施文。 下段は文

!!]色栓子少 様を熔り消す。

廟部自主片 5YR4j6 赤掲 白色 .1:(¥色位子 原体を引く貝般腹縁で山形文 2段純文。

174 292 10 IHI 打越 やや多 白色・

且4色岩片少

174 293 JO IHI 打越
胸部破片 5YR4j4 にぶい赤 白色粒子・ 岩片 ↓京体をヲ1<良般腹縁で山形文施文句

縄 石英少

胴部蔽片 5YR3j6 阪体を引く 貝m.腹縁で右下斜位の断続的な軍i沈級文

174 294 JO IHI 打趣 色敏子やや多 施文。
白色岩片少

胸部破片 7.5YR5j6 明禍 肌色栓子多自 外面上部に縦位条1:f4文施文後原体を引く 民般腹縁

175 295 JO [HI 打勉 色粒子やや多 で辿統山形文2段施文.内面積位条磁文。

白色岩片少

l胸部破片 5YR4j4 にぶいilJi 白色粒子多白 j反体を引く貝殻腹縁で左下斜位の断続的な顕沈録文

175 296 JO [HI 打超 f品 色岩片 黒色粒 2段胞文。
子・岩片少

胸部破片 5YR4j4 にぶい赤 白色粒子多郎 原体を引く 貝般腹縁で左下斜位の断続的な鎮沈線文

175 297 10 [HI 打越
掲 色粒子やや多 7段施文。

白色 ・限色岩片

少

175 298 10 [HI 打魅
腕部破片 7.5YR5j4 にぷい梢 白色岩片少 i車体を引く貝般腹縁で細波文Z段施文。

(内面)

胸部破片 7.5YR4j4 褐 白色枝子多白 3、4本 l単位の浅い箆の押!王で連続山形文2段路 299-301間一

175 299 JO 1 H2 打路併行 色岩片 i弔色粒 文。 側体
子 石英少

胴部破片 7.5YR4)斗 掲 白色粒子やや多 3、4本 l単位の浅い箆の押圧で迎統山形文 3段純 299-301同一

175 300 JO [ H2 打魅併行 白色岩片 線色 文。 個体

粒子少

胸部破片 7.5YR4j4 持 白色 ・瓜色粒子 3、4本 l単位の浅い箆の抑圧で迎統山形文 2段施 299-301同一

175 301 JO [ H2 打勉併行 多 白色岩片 文。 個体
石英少

胸部破片 7.5YR5j6 明褐 瓜色粒子多 白 外而櫛位条痕文を贈 り消した後 箆で繊位の沈線を

175 302' JO IH2 打魅併行 色粒子 掲色岩 1，条他文し その上を複数の縦位の沈線で組める。

片少 内面倒位条痕文を周り消す。

175 303 JO [HI 打飴
胸部舷片 7.5YR5j4 にぷい拘 以色粒子多 外国格子状条痕文。内面繍位条痕文。 303-305同一

個体

175 304 10 [HI 打越
l胸部破片 5YR5j6 明赤制 照色粒子白色 外面格子状条痕文。内面縦位条痕文。 303-305岡

粒子極少 個体

175 305 JO [HI 打勉
胸部破片 5YR5j6 i狗亦褐 且』色粒子 白色 外面格子状条痕文。 内面1首位条痕文。 303-305同一

粒子極少 個体

175 306 JO [HI 打越
廟{軍破片 7.5YR4j6 拘 白色粒子 ・岩片 外内面格子状条痕文。

少

175 307 10 [HI 打勉
嗣部破片 7.5YR5j6 明鈎 f.(I色粒子少 白 外面格子状条痕文。内面倒位条痕文を廃り消す。

色佐子極少

胴部破片 7.5YR6j6 燈 白色・瓜色敬子 外商格子状条波文。 内商機位条痕文を贈り消す。

175 308 JO IHi 打総 多 照色・白色
岩片 石英少

175 309 10 IHI 打勉
胴部敵片 5YR5j6 明赤褐 白色粒子黒色 外而格子状条痕文。内面繍位条痕文を熔り消す。

粒子少

175 310 10 IHI 打産量
胸部舷片 5YR5j6 明赤褐 胤色粒子多 白 格子状条痕文。 310-312同一

色粒子少 個体

175 311 10 IHI 打紐 胸部破片 | 5YR5j6 明赤絢 県色敬子多 臼 格子状条痕文。 310-312同一
色粒子少 個体

175 312 10 IHl 打勉
胸部磁片 i5YR5j6 明赤禍 黒色粒子多白 格子状条痕文。 310-312同一

色粒子少 個体

胴部破片 5YR4j6 赤褐 白色粒子多 白 格子状条痕文。 313j314同一

175 313 JO 1 HI 打産車 色岩片 IJ¥色粒 儒体

子 ・岩片少

胸部破片 5YR4j6 赤拘 白色粒子多白 外商格子状条痕文。内面横位条痕文を腐 り消す。 313j314同一

175 314 10 IHI 打越 色岩片 m色粒 個体
子・ 岩Jl少

5YR5j6 明赤褐 緑色粒子多 白 外商格子状条痕文。 内面倒依条痕文。

175 315 JO iHI 打越 色粒子やや多
白色岩片少

5YR4j6 赤棋i 石英やや各 自 格子状条痕文。

10 IHl 打魅
色・黒色粒子
白色 ・黒色岩片

少

175 317 JO IHI 打越
胸部破片 5YR4j4 にぶい赤 白色粒子多 白 格子状条痕文。

褐 色岩片少

胴部破片 5YR5j6 明赤筒 黒色粒子やや多 外面格子状条痕文をmり消す。内面械位条痕文。

175 318 JO IHI 打魅 白色・赤色粒子

少

175 319 JO IHI 打越
胸部破片 7.5YR5j4 にぶい褐 白色・瓜色粒子 曲線的な絡子状条痕文。

多 白色岩片少

胸部破片 7.5YR5j6 

型Z
外商右下斜位条痕文。 内幽右下斜位条痕文を~ り i甫

JO IHI 打越 やや多 す。

子少

-324-
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挿図 掲鍛
贋位 分頬 型式 残存

法量
土色番号 色爾 胎土 器形・文様施文の特徴 備考
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胸部破片 5YR5/6 明赤褐 繊維 白色位 右下斜位条痕文。

175 321 JO IHI 打車Z 子 ・岩片 石英
飯石少

創部破片 5YR4/6 赤褐 白色粒子 白色 外面右下斜位条痕文を膚 り消す。内面倒位条痕文。

176 322 JO IHI 打産量 岩片黒色粒子
石英少

腕部破片 5YR6/6 燈 白色・ 黒色粒子 外面曲線的な右下斜位粂痕文.内面繍位粂痕文を磨

176 323 JO IHI 打直S やや多白色岩 り消す。
片石英少

胴部破片 5YR4/6 赤褐 白色風色栓子 外面右下斜位条痕文の上に同方向の般頂部の条痕文

176 324 JO IHI 打趣E 多 白色 ・赤色 をmね鱈り消す。内面横位条痕文。

岩片少

胸部1/4 5YR5/6 明赤褐 白色・胤色敬子 外面縦位条浜文を底り泊した後 鋸編状の貝般脱線

176 325 10 IHI 打勉 多白色岩片 で純文(文様不明)。内面倹位条痕文を創り消す。
石英少

胴部隊'片 5YR5/6 明赤褐 白色粒子 白色 縦位条痕文。

↓76 326 JO IHI 打越 岩片石英 図

石少

腕部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 煎色位子多白 外而縦位条f直文.内市縦位条痕文を贈り消す。

176 327 10 IHI 打魅 色粒子 ・岩片
石?J.i少

胸部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 限色粒子多白 外商縦位条痕文.内面繍位条痕文を庖りずjす。

176 328 10 IHI 打~
色粒子 ・岩片
Js色岩片石英
少

176 329 JO IHI 打勉
胸部破片 5YR5/6 i拘赤褐 1M色佐子多自 縦位条浜文。

色粒子 蜘石少

胸部敵片 5YR5/6 l河赤純 瓜色省片白色 縦{古条痕文。

176 330 JO II-!I 打占由 位子 岩片肌
色粒子少

胸部舷片 5YR4/6 赤制 繊維石英多 外面右下斜位条瓜文。 内而倣位条痕文。 331/3321"J 

177 331 10 1 I-!3 早期末腕部 m色位子少 臼 個体
色敏子 ・岩Jt極

少

177 332 JO 1 H3 早期末胴部
胸部破片 5YR4/6 赤ro 繊維よ.¥¥色 ・赤 外内面縦位条痕文。 3l/332h  

色粒子石英少 個体

胴m lm大径
5YR5/6 明赤拘 白色 .1吊色粒子 外商縦位条浜文を贈り約す。内面積位条瓜文を氾iり

177 333 10 1 I-!3 早期末l阿部
(21. 3) やや多白色岩 約す。

片 赤色粒子

石英少

底部1/4 5YR5/6 明亦拘 l当色粒子 ー岩1.，純向の尖i底。 外内而ナデ。
177 334 JO 1 H3 早JVIL底部 nJ色粒子 ・岩1十

少

177 335 JO I H3 半期底部
底部1/5 5YR6/6 続 白色粒子 ・宕片 鈍角の尖氏。全体的にl事滅。

民色岩片少

177 336 10 1 H3 早期底部
底部1/6 5YR6/8 位 !.I.¥色粒チやや多 鈍角の尖底。全体的にl世滋。

白色粒子少

177 337 JO 1 H3 早川底部
底部1/6 5YR4/4 にぶい赤 J品色粒子多 白 純白の尖l底。外内町lナデ。

拘 色粒子少

177 338 JO 1 H3 早期底部
底部1/6 7.5YR6/6 t畳 白色粒子白 尖脳.接地而に平坦部を持つ。全体的に属医滅。

色 ・爪色岩片少

178 339 JO II 神之木台併行
口縁部破片 5YR5/G 111]赤褐 f.f.¥色粒子白色 平ttつ口層部I肱抵lの為形状不明.J胴上部右下斜l!I:の

粒子・泊片少 l凶，r-J砧付。全体的に麟滅。

口縁部破片 5YR4/4 にぷい赤 白色 .!s色粒子 波状口総。口容部丸い。角に箆で1(11み.胴上官官鋸歯
178 340 10 11 神之木台併行 制 多 白色岩片少 状の厳格 2 条I~í付. 1 条目は部分隆司1f.悩~irに箆で

)¥)Jみ。

刷部破片 5YR5/6 I!IJ赤鈎 1~1色粒子各自 外而幅広の左下斜{立の降初I砧付。降'H~に半1松竹管で 34ト343同一
178 341 .JO II 神之木台併行 色岩片やや多 l司方向のおIJê列を不規則に施文。 l勾師側似~I良文。 個体

m色粒子石英

腕部破片 5YR5/6 l狗赤絢 白 色 粒 子 岩 片 畑一の脚附陥{fHこ 半 依 竹 肘 1341343向

178 342 JO 11 神之木台併行
m色粒子多石 同方向の刻目列を不規則に施文。内iiiH賞位条痕文。 側体

英やや多 m色
岩片少

胸部破片 5YR4/6 赤担J 白色粒子多 白 外商帆jムの右下斜位の隆裕貼付o J!~有?に半由主竹管で 341-343同一

178 343 JO 1I 神之木台併行 色岩片やや多 同方向の刻目列を不規則に銘文。内而償位粂f民文。 個体
l烈色粒子石英

口録部1/4 口径 7.5YR5/4 にぶい褐 館総少白色粒 平縁.口悩部角問状。而に箆で刻み.胴l布陣~i}4条

179 344 10 112-1 入海 I
(25.4) 子肌色敏子多 を 1・3条目I;l:水平 2 . 4粂自は波状に貼付。隆

白色岩片石英 帯に街頭で押然. 1 3条目は部分的に上下交互に
やや多 押僚。

口綜官邸破片 7.5YR6/4 にぷい燈 線維石英多 平録。 lこl材部角顕状。面に箆で刻み。間一l二部臨"ll3 345/346問ー

I 179 345 JO 1 12-1 入曲ょ I I!¥色粒子やや多 条を水平に貼付。路初に箆での刻み。 個体
白 色 粒 子 岩 片

:口総部破片! 7.5YR6/4 にぶい桜 繊維 石英多 能存} 3 条を水平にI~í付.隆有?に箆で:i!lJみ. 345/346同一
179 346 JO 1 J2-1 入iUi1 m色粒子やや多 {間体

白色粒子 ・岩片

~入一
口k官邸l磁片 7.5YR6/6 m 平録。口密閉;丸い.向の内面寄りに箆で右下斜位の

179 347 JO 各自色岩n 1<11みつ外而l胴上回l隆術3条を水平に財付。隆司fに箆

11:¥色粒子少 で却lみ。全体的に~滅a

k
d
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口縁部破片 ! 7.5YI{6/4 にぶい俊 繊維石英やや 平縁.口容部丸い。角に箆でWJみ。鋼部飾帯Fを水平

179 348 JO 1 J2-1 入彬 l 多白色粒子 に貼付. 陸~;~にj;è;で刻み。
白色岩片少

口縁部政片 7.5YR6/4 にぷい燈 繊維石英やや 平縁。口唇部丸い。角に箆で刻み.J阿部隆裕を水平

179 349 JO 多白色粒子 に!砧付。隆裕に~で刻み.
白色岩片少

口縁部破片 7.5YR6/6 続 繊維石英やや 平縁。口層部丸い.角に箆で刻み.J阿部隆帯2粂を

179 350 JO 1 J2-1 入海 I 多白色粒子 水平に貼付.殴帯に箆で刻み.
白色岩片少

ロ縁部破片 7.5YR6/4 にぶい続 繊維 石英やや 平縁つ口容部丸い。角に員殺で刻み.胸部隆裕2条 35ト353同一
179 351 JO 1 J2-1 入海 I 多白色粒子 を水平にl砧付。隆司Fに箆で割lみ。 個体

白色岩片少

胴部1/6 7.5YR6/4 にぷい鐙 繊維 石英やや 隆"J~ 2 条を水平にj砧付。隆帯に箆で~Jみ。 351-353岡山ー

179 352 JO 1 J2-1 入海 I 多白色粒子
白色岩片少

胴部1/6 7.5YR6/4 にふ'い燈 繊維石英やや 右下斜位の僚痕あ り。

179 353 10 1 J2-1 入海I 多白色粒子 個体
白色岩片少

口縁部1/12口径 5YR6/6 般 繊維石英やや 平線.口唇部丸い。角に箆で右下斜位の釦lみ.外市!

180 354 JO 1 J2-1 入海 I 胸部1/8 (27.4) 多白色粒子 胴上部監有14条を水平にl縞付.隆帯に箆で刻み。内
白色岩j十少 面繍位条痕文を郎り消す。

口縁部1/3 口径 7.5YR5/6 1列褐 繊維少白色・ 平総.口唇宮市丸い。角に~で右下斜位の刻み。外面
180 355 JO 1 J2-1 入海 I (26.0) m色枝子多白 腕上部隆有74条を水平にJlr，付。隆被に箆で刻み。内

色岩片石英少 岡被位条lt!文を贈り消す。

口縁部1/2 口径 10YR5/4 にぷい賞 線維少白色粒 平縁。1:1唇部角顕状。面に箆で刻み。胴上部隆司13

180 356 JO 1 J2-1 入海 i
(24.1) 褐 子多胤色粒子 粂を l条目は断統的な波状 2条目は波状 3条目

串や多 白色結 は水平に貼付。峰帯に箆で刻み。隆帯下部右下斜位
片 石英少 の擦痕あ り。

口縁部破片 10YR5/4 にぷい煎 白色 ・賦l色粒子 波状口縁。仁l容部丸い。拘に箆で左下斜位の!AIJみ。
180 357 10 1 J2-1 入海 I 縄 少 胴上部変形状つに隆司F貼付.能帯?に箆で刻み.内面

級位粂痕文.

口総官官破片 10YR7/3 にぶい賛 繊維白色粒子 波状口縁。口容部丸い。角の外商寄りに箆で刻み。 358-361同一|

181 358 JO 
鐙 やや多 白色岩 胴上部厳格3条を l・2条目は口縁に沿って 3条 個体

片 蝋色粒子 目は波頂部で菱形の文様を作るように屈曲 して貼
石英少 付。隆干j}に箆で1{lJみ。

口緑部破片 7.5YR7/6 続 繊維白色粒 波状口縁。口容部丸p。角の外面寄りに箆で:wJみ。

181 359 JO i J2-1 入海l
子-岩片石英 嗣上部隆帯3条を 1. 2条目は口縁に沿って 3条 個体
多 自は波]買部で菱形の文様を作るように閉山 して日占

付。 峰帯に箆で刻み。

口縁都破片 JOYR6/4 にぷい苅 繊維白色粒子 波状口縁。 口唇部丸い。角の外直l寄り に箆で刻み。 358-361同一

181 360 JO 1 J2-1 入海l 燈 やや多白色岩 胴上部降格 3粂を 1. 2条目は口縁に沿って 3条 個体
片瓜色粒子 目は披頂部で蔓形の文様を作るように屈曲lして貼

生i英少 付。隣帯に箆でWJみ。

口縁部破片 lOYR7/4 にぷい貨 繊維白色粒子 波状口縁.口唇古事丸い.角の外面寄りに箆で刻み. 358-361同一

181 361 JO 1 J2-1 入海I 盤 白色岩片 m色 胴上部臨裕3条を 1・2条目は口縁に沿って 3条 個体
車立子 赤色岩片 目は波頂部で褒形の文様を作るように屈曲して貼
石英少 付。隆帯に箆でJ!(lJみ。

口縁部破片 7.5YR6/3 にぶい褐 繊維少烈色教 波状口縁。 口容官官角耳I状。而に箆でWJみ.胴部隆干嘗

181 3621 JO 1 J2-1 入泌 I 子石英各自 2条を 1，条目は口総に沿って 2条目は水平に貼

色粒子 付。踏帯に箆で刻み.

廟部破片 IOYR6/4 にぶい鏑 蹴維少黒色粒 峰帯を水平に貼付.隆帯に箆で1(1Jみ。

181 363 JO 1 J2-1 入海 I
程 子多白色粒子

やや多 白色岩
片石英少

181 364 JO 1 J2-1 入海 I
胸部破片 7.5YR6/6 鐙 県色位子石英 隆lWを水平に貼付.降裕に箆で刻み。

白色粒子少

181 3651 ，)0 1 J2-1 入海 I
綱部破片 lOYR6/4 にぷい貨 県色粒子石英 阪術を水平にJJt.付。隆裕に箆で右下斜伎の刻み。

総 白色粒子少

胴部破片 10YR6/6 明賃制 繊維少品1色粒 陵情 2条を水平に貼付。隆帯に箆で右下斜位の~J

181 366 JO 1 J2-1 入海 I
子やや多白色 み。

粒子石英金
理聖母少

1811 367 JO 1 J2-1 入海 l 腕部破片 10YR6/4 にぷい貧 H自色豊立子多 石 隆干f干を水平に}倍付.隆刊?に箆で車ljみ。
笹 英 EI色粒子少

口縁部破片 7.5YR6/6 横 黒色粒子やや多 平縁つ口唇部角頭状.面に箆で右下斜位の刻み.外 368/369同一
182 368 10 1 J2-2 入海 I1提倣 白色敏子石英 商胸部隆裕を水平に貼付。隆帯に箆で右下斜位のま~J 倒体

少 み。内面倒位条痕文.

胴部破片 7.5YR6/6 燈 i品色栓子やや多 外面隆司f2粂を水平に貼付。隆司Fに箆で右下斜位の 368/369岡山由
182 369 JO 1 J2-2 入海 I模倣 白色粒子石英 刻み。内面倒位条担~文。 個体

少

口縁部破片 7.5YR6/4 にぷい燈 石英多白色粒 平縁.口唇部角頭状.u面に箆で刻み。胴部隆裕2条
182 370 10 1 J2-2 入海 I模倣 子やや多郎石 を水平に貼付.隆帯に箆で去ljみ。

少

口縁部破片 7.5YR5/4 にぶい褐 総色位子多白 平跡。口警部丸い。角に箆で刻み。外面胴部臨郁3 371/372同一
182 371 JO 1 J2-2 入海 11斑倣 色粒子胤色岩 条を水平に貼付。隆裕に箆で刻み.内面櫛位条痕文 個体

片少 を肩書り消す。

胴部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 j)J色粒子多白 外商隆帯を 2条水平に貼付。隆帯に箆で!AIJみ。内面 371/372同一
182 372 JO 1 J2-2 入海 I模倣 色粒子黒色岩 被位条痕文を磨 り消す。 個体

片少

口縁部破片 5YR4/6 赤褐 白色 ・黒色粒子 平縁.口層部角頭状.商に箆で刻み。鋼部隆帯2条

182 373 JO 1 J2-2 入海 I侠倣 多 白色・品l色 を水平に貼付。随有?に箆で左下斜位の刻み。
岩片 石英少
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口綾部破片 7.5YR6j6 燈 県色枝子白色 平縁。口容部丸い。角に箆でwlみ。胸部隆裕2条を

182 374 JO 1 J2-2 入海 I積倣 粒子 ・岩片石 水平に貼付.隆帯に箆でWIみ。
英少

口縁部破片 5YR4j4 にぷい赤 白色・ 黒色粒子 平縁.口容部角顕状。面に箆でおlみ.胴部隊有J2条
182 375 JO 1 J2-2 入海 l模倣 褐 各自色岩片 を水平に貼付。隆帯に箆で右下斜位の刻み。

石英少

口縁部破片 IOYR6j4 にぷい貨 白色位子石英 平縁?口唇部摩械のため形態不明。外面胴部隆裕2
182 376 鑓乱 1 J2-2 入海 l模倣 燈 多照色粒子少 条を水平に貼付。厳司干に箆で刻み.内面右下斜位条

波文。全体的に属医減.

1口線部破片 lOYR5j4 にぶい貨 白色・黒色粒子 平録。口唇部角碩状.商に1!eで右下斜位の刻み.嗣

182 377 JO 1 J2-2 入海 I模倣
褐 石英多 白色岩 官官隆裕4条を 1. 2条目は波状 3・4条目は水平

片少 に貼付. 1 条目と 4条目は断続的。降幣に箆で刻
み。

口縁部破片 7.5YR5j6 明褐 県色敏子多自 綬い波状口縁。 口容部角頭状.面に箆で刻み。 胴部

182 378 10 i .J2-2 I人海 I敏倣 色絵子 ・岩片 隆術 2条を水平に貼付。峰帯Fに箆で刻み。
石英少

口縁部1/12口径 2.5YR5/6 明赤符 白色粒子・岩片 緩い滋状目録. 日曜軍部丸い.角に貝般でWlみ。外面 379-384同一

182 379 JO 1 J2-2 入海 I絞倣 (33.4) 石英郎石少 腕邸隆帝 3 条を水平に貼付.磁帯?に箆で車~Iみ。内面 個体
機位条痕文。上部はJOりi聞している。

胸部破片 2.5YR5/5 明赤褐 白色佐子多 自 外商隆裕2条を水平に貼付.峰ilJに箆で刻み。 内面 379-384同一

182 380 10 1 J2-2 入海 I1範倣 色 岩 片 石 英 櫛位条浜文。上部は胞 り消している。 個体
部石少

口縁部破片 2.5YR5j6 明赤掲 白色位子白色 緩い波状口縁。 口唇部丸い。角に貝般で刻み.外商 379-384向一
182 381 JO ! J2-2 入海 I模倣 岩片石英飼 胸部降itjf2条を水平に貼付。隆司干に箆で刻み。内部 倒体

石少 級位条痕文を贈 りi出す。

澗部破片 2.5YR5/6 明赤褐 白色粒子白色 外面隆併を水平に貼付。隆裕に箆で刻み。内面倒位 379-384同 町

182 382 10 1 J2-2 入海 l紋倣 岩片石英 嗣I条痕文を贈り消寸。 個体
石少

胴古車舷片 2.5YR5/6 明赤紛 白色粒子 白色 外面隆明?を水平に貼付。陥'rifに箆でWIみ.内面積位 379-384同一

182 383 JO 1 J2-2 入海 1~.::i倣 岩片石英卸 条担~文を腐り消す. 個体

石少

胴[l¥I舷片 2.5YR5j6 1男赤筒 白色粒子向色 外聞阪ni2条を水平にl砧付。能絡に箆で;rolみ。内面 379-384同一

182 384 JO 1 J2-2 入海 I棋倣 岩片石英卸 4苅位粂痕文を悶り消す. 倒体
石少

日給部I/G 口径 5YR5j6 明赤拘 白色位子白 緩い波状口緑。口唇部丸い.向に箆で刻み。刷部隆 385-387同一

183 385 10 1 J2-2 入海 I絞倣
(21. 7) 色 ID色岩片 干rr2 条を水平にI~i付. 路干~に誌で刻み。 個体

赤色粒子石英

少

口緑i市1/8 口径 5YR5j6 明赤初 白色粒子多 白 緩い波状口緑.I二l唇部丸い.戸』に箆で釘lみ。 l阿部臨 385-387同一

386 JO 1.J2-2 入MI総倣
(21. 7) 色絹}十 IJJ色・ ~ i~ 2条を水平にI~i付.隆'tlfに箆でWIみ. 個体

赤色敬子 石英
少

日付部一泊 口1事 2.5YR5jG I列!1M砧 j品色粒子やや多 緩い披状口H.口層部丸い。向に簡で刻み。外面腕 385-387同一

!刷llsl/4 (21. 7) 白色粒子白色 上部隙{Ir2条を水平に!日『付.隆司?に飽で刻み。 1;条 側{本

183 387 JO 1 J2-2 入海 I~見倣 岩Jt 石従前i闘の魁{jiが2条日の筏fi?につなが り 三角形状の文

石少 械を形成する部分あ れ 隆ヰi?下部は縦位条司王文をJf!i
り消す。内而峨{立条民文をl自り消す。

183 388 JO 1 J2-2 入彬 I模倣
日付部敵)¥ 7.5YR5/6 i列拘 鳳色 ・肉色敬子 緩い波状日以つ口容部丸い.角に箆で刻み.1阿部路 388-391同一

石英 fi?を水平に!出付.降格にi'e:で却lみ。 僧体

I 183 389 JO 1 J2-2 入海 I似倣
口*'i部破片 5YR4j6 赤紛 白色・:.(¥色粒子 緩い波状I.-'fi<つ口粁部丸い。角に箆で却lみ.1胸部路 388-391 同一

石英少 11~ 3条を水平にl砧付.阪'/l{にi喜で卵Jみ。 制体

183 390 JO 1 J2-2 入MII'.:J倣
口綜部敵片 5YR5j6 1拘赤拒J 白色敏子 :.U色 緩い核状口保 ?口信部丸い.戸Iに箆で刻み。 l岡部臨 388-391'"1-' 

枝子石英少 計H糸を水平にIl'i付.隆llfに箆で!il1み. 側体

183 391 JO 1 J2-2 入ihJljI，]倣
胸部破片 7.5YR5j4 にふ'い掬 ，¥!:¥色枝子多白 隆{Ii4 条を水平にl~i付. 3条目は断続的。峰郁にi主 388-3911"J -

色敬子石英少 で刻み。 例体

口線部!被片 5YR6j6 位 白色粒子 !s色 波状rI録。日野市内ill1状。聞に箆で右下斜位の刻

183 392 JO 1 J2-2 入jfij[ 絞倣 魁子石英やや み.鵬首ß~:iÍliJ 3 条を口緑に沿ってi砧付。~'r誌に箆で
主， ~Iみ。

口鋭部破J: 7.5YR4/6 m 白色 '，7.¥色粒子 ~主状口付?口層部角頭状.聞に箆で左下斜位の刻

i 183 393 10 112-2 入海 I絞倣 多白色岩片 み。!白mH~，針l~を波状に貼付。降格に箆で有下斜位の
石英少 期lみ.

口縁部破片 マ5YR5/4 にぶい托jiU色粒子多白 波状口跡。口容部丸い。向に箆で11.11み。胸部隆裕3
183 394 JO 1 J2-2 入海 I模倣 色枝子宕片 条を波状にl砧付。臨書fに箆で右下斜位の刻み。

m色岩Jt少

ロ縁部破片 lOYR5j3 にぷい償 !H色1)'(子多白 綬い故状口f望。 口材(1li丸い。向にi主で却lみ.胴f市臨 395-401'"1-
1831 3951 JO 1 J2-2 入海 I絞倣 f拍 色 .~，~，\色岩片少 'Jl3条を I粂目は水平 2・3条円は波状に貼付。 側体

隆司Fに箆で布下斜i叱の主'Iみ.

胴部破片 7.5YR6/6 栂 県色粒子各向 路1ti2条を li軽自は波状 2条目はオ平にl柿付。陥 395-401同ー中|

183 396 JO 1 J2-2 入海 I1虫倣 色粒子白色岩 41fに箆で右下斜{立のI<'1Jみ。 何体 | 
!il少

183 397 JO 1 J2-2 入時 li興倣
踊部破片 7.5YR6/fi 笹 m色粒子白色 隆司~2 条を I 条目は波状 2'::長田は水平にl砧付。隙 395-401同一

粒子極少 帯に箆で右下斜{b:の刻み. 個体

1 1831 398 JO 1 J2-2 入海 I模倣
閣部破片 IOYR6/4 1:ぷい賀i照色粒子各自 能帯を水平にj砧付。 E王者?に箆で右下斜位の刻み. 395-401同一

後 色位子少 間体

刷出Ij3 IOYR5/4 にぶい貨 ，'1:1色粒子岩片 隆司f3条を 1. 2条目は波状 3条目 1;1.水平に貼 395-401同一

183 399 JO 1 J2-2 入泌 It!.¥I位 何 白色位子嶺片 付。，，~帯に箆で右下斜位の刻み. 個体
少

183 400 JO I J2-2 入海 I1費倣
J関苅;舷Jt IOYR6j3 にぷい前 血t色粒子各 自 降 格3条を l・2条目はi庄状 3条目は水平に貼

括主 色粒子 ー岩片少 付。 隆~Ifに箆で右下斜位の刻み. 個体

183 401 JO i J2-2 人ìl~ I1克倣
腕部破片 7.5YR5/4 明拘 川色粒子岩片 外1'，首iナデ.

少
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胸部破片 5YR5/6 明赤褐 白色・胤色粒子 外面隆帯3条を水平に貼付。 2条目は断続的。隆裕

184 402 JO 1 J2-2 入i母I模倣 白色岩片赤色 に半舷竹uで右下斜位の刻み。内面倹位条痕文。
粒子石英少

184 403 JO 1 J2-2 入海 I模倣
胸部破片 5YR5/6 明赤縄 白色粒子多白 降干tf2条を水平に貼付。随帯に箆で:roJみ。

色宕片石英少

胸部磁片 5YR5/6 明赤禍 m色・白色粒子 陵干~2条を水平にl脇付。峰帯に箆で右下斜伎の刻

184 404 JO 1 J2-2 入海 I模倣 li.I色岩片郎石 み。

少

胸部破片 5YR4/4 にぷい赤 白色粒子多白 外面降帯を水平に貼付。隆幣に飽で右下斜位の~j l

184 405 JO 1 J2-2 入海 I鋭倣 絢 色省片やや多 み。内面繍位条痕文。
測石少

胴部破片 7.5YR5/4 にぶいぬ 白色粒子多 赤 外面断続的な隆帯2粂を水平に貼付.隆{ilに箆で右

184 406 JO [ J2-2 入海 11範倣
色粒子やや多 下斜位の刻み。内面積位条痕文を磨り消す。
白色岩片鳳色
粒子少

l潤部破片 7.5YR5/4 にぶい紛 白色粒子多 外面断続的な降格2条を水平に貼付.内面続位条痕

184 407 JO [ J2-2 入海 1I琵倣
白色岩片瓜 文を腐り消す。
色・赤色粒子
石英少

184 408 JO [ J2-2 入海 l模倣
胸部破片 7.5YR6/6 経 白色粒子石英 隆裕2条を水平に貼付。隆{!fに箆でrolみ.全体的に

高4色粧子少 摩滅。

184 409 JO 1 J2-2 入海 I模倣
胸部破片 7.5YR5/4 にぶい尚 白色粒子多石 外面路市2条を水平にl砧付.鐙帯に箆で左下斜位の

英少 刻み。内閲験位条桜文.

184 410 JO 1 J2-2 入海 I1艶倣
胸部破片 7.5YR6/4 にぶい燈 白色粒子石yi:降格を水平にH占付。峰帯に箆で刻み。

多

184 411 JO 1 J2-2 入海 I棋倣
調部破片 IOYR6/4 にぶい苅 石英多白色・ 隆m3条を水平に貼付。隆裕に箆で刻み。

燈 緑色粒子

胸部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 白色岩片 黒色 隆ヰIF2条を水平に貼付。隆寺存に箆で l条目は綬位

184 412 JO 1 J2-2 入海 l模倣 粒子石英少 2条目は左下斜位の刻み。
白色粒子極少

胴部破片 5YR5/6 明赤拘 J.I.¥色粒子多白 隆f作を水平にl砧付。隆平野に箆で刻み。

184 413 )0 1 J2-2 入海 !被倣 色粒子黒色岩
片 石英少

184 414 JO [ J2-2 入海 li轟倣
!胸部舷片 7.5YR5/4 にぶい縄 黒色粒子・岩片 隆{If2条を水平に貼付。 隆帯に箆で右下斜位の刻

白色岩片極少 み。

184 415 JO 1 J2-2 入海 11挺倣
胴部破片 7.5YR5/4 明褐 石英多白色宕 隆裕3条を水平に貼付。 l条目は断続的.隆裕に箆

片白色粒子少 で刻み。

胸部破片 5YR6/6 経 黒色粒子多白 隆平野を水平に貼付。隆帯に箆で実Jみ。
184 416 JO 1 J2-2 入海 I1錠倣 色粒子 ・岩片

石英少

胴部破片 7.5YR6/6 位 m色粒子白色 外面隆裕を水平に貼付.隆裕に箆で右下斜位の刻

184 417 JO 1 J2-2 入海 11糞倣 岩片赤色岩片 み.内面倒位の僚痕あり。
少

184 418 JO I [J2-2 入海 I模倣
創部破片 5YR5/4 にぷい赤 白色粒子・岩片 陵骨子を水平に貼付。 隆有?に箆で右下斜位の刻み。

制 多 石英少

184 419 JO 1 J2-2 入海 I鋭倣 胸部敵片 5YR5/6 明赤柑 日l色粒子石英 外商峰有72条を水平に貼付.隆干11に箆で右下斜位の
白色粒子少 刻lみ。内面櫛位条痕文。

綱部破片 5YR6/6 鐙 白色粒子多瓜 外国隣怖を水平に貼付.隆'，wに箆で右下斜位の刻

184 420 KG [ J2-2 入海 li奨倣
色位子やや多 み。内問繍位条痕文。

P 白色岩片鱒石

少

184 421 10 1 J2-2 入海 I模倣
腕部破片 7.5YR4/6 術 脱色 ・白色粒子 外商断続的な隆羽?を波状に貼付.隆時?に箆で刻み。

石英少 内面倒位条痕文を膚り消す.

184 422 JO 1 J2-2 入海 It毘倣
腕部破片 5YR4/4 にぷい赤 黒色敬子多白 隆帯2条を波状に貼付。隆平wに箆で右 F斜位の刻

掲 色敬子・岩片少 み.内面積位条痕文を腐り消す。

納部破片 7.5YR5/6 明絹 且l色粒子白色 除干1干2条を波状に貼付。降格に箆で右下斜位の刻

184 423 JO 1 J2-2 入海 l綴倣
粒子岩片品lみ。
色岩片少石英
極少

184 424 JO 1 J2守 2 入海 l棋倣
胴部破片 7.5YR6/6 鐙 且』色粒子 白色 隆有?を波状に貼付。隆裕に箆で刻み。降格下部保証主

粒子少 あり。

184 425 JO 1 J2←2 入海 !被倣
胴部破片 5YR5/6 明亦紺 保色枝子多白 断続的な隆明12条を l条目は右下斜位 2条目は水

色粒子極少 平に貼付。 隆帯に箆で刻み。

胴部1/6 口径 7.5YR6/6 鐙 繊維白色粒子 平縁.口唇都内販状。聞に箆で刻み。外商口唇部irt
(20.0) 白色岩片石英 下箆で縦位の密銭した:roJ目列を水平に胞文。胴都低

185 426 JO 1 J3-1 入海II 少 い隆明~4条を l '集団は水平 2 4条目は推定8方
に波頂部を持つ波状に貼付.隆{!fに箆で官僚した刻
み。

口縁部破片 IOYR7/4 にぷい黄 繊維白色粒壬 平縁。口容部角頭状。面に刻み(施文具不明)0服部

185 427 JO 1 J3-) 入海H 鐙 白色岩片石英 低い隆帯3条を 1. 2条目は水平 3条目は波状に

少 鮎付。隆帯に箆でrolみ。全体的に康成。

口縁部破片 5YR6/6 経 繊維 白色岩片 平縁。口容部角頭状.面に箆で刻み。外面白唇部i在 428/429同一

185 428 JO 1 J3-) 入海II
石英やや多白 下箆で右下斜位の@;接した刻目列を水平に施文.腕 個体

色粒子 上部低い隆帯2条を水平に買占付。隆裕に箆で右下斜
位の密接した刻み。内面櫛位条痕文を贈り消す。

胴部1/5 2.5YR6/6 樫 繊維 白色粒子 外商右下斜位の僚痕あり。内閣航位の僚痕あり。 428/429同一
185 429 JO 1 J3-1 入海H 多白色岩片 個体

石英やや多

-328-



第 5章縄文時代の遺構と遺物

挿図 燭~
層位 分類 型式 残存 I法(cm量) 土色番号 色髄 飴土 器形・文様施文の特徴 備考

番号 番号

口泳部1/5 口径 IOYR7/4 にぷい寅 繊維 白色粒子 平縁.口唇部角頭状。函と内面口唇端部に箆で刻
(22.4) 草壁 白色岩片 石英 み。外面白唇音11直下箆 で l条目は縦位 2条目は左

185 430 JO [ J3-1 入海H 少 下斜伎の密銭した刻目列2条を施文。崩部緩い波状

の低い隆司}2条貼付.降帯に箆で密接した刻み.内

面倒位条痕文。

口縁部破片 IOYR7/4 にぶい質 繊維白色粒子 液状口縁.口容部角顕状.面と内面口唇錨部に箆で 431/432同一
捜 やや多石美少 ~Iみ。外函口容部直下箆で縦位の街倭した刻目列 2 個体

[85 431 10 [ J3-1 入海[[ 条を口縁に沿って施文。胸部低い駿帯2条を口縁に

沿って姑付.路市に箆で密銭した刻み.内面横位条

痕文。

口縁部破片 IOYR7/4 にぷい損 繊維白色粒子 j症状口縁。口唇部向ilJl状。面に箆で伊lみ。内面口唇 431/432同一
燈 やや多 白色岩 端部箆で左下斜位の刻み。外商口唇部直下箆で縦位 個体

185 432 JO [ J3-1 入海 [[ 片石英少 の笛銭した刻目列2条を口縁に沿って施文.胴部低

い~3if3 条を口線に沿って鮎付。~帯に箆で密接し
た刻み。内面級位条痕文。

口縁部破片 7.5YR7/6 鐙 繊維 白色位子 波状口縁。口唇部丸い.角に箆で~Jみ。外商口唇部

186 433 JO 1 J3-1 入海 II 石英少 直下箆で縦位の刻目列を口縁に沿って施文。胸部低

い降格を水平に貼付。降干wに箆でi'i1Jみ。
口線郵政片 10YR7/4 にぶい世I繊維少白色粒 緩い波状口縁。口容部丸い，角に貝殻で~Iみ.外面

186 434 10 1 J3-1 入海 [[
燈 子やや多白色 胸部低い隆平野を水平にl砧付。隆干~に箆で密接した刻

岩片 m色枝子 み。内面機位の強いナデ。

石英少

口縁部破片 IOYR7/2 にぶい貨 白色栓子多目』 波状口縁。抜頂部に平坦面を持つ。平担部はさらに

鐙 色粒子やや多 細かい波状を塁する.口容部丸い。平坦部の披底の

186 435 10 1 J3-1 入海 [[
石英少 み外面口容織部に箆で刻み。外部口容都直下箆で縦

位の密筏した浅い掬l目列 2粂を口総に沿って純文。

腕部低い降格を水平にI砧付.隆司手に箆で密綾した洩

い刻み.内面口層部直下箆で左下斜位の1(11み.

口縁部隊'片 2.5Y7/3 浅賀 繊維少白色位 波状口縁.日曜事部角以状。商に箆で刻み.外岡口容

186 436 JO 1 J3-1 入海II
子やや各自色 部直下縦{立の密銭 したi'i11目列を口総に沿って胞文.
主主t片 m色 ・赤 胸部低い峰初2条を I条目は口縁に沿って 下段は

色 枝子石英少 主主状に貼付.隆干iiに箆で笹llliしたi'i11み.

口線部破片 7.5YR6/4 にふ'い鍛 繊維少 J.l.1色粒 波状ロ獄。波服部に平担面を持つ。口封切i丸い.但 437-440同一
子多白色粒子 し披頂部は向illI状.口容部に箆で桜田部は縦位 そ 側体

186 437 10 [ 13-1 入海II
石英やや多自 の他の部分は右下斜位の刻み.1胸部箆で右下斜位の
色岩Jj-少 笹践した刻目列を口緑に沿って施文。刻l目列の下に

低い降格を口総に沿って貼付。隆11Jに箆で密接した

i'i11み。

胸部舷片 7.5YR6/4 にぶい俊 繊維少白色・ 箆で右 F斜位の?官接した刻目列を水平に脳文。!iJ1目 437-440問一

186 438 .10 1 J3-1 入海 II
m色粧子多石 列の下に低い雌{ii2条を l条目は水平に 2条目は 傭体
1sやや多白色 故状に貼付。臣1!{liに箆で密E脅した刻み。

岩片少

胴f部破片 7.5YR6/4 にぷい般 S融制i少 lヨ色 ・ 低い距iHIFを波状にl~i付。隆{'Jに箆で右下斜依の世.綬 437-440同一
186 439 JO [ J3-1 入海JJ 瓜色粒子石英 した勿jみ。 倒体

多 白色岩片少

口縁部1/4 口径 杯五千R6/4 にぷい燈 総縦少 白色・ 波状口録。 i庄頂部に平坦而を持つ.口容郡丸い。ili437-440同一
(31. 6) 照色粒子各自 し放副都は角illI状。口容部に箆で波頂部は縦位 そ 個体

色岩片石英や の他の部分は右下斜位の刻み。外面口符f朗自下路で

186 440 10 1 J3-1 入海 II や多 右下斜位の密銭した刻目列を口総に沿って胞文。 刻

目列の下に低い降'.li3条を l条目は口紋に沿っ て

2 ・ 3 条目は波状に貼付。隆'.i~に箆で 1 ;役目は右 下
斜位 2・3条聞は縦位の世i按した却lみ。

lP部!被片 10YR7/4 にぶい立i繊維少 I!I色粒 低い隆?j1を水平にl砧付.隆司?に飽で世.接した刻み。

186 441 JO 1 J3-1 入jfijJJ 軍E 子多白色粒

子 -岩片石1jf

h 
少

442 JO 1 J3-) 入海JJ
胸部破片 1 DYR6/3 にぷい前 石1s多 !日色粒 低い!盗干li2条を水平に貼付。紐'rl'fに箆で官接した!iJJ

燈 子白色粒子少 み。

186 443 Ifl乱 1 J3-1 入1毎日
胸部破片 IOYR7/4 にぷい'fj， 繊維肉色敬子 低い|遜ヰIf2 条を水平にI杭付。隆mにîièで密接した~I

強 石英少 み。

IS6 444 JO 1 J3-1 入海H
腕部破片 IOYR8/3 浅立I燈 織副主 白色粒子 低いl針Ifを水平にj砧付。路lifに箆で箆;按した刻lみ。

多

!胸部破片 ?茸狩 白色粒子多石 低い峰{ti3粂を水平にi砧付.隆4!?に箆で右下斜位の

186 445 JO I J3-1 入海II Z定烈色粒子少 *llliした刻み. 3条目の路有干のiu:下に箆で右下斜{立

の密接したt81目列を水平に尚文。

胸部破片 7.5YR6/6 鐙 政経少白色誼 低い隆司Fを水平にj砧付.峰{jiに箆で右下斜位の密絞

186 446 JO I J3-1 入海II
1子やや多赤色 した刻み.全体的に/l!減.

粒子石英金

;}!I{i少

胸部破片 7.5YR6/6 燈 繊維少石英や 低い隆被を水平に貼付。隆司?に箆で出銭した刻み。

186 447 JO I J3-1 入海II
や多白色粒

子 岩 片 原 色

粒子金雲母少

胸部破片 10YR6/4 にぶい賞 繊維少 m色粒 低い隆{iiを水平にl砧付.隆司?に箆で右下斜位の弘:接

186 448 10 I J3-1 入海n 後 子多白色位子 した刻み。

やや多石英

白色岩片少

7.5YR6/4 にぶい位 繊維少 i!¥色枝 低い隆~Iíを水平に貼付。隆司?に箆で右下斜位の笛llli

186 449 JO I J3-1 入iiaII
子多石英やや した刻み。
多白色粒子

白色岩片少

JO 1 J3-1 入jidJl 胸部?日 _t:7日 蹴
白色粒子石英 低い路mを水平にl出付。隆?!lに箆で斜位の街傍した

各県色粒子少 浅い刻み@刻みの方向は途中で左右をl'l:える.
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挿図 掲厳
膚位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色" 胎土 器形・文織施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) 

胸部破片 10YR7/3 にぶい貧 繊維少白色粒 低い陸帯を水平に鮎付.隆帯に箆で右下斜位の密綾

186 451 JO 1 J3-1 入海日 璽宣 子ー岩片 e，色 した浅い刻み。

佐子石英少

胴部破片 lOYR7/3 にぷい賞 事IUI~少白色・ 箆で右下斜位の笛銭した浅い)¥IJ目列を水平に純文。

186 452 JO 1 J3-1 入?毎日 概 鳳色 ・赤色敬子

石英少

屑部破片 IOYR7/3 にぷい黄 繊維少白色位 低い随骨f2条を波状に鮎付.峰帯に箆で密接した刻

186 453 JO 1 J3-1 入海H
鐙 子・岩片照色 み。

粒子赤色岩片
J ノel;-

胴部破片 IOYR7β にぷい貨 繊維白色粒 低い隆裕2粂を 1，条目は水平 2条目は波状に貼 454/455同一
187 454 10 i 13-1 入海H 鐙 子・岩片石英 付。隆裕に箆で密銭した)¥IJみ. 個体

少

胸部自主Jt lOYR7β にぷい賞 繊維白色粒 低い隆帯2条を水平に貼付.隆有?に箆で密怨したl<1J454/455同一

187 455 JO 1 J3-1 入j毎日 竜王 子 ・岩片石英 み。 個体
少

胸部破片 10YR6/6 明貨制 繊維少瓜色魁 外面低い隆裕2条を波状に貼付。隆寺jfに箆で密銭し

187 456 JO 1 J3-1 入海I!
子多石英やや た刻み。内面機位条f良文をIl'lり消す。

各自色粒子・
岩片少

胸部破片 10YR6/4 にぷい賞 繊維少白色粒 低い隆有f5条を波状に貼付。 4・5条開は断統的。

187 457 ss 113-1 入#iHI
位 子多石英やや 隆帯に箆で密接した刻み。

C 多白色岩片

制色粒子少

187 458 JO 1 J3-1 入海II
胸部破片 lOYR6/4 にぶい貨 石y<多 白色・ 低い隆1iJ2条貼付。 1条目は形状不明。 2条目は波

綬 且1色粒子 状.隆帯に箇で世;媛した刻み.

187 459 10 1 J3-1 入海H 属部敏片 5YR5j6 明赤縄 繊維白色粒子 低い隆平官を政状に貼付。隆'.Ifに箆で密接した刻み。
多石英少

胸部破片 10YH7/4 にぷい賞 白色粒子多 白 低い隆干1f3条を 1. 3条目は水平 2条目は波状に 460/461同一

187 460 JO I J3-1 入海[!
燈 色岩片 J品色粒 貼付。峰椛に箆で密主書した浅い刻み. 個体

子 赤色岩片
石英少

府筋破片 lOYR7/3 にぶい質 白 色 粒 子 多 石 低い隆帯2条を l条目は水平 2条目は波状に貼 460/461同一

187 461 10 1 J3-1 入海 1I 援 英やや多品』 付。隆平告に箆で密銭した浅い刻み。 個体

色-赤色粒子少

胴部敵片 IOYR7/3 にぷい黄 白 色 粒 子 多 胤 低い隆司?を水平にl砧付。 隆帯に箆で密援した浅い実u
187 462 10 I J3-1 入海 H 君主 色粒子やや多 み。隆司手下部に箆で右下斜位の密綾した浅い刻目列

赤色粒子 ・石英 を波状にhl!i文。

少

刷邸破片 2.5Y7/3 曹~~員 白色粒子やや多 低い隆干ifを波状に貼付。隆帯に箆で右下斜位の密接

187 463 10 113-) 入海H 白 色 岩 片 胤 色 した浅い刻み。
粒子石英少

胴部破片 10YR6/4 にぶい賞 繊維白色岩片 低い隆平If2条を波状に貼付.峰平野に箆で密接した浅

187 464 10 113← l 入海II 極 やや多白色匙 い刻み。

子石英少

胸部破片 IOYR7/2 にぷい賞 白 色 粒 子 多 鍋 低い隆平野3条を 1. 2条目は水平 3条目は波状に

187 465 10 I J3-1 入海!I 理監 色粒子やや多 貼付。隆裕に箆で密銭した浅い刻み。

石英少

187 466 JO 113-1 入海II
周部破片 IOYR7/4 にぶい貨 白 色 粒 子 争 原 低い隆司手3条を 1・2条自は水平 3条目は波状に

司監 色粒子やや多 l砧付。降>，Ifに箆で官接した浅い刻み。

ロ縁部破片 7.5YR6/6 鐙 繊維 白色位子 平縁。口容部角碩状.面に椀位条痕文施文後 貝殻 467-469同一

187 467 JO I J3-3 入海1I併行
やや多風色粒 で刻み。外面胸部椀位条痕文施文後箇帯2条を水 個体
子石英少 平に貼付。隆司Fに貝般で左下斜位のj(1Jみ。内面櫛位

条痕文。

ロ縁部破片 7.5YR6/1日 桂f 繊維 白色粒子 平縁。口層部角碩状。函に繍位条磁文施文後 員般 467-469同一

187 468 JO 1 J3-3 入海H併行
やや多 』同色粒 で刻み.外国!胸部制位条痕文施文後隆干If2条を水 個体

子石英少 平に貼付。隆裕に貝般で左下斜位の刻み。隆裕下部

は右下斜位条痕文。内面倒位条痕文。

口縁部破片 7.5YR6/6 鐙 繊維 白色粒子 平縁。口唇部角顕状.面に繊位条痕文ntIi文後 貝般 467-469同一

187 469 JO 113-3 入海j]併行
やや多 1M色粒 で刻み。外商胸部検位条痕文施文後 降格を水平に 個体

子石英少 貼付.隆'.wに員般で左下斜位のl<1Jみ。内面倒位条痕

文。

口伝部舷片 7.5YR5/4 にぶい褐 白色粒子やや多 平縁つ口層部角碩状.面に箆で刻み。胸部低い隆符

188 470 10 1 J3-2 入海 H慎倣 白色岩片石英 を水平に貼付。隆裕に箆で密接した刻み。

少

腕部敏片 7.5YR5/6 明褐 黒色粒子多白 低い隆裕を波状に胤i付。隆有Fに箆で笛簸した刻み。

188 471' JO 1 J3-2 入海 IIl!:!倣 色敏子・ 岩片

石英少

188 472 ss 113-2 入海H鋭倣
胴部破片 2.5YR5/6 明赤褐 白色佐子多 自 低い燈帯を波状に貼付。隆司?に箆で密践した刻み.

C 色岩片石英少

188 473 JO 1 J3-2 入海III覧倣
属部破片 7.5YR6/6 経 白色 ・黒色粒子 低い隆*を水平に貼付。隆裕に箆で右下斜位の刻

石英 み。

胴部破片 7.5YR4/6 拘 白色粒子多 白 外面低い随柿3条を l条目は波状 2・3条目は水 474/475同一

188 474 JO 1]3-2 入海 III草倣
色岩片胤色粒 平にl砧付。隆帯に半舷竹管で 1• 3条目は左下斜位 個体

子赤色岩片少 2条目は右下斜位の密接した刻み。内面倒位条痕

文。

劇部破片 7.5YR5/4 にぷい拘 白色粒子多 白 外面低い峰帯Z条を水平に貼付.降格に半世E竹管で 474/475同一

188 475 JO I J3-2 入海日焼倣
色岩片やや多 1.条目は右下斜位 2条目は左下斜位の密按したl<1J個体

黒色粒子・岩片 み。内而繍位条痕文を庖り消す。

少

188 I J3-2 入海 1I模倣
胸部破片 5YR6/6 位 白 色 粒 子 石 英 外面低い隆有?を水平に貼付.強帯に箆で密銭した刻

少 み。内面倒位条痕文。
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眉位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色関 胎土 器形・文様施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) 

188 477 JO I J3-2 入海n模倣
胴部破片 7.5YR6/6 極 石 英 や や 多 白 低い随帯3粂を水平に貼付。隆裕に箆で右下斜位の

色粒子卿石少 期lみ。 全体的に摩滅。

188 478 JO 1 J3-2 入海日棋倣
腕部破片 5YR5/4 にぷい赤 白色位子 ・岩片 強いナデで低い水平隆裕2条を作出。隆骨子に半量生竹

褐 少 管で刻み。

188 479 JO 1 J3-2 入海日棋倣
胴都破片 7.5YR6/6 位 繊維少 白色岩 低い峰帯2条を波状に貼付.隆平野に貝般で密接した

)十石英少 l実11み。

口縁部破片 10YR7/4 にぶい貨 白色粒子多 白 平縁。口容部内削ぎ。面に箆で右下斜位のl!ljみ。外

189 480 JO 1 J4-1 石山 鐙 色岩片 且i色・ 面口唇部iU下箆で縦位の密接した刻自列 3条を水平
赤色粒子少 に施文。

胸部破片 5YR6/6 経 繊維白色佐子 箆で右下斜位の割l閉列 4条を水平に施文。

189 481 JO 1 J4-1 石山
非 常 に 多 石 英

多 白色岩片
J高色粒子やや多

口縁部破片 7.5YR7/6 鐙 繊維石英やや 波状口縁。口唇部角顕状面に箆で左下斜位の刻

189 482 JO i J4-1 石山 多白色粒子 ・ み。外面口容部直下箆で l条目は縦位 2条目は右
岩片少 下斜位の密銭した刻目列2条を口縁に沿って施文。

口縁部破片 lOYR8/4 浅賞燈 繊維 白色粒子 波状口線.口容部角頭状。蘭に箆で刻み.胴部箆で

189 483 JO ! J4-1 石山 石英少 縦位の浅い釘l目列 2条を l条目は口線に沿って 2 
条目は波状に胞文。全体的に摩祇.

口縁部1/4 口径 lOYR7j3 にぷい重量 鍬維 白色・黒 波状口縁。口唇都丸い。角に箆で刻み.口容部i:1I下

189 484 JO 1 J4-1 石山 (8.7) 燈 色-赤色粒子 箆で羽状の官綾した刻目列2条を口縁に沿って胞

石英少 文。

口緑部1/5 口径 10YR7j3 にぶい策 繊維石英金 平総.口容部角iiJi状。闘に箆でl!lJみ。胴上部箆で右 485/486"，J--
189 485 JO i J4-1 石山 (20. l) 燈 雲母 下斜位の浅いl!ll目)'1]3朱を I. 3条目は水平 2条 個体

目は波状に純文. I . 2条目は如l目が倍能.

口総部1/10口径 IOYR7β にぷい貨 繊 維 石 英 金 平録。口住部角頭状。 面に箆でl!lJみ。胴上倒箆で右 485/486同一
189 486 員2乱 1 J4-1 石山 (2日1) 燈 盤母傑少 下斜位の浅いl!lJ日列 3条を 1. 3条目は水平 2条 倒体

日は波状に施文。 1. 2条目は羽l目が密接.

口総部破片 5YR5/6 明赤向 肌色t¥'L子多 IJ.¥ 'T"o.J!.口容$丸い。向に箆で刻み.外而口容部町下 487/4881司ー
190 487 JO [ J4-2 石山燃倣 色岩Jt 石尖 とl胸部に路で右下斜位のl!lJ!ヨ列を水平に純文.腕部 倒体

j1fl石少 の刻目列の下に縦位の羽l目戸Jを波状に純文.

胴部破片 5YR5/6 理1赤担j 日L色粒下多 ~n 箆で刻目列 2 条ü~文。 1 ，条目は右下斜位の釦j目列を 487/4邸悶
190 488 JO I J4-2 石山~j倣 色岩片 石英 品1位に 2条目は縦位の却l目列をiI!i状に仙文。 似体

Ii1I石少

円綜部敏n 7.5YRG/6 位 繊維白色粒子 平叙.口杯I市丸い。的に箆でおiみ。外国口容部nH

190 489 JO 1 J4-2 石山i!.~倣
非常に多 Is色 箆で縦位の刻目11Jを水平に施文。
枝子石英多

金泌I.J ..n石少

口縁部破片 5YR5/6 明赤社j 白色 !.l.l色粒子 平o.LlH部丸い。外而口科部i(l下箆で布下斜位の

190 490 JO 1 J4-2 石山似倣 多 I:J色rtJi 刻目列を水平に施文。 l嗣郎箆で左下斜位の刻同列3
石英少 粂を水平に施文。

日u部破j十 5YR5/日 明赤1日 内色f!L子やや~ 平総。 n~J部丸い。外而口唇部I直下箆で縦似の刻目 491/4921"Jー
190 491 JO 1 J4-2 石山絞倣 'i'nj可少 71]胞文。胸部箆で刻目列 2条を水平にü~文。刻自の 側体

方向は上段は右下斜位下段は左下斜位。

口縁部破片 5YR5/6 1V.J赤IlJ 白色粒子やや多 平n.口岳部丸い.外而口容部iU下箆で縦{立の刻目 49114921司一一
190 492 JO [ J4-2 石山桜倣 r.11石少 列施文. J~j部i'éで却IEI列 2条を水平に施文。刻自の 個体

方loJは上段は右下斜位 下段は左下斜位.

口総t事敵片 7.5YR5/4 にぷい制 石災やや多白 平;i.IJH:lU向碩状.刷ms箆で右下斜位の却YEl列を
190 493 話2乱 1.14-2 石山~i倣 l色 .1).1色 ・赤色 波状に胞文。

粒-f- 餌i石少

口総部1破片 5YR6/6 Irl 内色 ・品、色敬子 平ti。口密部丸い。外而ロ延部i([下箆でお下斜似の 494/4951，U._' 
190 494 JO 1 J4-2 石山続倣 石1A 前I石少 知l日列を水平に施文。胴部箆で縦位の刻目列をi庄状 例体

に施文。

190 495 JO 1 J4-2 石山jo~倣
!胸部破片 5YR6/G 事E 白色也子石英 箆で右下斜位の釦11FI仰lをiI!i状に施文。 494/495同一

1i11石少 側体

ロ縁部I臨円 5YR4/4 にぶい赤 白色粒子各自 平総。口岳部丸い。外田l口容部川下半蔵竹t1で縦iす 496/4971"J 

J90 496 JO 1 J4-2 石山桜倣
ぬ 色岩片やや多 の虫~J同列を水平に施文。胴部主|主主主竹1.\"で縦位の刻目 側体

Il¥色粒子治片 列2条を 1，徒目は水平 2条1'1は波状に施文。
Ji;褐色是U"i少

口線部舷丹 5YR4/4 にぷい赤 白色敬子多白 平録。 l二IJgffll丸い.外而口醤部If(下半依竹u'・で縦依 496/4971o)J-

190 497 JO 1 J4-2 石山割高倣
色岩片やや多 の刻日列を水平に施文.嗣郎半官主竹.n・で縦f止の釦IJGl {阿体
!日色粒子 ・紫片 列 2条を 1条1"1は水平 2条円は波状に縄文a

日銀部破片 5YR5/6 明赤絹
亦烈托色1粒色岩子1各7少瓜

日係。口1i:1mi角瓜状。而に半後竹代で刻み。 外商口

190 498 JO 1 J4-2 石山似倣 色宕J十郎石少 ~i胃正i下半~竹1fで縦位の知l日列を水平に施文。)1:1

i 
部半む竹n・で縦位の釦IJI'!列2条を波状に施文.

口録部破片 5YR5/6 明赤?弘 m色粒子やや多 平縁。口容部丸い.内の外而笥りに半&-:竹管で刻

1901 499 10 1 J4-2 石111悦倣
内色粒子町I石 み。外而口居留ijH下箆で縦位の刻目列2条を水平に

少 施文. 2条目はl断続的。胴部箆で縦ul.の刻目列2糸

を波状に官1li文.

IOYR5/3 にぷい前 石1Aやや'!f， ιl 披状日銀?口容m:丸い。外商口密部iU下箆で縦位の

190 500 JO 
褐 色 -黒色粒子 浅い刻同列を口徐に沿って縫文。胸部箆で綬位のl!lJ

鈎l石少 目列2粂を 1;告白は断鋭的な有下斜位 2糸目は波
状に施文。

口級笥i破片 5YR5/6 明赤間 白色位子石英 波状口綜?口'!nii丸い。外面口容部国下箆で右下斜

190 501 JO 1 J4-2 石山書道倣 やや多白色岩 位の刻目列を水司Jにui!i文。胴f:1l箆で左下斜位の刻目
列 3条を水平に施文。

|日間片
烈色粒子各自 液状口線つ L仲間;角地l状。胸部半tr<竹官で刻目苦IJ3 

190 502 10 1 J4-2 石山I!.:i倣 色宅立子 1':¥色鉛 五告を液状に施文.刻自の方向はi庄町泌を僚に左は左

Ji少 下斜位打I孟右下斜位。
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第5章縄文時代の遺構と遺物

指図 掲 .
眉位 分類 型式 残存

法iJ
土色番号 色調 胎± 器形 ・文練施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) 

口縁部破片 7.5YR5j4 にぷい掲 黒色粒子多白 波状口縁?口容部角頭状。商に刻み(1'(体不明)。胴

190 503 JO 1 J4-2 石山積倣 色粒子白色岩 部半書主竹管で縦位の刻目列2条を水平に施文。

片石英少

190 504 10 ! 14-2 石山総倣
口縁官官破片 5YR5j6 明赤補 白色粒子多 自 平縁.口唇部丸い.角の内面寄りに箆でWJみ.胴部

色岩片少 箆で左下斜位の浅い刻自列を水平に施文。

口縁部破片 7.5YR5j4 にぶい潟 黒色粒子多 白 一丸し口…腕附 けてニ |

190 505 JO 1 J4-2 石山模倣
色粒子瓜色岩 角形の突起を作出.胸部半裁竹管でiAlJ目列3条を波
片輝石少 状に施文。烈l目の方向は波頂部を境にtr_は右下斜位

右は左下斜位.

胸部破片 5YR5j6 I明赤縄 黒色粒子石英 箆で縦伎の刻|目列を水平に施文。

190 506 10 1 J4-2 石山絞倣 やや多白色
赤色粒子少

190 507 JO 1 J4-2 石山模倣
胸部破片 7.5YR6j4 にぶい燈 白色敏子・岩片 箆で縦{立の刻l目列を水平にh1!i文。

黒色粒子少

190 508 10 1 J4-2 石リl棋倣
胸部破片 7.5YR6j4 にぶい続 白色粒子記英 縦位の刻目列を水平にb1昼文. (ni!i文具不明)

やや多側石少

胸部舷片 5YR5j4 にぶい赤 恥色敬チやや多 能で布下斜位の刻回列 3条を水平に純文。 2条目は

190 509 JO 1 J4-2 石山模倣 総 白色粒子 ・岩片 断続的。 3条目は施文方向不明。
石英少

190 510 JO 1 J4-2 石山絞倣
胸部破片 10YR6j4 にぷい黄 白色 ・瓜色粒子 飽で縦位の刻目列を要望形状に施文。

位 少

190 511 JO 1 J4-2 石山悦倣
胸部破片 5YR5j6 明赤絢 白色粒子 ・岩片 縦位の刻目列を水平に施文。(純文具不明)

郎石少

胸部破片 5YR5j6 明赤禍 m色佐子やや多 箆で右下斜位の刻目列3条を水平に施文。

190 512 JO 1 ]4-2 石山t~倣 白色粒子白色
石山丹比士バグ、

胴部破片 5YR5j6 明赤栂 J日色粒子多石 箆で右下斜位の刻目列4条を 1・2条目は波状

190 513 表採 1 J4-2 石山割高倣 英やや多白色 3・4条目は水平に施文。

粒子少

胸部破片 7.5YR6j6 纏 白色位子・ 8片 箆で刻目安IJ2条を水平に施文.刻自の方向は l条目 514j515同一

190 514 10 1 J4-2 石山模倣
))，1色粒子赤色 は縦位 2条目は右下斜位. 個体
岩片石英卸
石少

腕部破片 7.5YR6j6 位 白色敬子・岩片 箆で右下斜位の刻目列を水平に施文。 514j515同一

190 515 JO 1 J4-2 石山棋倣
/.(¥色粒子赤色 個体
粒 子 石 英 飾
石少

腕部破片 7.5YR6j6 m 繊維少白色粒 外面箆で縦位の浅い虫]日列を水平に施文句内面相l位
191 516 JO 1 J4-2 石山線倣 子石英やや多 条事l文を贈り消す。

白色岩片少

胸部破片 7.5YR5j4 にぶい拘 且l色粒子石英 縦位の浅い:WJ目列を波状に施文(施主;兵不明)。文様

191 517 JO 1 J4-2 石山模倣 やや多 白色粒 下部は右下斜位の僚痕あり。

子少

ss 属部蔽片 lOYR6j4 にぶい黄 I!.I色粒子やや多 箆で右下斜位の刻目列2粂を l条目は水平 2条目 518j519同一|

191 518 
C 

1 J4-2 石山機倣 趨 白色 ・赤色粒子 は波状に純文。 個体
石英少

胸部破片 lOYR6j4 にぶい償 l1l色位子やや多 箆で右下斜依の:WJ目列を波状に施文。 518j519同一|

191 519 JO 1 J4-2 石山総倣 理E 白色・赤色粒子 個体
石1jf少

胸部破片 10YR6j4 にぷい賞 1M色粒子やや多 箆で縦位の浅い刻目列を波状に胞文。

JO 1 J4-2 石山模倣
総(内而) 白色粒子 ・岩片

赤色粒子石英

少

胴部破片 7.5YR6j6 燈 瓜色佐子 ・石1jf箆で縦位の浅い刻目列 2粂を波状に施文。刻目列の

191 521 JO 1 J4-2 石山模倣
多白色 ・黒色 rmに指顕ナデ。
岩片白色粒子

少

目岡部破片 7.5YR5j4 にぷい拘 思色粒子各自 半依竹管で縦位の刻目列2条を水平に施文。 522-524同一

191 522 JO 1 J4-2 石山総倣 色粒子 ・岩片 個体
石英少

胴部破片 7.5YR5j4 にぶい掲 品i色粒子多 白 半蔵竹管で縦位の刻j目列2粂を水平に施文。 522-524司ー

191 523 10 1 J4-2 石山模倣 色粒子・岩片 個体

石英少

胸部破片 7.5YR5j4 にぶい褐 黒色粒子多 白 半t.t竹管で縦伎の刻目列2条を水平に施文。 522-524同一

191 524 JO 1 J4-2 石tJj模倣 色粒子 ・岩片 個体

石英少

胸部破片 7.5YR5j4 にぶい掲 白色粒子 ・宕片 半裁竹管で縦{立の~lJ目列 3 条を波状に施文。 3条目
191 525 JO 1 J4-2 石山模倣 赤色粒子石英 は施文方向不明。

少

調部破片 7.5YR6j6 盤 石英多白色栓 半蔵竹管で羽状の刻目列を水平に施文。
191 526 JO 1 J4-2 石山鋭倣

子黒色岩片少

191 527 JO 1 J4-2 石山模倣
胸部敵片 7.5YR5j4 にぶい褐 高1色粒子多 白 半紙竹管で羽状の刻目列2条を水平に施文。(1条

色粒子石英少 目は欠倒)

191 528 表採 1 J4-2 石山総倣
胸部破片 5YR5j4 にぷい赤 肌色粒子やや多 半敵竹管で右下斜位の刻目列3粂を l条目は左下斜

絹 位の断続的な直線状 2・3条目は水平に施文。

191 529 捜乱 1 J4-2 I石山際倣
胴部破片 5YR4j4 にぶい赤 白色粒子・岩片 半載竹管で縦位の刻目列を波状に純文。

拘 赤色粒子少

腕部破片 7.5YR5j4 にぶい褐 1，¥¥色粒子多 自|半松竹管で縦位の刻目列3粂を"役目は水平 2・

191 530 JO 1 J4-2 石山模倣 色粒子射少 13条目は波状に施文。
石英極少
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第5寧縄文時代の遺構と遺物

挿図 掲~
層位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色間 胎土 器形 ・文様施文の特徴 備考

番号 番号 (cm) 

目岡部破片 7.5YR5/4 明縄 白色豊立子 .J);¥色 半世露竹管で縦位の:11J目列 2条を水平に飾文。2条目

191 531 JO 1 J4-2 石山模倣 粒子やや多石 は榔位の強いナデを施してから施文.
英少

胸部舷片 5YR5/6 明赤拘 白色粒子やや多 半舷竹管で縦位の刻目列3条を波状に施文。

191 532 10 1 J4-2 石山模倣
白色岩片胤色
粒子・岩片赤
色岩片石英少

不明早期末東 口縁部破片 7.5YR6/6 燈 繊維 白色 ・燥 波状口縁。口唇部丸い。角に箆で右下斜位の刻み. 533/534同一
191 533 JO 1 J4-3 海系(石山併 色粒子石英少 外商口容部直下側沈線を放射状に純文。 個体

行)

不明早期末東 口縁部破片 7.5YR6/6 総 繊維白色鳳 波状ロ縁。口礎部丸い。角に箆で刻み。外面口容部 533/534同一
191 534 JO 1 J4-3 海系(石山併 色粒子 石英少 直下細沈線を放射状に施文. 個体

行)

口縁部破片 5YR5/6 明赤祁 緑色敬子多 白 平縁。口容部角額状。商に箆で刻み。胴部半紙竹管 535-539同一
191 535 JO 1 J4-3 石山併行 色・赤色粒子 で繍位の刻回列2条を水平に純文. 個体

石英少

口縁部破片 5YR5/6 明赤掲 取色粒子多 白 平録。口容部角頒状。 面に箆で1(1Jみ.胸部半世E竹管 535-539同一
191 536 JO 1 J4-3 石山併行 色 -赤色粒子 で織位の刻目列3条を水平に施文. 個体

石英少

胴古事破片 5YR5/6 明赤褐 f!I色粒子多 白 半裁竹管で櫛位の刻目71]を水平に施文。 535-539同一
191 537 10 1 J4-3 石山併行 色 ・赤色佐子 倒体

石英少

胴部破片 5YR5/6 !凋品E縄 県色粒子多 白 半依竹管で繍f立のI¥1J目列2条を水平に施文。 535-5391司ー
191 538 JO 1 J4-3 石山併行 色 ，訪:色粒子 個体

石災少

胸部破片 5YR5/6 明赤l~ m色粒子多 白 半~竹管で航位の刻目列 2条を水平に施文。 535-539同一
191 539 10 1 J4-3 石Ll.ii井行 色-赤色粒子 個体

石!/i;少

口縁部破片 10YR6/4 にぶい釦 白色岩片江l 波状口綜.口容部角地l状.而に貝殺でおlみ。胸部貝

192 540 JO 1 J5 天神山 位 色赤色粒子 般脱線で波状文2条を水平にDtli文。
石失少

192 541 JO 1 J5 天神山
口縁部破片 10YR6/4 にぷい宜i石"!/i;やや多 白 平献。仁l容部角iiIi状。外而口唇鎚部突出。面に貝般

位 色./.¥1色粒子少 で刻み.1胸部貝殻脱綜で波状文3条を水平に純文.

口縁部破片 IOYR6/4 にぶい'illm色粒子g， -b 平綜。口唇溜i向頭状.間に貝絞で刻み.胸部貝綬JIi.[

192 542 10 1 J5 天神山
般 英やや多 白色 録で波状文3粂を水平に施文。

粒子白色宕片
少

嗣部破片 2.5Y6/2 灰D1 白色 .JH色粒子 平総。 n密部角iiJl状。国に貝般で右下斜位の刻み。
192 543 JO 1 J5 天神山 石英白色岩}~ 外而口容部副下を指頭で押さえて口録部を外反させ

赤色敬子極少 る.，胸部貝般脱ねで波状文2粂を水平に施文.

192 544 JO 115 天神山
胸部!被片 IOYR6/4 にぷい立t。l色粒子百災 貝殻般紙でi庄状文を水平に純文。

総 白色粒子極少

胸部破片 IOYR6/4 にぶい剣 白色粒子石英 貝般脱緑で波状文2条を水平に施文。

192 545 JO 1 J5 天神山 在f ややg， 1ft色粒
子少

192 546 JO 1 J5 天神1.1.1
刷部!被!4 IOYR7/4 に..:い前 白色 ・l!¥色 ・赤 貝般脱縁で波状文3条を水平に施文。

鐙 色粒子石英少
ト一一

胸部破片 IOYR7/3 にぷい筑 白色粒子石英 貝娠、脱線で波状文を水平に縄文。内面l事滅。
192 547 10 1 J5 天神l.lI ID. やや多山色粒

子少

192 548 10 1 J6 東海腕部
腕部1/8 7.5YR7/4 にぷい続 祖E締石英多 外問機位ナヂ。内而級位の目付良あ り。

赤色粒子

日綜i市破片 7.5YR5/4 にぷし寸司 白色 .).1.1色粒子 波状口総。口容部丸い.胸部半松竹管でm位の沈総 549/550同一
193 549 JO IK 下吉井 多石!/i; 白 4粂施文。 2・3条目はw引. 倒体

色 m色岩片少

腕部破片 7.5YR5/4 にぶい初 白色粒子 ・岩片 半舷竹13;で繍{"((の沈N.8包文後 沈線の上に門形の申j 549/5501"Jー

193 550 10 1 K -f吉井
I!¥色粒子多石 突文施文。 倒体

うと I，U色治片
少

ロ綜部破片 7.5YR7/6 位(内面) 白色粒子多爪 平総。口容部丸い.胸部半官E竹i'I'で不規則な繍位の 551/552同一
色粒子やや争 沈綜3条施文。 個体

551 10 1 K 下吉井 白色 ・以色岩月
赤色粒子 ・岩片

fiIl石少

胸部破片 7.5YR6/6 経(内面) 白色粒子多 白 半愈竹rfで鎖位の洗;t!3条s文。 551/552同一
色岩片 岡色粒 個体

193 552 JO IIく 下吉井 子訪:色粒子 ・
岩片石1A卸
石少

口線部蔽片 lOYR7/4 にぷい貨 白色粒子多烈 液状口録。口容部向顕状.腕部半般竹官で沈1".113条
鐙 色位子 ii~有や を口縁に沿って施文. 3条目は抑引。

193 553 10 IK 下吉井 や多白色 .11.¥
色岩片赤色位

子少

Iゴ制口緑間l破片 10YR5/4 1品川 白色粒子宕片 "Y緑。口容t高角踊状。胸部半松竹管で悦位の沈線路

193 554 10 吋1色粒子石英 文.全体的に~滅。
赤色位子少
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膚位 分頬 型式 残存

法量
土色番号 色闘 胎土 器形 ・文練施文の特徴 備考

番号 番号 (田)

193 555 JO J K 下吉井
劇部破片 IOYR5/4 にぶい貨 白色・県色粒子 半戴竹管で繍位の沈総純文。 555/556同一

符 石英 個体

胴部破片 IOYR5/4 にぷい貨 瓜色粒子石英 半e竹uで繍位の不規則な沈線2条純文。 555/5561司ー
193 556 JO IK 下吉井 縄 白色 ・赤色粒子

少

胴部破片 IOYR5/4 にぷい貧 繊維少 石英多 般頂部の条痕文を左下斜位に施文してから右下斜位

193 557 10 IK 下吉井 術 白色 .Ilit色粒子 条痕文h1!i文。
やや多

口縁部破片 7.5YR5/4 にぶい褐 白色佐子各自 平縁。口軍事部角頭状。商に外内面交互に指頭押圧。

193 558 JO 1 L 
色岩片瓜色絵 胸部副lい峰帯を水平に貼付.内面積依条痕文。
子 ・岩片 石英

少

193 559 JO 1 L 不明早期末
口縁部破片 7.5YR6/6 鐙 繊維白色枝子 平縁.口唇部角顕状。商に半依竹管で~~l尾文純文。

多石英やや多 胴部縦位の平行沈線文施文。

口縁部破片 7.5YR6/6 綬 瓜色粒子多石 晴口唇…ーで鵬文位「

193 560 10 IL 不明早期末
英やや多白色 l阿部縦位の平行沈線文施文。
粒子島l色岩片
品、

193 561 10 1 L 不明早期末
口縁部破片 IOYR6/6 にぶい貨 fI.l，色綾子 白 平総。口容部丸い。而に箆で刻み.腕部縦位の平行

燈 色 ・赤色粒子少 沈級文施文。

口縁部1/9 口径 7.5YR5/4 にぶい得 繊維少石英 平縁。口層部丸い。角に箆で刻み.胸部制位の傑痕

193 562 JO 1 L 不明早期末 胸部1/6 (31. 2) 県色粒子赤色 あり.内面繍位条泌文を贈り消す.僻1盟l事い。
粒子・岩片少

口縁部 l嗣 口径 7.5YR5/6 明栂 白色岩片 石英 波状口録。 口唇部丸い。外商口唇端部に隆11J貼付。
部一部 (30.4) 宣車石 様 胴上部峰帯2条を推定8方に楠円状の空間を形成す

194 563 JO 1 K F吉井
るように波状に貼付.空間に円形浮文貼付。隆裕に
箆で右下斜位の刻み.円形浮女に貝殻で刻み。隆裕
下部縦位条痕文.内函備位または右下斜位条痕文。
胴上部は条痕文を贈り消す。

胸部破片 5YR5/6 1凋赤絢 白色粒子各自 外国Rの純による燃糸側面圧線文を渦@状に施文。 564/565同一

199 564 JO IIA 花繍下}面
色務片やや多 内面Rの純によ る燃糸側面圧痕あれ 悩体
m色粒子石英
少

胸部破片 7.5YR5/4 にぶい褐 石英多白色 ・ Rの制による然糸側面圧痕文を渦@状に施文。 564/5651l'iJー
199 565 10 IIA 花積下周 黒色粒子黒色 個体

__j 岩片少

200 566 JO IIBI 育昔磯b
胸部破片 2.5YR5/6 明赤絢 白色 ，1.且色粒子 半Ilt竹管で平行涜線を椀位に純文後 同ー原体で刺

やや多 石英少 突文を沈線上に施文。

口縁部1/3 口径 7.5YR4/6 制 白色粒子多胤 平縁。胴上部大きく闘 し胴部平行沈線を巡弧状つ 567-570同一
200 567 10 JlB2 知機b (33.0) 色粒子 石英 に2段純文し その問を肋骨文状の施又で光棟。 個体

白色岩片少

口縁部破片 5YR4/4 にぷい赤 白色粒子各県 平縁。胴上部大きく 闘 し腕部平行沈総を辿弧状? 567-570同一
200 568 10 IIB2 踏破b 縄 色粒子石英 に2段施文し その問を肋骨文状の施文で充填. 倒体

白色岩片少

口j縁部破片 5YR4/6 赤褐 白色粒子多石 平縁。胴上部大き く開 く。平行沈総を外国口唇部iIi567-570同一

200 569 JO IIB2 鮒磯b
英やや多 白色 下は巡査E状に施文.その下は酎J骨文状に施文後 さ 個体
岩片 Ilit色敏子 らに縦位に純文。

少

口縁部破片 7.5YR4/6 褐 白色粒子多鳳 平縁.胴上部大き く関心平行沈総を外削口唇部直 567-570同一

200 570 JO flB2 時碍b 色粒子 白色岩 下は迎弧状に胞文し その下はlめ骨文状に施文。 個体
片 石英少

口縁邸破片 5YR4/6 赤褐 白色粒子多白 平行沈線を側位に施文し その上に肋骨文状に施

2∞ 571 JO IIB2 育者殴b 色岩片やや多 文。
且1色粒子石英

鵬部敵片 7.5YR4/4 柑 白色粒チ各 自 波状口縁。 胴上部大きく開く。外商口容部直下平行
200 572 10 11 B2 問機b 色岩片 胤色粒 沈線を口縁に沿って施文。胸部平行沈線を肋骨文状

子石英 に銘文.

胸部破片 7.5YR4/6 褐 白色粒子多 白 RLの縄文を欄位に施文後平行沈線を不規則な繍 573/574同一
200 573 JO IIB2 防磁b 色岩片石英や 位に施文し その上に即~f.t文状に施文. 個体

や各県色粒子

胴都破片 7.5YR4/6 褐 白色粒子多白 RLの純文を欄位に施文後平行沈線を不税I!Uな繍 57:J/574同一
200 574 10 IIB2 節機b 色岩片石!Aや 位に施文し その上に肋作文状に施文。 個体

宇多瓜色粒子

ロ縁部破片 7.5YR6/6 鐙 白色敬子多自 波状口録。胴郁浮線文貼付。外面雌滅。

200 575 10 lIB3 防昭島b 
色・ 娘色粒子
金書聖母やや多
白色岩片少

口縁部1/8 5YR5/6 明赤褐 石英金雲母多 波状口縁.彊状の波fJ'i部。胴上部大きく聞く。胸部 576-579問

200 576 JO IIB3 防機b
赤色岩片 白 LRの純文を繍位に施文後浮級文3段を水平に貼 洞体
色赤色粒子 付。浮線文に箆で右下斜位の刻み。浮線文の上下は
卿石煤少 指頭ナデ。

ロ縁部一部 5YR5/6 明赤絹 石英 金望書母多 波状目録。ニ角形の主主頂部。胴上部大き く開 く。胴 576-579同一

200 577 10 lIB3 開Ql!b
白色 ・赤色粒子 郡LRの縄文を横位に施文後浮敏文3段を水平に 個体
輝石康少 貼付.浮総文に箆で右下斜位の刻み.浮線文の上 F

は指頭ナデ巴

口縁部一部 5YR5/6 明赤補 石英金雲母多 波状口縁。弧状の波頂部。胴上部大き く関心 胴部 576-579同ー

201 578 10 IIB3 育者磯b
白色・ 赤色枝子 LRの縄文を横位に施文後浮線文4段を水平に貼 個体
間石様少 付。浮線文に箆で右下斜位の刻み.浮線文の上下は

指日目ナヂ。

胴部1/4 5YR5/6 明赤褐 石英 金型聖母多 LRの車n文を繍位に施文後浮線文を水平に貼付。 576-579同一
IIB3 時IiIb 白色 ・赤色敬子浮線文に箆で右下斜位の1(1Jみ。浮線文の上下は指iilI個体

郷石聴少 |ナデ。

一 334
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胸部1/4 10YR5/4 にぷい前 白色照色位子 胴上部に括れ、 口縁部にかけて大きく関心 RL?
202 580 JO llB4 精機b 褐 白色岩片石英 の純文を櫛位に施文後 胴上部に平行沈線を側位に

多 金書聖母少 俗文。全体的に麟滅。

口縁部破片 7.5YR5/4 にぷい拘 白色 ・黒色粒子 平縁。口唇部の面に箆で左下斜位の却lみ。口唇部を 58ト583悶ー

202 581 JO IIB4 楕i!ib
石英 囲む隆有?を貼付けて三角形の突起を作出.胸部RL 個体

の純文を横位に施文後 半費生竹管で沈綜を椀位に純
文。

口縁部破片 7.5YR5/4 にぷい縄 自民色位子 石英 平縁@口唇部の面に箆で左下斜位の刻み.胴部RL 581-583同一
202 582 JO llB4 蹄磯b 白色粒子少 の縄文を続位に施文後半愈竹管で沈線を横位に胞 個体

文。

ロ縁部破片 7.5YR5/4 にぷい褐 ).1;1色位子石英 平線。口容部の函に箆で左下斜位の刻み。胸部RL 581-583同一
202 583 JO IIB4 前7磯b 白色粒子少 の縄文を敏位に縄文後 半依竹管で沈線を績位に絡 個体

文。

202 584 JO 日B4 鰭磯b
口縁部破片 lOYR6/4 にぷい貨 石英多黒色位 波状ロ縁つ口縁部大きく内管.胸部半~竹管の集合

鐙 子白色枝子少 沈dlを口緑に沿って純文。

口緑郎破片 10YR6/4 にぷい貧 /)'.¥色粒子やや多 波状口絞っ 口縁部大きく内寄.胴邸半世主竹管の集合

202 585 JO 1IB4 踏破b 燈 白色粒子・岩片 沈線を口録に沿って純文.
赤色粒子金雲

母少

口緑部破片 5YR5/6 明赤鰯 石英多照色粒 平録。胸部半訟竹特の集合沈線を横位に施文。
202 586 JO lIB4 踏破b 子白色 ・赤色

粒子少

!銅郡1/5 7.5YR4/4 筒 石英各県色粒 RLの純文を繍位に飾文後 半高島竹管の集合沈線5 587 /5881，~ー
202 587 10 llB4 賠磯b 子白色 ・赤色 段を航位に!í~文。 個体

粒子少

202 588 JO lIB4 官官磯b
胸部破片 5YR4/6 赤制 l1A色 ・白色粒子 RLの純文を償位に施文後 半鍛竹管の集合沈線2 587/5881司

石英 段を4首位に施文. 個体

202 589 10 1IB4 階段b
胸部破片 IOYR5/4 にぶい賞 石英 m色 ・白 RLの純文を航位にñt!î文後半~竹管の集合沈線を

制 色粒子少 償位に施文。

胸部舷片 10YR6/4 にぶいwm色粒子やや多 Rの.IlU文を繍位に施文後 半絞竹管の集合沈般を航 590-5981日].-

203 590 JO llB4 陪蛾b 続 白色粒子 ・岩片 位に純文。 1溜体
;j"色粒子・岩片
石英金鍾母少

胸部破片 10YR6/4 にぶい訓 m色粒子やや多 Rの純文を峨位に施文後 半依竹匂の組合「掛lを杭 590-598同一

203 591 10 lIB4 結~ b
拡ま 白色粒子岩片 位に脳文。 個体

赤色粒子 ・岩片 l

金忽母少

!胴部1破片 10YR6/4 にぶいta白色粒子多瓜 Rの車Uxを椀位に施文後 半rJ;竹tr-の集合沈綜を蛾 590-5981司ー

2日3 592 .JO flB4 r.m~量 b
位 色粒子やや多 位に純文。 個体

白色省片 品:色
粒子金;a母少

胴;部破n 10YR6/4 にぶい'lI1/.1.¥色粒子やや多 Rの.IlU文を紡位に胞文後 半依竹u'の集合沈訟を繍 590-598同一

203 593 JO lIB4 術磯b ti'l 白色位子・岩片 位に施文。 個体
瓜色岩片石英
金~I辻少

If!f'型破片 10YR6/4 にぷいwfU色粒子やや多 Rの純文を級位に施文後半世E竹rfの集合沈総を続 590-598同一
203 594 JO lIB4 3有限b 担2 白色佐子 ・岩片 位に施文. 側体

石央金雲母少

胸部破片 10YR6/4 にぷい貨 白色 .m色敬子 RのSIl:文を航位に施文後 半舷竹ij:のJI!合沈線2段 590-5981'11-

203 595 JO lIB4 llIl餓b 位 やや多白色岩 を械位に!il!i文。 個体
片赤色粒子 ・
岩片金'I1母少

別世匹敵片 lOYR6/4 にぶい前 白色・烈色粒子 Rの純文を繍{すに~文後 半1m竹¥1i'の』具合沈斜1を椴 590-5981司ー

括E やや多白色 ・ 位に胞文。 個体
2日3 596 JO 1IB4 計ill!b 日l色岩片 赤色

粒子お片石
予E 金gg母少

胴m~破片 10YR6/4 にぶい'lIl白色 1:1:¥色粒子 Rの純文をtiol位に施文後 半松竹B-の集合沈ti!を紛 590-598同一

203 597 JO lIB4 新磯b
俊 やや多自色 ・ 位に純文。 倒体

赤色料片金~
母少

胴i部破片 7.5YR4/4 にぶい蔀 白色 ・III色粒子 Rの車II文を倣位にJiOJj文。 590-598同一

203 598 10 fI B4 賠償b
総 やや多白色 ・ 個体

m色・赤色岩片

石英 金書聖母少

胸部1/6 7.5YR4/4 祁 m色粒子石英 Lの純文を伽に純文後半仰で酬を縦に |599401同一
203 599 10 11 B4 附rdb 多白色粒子 施文。 傭体

岩!i少

胸部破片 7.5YR4/4 褐 照色粒子石英 Lの純文を繍放に縄文後 半依竹管でy，¥:総を4首位に 599-601同一
203 600 10 11 B4 断織b 各自色粒子 nl!i文。 個体

岩片少

胸部破片 7.5YR4/4 褐 半ilJi;竹官で沈~をt首位に施文。 599-601同一
203 601 10 lIB4 rn破b 色粒子石英 個体

白色岩片少一JO 111 

lOYR6/4 にぷい針 !日色位子石英 LR?の飢文を納位に施文弘、 半rJ;竹干?で沈総を櫛 602-604同一
革主 多赤色敬子 ・ 位に純文. 僧体

岩片白色枝子
少
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眉位 分類 型式 残存

法量
土色番号 色聞 胎土 器形・文事盤施文の特徴 備考

番号 番号 (田)

204 603 JO IlB4 習者磯b
胸部破片 7，5YR6/6 位 県色枝子多白 LRつの縄文を横位に施文後半舷竹管で沈総を櫛 602-<l04同一

色松子石英 位に純文。 例体

胸部1/7 7，5YR5/6 明制 県色粒子多石 LRつの縄文を欄位に施文後半依竹管で沈総を積 602-604同一

204 604 JO II B4 勝磯b 英白色粒子少 位に施文。 個体
赤色粒子筏少

口縁部1/4 口径 5YR5/6 明赤褐 白色粒子多照 浅鉢。平縁。外商口唇端部箆で右下斜位の刻み。腕

204 605 JO IIB5 格破b (27，5) 色粒子白色岩 部大きく聞く.木業状の沈級文.口唇節也下2傭ー
片石英少 対の小孔あり。

口縁部破片 7，5YR4/6 禍 白色粒子多県 浅鉢.緩い波状口線.ロ縁部内旬。外国口唇部直下 606/607同一
色粒子石英 浮線文2段をロ緑に沿って貼付.浮線文に箆で l段 個体

204 606 JO IIB6 踏破b 白色岩片少 聞は左下斜位 2段目は右下斜位の刻み.閥Illl部分
は浮*i!文を水平に貼付.部分的に分岐して推定8方
に桝門状の文様を作る。口唇部liu下小孔あ れ

口縁部1/4 7，5YR4/6 ぬ 白色粒子多鳳 浅鉢.緩い波状口縁。ロ縁部内旬。外商口唇部低下 606/607同一
色粒子石英 浮総X2段をロ緑に沿って貼付。浮総文に箆で l段 個体

204 607 10 IIB6 精機b 白色岩片少 目は左下斜位 2段目は右下斜位の刻み@屈曲l部分
は浮総文を水平に貼付。部分的に分岐して推定8方
に111円状の文般を作る。

口縁官官破片 7.5YR4/6 拘 白色粒子多鍋 浅鉢?平縁つ口縁部内喝。胸部外内面丁寧な櫛位の

204 608 JO IIB6 踏破b 色粒子石tA ナデ。
白色岩片少

口総部破片 5YR5/4 にぶい赤 白色粒子多以 ~l鉢つ'1"総つ内面口容錦部に峰有H砧付。ロ緑邸内
204 609 JO IIB6 精機b 褐 色粒子やや多 旬。胴部外内商械位のナデ。

赤色岩月一少

口縁部破片 10YR7/4 にぷい賞 制石やや多白 平縁。口層部に粘土をl値付けて低い突起を作出。腕 610-613同一

2日5 610 10 IIB7 賠殿b
続 色・烈色粒子 部大曹 q持J<。胸部Lの縄文を櫛位に純文.無文減 個体

赤色粒子・岩片 あり。
石英少

口縁部破片 10YR7/4 にぷい賀 県色粒子多 臼 平縁。』岡部大きく関心胴部Lの縄文を繍位に施文. 610-613同一

205 611 JO IIB7 精機b
経 色粒子卸石や 無文域あ り。 個体

や多赤色粒子

少

口縁部破片 10YR7/4 にぷい賞 県色位子多鮪1平縁。口容留に粘土を貼付けて低い突起を作出.胴 610-613同一

205 612 JO IIB7 諸般b 鐙 石やや多白色 部大きく聞く 。胸部Lの縄文を機位に純文.無文~ 個体
粒子石英少 あり.

底部完存 底径 7.5YR6/4 にぷい侵 黒色豊立子多 卸 平底。胴部Lの縄文を欄位に縄文.無文域あり.底 610-613同一

205 613 JO IlB7 開眼b
底部付近 11. 0 石やや多白色 面圧痕あり. 個体
1/4 粒子 ・岩片 赤

色組子石英少

臼縁部破片 2.5YR5/2 H音灰'si. 白色岩片 肌色 平緑つ.胴部Rの縄文を繍位に施文。焼成時の歪み

205 614 JO IIB7 際機b (内面) 粒子・岩片 赤 あり。
色粒子少

口縁部破片 7.5YR5/4 にぶい褐 金鍾侍非常に多 平縁。胸都RLの縄文を横位に施文。

205 615 JO IIB7 緒昭島b
瓜色粒子やや多
白色器片 黒色
:1ヨ5J1~~タ

口縁部破片 5YR6/6 経 白色粒子多白 平線。口唇部の簡にRの純文つ胸部Rの純文を織位

205 616 JO IIB7 開磁b 色岩片赤色粒 に方面文。
子卸石少

口縁部破片 7.5YR5/4 にぶい褐 白色粒子非?古に 平縁。胸部RLの純文を倒位にb1!i文。
205 617 JO IIB7 精機b 多金書E母多

白色岩片やや多

腕部破片 5YR5/4 にぶい赤 白色粒子多白 RLの縄文を櫛位に施文。 618-52日間一

206 618 JO IlB7 踏破b
拘 色岩片黒色・ {同体

赤色粒子金雲
母少

細部破片 7.5YR6/6 燈 白色粒子やや多 RLのl!ll文を椴位に施文。 618-520同一

206 619 10 IIB7 僚機b 白色省片瓜色 個体
粒子金雲母少

口縁部1/5 口径 5YR5/4 にぶい赤 白色 ・瓜色枝子 波頂部6方。波取部に柿円形の隆平"貼付。鯛部大宮 618-<l20同一
206 620 JO IIB7 骨宮破b (25.2) 掲 やや多 白色岩 く聞き 口縁部やや内旬。胸部RLの車Uxを納位に 個体

片 金忽母少 施文。

口縁部破片 7.5YR5/4 制 白色./，(¥色粒子 波状口縁。腕部大き〈聞き 口縁部はくの乎状に屈 621-623同一

207 621 JO IlB7 陪磯b 多石英白 曲。口容部瓜下沈線 1，条を口総に沿って施文.胸部 僧体
色 .J:i¥色岩片少 Lの純文を微位に純文。純文原体の折り返しあり。

胴部破片 7.5YR4/4 褐 白色位子多白 Lの縄文を繍位に施文。副文原体の折り返しあり。 62ト623同一

207 622 10 IIB7 官古磁b
色 岩 片 品i色粒 個体
子 -岩片石英

少

劇部1/4 7.5YR4/4 褐 白色 ./.1:1色粒子 Lの純文を横位に施文。 62ト623同一

207 623 10 lIB7 鰭機b 多石英 白 個体
色・賂色岩片少

5YR4/4 明赤縄 白色粒子やや多 波状口縁。波頂部に栴円形の隆帯l砧付.口縁部内

207 624 表採 日日7 緒商品h 白色岩片餌石 雪。胴部Lの縄文を繍位と右 F斜位に施文。

少

-336-



第 5章縄文時代の遺構と遺物

得図 掲.
膚位 分類 型式 残存 法量 I土色番号 色銅 胎土 務形 ・文繊飽文の特徴 備考
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口縁部破片 5YR5/6 明品2掲 白色 .jA色佐子 波状口縁.絞頂部に柵円形の臨刊f貼付。口縁邸内
207 625 JO I1B7 諸般b やや多白色岩 It.胸部周l曲部分に胴上郡と一体化する隆lif貼付。

片少 胸部と隆併の面にRLの純文を敏位に縄文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤耗j 白色 ・黒色粒子 波状口縁。口唇部の面にLの縄文を櫛位に縄文。胴 626-630同一
207 626 表深 IIB7 陪破b 多 白色 ・赤色 上部大きく聞き 口縁郡内毎.胴部Lの縄文を繊位 側体

岩片少 に施文。

口縁部破片 5YR5/6 明赤禍 白色緑色粒子 胴上部大きく 開き 口縁部内母。胸部Lの縄文を鮫 626-630同一

207 627 10 I1B7 諸積b
多赤色粒子や 位に施文。 個体
や多 白色 ・赤
色岩片少

胸部破片 5YR5/6 明赤側 白色・肌色佐子 胴上部大き 〈関心胸部Lの縄文を繍位に施文。 626-630同ー

207 628 JO I1B7 時磯b
多白色岩片 個体
赤色粒子・岩片

少

胴部破片 5YR5/6 明赤褐 白色・ J草色粒子 胴上部大きく 関心胸部Lの純文を横位に施文。 626-630同一
207 629 JO I1B7 話機b 多 白色・赤色 個体

省片少

207 630 JO I1B7 鯖織b
胸部破片 5YR5/6 明赤~ 白色県色位子 腕上部大きく聞く.腕部Lの縄文を繍位に施文。 626-630同一

多赤色岩片少 個体

口縁部1/4 口径 7.5YR4/4 拘 石 英 卸 石 金 波頂部4方.口容部わずかに反り返る。胴上部大き
208 631 10 I1B7 陪磯b 胴部1/3 (23.2) 震母多白色 ( DfJ宮 口録音sはくの字状に周l出。屈曲l官官も波状。

赤色枝子 胸部RLの縄文を繍位に施文。

口縁部破片 5YR5/4 にぷい赤 白色粒子多 白 波状目録。胴上部大きく阿曽 口縁部はくの字状に 632-640同一
208 632 JO I1B7 飴磁b 補 色岩片瓜色粒 屈曲.胸部RLの純文を級位に施文。 個体

子赤色岩片少

口縁部破片 5YR5/4 にぶい赤 白色粒子多赤 波状口縁。胴上部大きく開き 口縁部はくの乎状に 632-640同一

208 633 JO IIB7 併f磯b 1~ 色粒子やや多白 制山.胴部RLの純文を織位に施文。 個体
色岩片よ.(1色粒
子赤色営片少

口録部首位片 5YR5/4 にぷい赤 白色敏子多白 波状目録。 l刷上部大きく聞き 口綜部は くの字状に 632-640同一

208 634 JO 11 B7 附織 b 鈎 色岩片やや多 間Itll.胸部RLの叙l文を制位に純文. 個体
m色佐子赤色
岩内少

口縁部破片 5YR5/4 にぷい赤 白色粒-:f多白 波状口録。胴上部大きく開き 口縁部はくの字状に 632-640同一
208 635 JO IIB7 rrmab ぬ 色岩片 m色粒 組曲。刷f市RLの純文をm位に純文。 倒体

子 赤色岩片少

口縁部破片 5YR5/4 にぶい赤 白色粒子多自 披状口録。 l嗣上部大きく聞き 口線部はくの字状に 632-640同一
208 636 10 日B7 諸俄b 113 色岩片品i色粒 屈Itll.，嗣I¥!IRLの純文を倣位に脂文。 個体

子赤色岩片少

胸部破片 5YR5/4 にぶい亦 白色牧子多白 RLの純文を拠位に純文。 632-640同一

208 637 JO lIB7 飴IlIb ぬ 色岩片 IH色fll 個体
子;ffi色粒子 ・
岩片少

腕部破片 5YR5/4 にぶい赤 白色粒子各自 RLの純文を級位にnlli文。 632-640同一
208 6:18 JO 11 87 Z苦織b ぬ 色岩Jt i.n色粒 側体

子赤色岩片少

J胸部破片 5YR5/4 にぷい亦 白色粒子争白 RLの純文を級位にffi!i文。 632-640同一
203 639 JO 1J87 存者徹lコ 初 色場J十 m色 ・ 個体

赤色粒子少

'lIll~I/4 5YR5/4 にぷい赤 白色敬子多 白 RLの純文を配ti位に純文。 632-640同一

208 640 JO 1I B7 !rnI音量b
;。 色岩片 見i色粒 個体

子赤色粒子 ・
岩片少

胸部破片 IOYR5/3 にぶいÍI~ 白色.).¥¥色粒子 結簡を伴うRLの純文を械位に純文。

208 641 JO lIB7 踏破b 1む やや多白色岩
j十赤色粒子

金~母少
ト ー

胸部首位j十 7.5YR5/4 にぶいllJ白色粒子多 m 結節を伴うLの純文を級位に抗日文.

208 642 .JO IIB7 格破b 色粒子やや多
赤色粒子金管

母少

胴音匹敵片 5YR5/6 明赤113 白色粒子非常に RLのIlll文を櫛位にIfl!i文。
208 643 JO [[87 務際b 多 1.1.¥色粒子多

金~母少

胸部7/8 底径 5YR5/6 !珂赤褐 白色 ・黒色位子 平底。胸部RLの縄文を級位に施文。
209 644 JO 1I87 鰭織b (13.4) やや多 白色岩

片少

l底部付近 2.5YR5/G 明赤禍 白色粒子岳山 平底つ外内閲倒位のナヂ。
2ω 645 JO [[ 87 防般b 1/8 色粒子やや多

白色岩片少

底部5/8 底径 5YR5/6 赤初 石英非常に多 平底。外商l's滅.内面lすデ。
209 646 褒採 11 87 結破底部 胸部3/8 7.8 烈色粒子白色

粒子少

底官官1/3 底径 7.5YR6/6 桜 白色粒子多照 平底。全体的に康被.

647 指磁底部
(7.0) 

白色岩片赤色

敬子少
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底部4/5 底径 IOYR4/6 縄 白色豊立子非常に |平底.全体的に摩滅。

209 648 JO IlB7 給機底部
6.0 多金雲母多

白色岩片やや多

瓜色岩片少

209 649 JO 日日7 陪磁底部
底部胴部 底径 10YR6/4 にぷい貧 漁色粒子多白 平I~. 全体的に見極滅。
1/4 (8.8) 援 色豊立子 石英

209 650 10 IIB7 踏破底部
底部胸部 底径 7.5YR6/6 援 期色也子多白 平底。外内面ナデ。

1/4 (8.8) 色枝子石英

209 651 JO IlB7 鮪般底部
底部3/4 底径 5YR5/4 赤褐 白色粒子多白 平底。外面勝滅。内面ナデ。

4.8 色岩片石英少

209 652 .10 IIB7 踏破底部
i底部胴邸 底径 IOYR5/4 にぶい貨 白色粒子多照 平底.外国l事滅。内面ナデ。

3/5 10.2 絢 色粒子石英

209 653 10 I1B7 知機底部
底部胸部 底径 7.5YR6/6 続 白色.1;1¥色敏子 平底.外国i事滅。内面ナデ。

2/5 (10.4) 多石英

胸部破片 5YR4/6 赤禍 白色粒子非常に 縦位と級位の沈総施文。 個654体/655同一

211 654 JO lllA 五領ヶ台
多照色粒子
金雲母争白色
料片少

胸部破片 5YR4/6 赤鰯 白色粒子非常に 縦位と横位の沈線で方形の区画を作り 区画内は沈 654/655同一

211 655 10 田A 五領ヶ台 多風色粒子 総を佑子状に施文。 個体
金禦母多

新氾または勝
腕部破片 7.5YR6/6 総 I.H色粒子やや多 i!1J回臨怖を上部はニ角形つに 下部は 2粂 l組で方

211 656 JO 即日
内

白色粒子・岩片 形に貼付けて区間を作る.上部の区画内は右下斜位
石英少 下部の区岡内は縦位と繍位の沈線を施文.

新道または臣官
胸部破片 5YR6/6 燈 白色粒子・岩片 手明日随'rli2粂を縦位にi砧付。

211 657 JO 田B
内

烈色粒子赤色

粒子石英少

211 658 JO 日ls
新道または縦 胴部破片 5YR5/6 明赤銅 白色.~(\色佐子 刻目路干告を欄長栴円形?に貼付。

内 石英少

把手郡分 5YR4/6 赤褐 白色粒子各県 半円形状に周幽.断面楕円形。外側lに結節沈総文純

211 659 10 皿C 勝板
色住子やや多 文。
石英白色岩片

:T' 

口縁部破片 5YR4/6 亦褐 白色粒子石英 平縁。口縁部内司.I阿部縦位の結節沈斜文つ施文。

211 660 10 国C 勝坂 多白色岩片 全体的に摩滅。

11¥色粒子少

口縁部破片 5YR4/6 赤符 白色佐子多 m 平総?口容部角頭状.面に刻み(純文具不明).外面

211 661 10 lllC 勝坂 色粒子白色岩 口容部砥下肥厚。断而三角形。頂部に箆で刻み。 I頁
片石英少 部から上はナデ下は縦位の結節沈線文施文。

口縁部破片 lOYR6/4 にぶい貨 1.11色粒子各自 波状口縁。 胴上部大きく聞く。胴部太沈~文を長梢 662-667同一
211 662 10 lllD 井戸尻 鐙 色粒子石英 円形?に施文。 個体

白色岩片少

口縁部破片 10YR6/4 にぷい賛 白色位子石英 波状口縁。波頂節のみ内面白liJ錨部肥厚し 面に箆 662-667同一 |

211 663 10 illD 井戸尻
燈 多品l色粒子 で刻み2ヶ所入れる.胴上部大暫く闘し胴部太沈 個体

白色 .I!.¥色岩片 線文を畏楕円形つに施文。
IJ;-

胸部破片 lOYR6/4 にぶい賞 白色粒子石英 太沈線文を長柄円形?に施文。 662-667同一

211 664 JO 凹D 井戸尻 壇主 多 11."1色也子 個体
白色岩片少

腕部破片 10YR6/4 にぶいu1.脱色粒子石英 太沈線文を横長栴円形に施文。 662-667同一
211 665 10 lllD 井戸尻 櫨 争 白色粒子 個体

白色岩片少

胸部首位片 IOYR6/4 にぷい貨 IU色粒子多白 太沈線文を横長楕円形に施文. 662-667同一

211 666 10 illD 井戸尻 司監 色粒子石英 個体
白色岩片少

胸部破片 7.5YR7/6 にぶい貨 白色粒子岩片 胴上部大きく闘し腕部太沈線文を制民栴円形と半 662-6671司ー
211 667 JO 皿D 井戸尻 鐙 高l色粒子 ・岩片 弧状に施文。 個体

石英多

胸部舷片 7.5YR7/6 種主 白色粒子・岩片 Rの際糸を縦位に施文.路干官を綬位に!埴付。 668/669間一
211 I 668 10 国E 加首利El 凧色粒子やや多 個体

山色岩片少

211 669 JO IIlE 加担利EI
周部破片 7.5YR7/6 l!i 白色桂子岩片 Rの燃糸を縦位に施文。 668/669同一

肌色粒子やや多 個体

胴部破片 lOYR5/4 にぶい貨 白色./.(¥色敬子 RLの純文を械位に純文後沈誕1を繊位と長柿円

211 670 JO illF 綱之内
掬 多白色・黒色 形つに施文。

岩片赤色粒子
石英少

」
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第 5章縄文時代の遺構と遺物

表引 遺構外出土石器属性

挿図番号 郷餓番号 遺物番号 石材 推定産地 眉位 器種 畏さ (mm) 幅 (阻) If.さ (mm) 重さ (g)

245 859 860 ホルンフエルス JO 有舌尖頭器 69.0 14.1 5.0 3.3 

245 2 16154 ホルンフエノレス JO 有舌尖磁器 34.0 16.6 6.0 3.8 

245 3 お48 県m石 阪訪星ヶ台 JO 石銭 20.3 17.7 3.4 0.7 

245 4 21464 l吊咽石 和田鹿山 JO 石鍍 19.3 17.4 3.7 0.8 

245 5 21175 鳳限石 箱根畑街 JO 石鎌 9.0 15.0 5.1 0.5 

245 6 8018 黒曜石 際防昼ヶ台 JO 石悠 12.7 14.5 2.7 0.3 

245 7 20644 ガラス賀県色安山岩 床下 石鍍 12.1 15.8 3.7 。ー7

245 8 21720 思隅石 板前皇ヶ台 JO 石量産 17.0 15.8 3.9 0.6 

245 9 3612 県日直石 やl'詞1""恩馳島 10 石鉱 10.0 15.0 3.5 0.5 

245 JO 仮225 県晒石 天械柏峠 袋線 石銀 15.0 12.0 3.0 0.2 

245 Jl 以)7 11珊石 事I'W!'!恩馳助 JO 石鍛 18.8 11.2 4.0 0.5 

245 12 18268 娘婿石 際紡墨ヶ台 JO 石鍛 9.7 11. 0 2.9 0.2 

245 13 11191 チャー ト JO 石鎌 13.0 10.0 2.6 0.2 

245 14 12602 県細石 際紡昼ヶ台 JO 石鍛 24.3 15.9 4.7 1.1 

245 15 15540 烈限石 推定不可 JO 石鯨 18.0 14.3 2.9 0.7 

245 16 7548 ホルンアエノレス 10 石銀 16.0 12.4 2.7 0.4 

245 17 3375 1M附石 推定不可 JO 石歯車 18.0 17.0 6.0 1.8 

245 18 21180 烈附石 事l'Ut島思馳島 JO 石銭 15.0 11.1 3. 9 0.5 

245 19 3418 瓜服石 争l'池島JtA馳島 10 石銭 11.5 11.0 2.7 0.2 

245 20 10325 m悶石 事l'i:IlJ油思馳貼 JO 石鍛 11. 5 11. 0 2.1 0.2 

245 21 14216-1 !H111iI石 事I'i~""思馳助 JO 石総 12.3 12.0 3.2 0.4 

245 22 7366 期限石 ~I'tlJJ!i1恩馳烏 JO 石総 13.9 12.9 4.4 0.6 

245 23 20173 思限石 争1'1.主ω思馳印 JO 石鍛 16.2 11.9 4.5 0.7 

245 24 16517 ffillill石 事l'i，Jt';:'思馳Ji'.i 10 石級 18.2 14.0 5.3 1.0 

245 25 13300 IX¥ffii!石 事l'i~I~J~!，出向 JO 石鍛 13.0 16.4 3.6 0.5 

245 26 22262 烈師!石 事l'iJn~思馳ω JO 石鍛 15.1 11. 8 3.8 0.5 

245 27 2866 チャ←ト JO 石鍛 18.6 13.8 2.9 0.5 

245 28 8530 J!J1fd!石 事l'fjlJ吊思馳ぬ JO 石姐主 19. I 14.5 4.8 0.9 

245 29 4161 見lllo1石 眠妨昼ヶ台 10 石鍬 12.0 ーとよ」 3.2 0.3 

245 30 15778 ，~\町~1石 事l'iJtぬ!品副1m， JO 石総 17.3 14.1 4.6 0.8 

245 31 12382 m陀i石 鍛定不可 JO 石鯵 19.0 15.0 2.4 0.5 

245 32 13312 照J1d石 事I'i-~ぬ，~馳向 JO 石飯 16.7 15.2 4.0 0.7 

け3l245 33 7498 ガラス貨安山岩 石自臨 24.8 14.0 4.4 1.3 

245 34 11662 流紋柑} 石鍛 20.6 15.2 0.9 

245 35 3397 烈町A石 事l'illJ;j思馳J;告 JO 石量長 11. 3 10.7 2.0 0.2 

245 36 12643 瓜町11石 事I'I~J;J思馳r.J 10 石織 15.0 11. 0 5.2 0.6 

245 37 8435 烈附石 事I'WW~.\馳向 JO 石鍛 9.0 12.3 3.4 0.3 

245 38 17171 烈阻石 事I'i叫~{馳ぬ JO 石録 13.0 11. 0 3.7 0.4 

246 39 7817 瓜附石 3官肋恩ヶ台 JO 石鍛 14.6 14.3 3.0 0.3 

246 40 22494 ガラス質安山岩 JO 石鍛 25.5 18.0 4.3 l.5 

246 41 3105 ガラスTf安山総 JO 石敏 28.0 24.2 7. 9 5.3 

246 42 1045 且1限石 源防長iヶ台 JO 石鍛 15.0 11. 7 3.5 0.5 

246 43 11628 烈服石 者1'~11応恕馳r.b JO 石餓 19.6 15.6 3.0 2.1 

246 44 3788 照略l石 ~I'W[，.\思馳j斗 JO 石鍛 11. 9 11.8 3.7 0.4 

246 45 9623 f.I，\~'，1石 事l'i，jlJ::J思馳r:， JO E玉首邑 13.0 13.8 4.3 0.6 

246 46 17538 烈l'd石 IR!白星ヶ台 JO 石鍛 15.0 10.9 2.7 0.3 

246 47 2762 黒原!有 和1'j;jtt.l![U.Iõl&~ JO 石鍛 14.9 12.3 5.0 O. '! 

246 48 20317 ガラスir'9:山岩 JO 石鍛 20.1 13.1 3.0 0.6 

246 49 2386 烈~l石 阪初塁ヶ台 JO 有益石議 24.9 11. 4 3.0 0.5 

246 50 22703 ガフスn安山岩 JO 干T舌尖m器 49.0 22.3 8.0 7.7 

246 51 14123 !担磁石 h 科3誌I島思l:!!~ 慣ゴニ 石銭 11.4 10.7 2.5 0.2 

246 52 15944 烈E耳石 神W島思馳島 積土 石島陣 12.7 14.6 5.2 0.7 

246 53 16197 県悶石 事I'W品思馳g:， 10 石総 7.0 13.0 2.7 0.2 

246 54 341 !1:¥照石 lil'i;jl，l苫思馳島 JO 石録 14.0 3.0 3.0 O. Z 

246 55 273 県庖石 制'W島思馳島 ssc 石滋 与千十
5.0 0.4 

246 56 16580 烈院石 神諸島思馳島 JO 石儲 14.0 12.0 3.4 0.3 

246 57 13163 虹¥11¥1石 判'W島思馳/!'" JO 石簸 13.0 11. 0 4.3 0.3 

246 58 14242 J照悶石 例'i'llJr，思馳島 10 i 石銀 13.0 12.0 3.2 0.4 

246 59 11179 黒限石 ~I'illr..I.~.C!t:. JO 石銭 13.0 12.0 3.6 0.4 

246 60 12690 照町d石 事l'i.ll!llJ.'.日馳ぬ JO 石織 15.0 10.0 3.7 0.3 

246 61 21675 i 目1脳石 やI'Wl白思馳t.¥ JO 石簸 14.0 11. 0 I 2.4 0.3 



第 5i;i 縄文時代の遺構と遺物

挿図番号 掲般番号 遺物番号 石材 推定産地 膚位 器種 畏さ(圃) 帽(1m1) 厚さ {醐) 置さ (g)

246 62 7995 !M1I1i石 箱根畑街 JO 石鍛 14.0 12.0 4.2 0.6 

246 63 10323 拠咽石 神宮11島思馳Is， JO 石鍬 13.0 16.3 5.8 1.1 

246 64 8590 鳳順石 神樽島恩馳島 JO 石盤在 13.0 11. 0 3.0 0.3 

246 65 10744 県隅石 神路島恩馳島 JO 石鎌 19.1 11. 7 4. ! 。7
246 66 10606 県明石 神溜助恩馳ぬ JO 石鍛 9.4 10.8 2.2 0.2 

246 67 10610 且1珊石 事l'津島恩馳島 JO 石鉱 16.0 14.0 3.0 0.4 

246 58 4639 純明石 神間t島恩馳島 JO 石匙 18.5 28.4 5.8 2.1 

246 69 3854 ガラス質安山岩 JO 石匙 19.0 40.7 5.9 3.4 

247 70 2587 21871 細粒安山選 10 石匙 54.0 99.7 14.5 39.6 

247 71 7660 ガラス賀安山岩 JO 石匙 45.2 59.0 7.3 18.3 

247 72 15450 ガラスjI[安山岩 JO 主童保 52.4 32.9 10.8 17.3 

247 73 15307 邸緑凝灰岩 JO f重機 59.7 48.2 15.2 49.7 

248 74 15332 珪質頁岩 JO 削掛 34.8 28.0 8.6 8.4 

248 75 3285 頁岩 JO 削器 49.4 41. 3 6.1 12.3 

248 76 1263 ホルンブエノレス JO 1m宮l 51. 5 51. 7 19.9 59.0 

248 77 7358 }l.uiJ石 神fl!島恩馳烏 10 削ll:I 39.5 34.0 6.7 7.8 

248 78 12252 桂貿頁岩 JO 副総 35.0 45.7 12.9 14.8 

248 79 5668 語、色頁岩 JO 円1)穂 58.0 33.6 20.0 19.8 

249 80 10885 ホルンアェルス JO 削器 71. 1 38.2 15.1 42.2 

249 81 21153 ホルンブエJレス JO 削器 85.0 38.1 24.1 74.4 

249 82 4783 ガフA'lIr安lil岩 10 削僻 36.4 37.3 8.6 12.7 

249 83 77 ガラス賀安山岩 JO 削機 45.0 34.5 13.2 19.4 

249 84 21959 水品 JO nu器 23.6 15.3 5.4 1.4 

249 85 851 照田t石 事1'llttA，思馳島 ssc 削岩量 18.1 41.1 12.6 5.4 

250 86 21667 ガラス質安山岩 JO 削機 31. 8 51.4 12.0 14.4 

250 87 9910 頁岩 10 削機 69.5 55.2 13.9 45.5 

250 88 15812 細粒安山岩 JO 削岩E 67.0 61. 0 17.2 68.2 

251 89 7979 細粒安山岩 JO 削昔S 87.9 88.5 32.5 224.7 

251 90 3092 品IBiI石 神ill島恩馳島 JO 錐 19.5 12.3 5.6 1.2 

251 91 22818 県阻石 i 神百I島息馳砧 JO 錐 18.0 17.0 5.8 0.9 

251 92 8258 J高岡1石 事Ilt:tll助思馳向 JO ~形石器i 14.9 7.2 8.3 2.7 

251 93 12640 IillllJ石 神主II島恩馳Jゐ JO 俊形石骨量 16.3 10.0 7.9 0.9 

251 94 8537 』同町石 神t1t島思馳島 JO 喫形石告書 17.2 12.1 7.4 1. 2 I 

251 95 15780 品IR歯石 神海底y恩馳向 JO 僕形石器 15.9 11. 0 5.0 0.8 

251 96 9628 照明石 事)1詞t島思馳島 JO 俊形石骨量 16.2 12.5 15.9 1.0 

251 97 7527 県陥石 神t1t励恩馳島 JO 喫形石鶴 19.8 9.9 6.1 1.2 

251 98 7445 県明石 神tl!s恩馳励 JO 僕形石総 20.4 11. 6 6.7 1.1 

251 99 351 J品随石 事11(.君島恩馳th JO 模形石嬬 18.2 12.7 6.9 0.8 

251 100 12599 11.1悶石 神路島恩馳島 JO 模形石盤 17.4 9.9 5.0 0.7 

251 101 89 I!:I咽石 神tl!烏恩馳島 JO 相理形石器 15.2 11.1 6.5 0.9 

251 102 9603 照随石 村l司t島思馳jj)， JO 模形石器 21. 7 9.9 6.7 1.0 

251 103 10624 li.I脳石 神路島恩馳臼 JO 喫形石告書 21. 7 11.1 5.2 0.8 

251 104 10585 J且限石 何ItJl島恩馳島 JO 使形石器 19.2 15.5 7.5 1.6 

251 105 8182 j(I隅石 事Ilï哲島恩馳!~ JO 喫形石熔 19.2 12.6 7.7 1.5 

252 106 346 烈蝿石 事11司I助思馳島 JO 喫形石繰 18.0 14.6 9.2 1.9 

252 107 7499 且um石 神湯島恩馳};~ JO 模形石器 18.2 16.8 7.4 1.7 

L~ 108 7434 11.111111石 神激励恩馳品 JO 喫形石総 19.0 20.0 8.9 3.2 

252 109 7909 瓜随石 科Ir.宮島思馳島 .10 模形石器時 26.6 15.9 14.2 4.8 

252 110 11458 保闘七 神Ilt島思馳島 JO 模形石器 23.9 12.8 9.9 2.5 

252 1lI 8217 烈闘石 神諸島思馳島 JO 棋形石器量 27.7 12.6 8.0 2.2 

252 112 22711 以耐石 神詞n~恩馳向 JO 模形石様 20.9 15.0 8.8 2.1 

252 113 11292 以阻石 事)1滞島忠馳島 TO 線形石総 27.0 19.2 12.5 4.1 

252 114 17498 JlJ昭石 推定不可 JO 棋形石9!1 25.9 12.0 9.9 3.4 

252 115 10362 県明石 神津島恩馳島 JO 模形石器 34.0 17.7 9.2 3.3 

252 116 9620 県111.石 事11討t911凪馳l斗 JO 模形石総 27.3 10.0 6.3 1.0 

252 117 8215 県沼石 神i'Il励思馳烏 JO 僕形石器 29.1 17.8 10.1 3.2 

252 118 12380 見lllM石 神津島恩馳島 10 模)jj;石器 28.9 I 18.1 8.3 3.1 

252 119 12454 瓜摺石 箱根畑宿 10 喫形石器 31. 1 25.4 9.0 5.9 

253 120 10295 m畷石 神地島忠馳島 JO 使用痕剥片 16.0 13.1 4.1 0.8 

253 121 328 保服石 推定不可 JO 使用痕制片 27.0 20.2 3.9 

253 122 10752 J弘田両石 事l'路島忠馳鳥 JO 使用痕剥片 30.5 23.1 5.0 3.5 

253 123 1027 ホルンアエノレス JO 使用事実剥片 29.4 35.7 6.7 5.4 

2号3 i24 21980 県臨石 有11t)l1;)，思馳島 JO 使用痕剥片 17.8 38.8 11.0 6.2 

253 125 8106 ガラス費安山岩 JO 使用痕剥片 | 48.5 55.4 42. i 
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知図番号 燭餓番号 遺物番号 石 材 推定産地 層位 器種 畏さ (mm) 構 (mm) 厚さ (mm) 置さ (g)

253 126 322 ガラス質安山岩 JO 使用痕五日l片 54.8 47.7 15.5 31. 6 

253 127 12737 黒咽石 諏訪星ヶ台 JO 使用痕剥片 53.5 17.2 5.5 4.9 

253 128 7299 ガラス質安山岩 JO 使用痕剥片 63.3 35.6 8.3 13.7 

254 129 3277 ガラス質安山岩 JO 使用痕事l片 72.2 35.4 8.0 26.3 

254 130 5670 ガラス費安山岩 JO 使用痕剥片 67.2 38.3 15.1 59.3 

254 131 4696 県臨石 神津島恩、馳島 JO 一次加工剥片 14.4 12.2 5.0 0.8 

254 132 12755 I!.IB置石 神科I島感馳品 JO 一次加工剥片 19.0 12.9 6.3 1.1 

254 133 12720 風防石 神話E島思馳島 JO 一次加工剥片 11. 0 9.3 5.9 0.3 

254 134 12712 殿咽石 神津島忠馳島 JO 一次加工相l片 16.8 18.0 5.0 1.0 

254 135 21633 思隠石 神諸島恩馳島 JO 一次加工~J片 23.7 19.3 5.7 1.7 

254 136 3320 瓜陥石 宇l'司!/J恩馳島 10 一次加l工制片 16.0 19.6 8.4 2.1 

254 137 4377 瓜限石 神主幹砧思勉島 JO 一次加工剥片 25.2 20.6 8.8 3.8 

254 138 20521 鉄石英(赤玉) JO 一次加工剥片 19.2 18.6 10.0 3.5 

254 139 7990 且l聞置石 神溜動恩馳島 JO 一次加工剥片 25.9 18.8 3.5 1.6 

254 140 772 I!.I限石 神津山恩馳th .JO 一次加工事l片 33.0 17.5 8.2 3.7 

254 141 22701 J叫陥石 例'T.j!島思馳島 JO 一次加工事i片 40.7 31. 8 17.2 14.2 

254 142 仮166 ガラス1Jt安山岩 表採 一次加工剥片 28.2 30.7 9.3 7.8 

255 143 18289 ガフス質安山岩 JO 一次加工剥片 54.8 28.9 14.9 17.9 

255 144 759 珪質粘板岩 JO 二次加工剥片 108.3 34.1 9.1 38.2 

255 145 80 7520 ガラス貨安山嶺 JO 一次加工酔l片 58.4 52.3 26.0 81.1 

255 146 16513 細粒安山岩 JO 二次加工前j片 58.6 48.1 22.6 58.3 

256 147 7561 瓜悶石 事l'討!ldJ思馳応 10 石核 20.3 18.0 10.7 2.8 

256 148 12652 m限石 事i'il!島恩馳島 JO 石核 15.0 17.2 14.7 2.9 

256 149 10232 m限石 神苅1b1，思馳t1J JO 石核 20.4 21.5 18.0 7.2 

256 150 9560 m閥石 事i'ìl! }~思馳}:iJ JO 石核 23.5 21. 9 12.0 5.1 

256 151 8036 JHIl1i石 事l'日I向思馳ぬ 10 石核 27.0 17.8 10.5 5.2 

256 152 9922 fHJlij]石 神i.ll}~思馳臼 JO 石核 32.3 18.0 9.8 4.3 

257 153 727 I!.I断i石 箱根両11宿 JO 石核 32.0 23.5 22.0 13.7 

257 154 7586 ガラス~安山岩 10 石核 36.3 30.0 !日 O 18.9 

257 155 10763 J品脳石 事l'tI!向思馳&~ JO 石核 35.5 26.6 11.4 8.7 

257 156 3971 1:1.¥脇石 Imi暫，!i.!ヶ台 JO 石核 29.2 29.8 19.9 12.0 

ヒをこ
157 313 郎副石 1>I'lltぬ思馳s JO 石核 16.6 51. 5 12.0 7.9 

158 7193 l且隙石 神m~恩馳L3 10 石核 26.6 54.3 13.8 11. 9 

257 159 9622 IAI附石 推定不可 10 石核 18.3 44.5 2i. 7 16.4 

258 160 2716 l品陥1石 担l'tl!ß思監血}.~ JO 石核 35.2 55.6 18.2 24.2 

258 161 11648 m脱石 箱根}.I，¥岩稲fI下 10 石核 47.5 39.7 26.7 41.8 

258 162 15817 1.(llIiJ石 淑紡!i!ヶ台 JO 剥片 25.8 35.3 24.0 17.4 

258 163 11169 m蹴石 ~I!/jfilヶ台 JO 校1巨石器} 33.8 27.0 16.2 12.7 

258 164 3423 1.I.IIiIl石 推定不可 JO 娘形石器 35.9 19.0 15.0 12.3 

259 165 7719 J!.¥限石 阪i!fj!iJ.ヶ台 JO 年IJ)'j 47.0 30.0 15.5 23.3 

259 166 3520 JJ.I阻石 事I'W.(~思馳r.~ JO ~JJ片 55.7 28.8 25.4 36‘8 

259 167 3364 !，(Iibl石 1>i'ills思馳応 JO 1¥11片 54.4 27.9 11. 7 20.1 

259 168 3736 細位凝灰岩 10 鍛入石材 73.0 39.0 18.0 57.2 

259 169 7142 細粒安山岩 JO 打製石斧 51. 4 48.5 16.5 36.0 

259 170 3003 ホルンフェルス JO 打II!石斧 45.8 50.6 12.5 26.3 

260 171 804 細粒安山岩 JO 打製石斧 155.5 83.0 22.3 286.1 

261 172 1937 緑色凝灰岩 )0 打製石斧 120.0 47.4 25.8 173.8 

261 173 7704 ホノレンアエノレス 10 打製石斧 95.0 40.8 14.6 72.3 

262 174 2394 流紋岩 JO 康保 124.0 76.8 38.9 418.7 

262 175 21297 細位安山岩 JO 環器; 116.0 92.9 28.0 334.5 

262 176 15321 細位凝灰岩 .JO 磁~&\} 106.0 120.8 43.1 692.2 

263 177 15336 llll石安山岩 JO 磁石 56.3 30.4 17.4 42.0 

263 178 13767 結品片岩 JO 舷石 47.0 18.2 11. 7 12.1 

263 179 48 砂岩(中粒) JO 敵石 79.7 27.7 19.0 60.0 

263 180 15820 流紋岩 JO 磁石 87.7 30.5 17.6 10.4 

263 181 21660 I 砂岩(細粒) JO I 磁石 108.8 27.2 27.0 ] 16. 8 

263 182 15314 砂岩(組粒) )0 絃石 100.5 37.5 26.2 139.8 

263 183 15328 砂岩(租粒) JO 飯石 124.0 42.4 32.3 248.3 

263 184 15657 砂岩(側壁立) JO 舷石 111. 4 40.4 27.5 151. 5 

263 185 15316 卸総岩 10 以石 i04.5 41. 2 25.0 167.6 

263 186 16660 硬貨砂岩 JO 敵石 88.6 40.5 35.0 185.1 

263 187 17212 砂岩(中粒) JO 敵石 91.3 28.8 26.9 105.0 

263 188 16651 角|刈石安山岩 JO 磁石 83.5 38.3 27.0 121. 2 

264 189 17449 アプライ ト I JO I 磁石 170.7 I 50.2 36.9 417.8 
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第 5j苦 縄文時代の遺構と遺物

挿図番号 縄蔵番号 遺物番号 石材 推定産地 眉位 器種 畏さ (I1I1II) 幅 (mm) 厚さ (mm) .さ (g)

264 190 12964 砂岩(中粒) 10 厳石 135.8 43.2 34.6 273.6 

264 191 仮164 御緑岩 機乱 献石 114.6 40.8 21. 6 143.6 

264 192 15315 頁宕 10 厳石 101.8 45.7 17.5 114.7 

264 193 14535 砂岩(粗粒) 10 厳石 9申.0 44.9 18.0 118.2 

264 194 7951 13∞o 砂岩(紺l粒) JO 敵石 112.0 44.0 18. I 125.3 

264 195 16155 制粒凝灰岩 10 厳石 卯.3 36.8 23.9 124.4 

264 196 10485 砂岩(細粒) JO 高占石 165.0 42.8 16.2 99. I 

264 197 15811 卸石安山岩 10 舷石 98.4 49.2 27.9 170.0 

264 198 15877 頁岩 10 鉱石 72.0 26.0 17.7 32.3 

265 199 15340 角閃石安山岩 10 敵石 105.0 39.6 25.0 134.0 

265 200 18231 瑳質頁岩 JO 敵石 93.0 26.0 25.0 84.6 

265 20l 15319 砂岩 (組粒) JO 厳石 67.0 41. 0 24.0 73.3 

265 202 13136 砂岩(軽1粒) JO 俄石 20.0 45.0 25.8 IC即 日

265 203 12971 砂岩(細教) JO 倣石 82.0 42.6 42.0 180.0 

265 204 15809 角閃石安山岩 10 磁石 70.0 46.0 22.2 123.1 

265 205 12969 砂岩 (中粒) JO 舷石 51. 0 41. 9 28.7 78.1 

265 206 16672 砂岩(組l粒) JO 舷石 63.0 35.3 16.4 36.8 

265 207 12913 玄武岩 JO 磁石 48.0 56.3 35.2 110.0 

265 208 仮22 玄武岩 ~採 磁石 55.3 26.0 38.4 110.0 

265 209 14566 w石安山岩 JO 敵石 59.5 45.0 42.0 140.0 

265 210 15813 卸石安山岩 10 敵石 76.0 55.5 38.0 170.0 

265 211 14560 卸石安山宕 JO 磁石 62.5 68.2 58.0 280.0 

265 2ι2 18205 仰石安山岩 10 敵石 75.0 58.0 48.0 280.0 

265 213 16666 鰍石安山岩 10 敵石 51. 5 111.8 38.4 310.1 

265 214 18714 l!iI石安山岩 植土 麿敵石 60.0 60.0 41.0 208.4 

265 215 21890 制石安山岩 JO 間倣石 92.0 76.0 51.0 520.0 

265 216 1145 前1-6安山岩 JO 膚阪石 86.0 78.0 2臼.0 220.0 

266 217 仮162 前1右安山岩 袋採 贈ー磁石 99.2 80.1 44.0 544.0 

266 218 仮159 即石安山岩 撹乱 膚守高度石 97.5 72.8 48.1 500.0 

266 219 21631 多孔質玄武岩 JO 感ー敵石 99.0 75.0 52.0 510.0 

266 220 18213 郷石安山岩 10 理ト敵石 101. 0 79.0 57.0 710.0 

266 221 15655 .IIlf石安山岩 10 庖厳石 98.0 88.0 59.0 800.0 

266 222 16522 開l石安山岩 10 熔高責石 104.0 91. 0 70.0 960.0 

266 223 2320 飼i石安山岩 JO 劇厳石 101.0 88.0 40.0 460.0 

266 224 17099 制石安山岩 JO 問一般石 106.0 89.0 50.0 840.0 

266 225 12925 多孔貿安山岩 JO lf!J-厳石 118.0 101. 0 64.0 1050.0 

266 226 16181 開石安山岩 JO 腔ト献石 99.0 81. 0 570.0 

266 227 795 郎石安山岩 JO 熔石 58.0 53.0 28.0 113.6 

266 228 16646 卸石安山岩 覆土 庖石 60.0 42.0 45.0 136.2 

266 229 15899 郷石'Ji::山場 10 贈石 63.0 53.0 29.0 151. 7 

266 230 19304 Ol石安山岩 覆土 麿石 39.0 46.0 25.0 47.4 

266 231 13103 多孔質安山宕 10 鱈右 91. 5 88.0 46.8 480.0 

266 232 玄武岩 JO 邸石 95.0 86.0 41. 8 400.0 

266 233 13 卸石安山岩 SNZ 府石 145.0 99.0 70.0 1380.0 

267 234 10476 l!Il石安山宕 JO 踏石 117.0 82.0 32.5 490.0 

267 235 16669 卸石安山岩 JO 膚石 101. 0 83.5 45.0 580.0 

267 236 15898 締石安山岩 JO J{!石 96.0 80.0 52.0 564.1 

267 237 18947 E割石安山岩 JO 凹石 72.0 62.0 48.0 240.0 

267 238 14561 郎石安山岩 10 凹石 79.0 44.0 300.0 

267 239 12909 郷石安山岩 JO 敵石 91. 6 44.0 25.0 170.0 

2出7 240 13182 卸石安山岩 JO 阪石 92.5 45.0 33.5 200.0 

267 241 17280 輝石安山岩 10 厳石 93.0 46.0 45.5 240.0 

267 ~42 17279 凪i石安山岩 10 厳石 110.0 51. 0 33.0 220.0 

267 243 13192 玄武岩 JO 自匝石 125.0 41. 0 35.5 220.0 

267 244 494 多孔賀安山岩 KGP 厳石 102.0 56.5 43.5 340.0 

257 245 16525 卸石安山岩 10 舷石 109.0 78.0 61. 0 750.0 

267 246 21608 開石安山岩 JO 庖副首石 100.0 46.0 34.0 240.0 

267 247 15878 卸石安山岩 10 J1J-敵石 96.0 46.0 30.0 140.0 

267 248 14534 多孔貨安山岩 JO j庖ー舷石 149.0 66.0 63.0 860.0 

267 249 15ω 多孔質玄武岩 JO 庖石 「 69.0 72.0 切 0 320.0 

267 250 10455 玄武岩 10 鳴石 91. 0 88.5 35.0 470.0 

267 251 20257 郷石安山岩 橿土 間石 99.0 90.0 84.0 1050.6 

268 252 2514 卸石安山岩 JO 石皿l 194.0 255.0 76.0 60∞o 
268 253 22491 朗l石安1.1.1岩 石llll 333.0 234.0 63.0 7830.0 
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第 5寧縄文時代の遺構と造物

得図番号 燭能番号 遺物番号 石材 推定産地 贋位 器 種 喪さ (mm) f濁(圃) 厚さ (mm) 置さ (g)

268 254 17706 輝石安山岩 JO 石皿 236.0 211. 0 69.0 6∞0.0 

268 255 18998 締石安山岩 JO 石皿 200.0 188.0 81. 0 4500.0 

269 256 22489 卸石安山岩 JO 石皿 318.0 250.0 72.0 6720.0 

269 257 20621 多孔質玄武岩 JO 石皿 375.0 345.0 74.0 10000.0 

269 258 20ゆ64 多孔質玄武岩 JO 石血 293.0 354.0 お80.0

270 259 3185 却石安山岩 JO 石皿 353.0 350.0 139.0 20100.0 

270 260 16725 玄武岩 JO 石皿 367.0 323.0 122.0 15570.0 

271 261 391 輝石安山岩 JO 石皿 480.0 380.0 I 108.0 29000.0 

271 262 16675 玄武岩 JO 石皿 510.0 366.0 146.0 25日00.0

272 263 18959 期石安山岩 JO 石皿 371. 0 361. 0 70.0 13000.0 

272 264 17705 硝石安山岩 JO 台Eコ 261. 0 317.0 66.0 6500.0 

272 265 17283 多子し質玄武岩 JO 台石 391. 0 259.0 85.0 8500.0 

272 片千十 660 玄武岩 提乱 台石 362.0 86.0 69.0 12500.0 

273 滑石 10 I 重飾 11. 0 7 (1 3.9 0.4 
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第6章 その他の時代の遺物

第 6章 その他の時代の遺物

土師器

土師器 l点を図示した(第274図)。表面採

集品である。胴部の中位に稜を有する。外面

の稜よりも上位は横ナデ、下位から底部は指

頭によるナデ、内面底部は指頭圧痕とハケ工

具による調整を丁寧に磨り消す。立ち上がり

部は横ナデ。内面底部に粘土の貼付けが見ら

れる。口径14cm、底径8.3cm、器高2.9cmと推

定される。明赤褐色 (5YR5j6)で白色粒子、

赤色岩片が少量混じる。時期は不明である。

三 二
o 5cm 

第274図土師器
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第7章まとめ

第 7章まとめ

第 l節旧石器時代

第275図に主要な石器群の変遷をまとめた。各文化層の概要は各節の冒頭に付したので、それぞれを

参照願いたい。これを踏まえた上で石器群の内容を簡単に振り返っておこう。

第 I文化層は、第皿黒色帯 (BB田)を中心と して包含され、礁を除く石器81点、石器集中5箇所、

磯群2基で構成きれる。主として箱根畑宿産黒曜石の消費によって形成され、製品の主体はガラス質黒

色安山岩製と箱根畑宿産黒曜石製の弧状ー側縁加工ナイフ形石器である。

第H文化層は、第 I黒色帯 (BB1 )を中心として包含され、礁を除く石器37点、石器集中 2箇所、

磯群7基で構成される。主として信州産黒曜石の消費によって形成される。製品は、典型的なものがな

いが、諏訪星ヶ台産黒曜石製削器、硬質頁岩製の石刃製彫器(彫一削器)、 琴科冷山産黒曜石製およびホ

ルンフェルス製石刃などが確認された。また、中部高地産の各種黒曜石、伊豆・箱根産の各種黒曜石が

持ち込まれ、それぞれ小型剥片の生産が行われた。

ホルンフェルスは近傍の河川流域で採取され、大半は頁岩源と推測される。 一方、彫器の石材となっ

た茶褐色で珪質分の多い硬質頁岩の産出岩帯はよくわかっていないが、国武貞克氏によると最も近傍な

ら長野県佐久周辺で得られるとし寸。諏訪星ヶ台産黒曜石と夢科冷山産黒曜石が主体となる構成石材種

からみても、本地域の石器群形成主体が中部高地方面を主要な遊動域に していたことが示唆される。

第皿文化層は、休場層直下黒色帯から休場層下部 (BBO-YLL)を中心として包含され、礁を除く石

器342点、石器集中 8箇所、機群9基で構成される。主としてホルンフェルスと伊豆・箱根系黒曜石の

消費によって形成される。ホルンフェルスを第 I石材とする石器集中は 4箇所で、石刃石器群と剥片石

器群の両者が認められた。石刃製の製品は基部に打面を残すー側縁ないし二側縁加工ナイフ形石器が主

体である。箱根畑宿産黒曜石を第 l石材とするのは 3箇所で、大半が剥片石器群であった。天城柏峠産

黒曜石を第 l石材とするのは l箇所で、これも剥片石器群が主体だった。これらのほか、珪質頁岩製の

角錐状石器が確認された。

第皿文化層では、全体として、近傍で採取される石材が殆どを占める。また、検出された製品類と石

器生産痕跡の内容がよく対応している。これらのことは、石材採取域が広域に及ぶ前の段階(第II文化

層石器群)以降に生じた、角錐状石器群の盛行期における地域化現象の一般性を良く表しているといえ

よう。ただし、石刃石器群の継続性は、関東の当該期石器群と比較して顕著である。この時期、列島一

般に自然環境の変動も関与して石器技術の再編成が行われるが、近傍に大型で良質な石材(愛鷹・箱根

では頁岩源ホルンフェルス)が産出する地域では、石刃石器群の選択がよく許容されるようである。

第W文化層は、休場層中部 (YLM)で磯群 l基を確認したが、目立つた石器群は検出されていない。

第V文化層は、休場層上部 (YLU)を中心として包含きれ、礁を除く石器42点、石器集中 2箇所、

機群 I基で構成される。石材は神津島産黒曜石が最も多かったが、石器集中 l箇 所 (8点)のみで、他

の石材と比較して目立ったものではない。主要な製品は、半両面ないし両面加工尖頭器で、ホルンフ ェ

ルス製5点と中部高地産黒曜石製3点がある。また、石刃製ナイフ形石器が検出されており、これは諏

訪星ヶ台産黒曜石製2点である。諏訪星ヶ台産黒曜石製には、尖頭器石器群と石刃石器群の双方がみら

れることになるが、分布域が異なるので両者の具体的関連性は不明瞭で、ある。
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第 7t:t まとめ

縄文時代草創期
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第275図 下ノ大窪遺跡における旧石器時代から縄文時代の主要石器群の編年
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第 7F;l まとめ

第 2節縄文時代

縄文時代草創期の石器群(有舌尖頭器のみ)と、 早期の竪穴住居跡、竪穴住居状遺構、集石、土坑、

石器群、土器群、さらに前期、中期、後期の土器群が、それぞれ集中域を重複、あるいは違えて、分布

していた。 縄文時代のものと思われる主要な遺構・遺物の関係は、表52のように纏められる。調査区西

部では竪穴住居跡、竪穴住居状遺構、集石、土坑が、概ね早期後半ないし末の土器群を伴って検出され

た。 竪穴住居跡聞の同時性については検討していないが、おおむね当該期の集落跡と推測される。

表52 縄文時代 遺構・遺物の概要

調査範囲 遺構/土器/石器

西部西側 竪穴住居跡、竪穴住居状遺構、集石/撚糸文系土器、早期末土器諸型式、諸磯b式土器/

神津島恩馳島産黒曜石製石鍛・模形石器、諏訪星ヶ台産黒曜石製石鍛、1諜石器類

西部東側 集石、土坑/撚糸文系土器、縄文土器

東部 集石、土坑/押型文系土器、諸磯b式土器/神津島思馳島産黒曜石製石鍬、陳石器類

打越式を中心とする早期後半の土器群は、平面的に撚糸文系土器および諸磯b式土器と重複していた

が、垂直分布図を作成して検討した結果、下層より撚糸文系土器→打越式土器→諸磯b式土器の順で堆

積していることがわかった。 その他の型式との層位的な検討は行っていない。なお、撚糸文系土器は、

調査区西部の中でも西寄りの範囲で上記の土器群と重複せずに分布していた。この範囲にはほかの早期

の土器群が分布する。付近で検出された土坑と集石のいく らかはこれらに関連するものかもしれない。

石器群の内容は大変興味深いものだ、った。調査区西部の石器石材組成は表53-55に示した。表53は剥

片石器類等の組成を表したものである。器種構成としては、多量の石鍬 (86点)および模形石器 (31

点)が注目される。消費石材としては、黒曜石の圧倒的な比率が読み取れる。石鍛・模形石器生産と黒

曜石の密接な結びつきは疑いない。黒曜石の産地分析の結果は表55に示した。剥片類の分析は殆ど、行っ

ていないので情報は限定的だが、それでも神津島恩馳島産黒曜石の比率が高いことは容易に予想される。

剥片類の産地組成比率も これと類同ではなかろう か。 以上と同様の傾向が本地域の打越式期の集落遺跡

として著名な三島市乾草峠遺跡や近隣の併ヶ尾遺跡でも得られている。現況による限り、神津島産黒曜

石の大量消費と石鍬生産は、 愛鷹箱根地域の該期集落における石材消費・石器生産の様相として一般的

なものといえそうである。

下ノ大窪遺跡の神津島思馳島産黒曜石には石核が多く含まれている。 しかも小型で、磯面を残している

ものが多い。おそ らく は、原石を獲得したのち、すみやかに集落へ持ち込まれてきた可能性が高い。伊

豆・箱根という近隣の産地よりも、島l腕部の産地から黒曜石を持ち込む行動が各集落で常態化していた

とすれば、それがどのような経緯によって成立しうるのか、 今後の重要な課題となろう。

他方、信州系の黒曜石が数%から十数%組成される点も注意すべき特徴である。神津島恩馳島産黒曜

石との層位差は認められなかったので、これも殆どが打越式期のものとみられる。肉眼で見る限りでは

神津島恩馳島産に比べて製品の比率が高いようで、 集落での製品製作はかなり限定されていたもの と推

測される。両者は石材運用の形態が大きく異なっていた可能性がある。

石器群に関しては、他にも特筆すべき特徴がある。磯石器類の大量組成である(調査区西部全体で

721点)。この膨大な磯石器類は集落で植物質資源の加工作業が盛んに行われていたこと を示す。集落域

-349 



第7章まとめ

表53 調査区西部 石器石材組成

ガラス質
細粒 細粒 輝緑 緑色 硬貨細粒

ホルン

黒曜石 黒色
安山岩

流紋岩
凝灰岩 凝灰岩 凝灰岩 凝灰岩

ホルン フェルス 員岩

安山岩 フェルス (涜灰岩)

尖頭器

有舌尖頭器

有茎石"

石車庫 77 5 

石匙 2 2 

錐 2 

削器 4 2 2 2 

鐙器

模形石器 31 

垂飾

打製石斧 2 

二次加工剥片 10 3 

使用痕剥片 5 5 

剥片・砕片 3969 101 12 5 2 28 2 2 

石核 18 

搬入石材 3 

計 4118 123 18 8 2 2 2 35 2 4 

珪質頁岩 赤色頁岩 チャート 赤玉 水晶 滑石 計

尖頭器

有舌尖頭器 2 

有茎石鍍

石首長 2 86 

石匙

錐 2 

削器 2 15 

鐘器 3 

模形石器 31 

垂飾

打製石斧 4 

二次加工剥片 15 

使用痕剥片 II 

剥片・砕片 5 3 4130 

石核 20 

鍛入石材 4 

計 7 2 4 4331 

※細粒安山岩の剥片 l点、ガラス質黒色安山岩の石鍬 l点、事l片・砕片3点、

ホルンアェルスの剥片・砕片 I点、黒陥石の剥片・砕片130点、石鍛2点、

流紋岩の剥片 ・砕片 l点は3号竪穴住居跡(横l乱庖)出土

表54 調査区西部磁石器石材組成

嫁石 多孔貨 細粒 角閃石
流紋岩

細粒 輝緑 火山日韓
玄武岩

多孔貨
閃緑岩 アフライトデイサイト

安山岩 安山岩 安山岩 安山岩 凝灰岩 凝灰岩 凝灰岩 玄武岩

磨ー磁石 165 12 10 7 2 5 

磨石 110 10 15 8 2 3 

敵石 80 4 4 16 10 

台石 30 2 3 

石m 122 15 13 14 

凹石 7 

機器 5 l 

計 519 43 3 55 43 4 9 
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磨ー敵石

磨石

敵石

台石

石皿

凹石

細粒
輝緑岩斑レイ岩 斑レイ岩

2 2 

機器 l 

頁岩
砂岩 砂岩

珪質頁岩 (紹i粒) (中粒)

2 8 4 

計 1 5 23195

※郷石安山岩の熔ー敵石 l点、 見書石2点、厳石2点は 3号竪穴住居跡(撹乱届)出土

表55 調査区西部 黒曜石製石器産地別組成

砂岩
(粗粒) 硬貨砂岩結晶片岩

6 

7 

言十

208 

152 

142 

36 

165 

9 

721 

天械柏綜 箱線畑宿
箱根 神津島 諏紡

和国鷹山 推定不可 未分析 官十
黒岩橋 愚馳島 星ヶ台

有茎石鍍

石ま篠 2 59 10 4 77 

削器

錐 2 2 

石匙

模形石器 27 2 31 

二次加工剥片 1日 10 

使用痕剥片 3 5 

剥片・砕片 2 2 3965 3969 

石核 14 18 

鍛入石材 2 

計 2 3 119 17 10 3965 4118 

※神滞島恩馳{J;の石鎌2点、未分析の引l片・砕片130点は3号竪穴住居跡(撹乱服)出土

表56 調査区東部 石器石材組成

ガフス質
細粒 ホルン 珪質

黒磁石 黒色
安山岩 フェルス

頁岩 珪質頁岩
粘板岩

計

安山岩

有舌尖頭器 2 2 

石鎌 z 2 

削器 3 

打製石斧 2 2 

二次加工剥片 2 

使用痕剥片

剥片・砕片 10 3 8 2 25 

石核

計 15 4 2 12 2 2 38 

表57 調査区東部 黒曜石製石器産地別組成 表58 調査区東部楳石器石材組成

箱被煩宿 神津島 諏訪
未分析 計

輝石 多子Li電
玄武岩

多孔質 砂岩

愚馳島 星ヶ台 安山岩 安山岩 玄武岩デイサイト (粗粒)

石鍛 2 磨ー磁石 10 

削器 磨石 7 2 2 

二次加工事j片 磁石

剥片・砕片 10 10 台石

石核 石血 10 4 2 3 

言十 2 11 15 凹石

計 30 6 4 
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下ノ大窪遺跡(第二東名No.146地点)

黒曜石産地分析

附編

望月明彦(独立行政法人沼津工業高等専門学校)

産地推定法

得られた傾向X線スペクトル強度を元素記号で、表す。二つの方法はともに以下の指標を用いる。

指標 Sum=Rb+Sr+Y十Zrとする。

Rb分率=RbjSum

Sr分率=SrjSum

Zr分率=ZrjSum

Mn*lOOjFe 

Log (Fejfく)

1.産地のシートに挙げた黒曜石産地から原石を採集し、測定する。

2.測定結果から上記の指標を産出する。

3.以上から産地原石に関するデータベースを作成する。

下記の二つの方法で、産地測定を行う。

①判別図法

用いる指標:

特長:

推定方法:

横軸:Rb分率、縦軸:MnjFe。 横軸:Sr分率、縦軸:log (FejK) 

簡単な計算であり、誰にでも作成可能。また視覚的に判りやすい。

遺跡出土資料を蛍光X線分析し、指標を計算する。次いで、、指標を図にプロッ トして

産地原石データベースと照応させ、重なった原石産地を推定結果とする。

②判別分析 (推定結果参照)

用いる指標 : 産出された指標すべて

特長: 既知の産地のどれに類似しているかを判別する方法。各産地との類似度を統計的な距

推定方法 :

離で算出する。しかし、未知の産地の判別はできない。

判別図法では遺跡出土資料と重なっている産地を推定結果とする。この産地は資料と

二次元的に最も距離が近い。判別分析ではこの距離を数学的n次元で、計算する。資料

と最も距離(ハマラノビス距離)が近い産地を推定結果とする。この距離から、各産

地に属する確率を計算する。
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推定結果袋の見方

右側の表

判別図判別群判別図法によって推定された産地

判別分析と結果が異なるときは“*"をつけて示す。

判別分析・第 l候補産地…判別分析により推定された産地の第 l候傭

第 2候補産地…判別分析により推定された産地の第2候補

判別群 候補産地記号

→ 判別図法による産地と通常は一致する。

距雌 試料から候補産地までのマハラノピス距隊

→ 仰が小さいほど候補産地と類似性が向い。

確率 試料が候補産地に属する確率

→ lに近いほど類似性が高い。

第二東名No.146地点出土黒曜石製石器産地推定結果

'f'U別図法・判別分析からの最終推定結果

研究室年間通番 分析番号 濯物番号 枝番号 推定産地

MK05-13090 Ll46-193 22827 箱根畑宿群

MK05-13091 Ll46-194 22840 和田鹿山群

MK05-13092 Ll46-195 22841 推定不可

MK05-13093 Ll46-196 22841 2 箱根畑宿群

MK05-13094 Ll46-!97 22844 天域柏峠群

MK05-13095 L146-198 22851 際勧昼ヶ台群

MK05-13096 Ll46-199 22864 天城柏・#1津

MK05-13097 L146-200 22866 箱根知l街訴

MK05-13098 LI46-20! 22867 箱根畑fA群

MK05-13099 L146-202 22868 箱根畑宿群

MK05-13100 Ll46-203 22870 天城柏峠群

MK05-1310l L146-204 22874 夫被柏峠群

MK05-13102 L146-205 22876 天城柏峠群

MK05-13103 L146-206 22881 天械柏峠群

MK05-13104 Ll46-207 22885 天械柏峠群

MK05-13105 L146-208 22897 箱根知l街群

MK05-13J06 Ll46-209 22898 天城柏峠i伴

MK05-13107 LI 46-2 10 22899 天城柏・告書手

MK05斗3108 LI46-211 22902 箱根畑宿i洋

MI<05-13109 Ll46-212 22922 推定不可

MK05-13110 Ll46-213 22970 箱板畑宿群

MK05-13111 Ll46-214 23573 箱根畑街鮮

MK05-13112 L146-215 22718 天城柏峠群

MK05-13113 L146-216 22819 箱根畑宿群

MK05-13114 L146-217 22820 箱根倒宿群

MK05-13i15 Ll45-218 22821 箱根畑宿群

MK05-13116 L146-219 22822 箱根畑宿群

MK05-13Il7 L146-220 22823 箱根知l宿群

MK05-i3Il8 L145-221 22824 天減柏峠群

MI<05-13119 L146-222 22825 箱根畑街群

MK05-13120 Ll46-223 22826 箱根畑街群

MK05-13121 Ll46-224 22826 2 箱根畑宿群

MK05-13122 Ll46-225 22829 箱根畑宿群

MK05-13123 Ll46-226 2忽30 箱線畑宿群

MK05-13124 Ll46-227 22832 箱根畑街鮮

MK05-13125 Ll46-228 22833 箱綴畑宿騨

MK05-13126 L146-229 22834 箱娘細宿群

Mfく05-13127 LI46-230 22834 箱根知l宿群

MK05-13128 Ll46-23 1 22835 箱根組街群

判別図法による推定結果と判別分析による推定結果

判別分析
判別図

第 1候補産地 第 2候補産地
判別群

判別群 距離 確率 判別鮮 援雌 確率

HNトIJ HNHJ 4.99 HNKI 109.74 。
WOTY WOTY 15.78 0.9962 WDHY 24.44 0.0038 

推定不可 推定不可 推定不可

HNHJ HNHJ 14.85 HNKI 189.3 。
AGKT AGKT 10.52 HNKT 80.47 。
SWHO SWHO 0.39 SBIY 89 。
AGKT AGKT 13.32 HNKT 139.6 。
HNHJ HNHJ 9.72 HNKJ 158.68 。
HNHJ HNHJ 3.68 HNKJ 115.23 。
HNHJ HNHJ 8.39 HNKI 90.84 。
AGKT AGI<T 3.71 HNIくT 130.22 。
AGKT AGKT 26.17 HNKT 179.11 。
AGKT AGKT 18.49 HNKT 149.1 。
AGKT AGKT 2.16 HNKT 104.89 。
AGIくT AGKT 12.53 J-1NKT 154.58 。
HNHJ I-INHJ 13.98 HNKJ 94.57 。
AGKT AGKT 15.64 HNKT 83.47 。
AGlくT AGKT 17.81 HNKT 90.67 。
HNI-IJ HNHJ 4.51 HNKI 155.13 

推定不可 推定不可 推定不可

HNHJ I-INHJ 9.15 HNKI 98.54 。
HNHJ HNHJ 24.04 HNKI 128.69 。
AGKT AGKT li.58 THAY 102.95 。
HNHJ HNHJ 6.09 HNKI 91. 43 

HNHJ HNHJ 9.44 HNKI 92.08 。
HNHJ HNHJ 6.74 HNKI 138.55 。
HNJ-lJ HNHJ 6.82 HNKI 133 。
HNHJ HNHJ 0.68 HNKl 119.6 。
AGKT AGI.σ 1. 19 HNKT 105.64 。
HNHJ HNHJ 1. 411 HNKI 107.66 。
HNHJ HNHJ 0.81 liNKI 126.46 。
HNHJ HNHJ 5.71 HNKI 77.04 。
HNHJ トINHJ 4.15 f-lNKI 101. 63 。
HNHJ HNHJ 0.24 HNKI 106.03 。
HNHJ HNHJ 5 HNKI 94.7 。
HNHJ HNHJ 2.66 トINKI 92.4 。
HNHJ HNHJ 3.26 HNKI 129.18 。
HNHJ HNHJ 5.15 HNKI 149.12 。
HNHJ L___2:!塑L 11.幻l l L旦NKI 100.76 。

向。
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判別分析

研究室年間通番 分析番号 遺物番号 伎番号 推定産地
判別図

第1候補産地 第 2候補産地
事j別群

事j別群 距離 積率 判別群 距舷 確率

MK05-13129 Ll46-232 22838 鍛定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-13130 L146-233 22846 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 29.84 HNKI 59.16 。
MK05-13131 L146-234 22847 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 8.52 HNKI 174.39 。
MK05斗3132 L146-235 2お86 天城柏峠群 AGKT AGKT 6.17 HNKT 124.53 。
MK05-13133 L146-236 22889 天滅柏峠群 AGKT AGKT 3.02 HNKT 104.71 。
MK05-13134 L146-237 22905 天峨柏峠群 AGKT AGKT 2.65 HNKT 86.53 。
MK05-13135 L146-238 22906 天城柏峠群 AGKT AGKT 5.94 HNKT 128.67 。
MI<05-13136 L146-239 22907 天滅柏峠群 AGI<T AGKT 12.59 HNI<T 109.91 。
MI<05-13137 L146-240 22908 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 6.96 HNKI 141. 65 。
MI<05-13138 Ll 46-24 1 22915 天械柏峠群 AGI<T AGKT 5.39 HNKT 106.08 。
MI<05-13139 L146-242 22916 天減柏峠群 AGKT AGIくT 4.01 HNI<T 118.91 。
MK05-13140 L146-243 22917 天城柏峠群 AGKT AGI'くT 7.55 HNKT 130.45 。
MI<05-13141 L146-244 22926 天城ヰ自峠群 AGKT AGKT 11.16 HNKT 155.02 。
MK05-13142 L146-245 22927 天成柏峠l拝 AGKT AGI<T 2.76 HNKT 110.53 。
MK05-13143 Ll46-246 22929 天減柏峠併 AGKT AGKT 5.36 HNKT 120.64 。
MK05-13144 L146-247 22930 天城柏由tt群 AGKT AGKT 7.22 HNKT 146.24 。
MK05-13145 Ll46-248 22931 天域柏.~I洋 AGKT AGKT 8.74 HNIくT 157.8 。
MK05-13146 Ll46-249 22935 鍛定不可 推定不可 推定不可 鍛定不可

MK05-13147 Ll46-250 22宮47 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 2.35 HNKI 99.48 。
MK05-13148 L146-251 22948 天滅柏峠l伴 AGI<T AGKT 6 HNKT 114.11 。
MK05-13149 L146-252 22949 天核柏・1・群 AGKT AGKT 9.91 HNI<T 86.25 。
MK05-13150 L146-253 22950 箱般知l術1洋 HNトIJ HNHJ 3.27 トINKI 137.57 。
MK05-13151 L146-254 22952 箱侭釧街l拝 HNHJ HNHJ 12.36 HNI<I 。
MK05-13152 L146-255 22954 箱根畑1li.r非 HNHJ HNHJ 4. 16 HNKI 89.67 。
MI<05-13153 L146-256 22956 箱iU畑宿11下 HNHJ HNHJ 5.71 HNKI 70.78 。
MK05-13154 L146-257 22957 天城柏由1:1伴 AGKT AGI<T 9.8 HNKT 109.09 。
MK05-13155 L146-258 22964 箱根知11白群 トINHJ HNHJ 2.27 HNKI 87.45 。
MK05-1315G L146-259 22966 箱叡知l宿群 HNHJ HNHJ 10.19 HNKI 170.12 。
MK05-13157 L146-260 22971 箱棋倒ttil洋 HNHJ HNHJ 1. 95 HNKI 96.39 。
MK05-13158 L146-261 22972 箱根知l1i!il洋 HNHJ HNHJ 5.47 HNKI 104.04 。
MK05-13159 L146-262 22976 箱桜到IIfiH拝 I;NHJ HNHJ 5.36 HNIG 150.08 。
MK05-13160 L14G-263 22977 箱観世11宿群 HNHJ HNトU 5.97 HNKI 129.56 。
MIく05-13161 L146-264 22978 箱根知l宿1l下 HNHJ トINH.I 20.74 HNKI 91. 99 。
MK05-13162 L146-265 22979 #1般知1181伴 HNHJ HNHJ 4.03 HNKI 92.04 。
MK05-13163 L146-266 22980 斜線畑MI昨 トINHJ HNH.I 6.67 HNI<I 137.95 。
MK05-13164 L146-267 22982 智i倶知1M群 I-INHJ HNHJ 19.61 HNKI 48.63 。
MK05-13165 L146-268 22983 箱線制tii僻 HNHJ HNHJ 12.76 HNI<I 143.38 。
MK05-13166 L146-269 22984 箱根却It首鮮 HNH.I HNHJ 8.5 HNI<I 102.82 。
MIく.05-13167 L146-270 22986 箱根知1M昨 HNHJ HNHJ 5.77 HNI<I 118.5 。
MK05-13168 L146-271 22987 箱根瑚111111洋 HNHJ HNHJ 3.82 HNI<I 95.9ゆ 。
MI<05-13169 L146-272 22988 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 28.9 。ωヨ9 HNKI 43.56 0.0001 

IMK05-131~ L146-273 22989 箱綴畑術官下 HNHJ HNH.I 4.86 HNI(I 126.03 。
I MK05-1312' L146-274 22990 箱根制作I僻 HNHJ HNHJ 12.02 HNKl 89.9 。
MIく05-13172 L146-275 22991 箱根畑術博 | HNHJ HNHJ 2.74 HNKl 112.8 。
MK05-13173 L146-27G 23ωo 箱根畑宿群 HNH.J HNHJ 7.92 HNKI 72.13 。
MK05-13174 L146-277 23ωl 続定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MI<05-13175 L146-278 23113 天成柏峠II宇 AGKT AGKT 6.22 HNKT 109.63 。
MK05-13176 L146-279 23326 箱根如1iJ鮮 HNHJ HNHJ 13.42 HNI<I 56.43 。
MIく05-13177 L146-280 23334 天城柏*l1宮下 AGKT AGKT 9.35 HNKT 124.36 。
MK05-13178 LI 46-28 1 22772 ~!科冷山静 TSTY TSTY 9.51 0.9999 寸'SHG 25.06 。∞01
MK05-13179 L146-282 22773 箱根畑宿署下 HNHJ HNHJ 13.54 HNKI 69.2 。
MK05-13180 L146-283 22774 箱根世111苗群 トINHJ HNHJ 17 HNKI 62.77 。
MI<05-13181 LI46-284 234幻 阪肪盟ヶ台群 SWHD SWHD 3.79 SSIY 77.46 。
MI<05-13182 L146-285 23484 箱根知l街僻 HNHJ HNHJ 2.ω HNKI 95.29 。
MK05-13183 L146-286 23485 夫滅柏量N惇 AGKT AGKT 1. 65 HNKT 120.87 。
MI<05-1:J184 L146-287 23487 箱根却IMU手 HNHJ トINHJ 2.9 HNKI 130 。
ルlK05-13185 L146-288 235∞ 箱根剣1百群 HNト1.[ HNHJ 5.39 HNlくI 162.11 。
MI<05-13186 L146-289 22775 箱般知l1i:in手 HNト[J HNH.I 24.02 HNKI 204.29 。
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MK05-13187 L146-290 22776 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 3.16 HNKI 126.62 。
MK05-13188 L146-29 1 22848 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 4.5 HNKI 126.92 。
MK05-13189 L146-292 22849 箱級制宿群 HNHJ HNHJ 10.4 HNI<I 165.98 。l

MK05-13190 L146-293 23482 1 ム 箱根知11盲群 HNHJ HNHJ 5.49 HNKI 89.56 

MK05-13191 L146-294 23482 2 箱娘畑宿群 HNHJ HNHJ 18.07 HNKI 208.22 。
MK05-13192 L146-295 23579 箱線畑宿併 HNHJ HNHJ 5.24 HNKI 78.7 。
MK05-i3193 L146-296 23580 箱綬知l街僻 | HNHJ HNHJ 12.61 HNIく[ 61 。
MK05-13194 Ll46-297 23581 箱根畑宿群 | HNHJ HNHJ 17.61 HNKI 47.89 。
MK05-13195 Ll46-298 23582 箱根畑宿幹 HNHJ HNHJ 7.61 HNKI 89.64 。
MK05-13196 Ll46-299 23583 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 11.17 HNI<I 93.18 。
MK日5-13197 Ll46-300 23584 箱根両111富群 HNHJ HNHJ 11. 58 HNKI 168.58 。
MK05-13198 Ll46-301 23585 箱根知i宿群 HNHJ HNHJ 17.84 HNI<I 214.11 。
MK05-13199 L146-302 23586 結棋知11苗l伴 HNHJ HNHJ 4.54 HNKI 108.181 

。
MIく05-13200 Ll46-303 23587 箱根知ITaf.¥! HNHJ HNHJ 3.42 HNI<I 104.651 。
MK05-1320l Ll46-304 23588 箱根畑宿群 HNH.I HNHJ 14.66 HNI<I 71. 28 。
MK05-13202 Ll46-305 23589 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 0.5 HNI<I 117.82 。
MK05-13203 Ll46-306 23590 箱根組1M群 HNHJ HNHJ 1.64 HNI<I 122.65 。
MK05-13204 Ll46-307 23591 箱根畑泊群 HNHJ HNHJ 26.89 l HNKI 54.42 。
MK05-132日5 Ll46-308 23592 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 8.7 HNKI 91. 64 。
MK05-13206 L146-309 23593 箱根畑宿群 HNHJ トINHJ 2.1 HNKI 107.57 。
MK05-13207 Ll46-310 23594 箱娘細宿I拝 HNHJ HNHJ 7.58 I-lNKI 153.88 。
MK日5-132日8 Ll46-311 23595 箱恨畑宿群 HNHJ HNHJ 2.7 HNKI 148.97 。
MK05-13209 Ll46-312 23595 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 15.46 l-lNKI 47.48 。
MK05-i3210 Ll46-313 23596 2 箱根畑宿鮮 HNトU l-lNHJ 1. 31 HNK! 100.65 。
MK05-13211 Ll46-314 23598 箱綴畑宿群 HNHJ HNHJ 8.42 HNKI 132.91 。
MK05-13212 Ll46-315 23599 箱根畑1白'群 HNHJ HNHJ 4.7 HNKI 92.6 。
MK05-13213 L146-316 23600 箱根知l宿群 HNHJ HNHJ 8.22 HNKI 102.48 。
MK05-13214 L146-317 23602 鮪娘細宿群 HNHJ HNHJ 19.57 HNKI 48.39 。
MK05-13215 L146-318 23603 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 9.14 HNIくI 68.32 。
MK05-13216 Ll46-319 23604 箱綬知l宿群 HNHJ HNHJ 4.22 HNKI 146.7 。
MK05-13217 Ll46-320 23605 箱被畑宿群 HNHJ HNHJ 3.63 HNI'くI 83.38 。
MK05-13218 Ll46-321 23605 2 箱根知l宿群 HNHJ HNHJ 1. 38 HNKI 109.6 。
MK05-13219 L146-322 23605 3 箱根組l宿群 HNHJ HNHJ 1. 21 HNKI 112.21 。|
MK05-13220 Ll46-323 幻606 箱根畑宿鮮 HNHJ HNHJ 3.46 HNKI 92.76 。
MK05-13221 L146-324 23606 2 箱椴畑宿群 HNHJ l-lNHJ 3.12 HNKI 132.08 。
MK05-13222 L146-325 23607 箱線畑宿群 HNHJ HNHJ 6.12 HNKI 140.66 。
MK05戸 13223 Ll46-326 23613 箱根畑宿鮮 HNHJ HNHJ 1.45 HNKI 127.34 。
MK05-13224 L146-327 23614 箱根畑宿群 トINHJ HNHJ 1.7 HNKI 122.23 

MK05-13225 L146-328 23617 箱根畑宿群 ! HNHJ HNHJ 23.09 HNi'く[ 55.53 。
MK05-13226 Ll46-329 23620 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 29.38 HNKI 46.8 。
MI<05-13227 L146-330 23623 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 2.24 HNKI 129.72 。
MK05-13228 Ll46-331 23624 箱恨畑街群 HNHJ HNHJ 3.37 HNI<I 96.33 。
MK05-13229 Ll46-332 23626 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 4.59 HNKI 119.26 。
MIく05-13230 Ll46-333 23631 箱根畑宿野 HNHJ HNHJ 1. 82 HNKI 89.83 。
MIく.05-13231 Ll46-334 23331 天城拍峠群 AGKT AGKT 8.8 HNKT 122.3 。
MK05-13232 Ll46-335 23333 天城柏峠群 AGKT AGKT 0.69 HNKT 109.25 。
MK05-13233 L146-336 23563 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 3.64 HNKI 84.67 。
MK05-13234 L146-337 23564 箱1f.!畑宿群 HNHJ HNHJ 4.96 HNKI 118.39 。
MK05-!3235 Ll46-338 23565 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 5.06 トINKI 133.44 。
MK05-13236 L146-339 23566 箱叡知抱'群 HNHJ HNHJ 20.84 HNKI 57.17 。
MK05-13237 Ll46-340 23566 2 天携柏峠群 AGKT AGKT 11. 3 HNKT 104.04 。
MK05-13238 Ll46-341 23567 箱綴畑宿鮮 HNHJ HNHJ 7.15 HNKI 79.09 。
MK05-13239 Ll46-342 23568 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 9.76 HNKI 66.33 。
MK05-13240 Ll46-343 23568 2 箱根創宿群 HNHJ HNHJ 23.33 HNKI 216.39 。
MK05-13241 L146-344 設採123 神路島恩馳品群 KZOB KZOB 5.7 KZSN 28.83 。
MK05-13242 Ll46-345 1587 誠君方皐ヶ台群 SWHD SWHD 3.47 WDTN 84.85 。
MK05-13243 Ll46-346 2904 和田鹿山群

MK05-13244 Ll46-347 茨採144 箱根畑街群 l 
WDTY WDTY 10.38 

:内定
39.23 。

HNHJ HNHJ j 4.05 88.53 。

360 



附編

判別分析

研究室年間通番 分析醤号 遺物番号 枝番号 推定産地
判別図

第 1候織摩地 第 2候補産地
判別群

判別群 距離 纏率 判別群 距雌 確率

MK05-13245 Ll46-348 1038 際紡lilヶ台群 SWHD SWHD 2.55 SBIY 85.95 。
MK05-13246 Ll46-349 273 神i1l励思馳島f，宇 KZOB KZOB 6，68 KZSN 52.93 。
MK05-13247 Ll46-350 341 神路島思馳島群 KZOB KZOB 7，13 KZSN 72_ 18 。
MK05-13248 Ll46-351 907 神主j!島思馳島群 KZOB KZOB 4_ 47 KZSN 40 。
MK05-13249 Ll46-352 1045 阪勧毘ヶ台群 SWHD SWHD 15.21 WDTN 69，81 。
MK05-13250 Ll46-353 2386 微動皇ヶ台群 SWHD SWHD 4.97 WDTN 98_ 58 。
MK05-13251 Ll46-354 2762 事l'梅島恩馳島群 KZOB KZOB 5.89 KZSN 61. 54 。
MK05-13252 Ll46-355 3375 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-13253 Ll46-356 3397 神i1t島忠馳島群 IくZOB KZOB 2.02 KZSN 44.25 。
MK05-13254 Ll46-357 3418 判，t官邸恩馳助群 KZOB KZOB 5，34 KZSN 65.14 。
MK05-13255 Ll46-358 3612 事l'溜馳恩馳品群 KZOB KZOB 2.84 KZSN 54.23 。
MK05-13256 L146-359 3788 判1滞島思馳島n宇 KZOB KZOB 3.25 KZSN 36.85 。
MK05-13257 Ll46-360 3889 事l'詩I島恩馳島群 KZOB KZOB 0.72 KZSN 61. 66 。
MK05-13258 Ll46勾 361 4161 阪紡昆ヶ台群 SWHD SWHD 7.9 SBIY 84_08 。
MK05-13259 Ll46-362 7366 神w助恩馳島群 IくZOB KZOB 4.2 KZSN 32，12 。
MI'く05-13260 L146-363 7817 阪防車ヶ台1非 SWHD SWHD 11. 2 WDTN 124，42 。
MK05-13261 L146-364 7995 箱棋倒宿君事 HNHJ HNHJ 10.02 日NIく1 ; 101. 24 。
MK05-13262 Ll46-365 8018 際訪皐ヶ台群 SWHD SIへIHD 27.18 SBIY 93.72 。
MK05-13263 Ll46-366 8435 事l'iJtぬ恩馳ぬl伴 KZOB KZOB 4.68 KZSN 67.27 。
MK05-13264 Ll46-367 8530 相l'IJtぬ恩馳ぬI非 KZOB KZOB 4.62 KZSN 62，07 。
MK05司 13265 Ll46-368 総48 探紡昼ヶ台俳 SWHD SWHD 4.2 SBIY 72，54 。
MIく05-13266 Ll46-369 9623 ~I'tlt白瓜馳.H拝 KZOB KZOB 6.26 KZSN 4R 85 。
MIく05-13267 Ll46-370 10325 ~Iifll向恩馳砧I~F KZOB IくZOB 4，94 KZSN 59.83 。
MIく05-13268 Ll46-371 11179 事1'111ぬ!恩馳r.m KZOB [(ZOB 8，73 KZSN 45.71 。
MK05-13269 Ll46-372 11191 非ru陥1石 非IWf7.石 非1.1:¥断l石 非且l臥i石

MK05-13270 L146-373 11628 やl't:I!r.~思馳J斗宮下 KZOB KZOB 4.92 KZSN 76.23 。
MK05-13271 L146-374 12382 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-13272 Ll46-375 12398 やlifll}::'思馳}:，\f，~ KZOB KZOB 5.67 KZSN 26.05 。
MK05-13273 Ll46-376 12ω2 阪肪E量ヶ台1時 SWHD SWHD 8.3 SBIY 99.13 。
MK05-13274 Ll46-377 12643 事l'lltω思馳Jゐf，下 KZOB KZOB 3.04 KZSN 32.36 。
MK05-13275 Ll46-378 12690 tf'i-lt向思馳品群 IくZOB KZOB 12，84 KZSN 51.34 。
MK05-13276 L146-379 12716 ー1'~ltl;:'思馳向昨 KZOB KZOB 14，35 KZSN 32.6 。
MK05-13277 Ll46-380 13300 事1'(ltl;];恩l馳ぬ昨 KZOB KZOB 5.71 KZSN 50.42 。
MK05→3278 Ll46-381 13302 2 事l'出品恩馳品群 KZOB KZOB 12.44 KZSN 43.23 。
MK05-13279 Ll46-382 13312 阪防虫ヶ台群 SWHD SWHD 15.28 SBIY 103.97 。
MK05-13280 Ll46-383 13323 ~I'nt助l品馳μIl't KZOB KZOB 17.12 TSTY 102，42 。
MK05-13281 Ll46-384 13326 事I'nt~思馳μ併 KZOB KZOB 2.78 KZSN 65.05 。
MK05-13282 LJ46-385 14216 事l'iJtμ恩馳品群 IくZOB KZOB 13.42 KZSN 35.94 。
MI'く05-13283 Ll46-386 14242 事I'~IIμ思且白山1洋 KZOB KZOB 28.61 I<ZSN 61ω 。
MK05-13284 Ll46-387 15540 推定不可 推定不可 推定不可 縦a::不可

MK05-13285 Ll46-388 15778 争I'~件&:!思馳白群 KZOB KZOB 26.93 KZSN 73.56 。
MK05-13286 LJ46-389 158∞ 事I'ilt&~思馳'0M KZOB I<ZOB 12，84 0，9998 KZSN 27.67 0.0002 

MK05-13287 Ll46-390 16197 事1'111砧思馳ぬ1洋 I<ZOB lくZOB 6.31 KZSN 76.45 。
MK05-13288 Ll46-391 16517 和l'滞日1思馳J活僻 KZOB I<ZOB L 15 I<ZSN 44，44 。
MK05-13289 Ll46-392 16580 相1'1.羽山思馳M僻 KZOB KZOB 1. 63 KZSN 67_ 52 。
1 MK05-13290 Ll46-393 17171 事l'i4t応思馳S&l梓 KZOB KZOB 1. 67 KZSN 49_ 33 。
MK05-13291 Ll46-394 17538 ;R紡皐ヶ台1時 1 SWHD SWHD 3.1 SBIY 93，59 。
MK05-13292 Ll46-395 18163 桝'Wli4r.!，馳I"，，~ KZOB KZOB 0，82 KZSN 42.94 。
MK05-13293 L146-396 18288 政.!Ij星ヶ台群 I SWHD SWHD 7.31 SBIY 100，53 。
MK05-13294 Ll46-397 20173 事1'~lt防旬、馳品群 KZOB KZOB 13.8 KZSN 57.56 。
MK05-13295 Ll46-398 21175 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 10.21 HNKI 185.85 。
MK05-13296 Ll46-399 21180 神山岳思馳島鮮 I<ZOB KZOB 2，46 KZSN 51. 1 。
MK05-13297 Ll46-400 21464 和田IIILI静 WDTY l内'DTγ 3，19 WDI<B 28.59 。
MK05-13298 Ll46-401 21675 神地ぬ思馳品群 KZOB I<ZOB 4，86 I<ZSN 52.67 。
MK05-13299 L146-402 21720 m1紡皐ヶ台群 SIへIHD SWHD 13.33 WDTN 116，25 。
MK05-13300 Ll46-403 21983 際紡墨ヶ台群 SWHD S机IHD 5.52 SBry 116，2 。
MK05-13301 LJ46-404 22262 事|ゆ官島思且畠!sI惇 I<ZOB KZOB 14.09 I<ZSN 39.2 。
MK05-13302 L146-405 22815 ~I'IJt品!旦馳品群 KZOB I<ZOB 12.53 I<ZSN 65，01 。
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MI<05-13303 L146-406 8188 2 脈紡皐ヶ台群 SWHD SWHD lO.79 WDTN 70.07 。
MI<05-133ω L146-407 8590 神主事島恩馳鳥群 KZ08 KZ08 5.63 I<ZSN 60.24 。l
M1<05-13305 L146-408 お81 科11'l!J)，思馳重量群 KZ08 KZ08 6.92 KZSN 51.17 。
MK05-13306 L146-4ω 10323 神樟島恩馳島群 I<Z08 I<Z08 12.55 WOMS 宮0.11 。
MI<05-13307 L146-41O 10597 天城柏餅群 AGKT AGKT 2.48 HNKT 128.25 

MK05-13308 LI 46-4 1 1 10606 神穆G~思馳島群 I<Z08 KZ08 6.5 I<ZSN 61.53 。
MK05-133ω L146-412 10610 神I'IlIi.¥思馳ぬi拝 I<Z08 I<Z08 4.96 I<ZSN 73.82 

M1<05-1331O L146-413 10744 神許I島!畠馳島郡下 KZ08 I<Z08 6.08 KZSN 37.07 。
MK05-13311 L146-414 3364 利l首t島思馳助I拝 IくZ08 KZ08 17 KZSN 75.55 

MK05-13312 L146-415 3423 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-13313 L146-416 3520 神薄島思馳島1非 I<Z08 I<Z08 13.12 KZSN 34. !5 円
MK05-13314 Ll46-4げ 7719 阪紡星ヶ台砕 SWHD SWHD 14.33 S81Y 126.41 。|
MI<05-13315 L146-418 11169 際防塁ヶ台1倖 SWHD SWHD 7.38 S81Y 99.05 

MI<05-13316 LI 46-4 1 9 15817 際防皐ヶ台1拝 SWHD SWHD 6.18 S81Y 55.53 

MK05-13317 L146-420 328 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-13318 Ll46-42 1 10296 神織品思馳~群 KZ08 KZ08 2.76 KZSN 57.12 。
MK05-13319 L146-422 10762 判l溜島忠馳島群 KZ08 KZ08 16.15 I<ZSN 74.15 。
MI<05-13320 Ll46-423 21980 事Jir宮島思馳島f，宇 KZ08 KZ08 5.09 KZSN 40.52 

MK05-13321 Ll46-424 12737 阪防昆ヶ台群 SWHD SWHD 2.43 S81Y 62.31 。
MK05-13322 Ll46-425 772 事I'Wぬ態馳島I芹 I<Z08 I<Z08 13.34 1<ZSN 95.59 

MK05-13323 L146-426 3320 制If草島慰E血島喜平 KZ08 I<Z08 1. 52 1<ZSN 50.35 。
MK05-13324 L146-427 4377 判l油島忠馳助群 1<Z08 I<Z08 10.37 1<ZSN 61. 93 q 
M1<05-13325 Ll46-428 4696 神f-ll烏恩馳島若草 1<Z08 1<Z08 3.65 IαSN 39.81 。
MK05-13326 Ll46-429 7990 事1'揖I島恩馳島群 1<Z08 1<Z08 23幻 KZSN 61.34 。|
MK05-13327 L146-430 12712 事1'尚E励恩馳島群 I<.Z08 IくZ08 9.41 0.9993 1<ZSN 21. 69 0.00071 

MK05-13328 Ll46-431 12720 神様島恩馳島群 KZ08 KZ08 10.15 KZSN 44.71 。
MK05-13329 Ll46-432 12755 神主宮崎忠馳島鮮 I<Z08 KZ08 5.47 KZSN 48.59 。|
MK05-13330 L146-433 21633 神河I島恩E白鳥群 KZ08 KZ08 3.29 1<ZSN 67.12 。
MK05-13331 L146-434 22701 神路島思馳烏群 KZ08 I<Z08 9.39 I<ZSN 54.14 。
MK05-13332 L146-435 313 神湾島思馳島群 KZ08 KZ08 2.45 KZSN 45.14 。
MK05-13333 L146-436 727 箱板畑宿群 HNHJ HNHJ 10.39 HNKI 175.42 。
MK05-13334 Ll46-437 2716 神諸島恩馳島群 KZ08 KZ08 7.49 KZSN 42.38 。
MK05-13335 L146-438 3971 際紡塁ヶ台群 SWHD SWHD 16.4 S81Y 76.ω 。
MK05-13336 Ll46-439 7193 神Y:l!島恩馳品1拝 KZ08 IくZ08 18.61 KZSN 66.05 。
MK05-13337 Ll46-440 7561 神tf!島息馳島署宇 1<Z08 KZ08 2.43 I<ZSN 70.21 。
MK05-13338 Ll 46-44 1 8036 神湾局息馳品群 K208 KZ08 11. 97 0.9994 lくZSN 24.4 0.0006 

MI<05-13339 L146-442 9560 判1(，君島思馳島II宇 I<Z08 IくZ08 15.98 I<ZSN 64.41 。
MK05-13340 L146-443 9622 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05・13341 L146-似4 9922 事1'路島恕馳島群 I<Z08 KZ08 2.44 I<ZSN 48.64 。
MK05-13342 L146-445 10232 神津島思馳島群 I<Z08 I<ZOs 19.68 KZSN 56.22 。
MK05-13343 L14ι446 10763 科II'l!島思馳島群 KZ08 KZ08 16.15 KZSN 35.84 。
MK05-13344 L146-447 11648 箱根県結構群 I-INI<1 I-INI<I 3.74 HNI<J 65.39 。
MK05-13345 L146-448 12652 事Tr-ll鳥思馳島署宇 KZ08 I<Z08 1]， 95 I<ZSN 62.32 。
MK05-13346 L146-449 89 神fcllJ.eJ恩馳島群 KZ08 KZ08 2.78 KZSN 55.83 。
MK05-13347 L146-450 346 神tll島想、馳助群 KZ08 KZ08 2.79 KZSN 55.47 日

MK05-!3348 L146-451 351 神湾品思馳島哲学 KZ08 KZ08 8.88 I<ZSN 42.99 。
MK05-13349 L146-452 7434 神tl1島恩馳島群 KZ08 I<Z08 24.96 l I<ZSN 66.46 。
MK05-13350 Ll46-453 7445 事1'tf!.Q，J車馳島群 KZ08 KZ08 7.71 KZSN 39.82 。
MK05-13351 L146-454 7499 神i'l!s思馳島群 I<Z08 KZ08 6.87 KZSN 68.11 。
MK05-13352 Ll46-455 7527 神滞砧恩馳島1芹 I<Z08 I<.Z08 4.74 KZSN 81. 9 。
MK05-13353 L146-456 7909 神f宮島思馳島群 KZ08 K208 7.2 KZSN 48.66 。
MK05-13354 Ll46-457 8182 相'i11島恩馳島群 KZ08 KZ08 3.59 I<ZSN 32.34 。
MK05-13355 L146-458 8215 神門I島恩E自助群 KZ08 KZ08 6.28 KZSN 57.3 。
MK05-13356 L146-459 8217 制1i1!島恩馳島鮮 I<Z08 I<Z08 9.63 KZSN 63.17 。
MK05-13357 L146-460 8258 神樟島思馳J勤評宇 I<Z08 KZ08 5.32 KZSN 44.5 。
MK05-13358 Ll46-461 8537 神tf!$h恩馳島群 I<Z08 KZ08 12.48 KZSN 39.72 。
MI<05-13359 L146-462 9603 神路島思馳島群 I<Z08 KZOB 4.94 KZSN 67.96 。
MK05-13360 L146-463 9620 神w励!思馳島群 I<Z08 KZ08 7.2 KZSN 87.94 。
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MK05-13361 Ll46-464 9628 神tIt島思馳島群 KZOB 1くZOB 5.51 KZSN 45.55 。
MK05寸3362 Ll46-465 10362 桝'$島思馳助群 KZOB I<ZOB 7.07 KZSN 83.57 。
MK05-13363 L146-466 10585 神i輩島恩馳島群 KZOB KZOB 2.44 KZSN 70.07 。
MK05-13364 L146-467 10624 神官官島思馳島群 KZOB KZOB 9.85 I<ZSN 72.96 。
MK05-13365 Ll46-468 Il292 神路島思馳島群 KZOB I<ZOB 10.36 i KZSN 78.69 。
MK05寸3366 Ll46-469 11458 神路島恩馳島群 1<20B I<20B 12.41 Iく2SN 79.47 。
MK05-13367 L146-470 12380 神i事島恩馳島群 1<208 1<20B 20ω K2SN 94.36 。
MK05-13368 Ll46-471 12454 絡線畑宿群 HNHJ HNHJ 11. 66 HNKI 109.64 日

MK05-13369 L146-472 12599 神主it品恩馳崎群 K20B KZOB 4.69 K2SN 49.75 。
MK05-13370 L146-473 12640 神海島恩馳島群 I<ZOB I<ZOB 29.09 K2SN 91.83 日

MK05-13371 Ll46-474 15780 神主事島思馳島群 KZOB Iく20B 1. 19 I<2SN 45.35 。
MK05-13372 Ll46-475 17498 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-13373 Ll46-476 22711 神様島恩馳島f，宇 I<Z08 K20B 2.17 I<ZSN 37.75 。
MK05-13374 Ll46-477 3092 神樟助思馳E申書宇 I<208 K208 5.63 KZSN 48.3 。
MK05-13375 Ll46-478 22818 事]'日I勘魁馳島I洋 K20B I(Z08 26.S I<ZSN 69.78 。
MK05-13376 Ll46-479 4639 事]'11¥向f品馳島隣 1<208 1<20B 11. 47 KZSN 46.76 。
MK05-13377 Ll46-4BO 851 紳諸島思馳&hl洋 1<208 1<20B 13.91 KZSN 46.55 。
MK05-13378 Ll46-481 7368 事]'出品恩劇llIli芹 1<208 ](20B 22.67 0.9999 ](ZSN 40.18 0.0日01

MK05-13379 Ll46-482 12鈎3 事]'路島思馳&hf.下 ](208 1<208 4.31 ](ZSN 48.97 。
MK05-13380 Ll46-483 12897 利'i.lt品思馳品群 I<Z08 1(20B 4 Iτ ](ZSN 33.66 。
MK05-13381 Ll46-484 140陥3 事I'W島思馳助群 I<Z08 ](Z08 3.91 ](ZSN 33.98 。
MK05-13382 L146-485 16012 制'i:J!i.Q!J¥馳向1博 1<208 1(208 2.58 KZSN 41. 33 。
MK05-13383 Ll46-486 16016 事l'ìlt}~ß:'.馳r..Ill手 ](Z08 ](20B 6.85 ](ZSN 34.73 。
MIく05-13384 Ll46-487 16125 ~I'ì官Jる思馳JゐM- I ](Z08 ](208 0.82 iく2SN 44.65 。
Mlく05寸3385 Ll46-488 16145 利t出向思馳r.~fJ 1 K20B ](ZOB 18.57 1<2SN 105.48 。
MK05-13386 Ll46-489 16411 や|叫』恩馳岬| IくZ08 1(208 10 訂「つ K2SN 31.38 。
MK05-13387 Ll46-490 16421 事l'ill};.I思馳tJn宇! 1<20B ](ZOB 4.64 K2SN 48.07 。
MK05-13388 Ll 46-49 1 16774 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-13389 Ll46-492 17767 判'i.ll品目、取lMI~f< 1<208 K208 7.77 KZSN 29.75 。
MK05-13390 Ll46-493 19682 判'ì~μ恩~t.l鮮 K20B ](208 7.21 KZSN 44.91 。
MK05-13391 L146-494 21679 事1'11¥尚昆l馳ぬf，下 ](Z08 KZOB 9.26 K2SN 31. 92 。
MK05-13392 Ll46-495 14123 相l'印刷思馳白書干 KZ08 1<20B 2.55 KZSN 56.09 。
MK05-13393 Ll46-496 15944 事1'i1tr.i;思馳，(Jl梓 K20B ](Z08 8. 13 K2SN 29.85 。
MI<05-13394 Ll46-497 18812 推定不可 推定不可 維定不可 | 推定不可

MK05-13395 Ll46-498 20136 事I'f!lμ思馳品群 K208 K208 7.82 KZSN 25.84 。
MK05-J3396 Ll46-499 18399 天城柏.~.r.下 AGKT AGKT 6.38 HNKT 145.95 。
MI<05-13397 L146-500 19270 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MK05-1:J398 Ll46-501 19972 I:ll紡皐ヶ台群 SWトlD SWHD 6.5911  S8lY 65.03 。
MK05-13399 Ll46-502 19370 有1'1:(¥向思馳島群 ](Z08 KZ08 13.26 0.9995 ](ZSN 26.01 0.0005 

MK05-134∞ Ll45-503 19495 事l'諸島思lJI!l島群 KZ08 K208 17.07 IくZSN 68.51 。
MK05-13401 L146-5ω 19984 事I'ï:~ぬ!~{馳島群 KZ08 K20B 13.78 KZSN 71.12 。
MK05-13402 L146-505 21343 事l'幻I島思馳Jj)，群 IくZOB KZ08 2.07 K2SN 56.44 。
MK05-13403 Ll46-506 19666 事I'i~t~h 思馳};.lM KZ08 KZ08 10.07 0.9996 KZSN 23.3 0.0004 

MK05-13404 Ll46-507 22229 争I'j阜l斗思馳nn手 K20B [(ZOB 8.91 1<2SN 31. 3 。
MOK4-7274 Ll46-1 1871 箱根剣術澗1 l-INHJ HNHJ 2.55 HNKI 132.13 。
MOI<4-7275 L146-2 2021 箱恨糊li11lf トII':HJ トINHJ 6.06 HNIくI 89.49 。
MOK4-7276 Ll46-3 2022 箱IU畑宿fJ HNHJ HNl-IJ 4.69 HNKI 109.8 。
MOK4-7277 L146-4 2023 測定不可 測定不可 測定不可 | 測定不可

MOI<4-7278 L146-5 2024 事iffi却1桂i群 HNHJ HNHJ 7.05 HNKI i 163. 1 。
MOK4-7279 Ll45-6 2025 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 3.66 HNKI I 128.16 。
MOK4-7280 Ll46-7 2026 箱倶知宿群 HNHJ HNHJ i. 5 ! HNKI 121. 78 。
MOK4-7281 Ll46-8 2027 箱恨両1¥1首il下 HNHJ HNHJ 6.88 HNK1 143.72 。
MOI<4-7282 Ll46-9 2028 箱根却陥'群 HNHJ HNHJ 9.48 HNKI 74.52 。
MOK4-7283 Ll46-10 2029 般定不可 推定不可 縫定不可 維定不可

IMOK←7284 Ll46-11 2030 補綴却1¥1;;;群 HNHJ HNH、I 17.05 HNKI 71. 35 。
MOK4-72B5 L146-12 2031 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOI<4-7286 L146-13 2032 箱侭剤1I1im HNHJ トINH.J 2.72 HNI<I 94.44 。
MOI<4-7287 L146-14 2033 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可
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MOK4-7288 L146-15 2034 箱標畑宿群 HNHJ HNHJ 3.75 HNKI 135.04 。
MOK4-7289 L146-16 2035 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 16.41 HNKI 58.45 。
MOK4-7290 L146-17 2036 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7291 Ll46-18 2037 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7292 Ll46-19 2038 箱摂畑宿群 HNHJ HNHJ 3.8 HNK1 115.14 。
MOK4-7293 Ll46-20 2日39 箱綬矧宿f，干 HNHJ HNHJ 12.41 HNK1 165.52 。
MOK4-7294 Ll46-21 2040 箱根畑箔群 HNHJ HNHJ 3 HNKI lω.23 。
MOK4-7295 Ll46-22 2041 箱綴畑宿群 HNHJ HNHJ 2.92 HNIくI 98.37 。
MOlく4-7296 Ll46-23 2042 箱摂畑宿f，下 HNHJ HNHJ 8.11 HNKI 99.64 。
MOK4-7297 Ll46-24 2043 測定不可 測定不可 測定不可 測定不司

MOK4-7298 Ll46-25 2044 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 6.22 1 HNKI 125.49 。
MOK4-7299 Ll46-26 2045 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 8.81 HNKl 83.45 。
MOK4-7300 L146-27 2046 箱根剣宿i伴 HNHJ HNHJ 20.78 HNKI 109.46 。
MOK4-730! Ll46-28 2047 箱線畑宿群 HNHJ HNトIJ 14.72 HNKI 166.92 。
MOK4-7302 Ll46-29 2似8 箱根矧街群 HNHJ HNHJ 3.48 HNK1 131. 6 。
MOK4-7303 Ll46-30 2049 箱機知宿群 HNHJ HNHJ 2.27 HNK1 86.14 。
MOK4-7304 Ll46-31 2050 箱根畑宿群 HNHJ I-!NHJ 3.42 HNK1 117.29 。
MOK4-7305 Ll46-32 2051 箱根畑1ii群 HNHJ I-!NHJ i. 64 I-!NKI 124.9 。
MOK4-7306 Ll46-33 2052 箱線畑宿僻 | トINHJ HNHJ 12.05 HNKI 62.91 。
MOK4-7307 Ll46-34 2053 箱恨畑ril群 HNHJ HNHJ 2.88 HNKI 113.66 。
MOK4-7308 Ll46-35 2055 箱線知1rel拝 HNHJ HNHJ 6.76 HNKI 127.48 。
MOK4-7309 Ll46-36 2056 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-73!O Ll46-37 2057 箱椴剣術群 HNHJ HNHJ 5.26 HNKI 144.31 。
MOK4-7311 Ll46-38 2058 測定不可 測定不可 測定不日」 i 測定不可

MOK4-7312 Ll46-39 2059 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7313 Ll46-40 2060 箱殿畑宿群 HNHJ HNHJ 5.64 HNKI 128.8 。
MOK4-7314 Ll46-41 2061 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-7315 Ll46-42 2062 箱根畑街群 | HNHJ HNHJ 24.39 HNKI 222.94 。
MOK4-7316 Ll46-43 2063 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 7.13 HNK1 149.94 。
MOK4-7317 Ll46-44 2064 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7318 Ll46-45 2065 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7319 Ll46-46 2066 箱根畑宿群 l-INHJ HNHJ 8.31 トlNKI 142.13 。
MOK4-7320 L146-47 2067 箱綬畑宿君宇 トINHJ HNHJ 15.36 HNKI 189.99 。
MOK4-7321 Ll46-48 2068 測定不可 測定不可 測定不可 | 測定不可

MOK4-7322 L146-49 2069 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

lVIOK4-7323 Ll46-50 2070 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

lVIOK4-7324 Ll46-51 2071 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

lVIOK4-7325 Ll46-52 2072 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

lVIOK4-7326 Ll46-53 2073 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

lVIOK4-7327 Ll46-54 2074 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7328 Ll46-55 2075 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7329 Ll46-56 2076 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7330 Ll46-57 2077 箱根釧宿群 HNHJ HNHJ 10.91 HNKI 65.32 。
MOK4-7331 Ll46-58 2078 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7332 Ll46-59 2079 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7333 Ll46-60 2080 箱綬畑街群 HNHJ HNHJ 11. 4 I-!NKI 183.25 。
MOK4-7334 Ll46-61 2081 測定不可 測定不可 測定不可 測定不 可 !

MOK4-7335 Ll46-62 2082 測定不可 測定不可 測定不可 l 測定不可

MOK4-7336 Ll46“63 2083 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK4-7337 Ll46-64 2084 箱根畑宿群 l HNHJ HNHJ 8.62 HNKI 141. 62 。
MOK4-7338 Ll46-65 2085 測定不可 測定小可 測定不可 測定不可

MOK4← 7339 Ll46-66 2086 箱恨畑街群 HNHJ HNHJ 3.61 HNKI 91. 53 。
MOK4-7340 Ll46-67 2087 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7341 Ll46-68 2088 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7342 Ll46-69 2089 箱椴畑宿群 トINHJ I-!NHJ 14.03 HNKI 90.83 。
MOK4-7343 Ll46-70 2日90 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7344 Ll46-71 2日91 箱板畑f菌群 トINHJ HNHJ I 4.41 HNKI 78.58 日

MOK4-7345 Ll46-72 2092 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可
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MOK4-7346 Ll46-73 2ω3 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 6.06 HNKI 137.67 。
MOK4-7347 Ll46日 74 2ω4 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7348 Ll46-75 2四6 箱根畑宿排 HNHJ HNHJ 9.1 HNKI 56.98 。
MOK4-7349 Ll46-76 2ω7 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 11.15 HNKI 133.51 。
MOK4-7350 Ll46-77 2098 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 14.85 HNKI 192.49 。
MOK4-7351 Ll46-78 2099 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 3.21 HNKI 111.43 。
MOK4-7352 Ll46-79 2100 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 4.44 HNKI 105.47 。
MOK4-7353 L146-80 2101 箱棋畑宿群 HNHJ HNHJ 11. 63 HNKI 85.2 。
MOK4-7354 Ll46-81 2103 事匝妨皐ヶ台群 SWHD SWHD 18.32 SBIY 104.11 。
MOK4-7355 L146-82 2104 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 1. 37 HNKI 109.75 。
MOK4-7356 L146-83 2105 箱綬畑宿群 HNHJ HNHJ 5.55 HNKI 103.6 。
MOK4-7357 L146-84 2106 和田小深沢群 WDKB WDKB 7.64 0.9998 WDTK 23.07 0.0002 

MOK4-7358 L146-85 21日9 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 9.64 HNKI 76.62 日

MOK4-7359 L146-86 2110 探訪皐ヶ台1伴 SWHD SWHD 4.37 SBIY 111.65 。
MOK4-7360 L146-87 2129 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7361 L146-88 2130 箱根畑宿署宇 HNHJ HNHJ 5.14 HNKI 88.27 。
MOK4-7362 L146-89 2146 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7363 Ll46-90 2147 箱恨畑宿ilff I-INHJ HNHJ 3.4 HNKI 89.89 。
MOK4-7364 L146-91 2148 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7365 L146-92 2149 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7366 L146-93 2150 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7367 L146-94 2151 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7368 L146-95 2152 測定不可 測定不可 測定不可 澗定不可

MOK4-7369 Ll46-96 2153 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7370 L146-97 2154 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7371 Ll46-98 2155 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7372 L146-99 2156 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7373 Ll46-100 2163 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7374 Ll46-IOl 2164 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7375 Ll46叩 102 2165 箱根剣lei併 HNHJ HNHJ 9.85 111 HNKI 149.48 。
MOK4-7376 Ll46-103 2166 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7377 Ll46-104 2167 箱倶知I!~íl非 HN卜IJ HNHJ 8.8 HNKI 171.89 。
MOK4-7378 Ll46-105 2168 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7379 Ll46-106 2169 :1?i棋自111首桝 HNI-IJ HNHJ 10.61 I-INKI 164.36 。
MOK4-7380 Ll46-107 2170 箱根世l陥i作 トINHJ HNHJ 2.45 HNKI 92.05 。
MOK4-7381 Ll46-108 2171 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7382 Ll46-109 2171 2 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7383 L146-11O 2172 箱恨創f白群 HNI-IJ I-INHJ 3.93 HNKI 101.9 。
MOK4-7384 L146-lll 2173 箱根知l宿俳 I-INH.J HNHJ 6.69 HNKI 112.21 。
MOK4-7385 L145-112 2174 箱根知I'r訓洋 HNI-IJ HNI-IJ 9.62 HNKI 156.12 。
MOK4-7386 L145-113 2175 箱様畑宿群 HNHJ HNHJ 9.22 I-INKI 63.65 。|
MOK4-7387 L146-114 2176 箱恨知1宿群 HNI-IJ HNHJ 8.61 HNKI 154.37 。l

MOK4-7388 L146-115 2177 箱線側宿群 HNHJ HNHJ 1. 16 HNKI 100.43 。
MOK4-73S9 L146-116 2184 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 4.63 HNKI 100.95 

MOK4-7390 LI45寸i7 2185 箱根知1稿群 HNHJ HNHJ 4.56 HNKI 109 

MOK4-7391 Ll46-118 2186 箱根畑街群 HNHJ HNHJ 4.66 HNKI 107.84 。|
MOK4-7392 Ll46-119 2187 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7393 Ll46-120 2188 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 8.01 HNKI 155.62 。
M01<4-7394 L146-121 2189 箱1fl畑宿群 HNHJ HNHJ 3.46 HNKI 94.72 

MOK4-7395 Ll45-122 2190 箱根知l宿群 l HNHJ HNHJ 4.94 HNKI 72.97 。
MOK4-7396 L146-123 2191 箱根畑宿鮮 HNHJ HNHJ 10.56 HNKI 166.44 。
MOK4-7397 Ll46-124 2192 箱根制宿群 HNHJ HNHJ 14.09 HNI'くI 79.64 

1¥1101<4-7398 Ll46-125 2193 箱根畑宿群 トINHJ HNHJ 7.83 HNKI 97.78 

1¥I10K4-7399 Ll46-126 2194 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

M01<4-74∞ L146-127 2195 箱根両11.，首鮮 HNI-IJ HNHJ 5.48 I-INKI 117.64 。
MOK4ゐ7401 L146-128 2196 箱根卸l宿併 HNHJ HNHJ 2.22 トINKI 103.29 。|
MOK4-7402 L145-129 2197 箱根肯11宿群 HNHJ HNHJ 8.96 HNKI 149.4 

1¥1101<4-7403 L145-130 2198 航定不可 推定不可 腕不可| 推定不可
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判別分析

研究室年間遇番 分析番号 遺物番号 後番号 推定産地
判別図

第 1候補産地 第2候補産地
判別群

判別群 距~ 確率 判別群 距厳 11率

MOK4-7404 L146-131 2199 箱線側街群 HNHJ HNHJ 3.85 HNKI 80.6 。
MOK4-7405 L146-132 22∞ 推定不可 椴定不可 推定不可 推定不可

MOK4-7406 L146-133 2201 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 8.29 HNKI 124.91 。
MOK4-7407 L146-134 2202 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 6.64 HNKI 127.96 。
MOK4-7408 L146-135 2203 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 23.61 HNKI 221.4 。
MOK4-7409 L146-136 2204 箱恨畑宿群 HNHJ HNHJ 14.04 HNKI 85.54 。
MOK4-7410 Ll46-137 2205 箱級制宿群 HNHJ HNHJ 12. I I-INKI 85.67 。
MOK4-7411 Ll46-138 2206 箱根畑宿署平 HNHJ HNHJ 6 HNKI 117.79 。
MOK4-7412 Ll46-139 2658 測定不可 測定不可 測定不可 1 測定不可

MOK4-7413 Ll46-140 4232 陳肪昼ヶ台群 SWHD SWHD 2.46 SBlY 72.75 。
MOK4-7414 Ll46-141 4233 際i坊星ヶ台群 SWHD SWHD 3.94 WDTN I~I 。
MOK4-7415 Ll46-142 4233 2 阪肪星ヶ台1非 SWHD SWHD 11. 94 SBIY 88.02 。
MOK4-7416 Ll46-143 4233 3 開肪旦ヶ台I洋 SWHD SWHD 11. 38 SBIY 66.15 。
MOK牛7417 Ll4G-144 4233 4 限紡皐ヶ台鮮 SWHD SWHD 4.13 SBIY 77.6 。
MOK4-7418 Ll46司 145 4233 5 DR紡墨ヶ台群 SWHD SWHD 11.32 SBIY 115.94 。
MOK4-7419 Ll46-146 4幻3 6 阪紡昼ヶ台群 SWHD SWHD 22.31 0.9993 SBIY 33.4 0.0007 

MOK4-7420 L146-147 4233 7 開肪呂ヶ台群 SWHD SWHD 16.38 SBIY 83.59 。
MOK4-7421 Ll46-148 18195 E置紡皐ヶ台4伴 SWHD SWHD 11. 27 SBIY 115.66 。
MOK4-7422 Ll46-149 18196 開肪皐ヶ台群 SWHD SWHD 8.39 WDTN 131.8 。
MOK4-7423 Ll46-150 18875 阪紡昆ヶ台群 SWHD SWHD 3.52 SBIY 95.85 。
MOIく4-7424 Ll46-151 19360 阪防易ヶ台群 SWHD SWHD 12.39 WDTN 91. 2 。
MOK4-7425 Ll46-152 19645 神ill助思馳品群 KZOB KZOB 18.56 KZSN 67.77 。
MOK4-7426 Ll46-153 19646 事l'諸島思馳烏群 KZOB KZOB 13.6 KZSN 46.47 。
MOK4-7427 Ll46-154 19647 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK4-7428 Ll46-155 19648 事I'ilt島恩馳助群 KZOB KZOB 11. 23 KZSN 47.14 。
MOK4-7429 Ll46-156 19649 神1.11白恩馳島群 KZOB KZOB 15.79 KZSN 87.33 。
MOK4-7430 Ll46-157 19650 神tll!ih思馳，Q，1洋 KZOB KZOB 8.44 KZSN 37.05 。
MOK4-743I Ll46-158 19651 神主宮島息馳島若手 KZOB KZOB 3.4 KZSN 48.18 。
MOK4-7432 Ll46-159 19652 事11路島恩馳品群 l I<ZOB KZOB 2.6 KZSN 48.87 。
MOK4-7433 Ll46-160 2∞33 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 2.77 HNI'くI 134.73 。
MOK5-39 Ll44-2-180 1026 神津島恩馳!!群 KZOB KZOB 2.19 KZSN 66.11 。
MOK5-40 Ll44-2-181 1163 際紡星ヶ台1梓 S仇'HD SWHD ワ3 2 SBlY 106.92 。
MOK5-41 しは4-2-182 1488 神r.t島思馳島1障 KZOB KZOB 4.11 KZSN 66.86 。
MOK5-42 Ll44-2-183 1489 際防Eヶ台群 SWI-!D SWHD 10.13 SBlY 73.07 。
MOK5-43 U判 ー2-184 1717 箱根似宿群 HNHJ HNHJ 4.03 HNKI 127.16 。
MOK5-44 LI44-2-185 2988 推定不可 推定不可 t桂定不可 推定不可

MOK5-45 Ll44-2-186 3148 限紡IIIヶ台群 SWHD SWHD 10.61 SBIY 114.12 。|
MOK5-46 Ll46-161 459 天Jrtl由峠1伴 AGKT AGIり 6.06 HNKT 93.78 。
MOK5-47 Ll46-162 21060 測定不可 測定不可 測定不可 if!J定不可

MOK5-48 Ll46-163 21061 測定不可 測定不可 測定不可 測定不可

MOK5-49 Ll46-164 21102 箱根畑宿砕 HNHJ HNHJ 26.71 HNKI 225.61 。
MOI<5-50 Ll46-165 21422 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 5.39 HNKI 82幻 。
MOK5-51 L146-166 21424 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 6.03 HNIくI 137.66 。
札10K5-52 Ll46-167 21425 箱娘細宿群 HNHJ HNHJ 2.62 HNKI 95.98 。
MOK5-53 Ll46-168 21549 箱根知l街群 HNHJ HNHJ 2.6 HNI<1 81. 54 。
MOK5-54 Ll46-169 21557 天城柏峠鮮 AGKT AGI<T 6.8 HNKT 164.57 。
MOK5-55 Ll46-170 21603 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 4.36 HNKI 94.39 。
MOK5-56 Ll46-171 21604 神路島思馳品群 KZOB KZOB 7.73 KZSN 29.44 。
MOK5-57 Ll46-1'/2 21884 縫定不可 推定不可 推定不可 錐定不可

MOK5-58 Ll46-173 21935 天械柏峠群 AGKT AGI<T 5.05 HNKT 101. 49 。
MOI<5-59 Ll46-174 21936 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 8.05 HNKI 153.66 。
孔~OK5-60 Ll46-175 21937 箱根畑宿群 HNHJ HNHJ 3.47 HNKI i39.15 。
MOK5-61 Ll46-176 21938 司医科冷山群 TSTγ TSTY 9.06 TSHG 30.07 。
MOK5-62 Ll46-177 21939 箱根知l宿群 HNHJ HNHJ 2.89 トINKI 110.61 。
MOK5-63 Ll46-178 21940 推定不可 推定不可 推定不可 推定不可

MOK5-64 Ll46-179 21941 推定不可 推定不可 推定不可 錐定不可

MOK5-65 Ll46-180 21942 箱糠畑街群 HNHJ HNHJ 9.24 HNKl 167.15 。
台IOK5-66 L146-181 21943 箱桜畑f首群 HNHJ HNHJ 6.54 HNKI 1l0.03 。

-366-



研究室年開通番 分析番号 遺物番号 校番号 推定産地

トザ'IUK5-67 Ll46-182 21944 箱根畑宿群

MOK5-68 Ll46-183 21945 箱根畑宿群

MOK5-69 Ll46-184 21987 箱根畑宿群

MOK5-70 Ll46-185 22249 .科冷山群

MOK5-71 Ll46-186 22250 箱根畑宿群

MOK5-72 Ll46-187 22252 箱摂畑宿群

MOK5-73 Ll46-188 22292 箱線畑?首群

MOK5-74 L146-189 22470 Jl!科冷山群

MOK5-75 Ll46-190 22471 箱根畑宿群

MOK5-76 Ll46-191 表採225 天成柏峠群

MOK5-77 L146-192 表採247 際紡星ヶ台群

MOK5-78 Ll48← l 1120 神主哲島思馳励群

MOK5-79 L150-8 銘36 原動皐ヶ台群

MOK5-80 Ll50-9 銘41 原動!ilヶ台群

MOKふ81 Ll50-10 2846 諏訪星ヶ台群

附編

判別分析
判別図

判別群
第 1候補産地 第 2候繍産地

判別群 距離 殖率 判別群 | 距厳 確率

HNHJ HNHJ 8.62 HNKl 73.49 。
HNHJ HNHJ 5.47 HNKl 81.1 。
HNHJ HNHJ 9.64 HNKI 127.12 i 。
TSTY Tちm' 6.02 TSHG 23.74 。
日NHJ HNHJ 9.12 i HNKI 97.5i 。
HNHl HNHJ 9.45 HNKI 16l.42 。
HNHJ HNHJ 7.56 I! HNKl 65.26 。
TSTY TSTY TSHG 29.79 。
HNHJ HNHJ i4.43 HNKl 164.13 。
AGl'くT AGKT 7.16 HNKT 112.91 9 

SWHD SWHD 5.42 S81Y 95.6 。
KZ08 KZ08 3.8 KZSN 42.6 。
SWHD SWHD 6.04 S8lY 102.03 。
SWHD SWHD 12.05 S8lY 。
SWHD SWHD 14吐 S8rY 134. 。

戸。
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工孟且:加速器分析研究所

年代測定結果報告書

1 )年代値の算出には、Libbyの半減期 5568年を使用 しています。

2) BP年代値は、1950年からさかのぼること何年前かを表しています。

3)付記した誤差は、次のように算出しています。

複数回 (通常は 4回)の測定値について χ2検定を行い、通常報告する誤差は測定値の

統計誤差から求めた値を用い、測定値が 1つの母集団とみなせない場合には標準誤差を

用いています。

4) O 13Cの値は、 通常は質量分析計を用いて測定しますが、 AMS測定の場合に同時に測

定される O13Cの値を用いることもあり ます。

O 13C補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載しておきます。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%0;パーミノレ)で表したものです。
O 14C = [(14As - 14AR) /14ARJ x 1000 ( 1 ) 

O 13C = [(13As - 13APDB) /13APDBJ x 1000 ( 2) 

ここで、 14As :試料炭素の 14C濃度 :(14C/12C)Sまたは(14C/13C)S

14AR :標準現代炭素の 14C濃度:(14C/12C)Rまたは(14C/13C)R

O 13Cは、質量分析計を用いて試料炭素の 13C濃度(13As= 13C/12C)を測定し、 PDB(白

亜紀のベレムナイト (矢石)類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算します。

但し、 IAAでは加速器により測定中に同時に 13C/12Cも測定していますので、標準試料の

測定値との比較から算出した O13Cを用いることもあります。 この場合には表中に〔加速器〕

と注記します。

また、/).14Cは、試料炭素が O13C = -25.0 (%0)である としたと きの 14C濃度 (14AN)

に換算した上で計算した値です。(1 )式の はC濃度を、 O13Cの測定値をもとに次式のよう

に換算します。

14ん'f= 14As x (0.975/(1 + o 13C/1000))2 (14Asとして 14C/12Cを使用する とき)

または

二 14Asx (0.975/(1 + o 13C/I000)) (14Asとして 14C/13Cを使用するとき)

/). 14C = [(14AN - 14AR) / 14ARJ x 1000 (%0) 

員殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、 海洋中の放射性炭素濃度が大気

の炭酸ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行なった年代値は実際の年代との差が

大きくなります。多くの場合、同位体補正をしない O14Cに相当する BP年代値が比較的よ

くその貝と同一時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致します。

14C濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記として、pMC(percent Modern 

Carbon)がよく使われており、ム14Cとの関係は次のようになります。

/).14C = (pMC/100 -1) x 1000 (%0) 

pMC = s 14C/10 + 100 (%) 

国際的な取り決めにより、このム14CあるいはpMCにより、放射性炭素年代(Conventional 

Radiocarbon Age ; yrBP)が次のように計算されます。

T = -8033 x ln [( s 14C/1000) + 1J 

二 一 8033x ln (p MC/100) 

n
ヨ
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工AA

工AACode No. 試 料 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-51642 試料採取場所・第二東名 NO.146地点遺跡 Libby Age (yrBP) 5，010 :t 40 

(裾野市大畑) a 13C(寝泊)、(加速器) = -27.20:t 0.921 

試料形態 木炭(7号土坑覆土) 企14C(%0) -463.9士 2.6 

試料名(番号) : 1 pMC(%) 53.61:t 0.26 

a 14C (%0) = -466.3:t 2.4 

(参考) a 13Cの補正無し pMC (%) 53.37:t 0.24 

#1087-1 Age (yrBP) 5，040 :t 40 

: IAAA-51643 試料採取場所:第二東名 NO.146地点遺跡 Libby Age (yrBP) 6，630 :t 40 

(裾野市大畑) ai引 %0)、(加速器) = -25.4 7:t 0.781 

試料形態 木炭(12号竪穴住居跡床面直上) 企14C(%0) - -561.8:t 2.2 

試料名(番号) : 2 pMC(%) 43.82土 0.22

o 14C (%0) -562.3 :t 2.1 

(参考) o 13Cの補正無し pMC(%) 43.77士 0.21

持1087-2 Age (yrBP) 6，640 :t 40 

民AA-51644 試料採取場所:第二東名 NO.146地点遺跡 Libby Age (yrBP) 6，420 :t 40 

(裾野市大畑) a 13C (%0)、(加速器) -24.80:t 0.78 

試料形態 木炭(15号竪穴住居跡炉覆土) !:J. 14C (%0) -550.5 :t 2.3 

試料名(番号) : 3 pMC(%) 44.95士 0.23

o 14C (%0) - -550.3:t 2.2 

(参考) a 13Cの補正無し pMC(%) 44.97:t 0.22 

将1087-3 Age (yrBP) 6，420 :t 40 

IAAA-51645 試料採取場所;第二東名 NO.146地点遺跡 Libby Age (yrBP) 6，410士 40 

(裾野市大畑) a 13C (%0)、(加速器) - -32.57土 0.82

試料形態 木炭 (2号竪穴住居跡炉覆土) !:J. 14C (%0) - -549.6:t 2.1 

試料名(番号) : 4 pMC(%) 45.04土 0.21

o 14C (%0) 二 一556.5:t 1.9 

(参考) o 13Cの補正無し pMC(%) 44.35:t 0.19 

持1087-4 Age (yrBP) 6，530 :t 30 

IAAA-51646 試料採取場所:第二東名 NO.146地点遺跡 Libby Age (yrBP) 6，480士 40 

(裾野市大畑) a 13C (%0)、(加速器) = -29.77:t 0.86 

試料形態 木炭 (8号竪穴住居跡床面直上) 企14C(%0) = -553.8土 2.2 

試料名(番号): 5 pMC(%) 44.62:t 0.22 

a 14C (%0) 士 一558.2:t 2.0 

(参考) o 13Cの補正無し pMC (%) 44.18:t 0.20 

持1087-5 Age (yrBP) 6，560 :t 40 
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lAAA-51647 I試料採取場所:第二東名 NO.146地点遺跡

(裾野市大畑)

|試料形態 : 木炭 09号集石)

|試料名(番号) : 6 

(参考) O 13Cの補正無し

持1087-6

M 叩 8 I試料採取場所 第二腕 NO.l吋点遺跡

(裾野市大畑)

阿形態 木炭(間集石)

|試料名(番号) : 7 

(参考) O 13Cの補正無し

持1087-7

lAAA-51650 I試料採取場所:第二東名 NO.146地点遺跡

(裾野市大畑)

附編

工AA

Libby Age (yrBP) : 6，080 :t 40 

8 l3C (%0)、(加速器) = -33.30:t 0.90 

A 14C(%o) 

pMC(%) 

O 11C (%0) 

i pMC(%) 

IAge (yrBP) 

-530.7:t 2.0 

46.93:t 0.20 

-538.7 :t 1.8 

- 46.13土 0.18

6，210:t 30 

Libby Age (yrBP) : 6，390 :t 40 

o 13C (%0)、(加速器) -26.40:t 0.90 

A 14C (%0) 

pMC(%) 

O 14C (%0) 

pMC (%) 

IAge (yrBP) 

= -548.5:t 2.1 

士 45.15:t0.21 

- -549.8土 131

45.02:t 0.19 

6，410:t 30 

Libby Age (yrBP) : 6，410 :t 40 

o 13C (%0)、(加速器) =一30.51士 0.92

関料形態 :炭化物(第189図485 石山式土器付着) I A 14C (%0) 

試料名(番号): 9 I pMC(%) 
O 14C (0/00) 

- -549.8::t 2.3 

- 45.02:t 0.23 

= -554.9土 2.1

(参考) a 13Cの補正無し

持1087-9

IAAA-51651 I試料採取場所.第二東名 NO.146地点遺跡

(裾野市大畑)

持1087-10

|試料形態 :炭化物(第172図228 打越式土器付着)

|試料名(番号) : 10 

(参考) a 13Cの補正無し
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I pMC(%) 

IAge (yrBP) 

= 44.51:t 0.21 

6，500:t 40 

Libby Age (yrBP) : 6，600士 50

o 13C (%0)、(加速器) = -27.43:t 1.08 

A 14C(寝泊)

pMC(%) 

(山)
pMC(%) 

Age (yrBP) 

ヱ -560.3土 2.6

= 43.97士 0.26

二一562.5士 2.4

43.75:t 0.24 

6，640士 40
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下ノ大窪遺跡(第二東名No.146地点)

出土炭化材の樹種同定

植田弥生(パレオ・ラボ)

1.はじめに

ここでは、 縄文時代前期(1点)・早期(7点)と旧石器時代(5点)の遺構から出土した炭化材

(合計12点)の樹種同定結果を報告する。縄文時代の炭化材は、土器埋納土坑や住居跡から出土した炭

化材である。これらの炭化材は小さな破片であるが、出土遺構との関係から燃料材や建築材であった可

能性が高く、当時の当選跡における樹種利用を知る資料となる。また、旧石器時代の磯群や炭化物集中

地点から出土した炭化材は、人為的炭化なのか、山火事に伴う炭化なのか、いまだ成因は不明であか

その解明のためにも樹種調査は基礎的資料蓄積として重要と考えられている。

2.試料と方法

同定は、炭化材の横断面(木口)を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の 3方向(横断面・接線断

面・放射断面)の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査電子顕微鏡用の

試料は、 3断面を 5mm角以下の大きさに整え、直径 1cmの真織製試料台に両面テープで固定し、試料を

充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡(日本電子株)製 JSM-TIOO型)で観察と写真撮影

を行った。

同定した炭化材の残り破片は、財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所に保管きれている。

3.結果

同定結果の一覧を表 lに示し、表2では時代・遺構ごとに検出樹種を配列した。

旧石器時代

BBOの石器集中地点(ブロック15)から出土した炭化材は、厚み 1D1mで 5mm角ほどの薄い破片で、

樹皮と思われるが、小破片で、保存も悪いため断定はできないもので、あった。

BB 1の磯群 (64号)からはモクレン属、 BBIIの磯群2基(2号・ 3号)はそれぞれからサワフタギ

節が検出され、 BB田の炭化物集中地点からはイヌシデ節が検出された。

縄文時代

早期の集石土坑2基からはシキミが共通して検出され、 22号からはシキミのほかにアカガシ亜属が検

出された。早期末の住居跡2軒における炉覆土出土の 2点は、シキミとクスノキ科である。早期末の別

の住居跡2軒における床直上出土の 2点は、カヤとクリである。

前期の諸磯式土器埋納土坑の覆土から出土した I点は、節部の材で材組織がうねり保存も悪く一部の

管孔配列から、プナ科のクリ・コナラ節・シイノキ属のいずれかの可能性が高いと思われる。

以下に同定根拠とした材組織の特徴を記載し、材の 3方向の組織写真を提示した。

(1)カヤ Torr，θ'ya nUCl冷raSieb. et Zucc. イチイ科図版 1 1 a-1 c (分析番号8) 

仮道管・放射柔細胞からなり樹脂細胞をもたない針葉樹材。早材から晩材への移行はゆるやかである。

「
円
J
V守，a

今、一》
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仮道管にらせん肥厚があり、分野壁孔は小さなヒノキ型が主に 2個ある。

カヤは本州の宮城県以南・四国・九州の暖帯から温帯下部の山地に生育する常緑高木で、種子は食用

となり、油も取れる。材は水湿に強く加工しやすい。

( 2 )クマシデ属イヌシデ節 CarpInus sect. EucarpInus カバノキ科 図版 1 2 a-2 c (分析番

号12)

放射組織が集合する部分と 2"-'数個の小型の管孔が放射方向に複合して配列する部分とがある散孔材。

道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織はほぼ向性、 1"-' 5細胞111菌、大型結晶を含

み、道管との壁孔はやや大きく交互状である。

クマシデ属イヌシデ節は暖帯および温帯の山地に生育する落葉高木または大形低木である。山野に普

通のイヌシデとアカシデ、乾いた山稜に生育するイワシデがあるが、材組織から種類は特定できない。

( 3 )コナラ属アカガシ亜属 Quθ'rcus subgen. CycJobaJanopsIs プナ科 図版 1 3 a-3 c (分

析番号10)

集合放射組織を挟み小型~中型の単独管孔が放射方向に配列する放射孔材。接線状の柔組織が顕著でら

ある。道管の壁孔は小さく交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織はほぼ向性、単列のものと広放射組

織があり、道管との壁孔は孔口が大きく、柵状・交互状である。

アカガシ亜属は主に常緑性の落葉高木となるいわゆるカシ類で、おもに暖温帯に分布する。山野に普

通なアラカシ・アカガシ・シラカシ、関東以南に多いイチイガシ・ツクパネガシ、海岸や乾燥地に多い

ウパメガシ、寒さに強くプナ帯の下部まで分布するウラジロガシなどがある。材は丈夫で弾性や耐湿性

がある。

( 4 )クリ Castanea-crenata Sieb. et Zucc. プナ科図版2 3 a-3 c (分析番号5) 

年輪の始めに中型の管孔が I層配列し、急に径を減じて晩材では非常に小型の管孔が火炎状に配列す

る環孔材。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔、内腔にはチロースがある。放射組織は単列向性、

道管との壁孔は孔口が大きく柵状・交互状である。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。果実は食用になり、材

は耐朽性にすぐれている。

( 5 )プナ科 Fagaceae 図版25a.5b(分析番号 1) 

保存が悪い上に、節部の材で材組織がうねり管孔配列は不明瞭で、あるが、単独分布する小型~中型の

管孔と、非常に小型の管孔が火炎状に分布している部分が見られた。放射組織は単列、管孔は単穿孔で

ある。このような形質から、クリ、コナラ節、シイノキ属の可能性が考えられるが、特定はできないの

で、これらが属するプナ科と同定しておく 。

( 6 )樹皮? Bark? 図版2 6 (分析番号 2) 

厚み 1mm、5mm角ほどの薄い破片で、あった。二次木部の材構造は見られず、薄壁の柔細胞から構成さ

れていたので、樹皮ではないかと思われる。針葉樹の樹皮か広葉樹の樹皮であるかの判断もできていな

し泊。

( 7 )モクレン属 MagnoJja モクレン属 図版2 7 a-7 c (分析番号11)

小型の管孔が単独または 2"-'数個が複合して分布する散孔材。道管の壁孔は階段状、穿孔は主に単穿

孔である。放射組織は異性、 1 "-' 2細胞幅、上下端に方形細胞があり、道管との壁孔は大きく階段状ま

たは対列状~交互状である。

モクレン属は暖帯または温帯に分布する落葉性の高木または小高木である。北海道以南の山地に生育

するホオノキ・コブシ、本州と九州に生育する タムシパ、関東北部以西に生育するオオヤマレンゲ、中

部地方西南部に生育するシデコブシがある。
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( 8 )シキ ミ lljjoum afllsatum L. シキミ科 図版3 8 a-8 c (分析番号 9) 

非常に小型の管孔が多数散在し、年輪始めの管孔はやや縦長で、大きくて接線状に密に l層並ぶ散孔材。

道管の壁孔はまばらで交互状に配列する部分と階段状に配列する部分があり、穿孔は横棒数が30本前後

の階段穿孔である。放射組織は異性、 1"'3細胞幅、接線断面で直立細胞は非常に背が高いレンズ状で

ある。放射柔細胞の細胞壁は厚く放射断面で数珠状に肥厚しているのが観察される。木繊維にらせん肥

厚がある。 放射柔細胞は大きめである。

シキ ミは本州の宮城県・ 石川県以西の暖帯の山地に生育する常緑の小高木である。果実はアニサチン

を含み有毒で、葉に油点があり香気がある。

( 9 )クス ノキ科 Lauraceae 図版3 9 a-9 c (分析番号 7) 

小型の管孔が主に単独で散在している散孔材。節部のようであり、管孔分布や放射組織はやや粗雑な

印象である。道管の壁孔はやや大きくて交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は向性に近い異性、 l 

"'4細胞|幅、油細胞と思われるやや大型の細胞が見られる。管孔が大きく、油細胞の出現頻度の高いク

スノキ以外の樹種であるがこれ以上は区別できなかった。

(0)サワフタギ節 Symplocossect. palura ハイノ キ科 図版3 10a-lOc (分析番号 3) 

小型の管孔が多くは単独で、均一に分布する散孔材。道管の壁孔は交互状~階段状、穿孔は横棒数が20

本前後の階段穿孔である。放射組織は異性、 1"'2細胞l隔、 2細胞幅の部分は平伏細胞からなり、その

上下端は方形細胞と直立細胞が単列でのびるが、単列部と 2細胞幅の幅は同じで直線的な放射組織であ

る。

サワフタギ節は暖帯から温帯の山地や谷聞に生育する落葉または常緑の低木または高木である。北海

道から九州に分布するサワフタギ、関東以西のタ ンナサワフタギ、中部以西のク ロミ ノニシゴリがある。

4 まとめ

旧石器時代の炭化材は、 BBOのI点は樹皮?であり、 BB1とBB皿の4点からはモクレ ン属 ・サワ

フタギ節・ イヌシデ節が検出された。この 3分類群は落葉広葉樹材であった。 BB(ブラックバンド)

は、 古土壌が形成された時期であり、その前後層の時期に比べBBはやや温暖期であった と考えられる

ことからも、 モクレン属・サワフタギ節・イヌ シデ節の落葉広葉樹が生育していたのであろ う。

一方、縄文時代早期の集石土坑・炉覆土からは、常緑広葉樹のシキミ・クスノキ科・アカガシ亜属が

検出されたことから、後氷期に入り旧石器時代より温暖化が進行して、 常緑広葉樹が生育していたこ と

が判った。集石土坑や炉癒土から出土した炭佑材は、燃料材として利用された樹木と考えられる。燃料

材は、生活域の近辺から入手すると考えられるので、当時の周辺には常緑広葉樹が普通に生育分布して

いたと考え られる。当遺跡は、愛鷹山東南麓(静岡県裾野市)の標高約250mの痩せ尾根上に立地して

いることからも、関東地方内陸部より早くに常緑広葉樹が分布拡大し、当時の人々はすでに常緑広葉樹

を利用していたことが判った。床面直上から出土した炭化材2点は、建築材の可能性があり、樹種は落

葉広葉樹のクリと針葉樹のカヤであった。燃料材と建築材では、樹種選択性が異なるようであった。
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表1 下ノ大窪遺跡(第二東名No.146地点)出土炭化材樹種同定結果

分析番号 遺物番号 調査区遺構 膚位 樹種 時期 備考

プナ科
1739 7号土坑 (クリ ・コナラ節 縄文時代前期 諸機式土著書埋納土坑覆土

シイノ キ属の可能性あり)

2 2095 プロック15 BBO 樹皮つ 旧石器時代 石器集中地点

3 2207 3号礁群 BBlII サワアタギ節 旧石様時代 車製群

4 2201 2号磯群 BBlII サワフタギ節 旧石器時代 雇襲群

5 12号竪穴住居跡 クリ 縄文時代早期末 床面直上

6 20918 15号竪穴住居跡内炉 シキミ 縄文時代早期末・ 炉覆土

7 20991 2号竪穴住居跡内炉 クスノキ科 縄文時代早期末 炉覆土

8 21081 8号竪穴住居跡内炉 カヤ 縄文時代早期末 床面直上

9 21355 19号集石 シキミ 縄文時代早期 m石土坑覆土

22237 22号集石
アカガシ直属 純文時代早期

集石土坑覆土10 
縄文時代早期シキミ

11 23553 64号機群 BB 1 モクレン!a !日石照時代 1深草平

12 23612 炭化物集中2 BB皿 イヌシデ節 旧石鴇時代 炭化物集中地点 | 

表2 下ノ大窪遺跡(第二東名NO.146地点)出土炭化材の時期・遺構ごとの検出樹種比較

持期・層位
旧石器時代 縄文時代

BBlll BBlll BBlll BB I BBO 早期 早期末 前期

遺構 襟群 型軽群
炭化物

機群
プロッ

集石土坑
竪穴住居跡 竪穴住居跡 I 諸磯式

集中 ク 炉覆土
土器埋

床面直上 納土坑

機種 2号 3号 2 64号 15 19号 22号 2号 15号 8号 I12号 7号
一』一一一一一一

樹皮?

モクレン属

サワフタギ節
落葉

イヌシデ節
広葉樹

クリ I 

ブナ科

シキミ
常緑

クスノキ科
広葉樹

アカガシ亜属

針葉樹 カヤ

-378-



図版 1 第二東名No.146遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真

1 a-1 c :カヤ(分析番号 8) 2 a-2 c :イヌシデ節(分析番号12) 3a-3c:アカガシ亜属(分析番号10)
a:横断面 b:接線断面 c:放射断面

-379-
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附編

O. lmm・-ーーー園田ー

図版2 第二東名Na146遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真

4 a-4 c :ク リ(分析番号 5) 5a.5b:プナ科(分析番号 1) 6:樹皮? (分析番号 2) 

7 a-7 c :モクレン属(分析番号11) a:横断面 b:接線断面 c:放射断面

-380-
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図版3 第二東名No.146遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真
8 a-8 c :シキミ (分析番号9) 9 a-9 c :クスノ キ科(分析番号 7) lOa-lOc:サワ フタギ節(分析番号 3) 
a:横断面 b:接線断面 c:放射断面

-381-
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写真図版



図版 l

第|文化層石器検出状況(1 ) 

第 l文化層石器検出状況(2 ) 



図版2

第 l文化層石器検出状況(3 ) 

草:'1よ ，.ー 叫

第|文化層楳群検出状況(1 ) 第|文化層 楳群検出状況(2 ) 



図版3

第H文化層楳群検出状況(1 ) 

第 H文化層楳群検出状況(2 ) 第 H文化層楳群検出状況(3 ) 



図版4

第川文化層石器検出状況

第川文化層 楳群検出状況(1 ) 



図版5

第川文化層楳群検出状況(2 ) 

第川文化層 陳群検出状況(3 ) 



図版6

第川文化層礁群検出状況 (4)

第川文化層操群検出状況(5 ) 



図版7

第川文化層楳群検出状況(6 ) 

第川文化層 楳群検出状況(7)
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図版9

第川文化層楳群検出状況 (10)

第V文化層 磯群検出状況



図版10

2号竪穴住居跡遺物出土状況

2号竪穴住居跡完掘状況



図版II

3号竪穴住居f&1fi完掘状況

4号竪穴住居跡完掘状況



図版12

6号竪穴住居跡遺物出土状況

6号竪穴住居跡完掘状況



図版13

8号竪穴住居跡遺物出土状況

8号竪穴住居跡完掘状況



図版14

10号竪穴住居跡完掘状況

12号竪穴住居跡完掘状況



図版15

14号竪穴住居跡遺物出土状況

14号竪穴住居跡完掘状況



図版16

15号竪穴住居跡完掘状況

縄文時代遺構検出状況



図版17

19号竪穴住居跡遺物出土状況

19号竪穴住居跡完掘状況



図版18

3号竪穴住居状遺構遺物出土状況

4号竪穴住居状遺構遺物出土状況



図版19

5号竪穴住居状遺構遺物出土状況

6号竪穴住居状遺構遺物出土状況



図版20

1-4号集石集合

5号集石 6号集石

7号集石 8号集石



図版21

9号集石 10号集石

11号集石 12・13号集石集合

14号集石 15号集石

16号集石 18号集石



図版22

20号集石 21号集石

23号集石 24号集石
画面画面晶孟a・・岨主品位車

!コ 『

事
25号集石 27号集石

28号集石 29号集石



図版23

26号集石



図版24

園置置園田副

E 

32号集石 33号集石

34号集石 36号集石

37号集石 17号集石

22号集石 31号集石



図版25

19号集石 19号集石完掘状況

35号集石 35号集石完掘状況



図版26

4号土坑 6号土坑

8号土坑 10号土坑

2号土坑 11号土坑

12号土坑 13号土坑



図版27

20号土坑 5号土坑

3号土坑 17号土坑

14号土坑
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第 l文化層出土石器・接合資料
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図版30
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第川文化層出土石器(1 ) 

図版31
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図版32

第川文化層出土石器(2 ) 



図版33

歯墨
田富

可員理

第川文化層接合資料



図版34
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第V文化層出土石器



図版35

2号竪穴住居跡出土土器(1 ) 

2号竪穴住居跡出土土器(2 ) 



図版36

2号竪穴住居跡出土土器(3 ) 

3号竪穴住居跡出土土器



図版37

6 • 8・10号竪穴住居跡出土土器

14号竪穴住居跡出土土器(1 ) 



図版38

題

14号竪穴住居跡出土土器(2 ) 

15号竪穴住居跡出土土器(1 ) 
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19号竪穴住居状遺構出土土器(1 ) 

14号竪穴住居跡出土土器(3 ) 

15号竪穴住居跡出土土器(2 ) 

19号竪穴住居状遺構出土土器(2 ) 



図版39

2号竪穴住居状遺構出土土器(2 ) 

2号竪穴住居状遺構出土土器(1 ) 3号竪穴住居状遺構出土土器

4号竪穴住居状遺構出土土器(1 ) 4号竪穴住居状遺構出土土器 (2) 

4号竪穴住居状遺構出土土器(3 ) 14号集石出土土器



図版40

集石出土土器

7号土坑出土土器

7号土坑埋納土器



図版41

l群A類土器

|群B類土器 |群C類土器
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|群F類土器
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|群H類土器(3 ) 

l群H類土器 (4)
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l群H類土器(5 ) 

|群H類土器(6 ) 
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|群H類土器(7)
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l群J類 2種ー 1土器(2 ) 

l群J類 2種-1土器(3 ) |群J類 2種-2土器(1 ) 
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l群J類 2種ー 2土器(2 ) 

七高

l群J類 3種ー l土器(1 ) 



図版48

円曙-高建主 I区~主;・l一 一 一一一 一一 -下町‘ 1・E・E・ ... ‘ _L、寸""ι-
E ・E ・-‘ 可 円 ，...-

一 ーー

|群J類 3種ー 1土器(2 ) 

|群J類3種-2土器 |群J類 4種-1土器
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l群J類 4種-2土器
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H群B類土器(1 ) 

H群B類土器(2 ) 
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H群B類土器(3 ) H群B類土器(4 ) 

H群B類土器(5 ) 



図版53

轍越

11群 B類土器(6 ) 

土師器(表採資料)

11群B類土器(7) 垂飾
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111群土器
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縄文時代遺構出土石器



図版56

4亀

4 

縄文時代遺構外出土石器(1 ) 
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縄文時代遺構外出土石器(2 ) 
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縄文時代遺構外出土石器(3 ) 
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縄文時代遺構外出土石器(4 ) 
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縄文時代遺構外出土石器(5 ) 



報告書抄録

ふり が な しものおお くぼいせき

書 名 下ノ大窪遺跡

冨リ 書 名 第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書‘

巻 次 裾野市-2

シリーズ 名 静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告

シリーズ番号 第190集

編著者名 阿部敬・岩崎しのぶ

編 集機関 財団法人 静岡県埋蔵文化財調査研究所

所 在 地 干422-8002 静岡県静岡市駿河区谷田23番20号 TEL054-262-4261 (代)

発行年 月日 西暦2008年 3月31日

ふりがな ふりがな コー ド 調査 調査 調査

所収遺跡名 所在地
北緯 東経

期間 面積 原因市町村 遺跡番号

世界測地系

裾すそ野の市し大おお畑はた

35011' 08" I 138053' 33" 2003.4 第二東
下しもノの大おお窪くぽ遺いせ跡き 字あF下しもノの大おお窪く1. 12.200 

22220 ，、、，
m 

名建設

他
日本測地系 2005.3 事業

35011' 20" 138053'22" 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な造物 特記事項

旧石器時
石器(尖頭器・ナイフ形石器・

代
磯群21基 掻器・削器・彫器・錐・角錐状 後期旧石器時代

散布地
BB田

石器集中 石器・敵石・台石・使用痕剥 の石器製作祉の
BB I 
BB 0 -YLL 

17箇所 片・二次加工剥片・石刃・剥 重層遺跡

YLU 
片・ 砕片・石核)

下しもノの大おお窪〈ぽ遺いせ跡き

竪穴住居
縄文時代 跡11軒 土器、石器(有舌尖頭器・石
草創期 l 嫉・掻器・削器・石匙・錐・打 縄文時代早期末

集落散布地
早期 竪穴住居 製石斧・醗器・敵石・磨石・凹 打越式期の集落
前期 跡状遺構 石・石皿・台石・使用痕剥片・ 跡入海H式土

中期 集5基石37基 一次加工剥片・剥片・砕片・石 器が共伴

後期 土坑16基 核・模形石器、滑石製垂飾)

要約
旧石器時代はAT下位で I枚の文化層、上位で3枚の文化層を確認。点数は少ないが、弧状ー側縁

加工ナイフ形石器(第 I文化層)、信州産黒曜石製石刃石器群(第H文化層)、角錐状石器 (第回文化

層)、尖頭器石器群(第V文化層)など、層位とよく合致する典型的な石器群が検出された。縄文時

代は、早期末の竪穴住居跡11軒、神津島産黒曜石製の石鍬約80点、 1諜石器類700点余りを確認した。

竪穴住居の利用は必ずしも継続的とはいえないが、生業内容の安定性を窺わせる内容。
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